
介護保険における福祉用具貸与の実態に関する

調査研究事業　報告書

財団法人テクノエイド協会

平成20年３月



 
はじめに 

 
本事業は、平成 19 年度老人保健事業推進費補助金（老人保健健康増進等事業

分）の助成を受けて、財団法人テクノエイド協会が実施したものである。 
本調査研究は、昨年度に引き続き行うものであり、本年度については最新の

介護給付費実態調査データを用いて、介護保険における福祉用具貸与サービス

の平均利用期間、さらには貸与価格の分散状況について、集計を試みるととも

に、福祉用具のサービス提供の相違・実態把握等を主な目的として、昨年の調

査データから、全 18 カ所の貸与サービス事業所を抽出し、より詳細な現状分析

を行うためのヒアリング調査を実施した。 
以上の結果を用いて、当協会では、学識経験者や実務者、関係団体等から構

成する検討委員会を協会内に設置し、介護保険における「①福祉用具サービス

の質の向上について」、「②福祉用具給付の効率化・適正化について」、「③福祉

用具貸与サービスの構成要素と価格の考え方について」、「④福祉用具貸与サー

ビスと他の介護サービスとの関係について」、それぞれ意見交換等を行うととも

に、今後の検討課題等についての取り纏めを行った。 
今後、福祉用具における保険給付等の在り方が議論される中で、極めて実態

に近い、基礎的な資料として活用されることを期待するものである。 
 

 
平成 20 年 3 月 

 
財団法人テクノエイド協会 
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Ⅰ．本  編 
 
 
 
 



１．本事業の概要 

１．１ 調査研究の目的 

介護保険における福祉用具貸与の価格及び報酬の在り方については、社会保障審議会

介護給付費分科会による答申の中で、価格差などの実態について調査・研究を行うとと

もに、これを踏まえた報酬の在り方の検討が求められている。

本事業は、これらの課題を整理・検討する上で必要な調査研究を実施するものであり、

具体的には、直近のデータを基に貸与価格の実態について調査するとともに、福祉用具

導入プロセスにおける貸与サービス事業所の関与の状況とサービスの内容、収支構造等

の実態を把握した上で、現行貸与サービス事業所における事業形態を幾つかのパターン

に整理し、介護保険における福祉用具貸与のあり方について調査研究することとする。

なお、本調査研究については、昨年度の調査研究に引き続き実施するものであり、昨

年までの検討結果を踏まえ、さらに掘り下げた調査やその検討が求められている事項を

優先して研究するものである。

１．２ 調査研究の実施体制 

本事業を実施するにあたって、学識経験者及び実務者、関係団体等からなる検討委員

会を当協会内に設置し、調査結果を検討することとした。 

委員の構成は以下の表に示す。 

氏    名 所　　　　　　　　　　　　　属

阿 部 信 子 　ウェル・ナビ株式会社　代表取締役

石 尾 肇 　監査法人エムエムピージー・エーマック　代表社員　公認会計士

石 田 光 広 　稲城市　福祉部　高齢福祉課長

◎ 田 中 滋 　慶応義塾大学　大学院　経営管理研究科　教授

粉 川 貴 司 　東京都　福祉保健局　高齢社会対策部　介護保険課長

東 畠 弘 子 　ジャーナリスト

山 内 繁 　早稲田大学　人間科学学術院　特任教授

佐 藤 泉 　日本福祉用具・生活支援用具協会

山 下 一 平 　社団法人　日本福祉用具供給協会

寺 田 佳 世 　石川県リハビリテーションセンター　作業療法士

木 村 隆 次 　日本介護支援専門員協会　会長

和 田 勲 　株式会社ジェー・シー・アイ　専務取締役

◎：委員長

平成１９年度 介護保険における福祉用具貸与の実態に関する調査研究事業
検討委員会　委員名簿

伊 藤 利 之 　横浜市総合リハビリテーションセンター　顧問
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１．３ 調査研究の全体構成 

 

本調査研究の全体構成を以下に示す。 

 

 

 

          

 

 

 

     介護給付費実態調査データを基に集計   03.5～07.5 

      ・全国における利用期間の状況     データを使用 

① 用者に着目した集計 

② 個々の用具に着目した集計 

      ・全国における貸与価格の状況 

 

 

     ヒアリング調査により実態把握      昨年の調査結果 

      ・事業所の概要            から事業所を抽出 

      ・事業構造 

      ・サービス提供の状況と福祉用具専門相談員の役割 

      ・事業構造とサービス提供の関係 

 

 

     貸与サービス事業所から実態把握 

      ・短期利用の理由 

      ・長期利用の理由 

      ・短期及び長期利用者の事例抽出 

 

 

          

 

 

    ◎福祉用具貸与サービスの質の向上について 

    ◎貸与サービスの効率化・給付の適切化について 

    ◎貸与サービスの構成要素について 等 

利用期間と貸与価格等のマクロ的把握 

貸与サービス提供の実態把握 

貸与サービスの利用期間と利用者の把握 

貸与サービス事業所へのプレヒアリング調査 

福祉用具貸与サービスの在り方について検討 

調査の主要な内容や構成を

検討するために実施 

検討委員会による検討 

調査項目等の検討 
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参考として、昨年度（平成18年度）に行った調査研究の内容を以下に示す。 

 

平成１８年度 調査研究の概要（参考）

■レンタル価格の分布
◎介護給付費実態調査票のデータを基に集計・分析

・レンタル価格の価格差の状況

・他サービス・モノの価格との比較

・レンタル価格の分布

■福祉用具貸与の価格の動向について
◎利用者や事業者に対するアンケート調査

・レンタル価格の動向

・事業者（供給側）の価格に対する意識について

・利用者（需要側）の価格に関わる需要動向について

・貸与価格の動向に関する考察

■福祉用具貸与事業の損益について
◎事業者対する経営実態調査から集計

・貸与事業の損益と費用構造

・福祉用具調達費用とレンタル価格の関係
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２．利用期間と貸与価格等のマクロ的把握 

２．１ 分析の目的 

平成 18 年度調査において、2005 年 4 月～2006 年 3 月までの介護給付費実態調査データを

用いて福祉用具の種類別1の貸与サービス利用期間及び貸与価格の価格差の状況を集計した。

その結果、車いす、電動ギャッチベッドなど、主要な用具の平均利用期間はいずれも 12 ヶ月

を超えていることがわかった。また、貸与価格の差については、同一の商品（同一の「TAIS
コード」2）であっても、わずかではあるが価格差があることが確認された。但し、その価格

差は、他のサービスの価格、モノの価格と比較して課題とはいえないレベルであることもわ

かった。 

本調査では平成 18 年度の集計で確認された状況に変化がないかを確認することを目的と

して、直近(平成 2007 年 5 月)までの介護給付費実態調査データを用いて再度 TAIS コード別

に集計し、平均貸与期間及び貸与価格の分散を把握した。直近までのデータを観察しするこ

とで、貸与期間、貸与価格について、より実態に近い状況を把握することがここでの分析の

目的である。 
 
２．２ 分析に利用したデータの概要 

介護給付費実態調査の個票データ（各都道府県国民健康保険団体連合会が審査した介護給

付費明細書の情報）を用いて分析を行った。利用したデータの概要は以下の通りである。 
 

 分析の対象とした期間は 2003 年 5 月～2007 年 5 月サービス提供分の 4 年間。 
 福祉用具貸与の給付費明細書のうち、「摘要」欄に「TAIS コード」が入力されていな

いデータについては、商品を特定できないため、分析から除外した。 
 福祉用具貸与の利用日数が1ヶ月間に満たないデータについては、分析から除外した。 

 
 

                                                  
1 福祉用具の種類は、CCTA95 に基づいて分類を行った。CCTA95 は、（財）テクノエイド協会が「ISO9999 の福祉用具分類

との調和を図りつつ独立したもの」として制定した福祉用具の分類コードである。 
2 「TAIS コード」とは、各企業から提供された福祉用具の所在を的確に認識するためのデータベース管理コードである。企業

を認識するための５桁の「企業コード」と、その企業内の福祉用具を認識するための６桁の「福祉用具コード」をハイフンで結

んだもの。「TAIS」とは、「Technical Aids Information System」の略。財団法人テクノエイド協会が構築し運用している福祉

用具の情報提供システムを指す。(http://www.techno-aids.or.jp/) 
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２．３ 全国における利用期間の状況 

介護給付費実態調査の個票データを用いて、CCTA95 の分類に基づき、主要な用具につい

ての利用期間を集計した。集計は、2003 年 5 月より貸与を開始したものについて、2007 年

5 月審査時点までの経過を追ったものである。（昨年度調査での集計期間を 15 ヶ月延長して

結果を追った形となる。） 
 

本調査では、利用期間は以下の２種類の方法で集計3した。 

 

①利用者に着目した集計 

 利用者を集計軸とした集計。同じ利用者について途中で利用の中断があっても、同じ

CCTA95 に分類される用具の貸与が再度あれば、最終的に利用が終了するまでの期間を通

算して利用期間として集計した。 

 利用者の利用状況把握を重視した集計であり、昨年度調査でもこの方法で集計した。 

福祉用具貸与の利用日数が 1 ヶ月間に満たないデータについては、分析から除外した。 
 

 

②個々の用具に着目した集計 

個々の用具を集計軸とした集計。同じ TAIS コードの用具について、同じ利用者による

利用期間が複数回あった場合でも、利用期間の継続が途切れるごとに利用が終了したと見

なして集計し、さらにその結果を CCTA95 の分類ごとに集計した。 

貸与事業者が認識している利用期間に近い概念での集計となる。①に較べ平均利用期間

は短くなる。 

 

                                                  
3
 福祉用具貸与の利用日数が 1ヶ月間に満たないデータについては、分析から除外した。 
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２．３．１ 利用者に着目した集計 

主要な用具の平均利用期間は概ね以下のような状況である。 
 介助用車いす 12.5 ヶ月、後輪駆動式車いす 13.4 ヶ月、車いす全体 13.0 ヶ月、電動

ギャッチベッド 15.5 ヶ月である。 
 要介護度別に見ると、要介護度が重いほど継続利用期間が短い傾向にある。 
 電動ギャッチベッドは要支援の継続利用期間が最も長い。 

 

主要用具の平均利用期間

要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

介助用車いす 利用者数 168 1,255 1,341 1,241 1,402 977 6,384

平均利用期間 12.6 14.0 12.7 12.4 12.1 11.1 12.5

後輪駆動式車いす 利用者数 172 1,265 1,436 1,301 1,158 586 5,918

平均利用期間 12.0 13.9 14.1 13.5 13.1 11.8 13.4

(車いす 計) 利用者数 338 2,520 2,777 2,542 2,560 1,563 12,300

平均利用期間 12.3 13.9 13.4 13.0 12.6 11.4 13.0

電動ギャッチベッド 利用者数 1,450 5,448 4,305 3,500 3,476 2,958 21,137

平均利用期間 20.1 18.7 15.9 13.7 13.1 11.9 15.5

種  目  名

 
 
要介護度別用具別の利用期間の集計結果を次ページ以降に示す。主な傾向として以下の３

点が指摘できるが、これは昨年度調査で把握された結果と同じである。 
 

 ほとんどの用具は、３ヶ月程度までの短期利用にピークがあり、以降は利用期間の経

過に従って継続利用者が漸減する傾向を示している。 
 車いすも、どの要介護度でみても３ヶ月程度までの短期の利用にピークがあり、以降

は継続利用者が漸減する（継続利用者数割合のカーブがはっきりしている）傾向が見

られる。 
 電動ギャッチベッドおよびマットは、軽度者については短期の利用者のピークが比較

的小さい（継続利用者数割合のカーブがなだらか）。 
 
 
昨年度の結果と異なる点としては、以下の項目が指摘できる。これは軽度者を対象に行っ

た制度改正の効果が現れたと考えられるが、観測期間を延長したことによって把握すること

ができた。 
 

 要介護２までの電動ギャッチベッドおよびマットレスについては、42 ヶ月の利用にも

ピ－クがある。 
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2003年5月利用開始者数 ：168人
平均利用期間 　　　 　：12.6ヶ月
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平均利用期間 　　　 　：13.8ヶ月

 
 
 

電動ギャッチベッド（要支援）
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2003年5月利用開始者数 ：1450人
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介助用車いす（要介護１）
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◎福祉用具利用者数

（単位：人）

介助用車いす 168 1,255 1,341 1,241 1,402 977 6,384
後輪駆動式車いす 172 1,265 1,436 1,301 1,158 586 5,918
モジュラ車いす 10 95 114 116 186 142 663
姿勢変換機能付き車いす 3 37 32 67 171 522 832
電動車いす 10 37 39 26 24 7 143
電動三輪車・電動四輪車 327 615 202 76 22 4 1,246
褥瘡予防クッション 6 47 50 46 66 87 302
駆動ユニット 1 17 9 6 3 0 36
携帯用スロープ 11 105 176 284 446 401 1,423
歩行車 252 1,168 784 452 222 75 2,953
四脚杖 144 608 413 256 162 38 1,621
電動ギャッチベッド 1,450 5,448 4,305 3,500 3,476 2,958 21,137
ハイ・ロー・ベッド 0 3 0 2 0 1 6
マットレス 1,141 4,428 3,446 2,782 2,664 2,006 16,467
褥瘡予防マットレス及びカバー 45 244 238 368 498 586 1,979
特殊な褥瘡予防装置 30 216 381 682 1,595 2,863 5,767
体位変換用クッション 0 0 1 0 0 1 2
握りバー，握り 8 40 46 32 20 12 158
吊り上げ式床走行リフト 4 6 4 7 15 21 57
機器用設置型リフト 4 9 11 33 36 27 120
段差解消機 0 7 13 21 34 31 106
起立・着座補助機構付き座・椅子 33 190 153 85 56 19 536
トイレ用簡易手すり（背もたれ付きを含む．） 32 221 228 176 126 43 826
徘徊老人監視システム 0 0 7 10 4 2 23

◎福祉用具の平均利用期間

（単位：月）

介助用車いす 12.6 14 12.7 12.4 12.1 11.1 12.5
後輪駆動式車いす 12 13.9 14.1 13.5 13.1 11.8 13.4
モジュラ車いす 19.3 13.2 13.5 9.8 10.8 9.5 11.3
姿勢変換機能付き車いす 0.7 8.6 12.1 7 9.2 11.1 10.3
電動車いす 4.7 12.8 11.8 10.1 9.1 20.9 11.2
電動三輪車・電動四輪車 19.5 18.6 16.2 11.8 13 11.8 17.9
褥瘡予防クッション 10.8 14.5 12.9 12.4 13 11.4 12.6
駆動ユニット 6 9.5 5.3 16.2 8.3 0 9.4
携帯用スロープ 6.9 11.5 11.2 11.2 12.1 11.8 11.6
歩行車 15.6 13 11 10.5 9.2 8.1 11.9
四脚杖 13.8 12.2 12.3 11.3 11.7 12.4 12.2
電動ギャッチベッド 20.1 18.7 15.9 13.7 13.1 11.9 15.5
ハイ・ロー・ベッド 0 18.7 0 7.5 0 2 12.2
マットレス 20.1 18.3 15.4 13.4 12.6 10.8 15.2
褥瘡予防マットレス及びカバー 11 11.3 10.1 10.2 10.4 9.4 10.2
特殊な褥瘡予防装置 8.3 7.7 8.2 8.9 10.5 11.3 10.4
体位変換用クッション 0 0 7 0 0 7 7.0
握りバー，握り 13.3 14 10.6 15.7 14.7 11 13.2
吊り上げ式床走行リフト 17.5 14.2 11.5 7.3 9.8 13.7 12.1
機器用設置型リフト 8.5 10.4 18.8 9.8 10.5 10.8 11.1
段差解消機 0 9.1 12.2 16.9 15.9 17.4 15.6
起立・着座補助機構付き座・椅子 15.8 15.6 14.5 12.8 11.5 10.8 14.3
トイレ用簡易手すり（背もたれ付きを含む．） 19.7 15.4 14.4 11.9 11.5 11 13.7
徘徊老人監視システム 0 0 5.6 9.7 2.8 5 6.8

要支援 合計要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１

要支援 要介護５要介護４要介護３要介護２ 合計要介護１
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主要用具の平均利用期間（利用者ベース集計との比較）

①用具ベース集計
（Ａ）

②利用者ベース集計
（Ｂ）

（Ａ）－（Ｂ）

介助用車いす 利用者数 6,900 6,382

平均利用期間 11.4 12.5 -1.1

後輪駆動式車いす 利用者数 6,698 5,918

平均利用期間 12.0 13.4 -1.4

(車いす 計) 利用者数 13,595 12,300

平均利用期間 11.7 13.0 -1.3

電動ギャッチベッド 利用者数 23,593 21,137

平均利用期間 13.9 15.5 -1.6

種目名

２．３．２ 用具に着目した集計 

個々の用具に着目した集計における主要な用具の平均利用期間は概ね以下の状況である。 
 介助用車いす 11.4 ヶ月、後輪駆動式車いす 12.0 ヶ月、車いす全体 11.7 ヶ月、電動

ギャッチベッド 13.9 ヶ月である。 
 利用者に着目した主計結果と比較すると、いずれの用具も1.1ヶ月から1.6ヶ月程度、

利用期間が短縮されている。 
 

 

 
用具別の利用期間の集計結果を次頁以降に示す。 
主な傾向として以下の３点が指摘できるが、これは利用者に着目した集計で把握された

結果と同じである。 
 ほとんどの用具は、3 ヶ月程度までの短期利用にピークがあり、以降は利用期間の経過

に従って継続利用者が漸減する傾向を示している。 
 電動三輪車・電動四輪車、電動車いすについては、6 ヶ月前後にも小さいピークがある。 
 電動ギャッチベッド、マットレスについては、41 ヶ月の利用にも小さいピークが見ら

れる。 
 
  用具別の利用期間の傾向については、下記の点が指摘できる。 

 集計対象となる利用件数がある程度確保されている用具の平均利用期間を見ると、最も

期間が長いのは電動三輪車・電動四輪車の 14 ヶ月、最も期間が短いのは姿勢変換機能付

き車いす及び褥瘡予防マットレス及びカバーの 9.0 ヶ月で、概ね 10～12 ヶ月くらいの範

囲に収まる用具が多い。 

 用具分野別での利用期間の長短の傾向は見られない。 

 ほとんどの用具の利用において、利用開始時のピーク利用者に対して 20%程度の利用者

まで減少するのはほぼ 10 ヶ月程度であり、利用継続期間の経過に応じた利用者の中期的

減少ペースはほぼ共通している。 

 従って、平均利用期間の長短の差は初期の短期利用者の割合に影響される部分が大きい。 
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平均継続利用期間：10.7
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電動三輪車・電動四輪車
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２．４ 全国における貸与価格の状況 

福祉用具の種類別に、給付額シェアの概ね第 3 位までの商品について、シェア、価格（単

位数）の分布、受給者別のレンタル価格1（給付単位数）の十分位数2を算出した。算出された

福祉用具種類別の貸与価格分散の傾向は、H19 年度に実施した 2005 年 4 月～2006 年 3 月ま

でのデータ集計の結果と基本的に変わりはなかった。 
主な福祉用具の平均貸与価格及び分散状況については、以下に示す。 

 

２．４．１ 車いす 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

介助用車いす 00***-000*** 8095 6.7 6.1 634 500 600 800

00***-001*** 8144 6.4 6.2 567 400 600 700

00***-002*** 6321 5.2 4.8 583 514 600 600

後輪駆動式車いす 00***-003*** 9844 7 6.7 614 500 600 800

00***-004*** 8223 5.7 5.6 584 485 600 700

00***-005*** 6196 4.8 4.2 633 500 600 800

00***-006*** 6010 4.8 4.1 673 600 700 700

前輪駆動式車いす 00***-007*** 2 100 100 175 75 175 275

片手駆動式車いす 00***-008*** 30 55.3 42.3 894 500 800 1320

00***-009*** 35 34.6 49.3 727 440 800 800

00***-010*** 4 6.8 5.6 688 345 800 940

モジュラ車いす 00***-011*** 1039 5.6 5.7 710 600 700 800

00***-012*** 323 5.2 1.8 2341 1500 2500 2500

00***-013*** 951 5.2 5.2 786 600 800 900

00***-014*** 1105 5.1 6.1 662 588 600 800

00***-015*** 864 5.1 4.7 780 700 800 800

姿勢変換機能付き車いす 00***-019*** 1713 13.1 14.5 769 600 800 800

00***-020*** 1322 9.3 11.2 748 600 700 808

00***-021*** 741 6.8 6.3 846 800 800 1000

電動三輪車・電動四輪車 00***-022*** 6255 22.7 23.1 2185 2000 2200 2500

00***-023*** 4499 15.3 16.6 2139 1900 2200 2400

00***-024*** 2503 8.9 9.3 2221 2000 2300 2500

電動車いす 00***-025*** 543 15.3 14.4 2447 2300 2500 2600

00***-026*** 418 11.2 11.1 2343 2000 2300 2600

00***-027*** 369 10.2 9.8 2200 2000 2300 2500

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数

 

 

                                                  
1 受給者が当該商品を利用している期間中の平均給付単位数をレンタル価格として定義を行った。 
2 受給者別のレンタル価格（給付単位数）を昇順に並べ替え、件数を 10 等分したときの境界にあたる価格。レンタル価格（給

付単位数）が安いほうから 10%に位置する値を第 1 十分位、20%に位置する値を第 2 十分位、・・・・、90%に位置する値を第

9 十分位、最大値を第 10 十分位と呼ぶ。 
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２．４．２ 車いす付属品 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

褥瘡予防クッション 00***-000*** 6480 70.6 69.9 203 190 200 200

00***-001*** 1644 17.6 17.7 200 173 200 200

00***-002*** 296 2.5 3.2 186 150 200 200

シート（座）・背もたれ・
車いす用パッド・クッショ

00***-003*** 5673 12.3 11.9 230 150 200 300

00***-004*** 2097 8.8 4.4 415 300 400 500

00***-005*** 3668 6.5 7.7 196 150 200 250

シート、シートクッショ
ン、外転防止ブロックシー

00***-006*** 700 61.4 62.2 264 200 300 300

00***-007*** 227 21.5 20.2 202 100 180 400

00***-008*** 31 5.5 2.8 297 300 300 300

駆動ユニット 00***-009*** 649 83.5 80.4 2116 1700 2200 2500

00***-010*** 33 4.3 4.1 2176 1500 2500 2500

00***-011*** 31 3.4 3.8 1989 1500 1900 2500

トレイ・車いす用テーブル 00***-012*** 738 57.6 51.4 155 100 200 200

00***-013*** 272 15.7 18.9 118 80 100 200

00***-014*** 275 13.1 19.2 100 50 100 200

ブレーキ 00***-015*** 323 48.9 60.3 56 50 50 50

00***-016*** 128 16.5 23.9 51 50 50 50

00***-017*** 18 12.4 3.4 318 10 250 730

ステアリング装置・コント
ロール装置

00***-018*** 19 100 100 103 100 100 100

タイヤ・車輪 00***-019*** 45 33.4 40.2 119 100 100 150

00***-020*** 27 23.4 24.1 100 100 100 100

00***-021*** 10 13.4 8.9 240 100 100 370

バッテリ・充電器 00***-022*** 43 80.7 70.5 445 200 300 500

00***-023*** 6 8.8 9.8 292 100 275 500

00***-024*** 4 5.7 6.6 200 95 225 285

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数
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２．４．３ 特殊寝台・特殊寝台付属品 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

褥瘡予防ベッド 00***-000*** 50 58.2 19.1 2144 2099 2200 2200

00***-001*** 212 41.8 80.9 375 190 200 880

電動ギャッチベッド 00***-002*** 68023 13.2 13.4 925 700 900 1100

00***-003*** 50076 12 9.8 1224 1029 1200 1400

00***-004*** 54788 10.5 10.8 962 800 1000 1100

ハイ・ロー・ベッド 00***-005*** 849 19 18.5 688 500 700 800

00***-006*** 922 16.7 20.1 524 500 500 650

00***-007*** 565 13.2 12.3 691 600 700 800

ベッド用テーブル 00***-008*** 31016 34.3 20 311 200 300 400

00***-009*** 11283 10.7 7.3 241 100 250 360

00***-010*** 5163 5.8 3.3 309 200 300 400

マットレス 00***-011*** 89252 18.9 20.2 221 200 200 300

00***-012*** 63897 14.6 14.5 230 200 200 300

00***-013*** 54262 12.8 12.3 239 200 200 300

00***-014*** 93614 27.9 14.5 197 100 200 263

00***-015*** 116954 12.5 18.2 65 48 50 100

00***-016*** 22046 6.7 3.4 208 100 200 400

00***-017*** 657 36.7 61.4 131 90 100 200

00***-018*** 235 28 22 236 150 210 300

00***-019*** 60 24 5.6 694 200 800 850

作業用テーブル 00***-020*** 15806 93.4 92.9 356 250 400 500

00***-021*** 680 3.6 4 311 200 300 400

00***-022*** 293 1.6 1.7 398 300 400 500

特殊いす 00***-023*** 72 100 100 657 500 700 800

ベッド延長装置 00***-024*** 306 48.5 42.6 435 100 200 1000

00***-025*** 115 22.8 16 446 50 400 983

00***-026*** 160 19.1 22.3 245 100 200 400

その他 00***-027*** 2326 33.7 50.9 65 20 50 100

00***-028*** 339 20.8 7.4 335 50 333 600

00***-029*** 694 12.2 15.2 82 50 50 100

脚延長装置 00***-030*** 203 77.4 51.7 314 50 500 500

00***-031*** 112 10.6 28.5 68 50 50 100

00***-032*** 37 5 9.4 98 50 50 200

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数

スライディングボード・ス
ライディングマット

ベッド用サイドレール，
ベッド固定式起き上がり手
すり
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２．４．４ 床ずれ防止用具・体位変換器 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

00***-000*** 8267 12.7 12.2 626 500 600 800

00***-001*** 5911 9.8 8.7 629 500 600 800

00***-002*** 2938 5.7 4.3 640 500 600 800

特殊な褥瘡予防装置 00***-003*** 23664 28.8 24.4 936 800 1000 1200

00***-004*** 25011 21.1 25.8 603 500 600 700

00***-005*** 8360 12.8 8.6 1233 1000 1200 1600

体位変換用クッション 00***-006*** 451 21 25.2 101 100 100 100

00***-007*** 405 20 22.6 103 100 100 100

00***-008*** 98 13.6 5.5 196 100 200 300

体位変換用シーツ 00***-009*** 30 43.7 69.8 157 100 125 300

00***-010*** 4 25.6 9.3 300 100 300 500

00***-011*** 3 13.1 7 200 200 200 200

簡易リフト 00***-012*** 10 72.7 34.5 3540 3480 3500 3800

00***-013*** 14 14.8 48.3 579 500 500 700

00***-014*** 3 10 10.3 1000 840 1000 1160

褥瘡予防マットレス及びカ
バー

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数

 

 

 

２．４．５ 手すり・スロープ 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

平行棒・立位保持具 00***-000*** 3284 69.1 64.2 458 400 400 500

00***-001*** 932 15.4 18.2 392 200 400 500

00***-002*** 683 11.7 13.4 412 300 400 500

床置き式起き上がり用手すり 00***-003*** 5917 93.7 94.3 267 200 250 350

00***-004*** 163 2.3 2.6 146 100 133 200

00***-005*** 100 2.1 1.6 246 200 200 400

手すり，支持用手すり 00***-006*** 143 20.9 26.5 394 300 400 450

00***-007*** 106 19.1 19.7 403 367 400 480

00***-008*** 36 16.2 6.7 664 600 700 700

握りバー，握り 00***-009*** 13150 76.7 74.2 399 200 350 600

00***-010*** 4328 22.4 24.4 442 200 481 500

00***-011*** 163 0.8 0.9 333 225 250 540

携帯用スロープ 00***-012*** 18902 40.9 39.6 726 596 700 900

00***-013*** 9899 22 20.8 682 500 700 800

00***-014*** 2253 5.5 4.7 769 672 800 840

固定用スロープ 00***-015*** 39 12.2 12.6 232 100 150 500

00***-016*** 18 10.1 5.8 300 50 100 800

00***-017*** 33 8.8 10.6 138 50 100 200

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数
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２．４．６ 歩行器・歩行補助つえ 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

歩行器 00***-000*** 7205 32.8 31.5 248 200 200 400

00***-001*** 3529 16.4 15.4 264 150 300 400

00***-002*** 3168 13.4 13.9 240 150 200 300

歩行車 00***-003*** 7062 10.8 9.1 359 300 400 400

00***-004*** 6921 8.8 9 305 200 300 400

00***-005*** 4685 7.2 6.1 405 300 400 500

ロフストランドクラッチ 00***-006*** 474 28.4 20.3 182 100 150 300

00***-007*** 540 21.6 23.1 145 100 150 200

00***-008*** 288 11 12.3 129 99 100 200

腋窩支持クラッチ 00***-009*** 377 21.2 21.2 141 100 150 200

00***-010*** 470 20.8 26.4 109 100 100 100

00***-011*** 136 8.6 7.6 162 50 100 213

三脚杖 00***-012*** 54 64.3 62.8 135 100 100 200

00***-013*** 32 35.7 37.2 137 100 150 195

四脚杖 00***-014*** 5796 16.6 14.2 129 100 100 200

00***-015*** 5796 16.5 14.2 138 100 130 200

00***-016*** 6247 13.7 15.3 102 100 100 100

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数

 

 

 

２．４．７ 認知症老人徘徊感知機器 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

00***-000*** 458 25.7 26.2 886 790 800 1000

00***-001*** 403 21.1 23.1 867 720 800 1200

00***-002*** 263 17.4 15.1 925 800 833 1200

徘徊老人監視システム

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数
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２．４．８ 移動用リフト 

 

単位数 件数 平均 第１十分位 第５十分位 第９十分位

吊り上げ式床走行リフト 00***-000*** 538 68.5 62.8 1549 1300 1600 1600

00***-001*** 133 11.4 15.5 1470 1300 1500 1600

00***-002*** 53 6.7 6.2 1456 1140 1500 2000

台座式床走行リフト 00***-003*** 1973 84.5 88.3 1218 800 1200 1600

00***-004*** 74 4.5 3.3 1980 1800 2000 2200

00***-005*** 55 3.3 2.5 2204 2000 2000 2500

椅子式リフト、椅子式移動
機器 00***-006*** 402 100 100 1192 1000 1200 1300

住宅用設置型リフト 00***-007*** 164 33.7 34.3 3234 2200 3500 3500

00***-008*** 101 22.8 21.1 3160 1800 3500 4000

00***-009*** 94 19.3 19.7 3387 3000 3500 3500

機器用設置型リフト 00***-010*** 3206 74.9 77.3 1452 1200 1400 1800

00***-011*** 468 15 11.3 1860 1600 1800 2000

00***-012*** 124 2.9 3 1275 1235 1300 1300

据置型リフト 00***-013*** 1004 63.2 68.5 1774 1500 1800 1800

00***-014*** 198 14.5 13.5 1882 1500 1800 2290

00***-015*** 113 9.4 7.7 2029 1800 2000 2500

簡易リフト 00***-016*** 10 72.7 34.5 3540 3480 3500 3800

00***-017*** 14 14.8 48.3 579 500 500 700

00***-018*** 3 10 10.3 1000 840 1000 1160

段差解消機 00***-019*** 2768 37 37.8 2146 2000 2200 2500

00***-020*** 597 9.8 8.2 2427 2000 2300 2800

00***-021*** 489 7.2 6.7 2521 1980 2550 2800

00***-022*** 8597 33.3 38.5 977 800 1000 1200

00***-023*** 4257 16.8 19.1 977 800 1000 1300

00***-024*** 1564 10.6 7 1534 1100 1500 1800

00***-025*** 10041 39.4 37.4 319 200 300 500

00***-026*** 4711 15.2 17.6 265 150 200 500

00***-027*** 2385 9.6 8.9 308 200 300 500

起立・着座補助機構付き
座・椅子

トイレ用簡易手すり（背も
たれ付きを含む．）

シェア 単位数
CCTA95 TAISコード 件数
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３．サービス提供の実態把握 

３．１ サービス実態把握の目的 

本研究は、平成 18 年度に当協会で実施した「介護保険における福祉用具貸与の実態

調査 Ａ票1及びＢ票2」の調査結果を踏まえて実施するものであり、厚生労働省におい

て行われている「福祉用具における保険給付の在り方に関する検討会」において、検討・

整理する必要な事項として論点抽出された事項について、実態把握することを主な目的

として実施するものである。 

調査する内容については、昨年度の調査では把握できなかった事項を中心に、具体的

には以下に掲げる項目について、ヒアリング調査により実態把握することとした。 

なお、調査実施時に使用した「ヒアリング調査票」と、その「実施要領」については、

本報告書「Ⅱ．資料編」を参照されたい。 

主な調査内容 

 
① 貸与サービス事業所の事業概要 

 ・サービスの実施状況（介護保険サービスとその他の事業） 

 ・店舗の設置状況 

 ・レンタル卸の利用状況 

 ・在庫、配送、消毒の実施状況 

 ・営業エリアの状況 

 ・従業員の状況 

 ・貸与サービスの内訳（平成 19 年 11 月の請求内訳） 

② 福祉用具サービスと他の事業を切り分けた事業構造 

 ・収益構造 

 ・事業構造（従業員・用具の確保・支出構造） 

③ 専門相談員の役割とサービス提供の状況 

 ・アセスメントや利用計画、モニタリング等の実施状況 

 ・選定理由の説明や機能、使用方法等の説明 

 ・試用期間の有無 

④ 利用期間と利用者像の把握 

     ・短期利用者の終了理由と主な事例 

     ・長期利用者の継続理由と主な事例 

 

                                                  
1 「介護保険における福祉用具貸与の実態調査（Ａ票）」は、貸与サービス事業所の損益や費用構造を把握するために行

ったもの。発送数 4,502 カ所、有効回答数 195 カ所、有効回答率 4.7％。 
2 「介護保険における福祉用具貸与の実態調査（Ｂ票）」は、貸与サービス事業所の価格設定に関する意識等を把握する

ために行ったもの。発送数 4,502 カ所、有効回答数 1,145 カ所、有効回答率 25.4％。 
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３．２ サービス実態把握の方法 

 

３．２．１ 調査対象事業所の選定 

調査対象事業所の選定にあたっては、昨年度の調査で的確な報告がなされた事業所

の中から抽出することを前提にした。 
選定は、事業所を幾つかの事業形態のパターンに整理し、地域性を加味しながら、

年間の貸与サービス件数の多い事業所から、全 18 カ所を決定した。 
抽出した事業所の事業形態別の内訳は以下のとおりである。 

 
調査対象事業所の抽出（全１８カ所） 

 

 
レンタル卸

の利用 

専門相談員 

の役割 
設備コスト 抽出企業 

Ａ あり 事務処理含む 自社 中国・四国（２カ所） 

Ｂ あり 事務処理含む 外注 関西（２カ所） 

Ｃ あり 特化 自社 東海・九州（２カ所） 

Ｄ あり 特化 外注 中国・四国（２カ所） 

Ｅ なし 事務処理含む 自社 北海道・関東・北陸・東北（４カ所） 

Ｆ なし 事務処理含む 外注 北陸（１カ所） 

Ｇ なし 特化 自社 関東・九州・離島（３カ所） 

Ｈ なし 特化 外注 関東・関西（２カ所） 

 
３．２．２ 調査方法 

調査は、対象となった事業所へ実際に出向き、聞き取りながら行う、ヒアリング調

査の形をとった。 

各事業所とも、各設問の意図している事項が正確に汲み取れるよう、ヒアリング担

当者が設問の内容と意味をきちんと説明の上で、回答戴くこととした。 

また、各設問に対する回答は、当該事業所の責任者（収支の状況や人材の確保、福

祉用具の管理状況等について、回答できる者）に回答戴くこととした。 

さらにアセスメントやモニタリングの実施状況等の確認については、実際に当該事

業所で使用しているもの、或いは、様式化されているものの添付を義務づけ、その内

容を十分に確認のうえ、適切な実態把握に留意することとした。 

 

３．２．３ 調査期間 

平成 20 年 1 月 28 日（月）～2 月 8 日（金） 
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サービス内容の構成比の平均値（n＝18）

サービス内容
福祉用具貸与サービス 52.4%
福祉用具販売サービス 11.5%
住宅改修サービス 9.0%
居宅介護支援サービス 0.2%

その他のサービス 27.0% 27.0%

計

*その他のサービスには、介護保険外の事業も含めている。

構成比

73.0%

100.0%

52.4%

11.5%

9.0%

0.2%

27.0%

３．３．１ サービス内容の構成比の平均値（n＝18）

福祉用具貸与サービス

福祉用具販売サービス

住宅改修サービス

居宅介護支援サービス

その他のサービス

３．３ 事業所の概要 

 

３．３．１ サービスの実施状況 

年間の収入額をベースにして、「福祉用具貸与サービス等の占める割合」について

把握することとした。なお、事業所毎の詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。 
 
○ 福祉用具貸与と、販売、住宅改修、居宅介護支援を併設している事業所の割合は

73％であった。 
○ 事業所毎の結果では、最も貸与の比率の高いところで 91%、逆に最も低いところ

は 26%であった。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 
○ 併設を行っている事業所の特性としては、「全般的に福祉用具の関連サービスを

行っている場合」が多く見られた。しかしながら、居宅介護支援サービスと併せ

て行う事業所は 3 事業所と極めて少なかった。 
○ 一方、福祉用具貸与には依存せず、障害者への補装具製作や日常生活用具の販売、

あるいは、病院・診療所へ治める衛生材料や健康関連用具を扱う業務を主体とす

る事業所も見られた。 
○ その他、生命保険や損害保険の取扱店が福祉用具サービスを行っている事業所や、

都心部にある事業所では、百貨店への卸販売や一般来店客への販売実績が多い事業

所もあった。 
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３．３．２ 店舗の状況 

同一法人下における「店舗の設置状況」について把握することとした。 
 
○ 複数店舗ありと回答した事業所の割合は 77.8％（14 カ所）であった。 
○ 県内を中心に事業展開しているところから、全国展開しているところまであった。 
○ また本社としての機能を有している事業所の割合は 33.3％（6 カ所）であった。

このような事業所では、本社で一括して、商品の仕入れや保管・消毒等の業務を

行っているとのことであった。また労務管理やパンフレット等の作成業務につい

ても、本社で一括して行っているとのことであった。 
○ またフランチャイズ契約により経営している事業所もあった。 

店舗の状況（n＝18）

設置状況
１店舗のみ 4 22.2%
複数店舗あり 14 77.8%

　（本社としての機能） (6) (33.3%)

計 18 100.0%

件数・構成比

22.2%

77.8%

３．３．２ 店舗の状況（n＝18）

１店舗のみ

複数店舗あり
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３．３．３ レンタル卸の利用状況 

レンタル卸の利用状況について把握することとした。 
 
○ 一部の商品のみレンタル卸を利用しているとした割合が 55.6％（10 カ所）であ

った。しかしながら、その利用率となると最小 5％～最大 86％と大きな幅があっ

た。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 
○ レンタル卸を利用している理由としては、資金面や消毒メンテナンス等の管理面

において利便性が高いとする意見が多く見られた。 
○ また、貸与サービス事業に必要なアセスメントやモニタリング等の帳票まで、卸

元が提供してくれる為、レンタル卸を採用するに至ったとの意見も聞かれた。 
○ さらに、季節的な要因から利用頻度が低くなる商品も、レンタル卸を利用する理

由として挙げられた。 
○ 一方、全く利用していない事業所は 27.8％（5 カ所）であった。 
○ 逆に、全ての商品をレンタル卸先から賄っている事業所は 16.7％（3 カ所）であ

った。 
○ 自己保有の福祉用具を貸与した方が、事業所にとってより利幅が大きいとの判断

から、レンタル卸から自己保有の福祉用具に順次切り替えを行っている事業所も

あった。 

レンタル卸の利用状況（n＝18）

利用状況
利用せず 5 27.8%
全商品利用している 3 16.7%

一部の商品のみ利用 10 55.6%

計 18 100.0%

件数・構成比

27.8%

16.7%

55.6%

３．３．３ レンタル卸の利用状況（n＝18）

利用せず

全商品利用している

一部の商品のみ利用
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○ レンタル卸を利用している種目は、付属品を除き、特殊寝台、車いす、歩行器、

手すりの順に多かった。 
○ 一方、少ない種目には、認知症徘徊感知機器、体位変換器、歩行補助つえ、スロ

ープなどが挙げられた。 

レンタル卸利用事業所におけるレンタル卸の「種目別」利用状況（n＝13）

種目
車いす 1,631 11.7%
車いす付属品 420 3.0%
特殊寝台 1,741 12.5%
特殊寝台付属品 6,618 47.6%
床ずれ防止用具 600 4.3%
体位変換器 29 0.2%
手すり 933 6.7%
スロープ 323 2.3%
歩行器 1,056 7.6%
歩行補助つえ 196 1.4%
認知症徘徊感知機器 17 0.1%

移動用リフト 340 2.4%

計 13,904 100.0%

件数・構成比

11.7%

3.0%

12.5%

47.6%

4.3%

0.2%

6.7%

2.3%

7.6%

1.4%

0.1%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

車いす

車いす付属品

特殊寝台

特殊寝台付属品

床ずれ防止用具

体位変換器

手すり

スロープ

歩行器

歩行補助つえ

認知症徘徊感知機器

移動用リフト

３．３．３ レンタル卸利用事業所におけるレンタル卸の「種目別」利用

状況（n＝13）
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３．３．４ 在庫管理の方法 

自己所有している商品の在庫管理の方法について把握することとした。なお、事業

所毎の詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。 
 
○ 在庫を自社管理している事業所の割合は 95.7％であった。 
○ ほとんどの事業所が、自己所有の倉庫や借地に建てた倉庫等にて、保管している

とのことであった。 
○ また複数店舗を有する事業所では、本社に併設する倉庫で一括保管するケースが

多く見られ、さらに大規模法人では、エリアの拠点としてサービスセンター的な

ものを設置し、消毒業務と保管業務を一括実施しているとのことであった。 
○ 制度の改正により在庫過多の状態となり、通常の倉庫では保管しきれなくなり、

外部に委託して保管しているとした事業所がわずかながらあった。 

実施方法の構成比の平均値（n＝15）

実施方法 構成比
自社で管理 95.7%

外部に委託して保管 4.3%

計 100.0%

95.7%

4.3%

３．３．４ 実施方法の構成比の平均値（n＝15）

自社で管理

外部に委託して保管
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３．３．５ 配送業務の状況 

商品の配送方法について把握することとした。なお、事業所毎の詳細な結果は「Ⅱ．

資料編」を参照。 
 
○ 福祉用具を自社で配送している事業所の割合は 94.7％であった。 
○ 営業担当者が直接利用者宅まで配送する事業所もあれば、配送の専用担当者が配

送する事業所もあった。 
○ またレンタル卸を利用している事業所では、卸元と店先納品の契約を結んでいる

ケースが多く、店先から利用者宅までは、営業担当者が配送していることが殆ど

だった。 
○ 電動車いすや段差解消機など、一部の大型福祉用具については、レンタル卸元か

ら利用者宅へ配送してもらっているとした事業所があった。 

実施方法の構成比の平均値（n＝17）

実施方法 構成比
自社で配送 94.7%

外部に委託して配送 5.3%

計 100.0%

94.7%

5.3%

３．３．５ 実施方法の構成比の平均値（n＝17）

自社で配送

外部に委託して配送
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３．３．６ 消毒業務の状況 

自己所有している商品の消毒方法について把握することとした。なお、事業所毎の

詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。 
 

○ 消毒を自社で実施している事業所の割合は 83.6％であった。 
○ マットレスや電動車いすなど、消毒に一定の設備や技術が必要なものに限って外

部委託するケースが見られた。 
○ また大規模事業所では、エリアの拠点としてサービスセンター的なものを設置し、

消毒業務と保管業務を一括して効率的に行っているとのことであった。 
○ またレンタル卸を利用している事業所では、通常、店舗へ引上げ後、直ちに卸元

に回収してもらっているとのことであった。 

実施方法の構成比の平均値（n＝15）

実施方法 構成割合
自社で実施 83.6%

外部に委託して実施 16.4%

計 100.0%

83.6%

16.4%

３．３．６ 実施方法の構成比の平均値（n＝15）

自社で実施

外部に委託して実施
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３．３．７ 営業エリア 

直近 6 ヶ月以内に報酬の請求実績のある市町村の数及び、事業所から利用者宅まで

の最大の移動時間について把握することとした。 

 

○ 営業エリアを「11～20 カ所以内の市町村」とする割合が 38.9％（7 カ所）と最

も多く、続いて「6～10 カ所以内」とする割合が 33.3％（6 カ所）であった。 
○ 人口規模や地域特性により単純比較はできないものの、請求実績のある市町村数

は 1～41 カ所とかなりのひらきがあった。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 
○ 事業所から利用者宅までの最大の移動時間についても、地域事情などの理由から

単純比較はできないものの、概ね 1～3 時間程度であった。 
○ 営業エリアに離島を有する事業所では、島嶼までの船便の便数が極めて少なかっ

たり、出発時刻に制約があったりすることから、通常の陸路とは、かなりかけ離

れた移動時間を要するとのことであった。 
○ また島嶼への船便については、天候によって左右されることが多く、移動時間に

一定の目処が立たない状況があることもわかった。 
○ 同様に降雪地域の事業所でも、天候に左右されることが多く、移動時間に一定の

目処が立たないとの意見が聞かれた。 

営業エリア（請求実績のある市町村数）（n＝18）

６ヶ月以内実績
５カ所以内 3 16.7%
６～１０カ所以内 6 33.3%
１１～２０カ所以内 7 38.9%

２１カ所以上 2 11.1%

計 18 100.0%

件数・構成比

16.7%

33.3%
38.9%

11.1%

３．３．７ 営業エリア（請求実績のある市町村数）（n＝18）

５カ所以内

６～１０カ所以内

１１～２０カ所以内

２１カ所以上
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３．３．８ 従業員の状況 

従業員の保有資格の状況について把握することとした。 

 

○ 従業員の状況では、福祉用具専門相談員の占める割合が 71.7％であった。 
○ 貸与サービス事業者の人員基準では、常勤換算で 2 名以上の専門相談員の配置が

定められているが、どの事業所でもその基準を大幅に上回る数の専門相談員が配

置されていた。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 
○ 雇用上の考え方としては、どの事業所においても、殆どの社員に専門相談員の資

格を取得するよう働きかけているとのことであった。 
○ またその他の資格として、より専門性を高める意味から「福祉用具プランナー」

や「福祉用具選定技能士」、「福祉住環境コーディネーター」等の資格取得も推奨

しているとの意見が多く聞かれた。 
○ 住宅改修サービスに積極的に取り組む事業所では、住宅改修の知識や技術を深め

るための社員教育にも力を注いでいることが分かった。 
○ また介護報酬の請求業務については、一定の経験を有する者が必要とされている

ことが分かった。 

従業員の保有資格の状況（n＝22）

主な資格
１事業所あ
たりの人数

福祉用具専門相談員 218 71.7% 9.9 

介護支援専門員 6 2.0% 0.3 

その他 80 26.3% 3.6 

計 304 100.0% 13.8 

全体・構成比

71.7%

2.0%

26.3%

３．３．８ 従業員の保有資格の状況（n＝22）

福祉用具専門相談員

介護支援専門員

その他
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３．４ 事業構造 

調査対象とした地域の人口規模や地域特性が異なること等の理由から、単純比較する

のではなく、ここではヒアリング調査によって得られた全体的な傾向、或いは個別的な

事項について記述することとする。 
 

３．４．１ 貸与サービスの内訳 

各事業所における平成 19 年 11 月請求実績を基に、貸与サービスの種目別件数を

把握することとした。 
 
○ 請求件数が多い種目は、付属品を除き、「特殊寝台」、「車いす」、「歩行器」の順

であった。 
○ 一方、請求件数が少ない種目は、「認知症徘徊感知機器」、「体位変換器」、「移動

用リフト」、「スロープ」であった。 
○ 一人あたりの貸与件数では、2.1 件から 4.7 件と約 2 倍のひらきがあった。（「Ⅱ．

資料編」を参照。） 
○ 収入の変動要因としては、季節によって利用者が増減すること、ターミナルケア

に伴う一時利用の増加、継続入院するための一時帰宅に伴う一時利用等が挙げら

れた。 
○ 利用者の季節変動については、北日本の降雪地域では冬場に減少する傾向があり、

逆に暖かい地域では、夏場に減少することが確認できた。 
○ また制度改正に伴い、利用期間が全体的に短期化しているとの意見も多数聞かれ

た。 

貸与サービスの内訳（n＝18）

種目
車いす 6,126 14.7%

車いす付属品 1,392 3.3%

特殊寝台 7,132 17.1%

特殊寝台付属品 17,930 42.9%

床ずれ防止用具 2,109 5.0%

体位変換器 164 0.4%

手すり 2,011 4.8%

スロープ 858 2.1%

歩行器 2,377 5.7%

歩行補助つえ 901 2.2%

認知症徘徊感知機器 72 0.2%

移動用リフト 716 1.7%

計 41,788 100.0%

件数・構成比
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14.7%

3.3%

17.1%

42.9%

5.0%

0.4%

4.8%

2.1%

5.7%

2.2%

0.2%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

車いす

車いす付属品

特殊寝台

特殊寝台付属品

床ずれ防止用具

体位変換器

手すり

スロープ

歩行器

歩行補助つえ

認知症徘徊感知機器

移動用リフト

３．４．１ 貸与サービスの内訳（n＝18）
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３．４．２ 雇用形態 

従業員の雇用形態及び、正規雇用者における国家資格の取得状況について把握す

ることとした。 
なお、事業所毎の詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。（但し、H-2 については、

同一法人 5 事業所分のデータである）。 
 
○ 全体の 83.2％が正規雇用であった 
○ 国家資格取得者の配置については、社会福祉士や介護福祉士等の福祉系の国家資

格を有している者の割合が 9.5％であった。 
○ その他の資格には、建築士が挙げられた。 
○ また今回の調査では、作業療法士や理学療法士を配置している事業所は見られな

かった。 

雇用形態の状況（n＝22）

雇用形態
１事業所あ
たりの人数

正規雇用 253 83.2% 11.5

非正規雇用 51 16.8% 2.3

計 304 100.0% 13.8

正規雇用者における国家資格の取得状況（n＝22）

国家資格の取得
１事業所あ
たりの人数

取得していない 226 89.3% 10.3

福祉系資格 24 9.5% 1.1

医療系資格 1 0.4% 0.0

その他の資格 2 0.8% 0.1

計 253 100.0% 11.5

*福祉系資格には、社会福祉士、介護福祉士が含められる。

*医療系資格には、看護師、作業療法士、理学療法士などが含められる。

全体・構成比

全体・構成比

83.2%

16.8%

３．４．２ 雇用形態の状況（n＝22）

正規雇用

非正規雇用
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３．４．３ 福祉用具の調達方法 

自己所有している商品の調達方法について把握することとした。なお、事業所毎の

詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。 
 
○ 買い取りにより福祉用具を調達している割合が 85.1％であった。 
○ 特殊寝台や車いすなどの主力商品はリースを活用し、その他の商品はレンタル卸

を利用しているという事業所もあった。 
○ また、その逆に杖などの小物は自社で調達し、他はレンタル卸を活用していると

ころもあった。 

調達方法の構成比の平均値（n＝11）
調達方法 構成比

買い取り 85.1%

リース 14.9%

計 100.0%

85.1%

14.9%

３．４．３ 調達方法の構成比の平均値（n＝11）

買い取り

リース
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３．４．４ 支出項目について 

支出費用の構成比の平均値は、以下のとおりであった。なお、事業所毎の詳細な結

果は「Ⅱ．資料編」を参照。 

支出費用の構成比の平均値（n＝17）

支出費用 構成比 給与費の内訳 36.5%

給与費 36.5% 正規雇用 89.1%

　 正規雇用 32.6% 非正規雇用 10.9%

　 非正規雇用 4.0% 計 100.0%

減価償却費 3.5%
　 福祉用具 2.5% 減価償却費の内訳 3.5%

　 その他 1.0% 福祉用具 70.6%

賃借料 17.1% その他 29.4%

　 福祉用具 9.9% 計 100.0%

　 その他 7.3%

物件費 22.7% 賃借料の内訳 17.2%

　 福祉用具 16.5% 福祉用具 57.4%

　 その他 4.9% その他 42.6%

本社経費 4.5% 計 100.0%

その他 15.7%
　 広告宣伝費 1.5% 物件費の内訳 21.4%

　 燃料費 2.2% 福祉用具 77.1%

　 光熱水料費 0.9% その他 22.9%

　 研修会参加費 0.5% 計 100.0%

　 健康診断費 0.2%

　 消耗品費 1.5% その他の内訳 16.3%

　 その他 9.5% 広告宣伝費 9.0%

計 100.0% 燃料費 13.6%

光熱水料費 5.6%

研修会費 3.1%

健康診断費 1.2%

消耗品費 9.2%

その他 58.4%

計 100.0%

36.5%

3.5%

17.1%

22.7%

4.5%

15.7%

３．４．４ 支出費用の構成比の平均値（n＝17）

給与費

減価償却費

賃借料

物件費

本社経費

その他
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各費用に含まれている主要な内容は、以下のとおりであった。 

 
 「給与費」には、事業主が負担する社会保険料や退職のための引当金等が計上

されている。 
 「減価償却費」には、貸与するための福祉用具の他、建物や設備、車両等に係

る費用が計上されている。 
 「賃借料」には、福祉用具のリース料からレンタル卸利用分の他、事務所や事

務機器の借料等が計上されている。 
 「物件費」には、販売するための福祉用具、住宅改修のための部材、店舗を装

飾するための費用などが計上されている。 
 「本社経費」には、役員報酬やシステム運用の費用、研修の開催やカタログを

作成する為に必要な店舗負担金、またフランチャイズ店については、フランチ

ャイズ料なども計上されている。 
 「その他」には、駐車場代、保険料、車両や機器等の整備料、税金などが挙げ

られ、事業所によっては、サービスセンターで有する費用を按分して計上され

ている。 
 離島の営業所では、島嶼への移動に係る交通費は、島嶼を持たない事業所に比

べ約 5 倍もの費用が必要であるとの意見が聞かれた。 
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３．５ サービス提供の状況と福祉用具専門相談員の役割 

 

３．５．１ 心身状況等の確認方法について 

「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（第 199 条第 1
項）」に規定される、利用者の心身状況等の確認方法について把握することとした。 

なお、事業所毎の詳細な結果は「Ⅱ．資料編」を参照。 

 
○ 訪問して確認している割合は 70.2％であった。 
○ ほとんどの事業所が利用者宅を訪問して確認する方式を採用しているものの、電

話による確認が 90％以上の事業所も 1 カ所あった。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 
○ 電話により確認している事業所では、ケアマネジャーと連携を図ることにより、

必要な情報を得ているとのことであった。 
○ 島嶼部については、過大な移動コストを要することから、ケアマネジャーや他の

サービス担当者と効果的に連携し、アセスメントと納品を同時に行いながら利用

者の心身状況を把握しているとのことであった。 

確認方法の構成比の平均値（n＝17）

確認方法 構成比
訪問 70.2%
電話 26.1%

その他（来所等） 3.7%

計 100.0%

70.2%

26.1%

3.7%

３．５．１ 確認方法の構成比の平均値（n＝17）

訪問

電話

その他（来

所等）
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アセスメントの実施頻度（n＝18）

実施頻度
全てのケースで実施 10 55.6%
半数以上のケースで実施 6 33.3%
半数程度は実施 1 5.6%
半数以下の実施 0 0.0%

行っていない 1 5.6%

計 18 100.0%

件数・構成比

55.6%33.3%

5.6%

5.6%

３．５．２ アセスメントの実施頻度（n＝18）

全てのケースで実施

半数以上のケースで実施

半数程度は実施

半数以下の実施

行っていない

３．５．２ 福祉用具アセスメント3の実施状況等について 

福祉用具アセスメントの実施状況等については、実施頻度や専用シートの有無、

アセスメント時に把握している内容等について把握することとした。 

 
○ 実施頻度について「全てのケースで実施」と回答した割合は 55.6％（10 カ所）

であった。 
○ さらに「半数以上のケースで実施」の 33.3％（6 カ所）を含めると、80％を超え

る結果となった。 
○ 一方「行っていない」と回答した事業所も 1 カ所あった。（「Ⅱ．資料編」を参照。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ アセスメントシートの有無については、「作成している」と回答した事業所の割

合が 88.9％（16 カ所）であった。 
○ しかしながら、その活用状況となると「100％内部資料に留めている」とした事

業所が 16 カ所中 8 事業所（44.4％）であった。 

                                                  
3 「アセスメント」とは、専門相談員が行うことを想定しており、利用者の状態や置かれている介護環境等を客観的に

評価することを指し、特に福祉用具の効果的な利用を検討するための基礎情報に位置づけされるもの。ケアマネジャー

が居宅介護支援計画策定のために行うアセスメントとは視点が異なるものである。 
また「アセスメントシート」とは具体的に様式化されたものを指す。 
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アセスメントシートの有無（n＝18）

設置状況
あり 16 88.9%

なし 2 11.1%

計 18 100.0%

件数・構成比

 
 
○ アセスメントシートに記録している項目としては、利用者の身体状況では、「要

介護度」・「日常生活自立度」・「主病名」・「動作の不自由な場面」・「動作の不自由

な場面」の項目が 80％を超える結果となった。 
○ 逆に少なかった項目は「入院・入所歴」・「在宅ケアの目標」が挙げられる。 
○ しかしながら、収集している件数が少なかった「入院・入所歴」・「在宅ケアの目

標」については、ケアマネジャーから情報を得ているとのことであった。 
○ アセスメントにおいては、福祉用具を安全・快適に使用するにあって必要なニー

ズを把握したり、適合性を判断する上で必要な情報収集を行っているとのことで

あった。 
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アセスメント時に把握している事項［身体状況］（n＝17）

確認事項
要介護度 16 94.1%
日常生活自立度 14 82.4%
主病名 15 88.2%
病歴 13 76.5%
入院・入所歴 5 29.4%
身体の不自由な箇所 14 82.4%
動作の不自由な場面 16 94.1%
在宅ケアの目標 4 23.5%
その他 6 35.3%

件数・実施率

94.1%

82.4%

88.2%

76.5%

29.4%

82.4%

94.1%

23.5%

35.3%

要介護度

日常生活自立度

主病名

病歴

入院・入所歴

身体の不自由な箇所

動作の不自由な場面

在宅ケアの目標

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

３．５．２ アセスメント時に把握している事項［身体状況］
（n＝17）
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○ また、利用者の生活環境に関する項目では、「介護者」・「家族構成」・「在宅サー

ビスの利用状況」の項目の割合が多かった。 
○ 逆に「外出の頻度・要望」・「日常生活の目標」は少なかった。 
○ しかしながら、収集している件数が少なかった「外出の頻度・要望」や「日常生

活の目標」については、ケアマネジャーから情報を得ているとのことであった。 
○ また、生活環境の把握については、使用を想定する福祉用具が在宅環境に適して

いるかどうかの視点が重要視されることから、訪問して行うことが欠かせないと

の意見が一部の事業所から聞かれた。 

アセスメント時に把握している事項［生活環境］（n＝17）

確認事項
家族構成 9 52.9%
介護者 14 82.4%
在宅サービスの利用状況 9 52.9%
居宅及び居室の留意事項 8 47.1%
日常生活行動の留意事項 6 35.3%
外出の頻度・要望 4 23.5%
日常生活の目標 4 23.5%
その他 4 23.5%

件数・実施率

52.9%

82.4%

52.9%

47.1%

35.3%

23.5%

23.5%

23.5%

家族構成

介護者

在宅サービスの利用状況

居宅及び居室の留意事項

日常生活行動の留意事項

外出の頻度・要望

日常生活の目標

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

３．５．２ アセスメント時に把握している事項［生活環境］
（n＝17）
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○ アセスメント時に重要視する事項としては、利用者の自立支援や QOL の向上な

ど、生活全般の提案が行えるような情報収集に努めているとの意見が多く聞かれ

た。 
○ 義肢装具士を配置し、障害者自立支援法に基づく補装具や日常生活用具の相談に

も対応できる事業所が確認された。 
○ 事業所によっては、ケアマネジャーへ控えを提出し情報を共有化したり、サービ

ス担当者会議に提出したりして活用しているところもあった。 
○ また離島の事業所では、ケアマネジャー等との連携が必要不可欠なことから、

100％ケアマネジャーへ情報提供し、サービス担当者会議において活用している

とのことであった。 
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３．５．３ 選定理由の説明について 

 
○ 実施頻度について「全てのケースで実施」と回答した割合が 72.2％（13 カ所）

であった。 
○ さらに「半数以上のケースで実施」の 22.2％（4 カ所）を含めると、90％を超え

る結果となった。 
○ 福祉用具の選定理由は、アセスメントシートに記述することが多いとの意見が多

数を占めた。 

選定理由の説明（n＝18）

実施頻度
全てのケースで実施 13 72.2%
半数以上のケースで実施 4 22.2%
半数程度は実施 1 5.6%
半数以下の実施 0 0.0%

説明していない 0 0.0%

計 18 100.0%

件数・構成比

72.2%

22.2%

5.6%

３．５．３ 選定理由の説明（n＝18）

全てのケースで実施

半数以上のケースで実施

半数程度は実施

半数以下の実施

説明していない
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利用者に対する提示状況の構成比の平均値（n＝10）

提示状況 構成比
行っている 46.7%

行っていない 53.3%

計 100.0%
*利用計画書が「あり」と回答した事業所の結果。

３．５．４ 福祉用具利用計画書4の作成状況等について 

福祉用具利用計画書の作成状況等については、利用計画書の有無や利用者への提

示状況、記録している項目について把握することとした。 

 
○ 福祉用具利用計画書の有無については、「作成している」と回答した事業所の割

合は 55.6％（10 カ所）であった。 
○ そのうち「全てのケースで利用計画書を作成している」と回答した事業所の割合

は 22.2％（4 カ所）に留まった。 

福祉用具利用計画書の有無（n＝18）
設置状況

あり 10 55.6%

なし 8 44.4%

計 18 100.0%

件数・構成比

55.6%

44.4%

３．５．４ 福祉用具利用計画書の有無（n＝18）

あり

なし

 
○ また計画書を「どのような時に作成するか？」については、「生活目標をしっか

り立て、福祉用具を利用して何をしたいのか」・「ご本人が福祉用具利用の目的を

描いている場合」には、作成しているとの意見が聞かれた。 
○ 利用者への提示状況については、「行っている」と回答した事業所と、「行ってい

ない」と回答した事業所が相半ばする結果となった。 
 

                                                  
4 「福祉用具利用計画書」とは、福祉用具利用の目的や留意事項、モニタリングの時期、また福祉用具を導入すること

により達成したい「短期目標」や「長期目標」を盛り込んだ、利用にあたっての計画書を指す。 
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○ 記載している項目としては、「福祉用具利用のねらい」・「達成目標」・「利用上の

注意事項」等を記載する事業所が多かった。 
○ 利用計画書を作成することで「選定の過程を明確にし、どのような目的を達成す

るために商品を選んだのか明確にすること。」ができ、また「事業所内での申し

送りを機能させる為、他の担当者が関わる時にもその書類を見て選定時の様子が

確認できる」等の意見が聞かれた。 
○ 利用計画書の有無にかかわらず、導入の目的、その評価を通して適正な利用を重

視しているとの意見も聞かれた。 
○ 活用状況については、内部資料としてのみ活用している事業所もあれば、ケアマ

ネジャーへ報告している事業所もあった。 
○ 利用計画書の作成及び活用方法等について、現在、各事業所で模索している状況

が窺えた。その必要性は認識しているものの業務量の増加から積極的には行えな

いとする事業所も確認された。 

利用計画書に記録している項目（n＝10）

項目 件数 実施率
福祉用具利用のねらい 10 100.0%
達成目標 8 80.0%
福祉用具の利用方法 7 70.0%
利用上の注意事項 7 70.0%
モニタリングの時期 4 40.0%
他用具との関連性 0 0.0%
本人の同意 1 10.0%
その他 1 10.0%

100.0%

80.0%

70.0%

70.0%

40.0%

0.0%

10.0%

10.0%

福祉用具利用のねらい

達成目標

福祉用具の利用方法

利用上の注意事項

モニタリングの時期

他用具との関連性

本人の同意

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

３．５．４ 利用計画書の記録している項目（n＝10）
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３．５．５ 福祉用具の適合性判断5について 

福祉用具の適合性判断の実施状況について把握することとした。 
 
○ 適合性判断について「全てのケースで実施」と回答した事業所の割合は 83％（15

カ所）であった。 
○ さらに「半数以上のケースで実施」と回答した 16.7％（3 カ所）の事業所も含め

ると、100％に達する結果となった。 

福祉用具の適合性判断（n＝18）

実施状況
全てのケースで実施 15 83.3%
半数以上のケースで実施 3 16.7%
半数以下の実施 0 0.0%

説明していない 0 0.0%

計 18 100.0%

件数・実施率

83.3%

16.7%

３．５．５ 福祉用具の適合性判断（n＝18）

全てのケースで実施

半数以上のケースで実施

 
○ 適合性判断については、納品時に行うことが多く、身体状況に合わせた福祉用具

の調整は勿論のこと、操作方法や留意事項、用具の配置と動線の確認等までも専

門相談員が行っていると回答した事業所が多数を占めた。 
○ またケアマネジャーと同行して実施している事業所や、理学療法士等の立ち会い

の下、適合性を確認している事業所も確認できた。 
○ また都市部の事業所では、事前に利用者宅へ訪問し適合性を判断したり、店舗に

来店してもらい店頭で適合性判断をしたりすることもあるとのことであった。 

                                                  
5 「適合性判断」とは、福祉用具を設計意図に則して適切に利用する観点から、利用者の身体状況と利用目的に対して、

使用する用具が選定・調整されている状態の適切性を判断することを意味しており、居宅介護支援計画で設定された ADL
目標との適合性とは視点が異なるものである。 
例えば「車いすの場合」、背張り調整や座幅・座奥行き、フットサポートやアームサポートの高さ調節、フットレスト

角度の調整、座位保持するためのクッション等の適合チェックを指す。 
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３．５．６ 機能や使用方法等の説明について 

 
○ 福祉用具は利用者だけではなく、家族や介護者が頻繁に取り扱うものでもあり、

商品の使用方法に関する説明は、そうした人たちにも欠かせないものであること

が強調された。 
○ また電動車いすについては、特に屋外での注意も必要なことから、実際に試乗し

ながら安全性を確認しているとの意見も聞かれた。 
○ 事業所の中には、自社基準で定めた様式に基づいて、品目毎に漏れがないよう的

確に実施しているところもあった。 
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３．５．７ 試用期間の有無について 

貸与サービス開始前における試用期間設定の有無について把握することとした。 
 
○ 商品の「試用期間あり」と回答した事業所の割合は 88％（16 カ所）であった。

利用可能日数は、3～7 日間とその程度に若干の幅があった。（「Ⅱ．資料編」を

参照。） 
○ また「試用期間なし」と回答した 11.1％（2 カ所）の事業所では、営業エリアの

保険者からの指導により、実施していないとの報告があった。地域によって異な

ることが推測される結果となった。 

試用期間の有無（n＝18）

設定状況
あり 16 88.9%

なし 2 11.1%

計 18 100.0%

件数・実施率

88.9%

11.1%

３．５．７ 試用期間の有無（n＝18）

あり

なし
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３．５．８ 「１０日以内」に行うモニタリング6について 

「介護サービス情報の公表」制度7において確認事項とされている、10 日以内のモ

ニタリングの具体的な実施方法等について把握することとした。 
 
○ 実施方法については、訪問して行う事業所と、電話で確認する事業所と相半ばす

る結果となったが、実施頻度については、各事業所によって、かなりばらつきの

ある結果となった。 
○ 毎週月曜日をモニタリング専任者による電話確認の日として設定している事業

所があれば、モニタリング専従班を設け、効率的なモニタリングを行うよう心が

けている事業所もあった。 

10日以内モニタリングの実施方法の構成比の平均値（n＝17）

実施方法 構成比
訪問 52.6%

電話 47.4%

計 100.0%

52.6%
47.4%

３．５．８ 10日以内モニタリングの実施方法の構成比の平均値

（n＝17）

訪問

電話

 

                                                  
6 「モニタリング」とは、福祉用具を設計意図に則して適切に利用する観点から、利用者の身体状況と利用目的に対し

て適切な利用状況であるか、また用具が適切な状態であるかを確認する行為を意味している。 
 
7 「介護サービス情報の公表」制度は、利用者の権利擁護、サービスの質の向上等に資する情報提供の環境整備を図る

ため、介護保険法 115 条の 29 第 1 項の規定に基づいて、事業者に対し、「介護サービス情報」（介護サービスの内容及

び運営状況に関する情報であって、介護サービスを利用し、又は利用しようとする要介護者等が適切かつ円滑に当該介

護サービスを利用する機会を確保するために公表されることが必要なもの）の公表を義務付けるものである。 
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○ 実施状況について「全てのケースで実施」と回答した事業所の割合は 33.3％（6
カ所）であった。 

○ 一方、「実施していない」と回答した事業所も 5.6％（1 カ所）あった。 

10日以内のモニタリング（実施状況）（n＝17）

実施状況
全てのケースで実施 6 33.3%
半数以上のケースで実施 6 33.3%
半数以下の実施 4 22.2%

実施していない 1 5.6%

計 17 94.4%

件数・実施率

33.3%

33.3%

22.2%

5.6%

３．５．８ 10日以内のモニタリング（実施状況）（n＝17）

全てのケースで実施

半数以上のケースで実施

半数以下の実施

実施していない
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○ モニタリングシート8の有無について、何らかの様式が「有る」と回答した事業

所の割合は 88％（16 カ所）であった。 
○ モニタリング時における具体的な確認事項としては、「使い始めた福祉用具に不

安は無いか」「福祉用具はきちんと使用できているか」、さらには「利用者の急な

状態像の変化に対応できているか」等について確認しているとの回答が多数を占

めた。 
○ モニタリング専用の社内電算システムを構築し、利用者の履歴等を的確に管理し

ている事業所も確認された。 

10日以内に行うモニタリングシートの有無（n＝18）

設置状況
あり 16 88.9%

なし 2 11.1%

計 18 100.0%

件数・実施率

88.9%

11.1%

３．５．８ 10日以内に行うモニタリングシートの有無（n＝18）

あり

なし

 

                                                  
8 モニタリングシートの中には、利用している福祉用具の動作状況を確認するマニュアル又はチェックシートも含める

こととした。 
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３．５．９ 標準的なモニタリングについて 

「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（第 199 条第 5
項）」において、少なくとも 6 月に 1 回行うこととされている必要性の検討状況つい

て把握することとした。各事業所の結果は、「Ⅱ．資料編」を参照されたい。 

 
○ 標準的なモニタリングについて「訪問して行っている」と回答した事業所の割合

は 82.5％であった。 
○ 中には利用者や家族からの希望により、訪問より電話での実施を求められるケー

スもあるとの意見が聞かれた。 

標準的モニタリングの実施方法の構成比の平均値（n＝18）

実施方法 構成比
訪問 82.5%

電話 17.5%

計 100.0%

82.5%

17.5%

３．５．９ 標準的モニタリングの実施方法の構成比の平均値

（n＝18）

訪問

電話
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○ 実施頻度として「6 ヶ月以内に行う」とした事業所の割合は 72％（13 カ所）と

最も多かった。 
○ また「3 ヶ月以内」、「1 ヶ月以内」とした事業所もあった。 

標準的なモニタリング（実施頻度）（n＝18）

実施頻度
１ヶ月以内 1 5.6%
３ヶ月以内 4 22.2%

６ヶ月以内 13 72.2%

計 18 100.0%

件数・実施率

5.6%

22.2%

72.2%

３．５．９ 標準的なモニタリング（実施頻度）（n＝18）

１ヶ月以内

３ヶ月以内

６ヶ月以内

 
 
○ モニタリングシートの有無については、全事業所で「ある」と回答された。 
○ モニタリング時における具体的な確認事項としては、福祉用具そのものについて

は「使用上、福祉用具に不具合（動作確認、ネジの緩み等を確認）はないか」・「異

音・異臭はないか」・「摩耗や部品を交換する必要はないか」など、また利用者や

家族に関する事項としては「使用頻度」・「身体状況に変化はないか」・「使用方法

に変化はないか」等について、詳細な確認を行っているとのことであった。 
○ 利用している品目や件数によって異なるものの、概ね 1 時間程度は要するとのこ

とであった。特に車いすの場合、現場で再調整する必要が生じた場合には 2 時間

以上要することも有るとの意見が聞かれた。 

標準的モニタリングシートの有無（n＝18）

設置状況
あり 18 100.0%

なし 0 0.0%

計 18 100.0%

件数・実施率
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３．５．１０ その他、サービスの実施状況について 

○ 介護保険に限らず、利用者の状態像に最も適した提案や対応が出来るよう「補装

具」や「日常生活用具」も視野に入れたサービス展開をしている事業所があった。 
○ 退院等に伴い在宅環境を早急に整える必要があることから、即日納品を求められ

るケースがあること、またその逆に即日返却を求められるケースもあることから

担当者等の予定が立てづらい状況下にあることがわかった。 
○ 車いすの利用にあたっては、事業所の負担により対人賠償保険に加入していると

ころがあった。 
○ 福祉用具についての正しい知識や理解を深めるため、近隣の関係者を対象とした

研究会を企画したり、展示会や研修会等を開催したりしている事業所があった。 
 
○ 島嶼部は人口が少なく、訪問系サービスの供給も少ないため家族介護が中心とな

っており、このような地域では、福祉用具の果たす役割が本土と比較して大きい

とのことであった。 
○ 島嶼部への移動は、定期便ではなくチャーター船を使用することもあり、移動に

係る交通費は、島嶼を持たない事業所に比べ約 5 倍の費用がかかるとのことであ

った。このことからも訪問系サービスでは採算が合わないことが窺える。 
○ また、船舶は天候によって左右されことが多く、容易に欠航することがあり、そ

うした場合には現地で宿泊するになり、移動コストの増加要因が変動的なもので

あることもわかった。 
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３．６ レンタル卸利用の有無に伴うサービスの実施状況 

本項ではレンタル卸利用の有無による事業の実施状況について、比較することとする。 

なお本集計は、全体の母集団が少数なため、これをもって全体の傾向とは言い難いこ

とに留意する必要がある。 

 

３．６．１ サービスの実施状況 

○ 「福祉用具貸与サービス」の実施状況については、「レンタル卸を利用していな

い事業所」の方が進んで行われているのに対し、「福祉用具販売サービス」や「住

宅改修サービス」の実施状況となると、「全てレンタル卸を利用している事業所」

や、「80％以上レンタル卸を利用している事業所」の方が高い結果となった。 
○ 貸与サービスの内訳では、「全てレンタル卸を利用している事業所」では、「歩行

器」や「歩行補助つえ」の比率が高い一方、「床ずれ防止用具」の比率が低い傾

向にあり、軽度者への貸与が多いことが窺える。 
○ 「一事業所あたりにおける契約者数」の状況については、「レンタル卸を利用し

ていない事業所」の方が多い結果となったものの、「一人あたりの貸与件数」と

なると「レンタル卸を利用している事業所」の方が多かった。 

サービスの実施状況

福祉用具貸与サービス 39.0% 50.0% 62.3%

福祉用具販売サービス 12.2% 12.0% 4.8%

住宅改修サービス 17.6% 15.0% 3.0%

居宅介護支援サービス 0.0% 0.3% 0.4%

その他のサービス 31.2% 31.2% 22.7% 22.7% 29.4% 29.4%

計

福祉用具貸与サービスの内訳

車いす 140件 13.1% 397件 12.1% 743件 17.6%

車いす付属品 31件 2.9% 72件 2.2% 182件 4.3%

特殊寝台 145件 13.6% 554件 16.8% 780件 18.5%

特殊寝台付属品 414件 38.8% 1,531件 46.5% 1,679件 39.8%

床ずれ防止用具 28件 2.7% 141件 4.3% 236件 5.6%

体位変換器 2件 0.2% 15件 0.5% 13件 0.3%

手すり 64件 6.0% 185件 5.6% 180件 4.3%

スロープ 16件 1.5% 83件 2.5% 70件 1.6%

歩行器 146件 13.7% 197件 6.0% 167件 4.0%

歩行補助つえ 49件 4.6% 60件 1.8% 83件 2.0%

認知症徘徊感知機器 1件 0.1% 5件 0.1% 6件 0.1%

移動用リフト 30件 2.8% 52件 1.6% 80件 1.9%

計 1,065件 100.0% 3,292件 100.0% 4,217件 100.0%

契約者数 305.7人 970.7人 1,469.3人

貸与件数 1,065件 3,364件 4,217件

一人あたり貸与件数

契約者／従業員

契約者／相談員

全て
レンタル卸

68.8%

レンタル卸
利用せず

80％以上
レンタル卸

100.0%

70.6%77.3%

100.0%100.0%

3.5件

41.8人

2.9件3.5件

65.5人

44.4人69.5人

104.0人 53.9人

レンタル卸利用の有無に伴うサービスの実施状況
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３．６．２ 職員配置の状況 

○ 専門相談員の設置割合は、「レンタル卸を利用していない事業所」の方が「全て

レンタル卸を利用している事業所」よりも高かった。 
○ 雇用形態では、「全てレンタル卸を利用している事業所」の 4 割以上が非正規雇

用であった。 
○ ヒアリング調査でよく聞かれた、正規雇用者には、できるだけ専門相談員の資格

を取得させるようにしているとの意見を表す結果が、レンタル卸利用の有無に関

わらず確認された。 
 

福祉用具専門相談員の配置

専門相談員 4.7人 60.9% 9.3人 73.7% 27.3人 83.8%

介護支援専門員 .0人 0.0% .3人 2.6% .8人 2.3%

その他 3.0人 39.1% 3.0人 23.7% 4.5人 13.8%

計 7.7人 100.0% 12.7人 100.0% 32.5人 100.0%

職員の雇用形態

正規雇用者 4.3人 11.7人 28.3人

　 非専門職 4.3人 8.3人 24.8人

　 福祉系専門職 .0人 3.3人 3.5人

　 医療系専門職 .0人 .0人 .0人

　 その他の専門職 .0人 .0人 .0人

非正規雇用者 3.3人 1.0人 4.3人

　 派遣 .3人 .0人 1.5人

　 パート 3.0人 1.0人 2.3人

　 契約等 .0人 .0人 .5人

計 7.7人 100.0% 12.7人 100.0% 32.5人 100.0%

レンタル卸
利用せず

全て
レンタル卸

80％以上
レンタル卸

レンタル卸利用の有無に伴う職員設置の状況

7.9% 13.1%43.5%

86.9%92.1%56.5%
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３．６．３ モニタリング等の実施状況 

モニタリング等の実施状況については、下記のとおりとなった。 

心身状況等の確認方法

■実施方法

訪問

電話

その他

アセスメントの実施頻度

■実施頻度

全てのケースで実施 1カ所 33.3% 2カ所 66.7% 3カ所 75.0%

半数以上のケースで実施 1カ所 33.3% 1カ所 33.3% 1カ所 25.0%

半数程度は実施 1カ所 33.3% 0.0% 0.0%

選定理由の説明

■実施頻度

全てのケースで実施 2カ所 66.7% 3カ所 100.0% 4カ所 100.0%

半数以上のケースで実施 1カ所 33.3% － － － －

10日以内のモニタリング

■実施方法

訪問

電話等

■実施頻度

全て実施 － － 2カ所 66.7% 1カ所 33.3%

半数以上で実施 － － 1カ所 33.3% 2カ所 66.7%

半数以下の実施 2カ所 66.7% － － － －

実施していない 1カ所 33.3% － － － －

標準的なモニタリング

■実施方法

訪問

電話等

■実施頻度

３ヶ月以内 － － 1カ所 33.3% 1カ所 25.0%

６ヶ月以内 3カ所 100.0% 2カ所 66.7% 3カ所 75.0%

63.3%

36.7%

86.7%

13.3%

90.0%

10.0%

40.0% 60.0% 47.5%

60.0% 40.0% 52.5%

80％以上
レンタル卸

レンタル卸
利用せず

レンタル卸利用の有無に伴うモニタリング等の実施状況

全て
レンタル卸

0.8%6.7% 0.0%

16.7% 20.8%30.0%

78.5%83.3%63.3%

 

 

 

79



 

３．７ 事業構造とサービス提供の関係 

福祉用具貸与サービス事業所は、介護保険制度における保険給付の基準に従ったサー

ビスを提供していることは共通している。しかし、3.4 及び 3.5 の分析に示されるとお

り、サービスを提供するための事業構造（経営資源確保の方法およびコストのかけ方）

は各事業所によってかなり異なっている。また同時にサービス提供の方法と内容にもか

なりの差が生じていることがわかった。 
本項では、前項までの結果を踏まえて、事業構造の違いがサービス提供の違いとどの

ような関係にあるかについて分析することとする。 
 

３．７．１ 調査対象事業所の事業構造 

今回の調査対象となった福祉用具貸与サービス事業所の設立形態は、18 事業所中、

17 事業所が株式会社であった。 
また、それぞれ事業所における月間の貸与件数が、数百件以上の規模を有しており、

貸与サービス事業所として比較的事業規模の大きな事業所ばかりであった。 
しかし、事業所としての売上全体に占める福祉用具貸与サービスの比率は、必ずし

も高くなく、最も貸与サービスの比率の高い事業所は 91%であるが、低い事業所では

20%台が 2 事業所、30%台も 2 事業所、40%台が 4 事業所あり、18 事業所の平均は、

52.4%であった。 
貸与サービスの売上比率の低い事業所は、販売あるいはレンタル卸利用の比率が比

較的高く、また住宅改修の比率が非常に高いところもあった。 
中には、保険代理業など介護保険サービスとは異なる分野の売上比率が高い事業所

もあるが、こうしたケースは例外的であり、多くは福祉用具の販売や住宅改修、ある

いは障害者向けの給付事業など、福祉用具を主軸とした事業を展開する事業所が大勢

を占めた。 
このように、ある程度事業規模の大きな貸与事業所であっても、必ずしも貸与サー

ビスが事業の中核というわけではないことから、以下の分析に関しても、純粋な福祉

用具貸与事業所の分析ではなく、あくまでも近似的な特性把握であることに留意する

必要がある。 
各事業所の事業を福祉用具貸与事業に限ってみた場合、事業資源の基本的な構成要

素として、「①人材確保（正規雇用、非正規雇用）」、「②福祉用具確保（自社調達、レ

ンタル卸）」、「③消毒・配送等の手段の確保（自社調達、外注）」が考えられる。 
各事業所における経営資源の状況については、以下のとおりであった。（「別添１」

参照） 

各事業所の詳細な結果は、「Ⅱ．資料編」を参照されたい。 
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別添１

正規雇用率 考え方 理由

A-1 50.0%
一部のみ利用

84%

85.7% ・正社員には福祉用具専門相談員を取得させている。
・社員の資質向上のために、福祉用具プランナー・福祉用具選定技能士等を含め研修
を受けさせている。

一部利用 84.0% ・金銭面が筆頭に挙げられる。(自社レンタルでやっていくための売上をあげるだけの
キャパシティ(人口)がない。（庄原市は西日本一面積は広いのだが…。)
・本来は自社レンタルで貸与事業ができるのがいいとは思っている。しかし、商品を仕様
変更のたび毎など、新規に頻繁に導入するのは経営上極めて苦しい。
・メンテナンスや介護保険サービスを実施するにあたり必要なこと（帳票の用意等）を総
合的に判断して、レンタル卸を採用するに至った。

・全て社員にて配送を行っている。（レンタル卸とは、店先納品の契約。）
・道が細く道路の整備状況も悪く、利用者宅まで近づけないケースがある。
・雪が降ると予定が狂ってしまう。（会社としては雪が降ろうが嵐が来ようが配送はでき
る・するつもりだが、「他所に住んでいる娘が来られなくなった」とか「天候不良のため日
程の延期を」と申し出る方がいる等先方の都合で日程変更が発生する。）

・レンタル卸のものはレンタル卸先に依頼している。
・自社所有の商品は自社にて消毒・メンテナンスを行っている。（メンテナンス要員はいな
い。)

A-2 72.0%
一部のみ利用

50%

80.0% ・全ての者に専門相談員の資格はもたせるようにしている
・義肢装具士１名、介護支援専門員２名を配置している

一部利用 50.0% ・資金力がなくても新商品への対応が迅速にできる
・長い目で見た場合には、購入したいと思っている。
・最近では保管庫を設けて、できるだけ自己保有に切り替えているところである。

・保管庫は隣接する借地にある。レンタル卸分もそこへ納品してもらっている。
・居宅へは必ず当社の福祉用具専門相談員が配送している。

・すべて外部に委託している。
・最低でも年に１度は現場を視察に行っている。

B-1 48.0% 全商品利用

57.1% ・事務担当を時間性で2人体制をとっているが、理想は専属の事務をフルタイムで1名・モ
ニタリング担当（現状は営業が行っている）を1名の体制で雇いたい。

全商品 100.0% ・フランチャイズ店であるため。 ・本社配送センターに依頼している。（車いす・歩行器は営業が行くことが多い。センター
納品時も契約を結ぶ必要があり、営業は立ち会う。）（引上げは、配送センターが直接利
用者宅へ引上げることもあるが、営業が引き上げて店舗で一時商品を預かり、後日配
送センターで店舗に回収してもらうこともある。）

・本社配送センターに依頼している。

B-2 41.0% 全商品利用

57.1% ・営業は福祉用具専門相談員の資格を取らせ、また個人のスキルＵＰとして福祉住環境
コーディネーターの資格を取るようにしている。
・会社では新人研修をはじめ人材育成の研修や、また福祉用具、住宅改修事例の研修
会等も行っている。

※独自のシステムとしては、本部から住環境プランナー（建築士）を派遣し、住宅改修の
プラニングを行っている。

全商品 100.0% ・商品管理やメンテナスの面で対応できないと判断した為。
・在庫をおくスペースが無い為。

・東大阪市（レンタル配達が多い）と奈良市内（別レンタル配送が多い）に配送センター
があり、近畿圏内にある店舗（FC店を含む）をまかなっている。
・組み立てが必要な主にベッド等は配送担当者が利用者宅へ配送を行う（卸会社が行
う。消毒費、配送費、商材費に別れ請求される。）。その際には営業マンも伺い、商品の
取扱い説明や適合判断を行いますが、時間が合わないときには配送担当者が商品説
明を行い、後に営業マンが適合判断を行う。

・東大阪市と奈良市内に消毒センターがあり近畿県内にある店舗（ＦＣ店含む）をまか
なっている。

C-1 35.0%
一部のみ利用

80%

83.3% ・社員全員は福祉用具専門相談員はもちろん、福祉住環境コーディネーターほかの資格
は必須でとります。ほかにどんどんチャレンジして新しい資格をとることを応援していま
す。
・資格取得については給与体系で支援可能なようにしている。
・多分野の資格取得を通じて社員の人間性に幅を持たせることも目的としている。

一部利用 80.0% 商品のバリエーションを増やし、利用者さんの選択に対応できるようにするため。
消毒における初期投資を減らすため（マットレス洗浄器は高額）
即日の納品対応の必要の無いものをレンタル卸とし、その場で納品希望は、在庫で持
つようにしている

配送は原則、営業担当者が自宅などに配送をするようにしている。配送時に利用者へ
の契約行為や家族、本人への説明、注意事項を説明して案内します。当然資格を持っ
た人間で対応します。
事業所から1時間以上離れた顧客は居ないため、即日配送も出来る限り応えられるよう
にしています。

自社物件の一部は、自社の消毒センターで対応します。仕事の合間を見つけて、男性
職員、パート従業員が不定期で仕事がまとまった時点で対応します。車いすの大半は
メーカーの消毒施設へメンテナンスも含めて委託をしています。
レンタル卸の商品は、一次保管場所に保管の後、そのまま卸元に返却します。

C-2 27.9% 全商品利用

55.6% 正規雇用者には専門相談員の資格を取らせるようにしている。 全商品 100.0% 消毒設備を整えることが難しいため。 基本は卸先に自社まで商品を持ってきてもらい、そこからは自社配送し、フィッティング
する。
特殊寝台は利用者宅まで卸先が配送し、フィッティング、説明、契約は自社で行う。

卸先に返却。

D-1 65.0%
一部のみ利用

86%

100.0% レンタル営業部門・住宅改修部門・商品管理部門等の外勤者（１５名）は全員福祉用具
専門相談員の資格を所有。
福祉用具選定技能士（８名）、福祉用具プランナー（２名）、福祉住環境コーディネーター
２級（２名）３級（１名）、建築士２級（２名）、増改築相談員（２名）
住宅改修は建築の専門家が設計監理・施工を実施

一部利用 86.0% 特殊寝台・車いすの主力商品はリース（自社商品）、その他はレンタル卸を利用
介護制度改定の１年半前に新規投資（リースでの特殊寝台の仕入れ）を中止し、レンタ
ルの増加分は１００％レンタル卸の利用に切り替えた。

１００％自社配送・自社納品で品質を確保 自社商品は自社で、レンタル卸は卸元で消毒する。

D-2 40.0%
一部のみ利用

50%

92.9% ・福祉用具専門相談員の資格は、基本的に営業担当は全員取らせるようにしている。 一部利用 50.0% ・特殊寝台と付属品については、消毒設備や管理面・資金面等を考慮してグループ企業
より賃借している。

・営業担当者が兼務している。
・卸商品は、納品・回収時ともに卸元まで取りに行っている。

・特殊寝台以外については、自社でメンテナンス担当者が消毒・管理している。エアマッ
ト等、より細やかな洗浄が必要な商品はグループ企業に委託している。
・レンタル卸の福祉用具はそのまま卸元に返却している。

E-1 70.0%
一部のみ利用

10%

100.0% ・当店舗では、社員全員に福祉用具専門相談員の資格を採らせるようにしている。
・最近住宅改修を希望される利用者が増えており、建築について知識をもっている者を
採用したいと考えている。
・メンテナンス、モニタリング等の強化を要求されており、増員を検討している。（現在福
祉住環境コーディネーター１人）

一部利用 10.0% ・季節要因や利用頻度が少ない為、在庫を持ちたくない。
・管理やメンテナンスが複雑で、自己保有すべきでないと判断したもの。

・洗浄・消毒センター、倉庫のある事業所より県内の店舗に配送している。
・即日、休日納品、引上げを希望される方もおり、各店舗には小規模な倉庫を併設して
いる。
・利用申し込みに応じて、基本的には担当営業が配達・設置・フィッティング等を行い、適
合判定を行っている。

・県内にある同一店舗を一つの消毒センターでまかなっている。
・レンタル卸の福祉用具は、そのまま卸元に返却している

E-2 26.0%
一部のみ利用

10%

75.0% ・資格取得を目指す。（福祉用具専門相談員、福祉用具プランナー（全社員の目標）、福
祉住環境コーディネーター、ヘルパー等）
・入社後3ヶ月ほどの研修を経て、社会人としての必要最低限の学習をし、各部門へ配
属となる。（車いす部門は採寸等の技術の取得が必要であるため3ヶ月以上の研修期間
になる。）

一部利用 10.0% ・商品ラインアップの充実化を図る。 ・利用申し込みに応じて担当営業が配送・回収する。（本社に中央倉庫があり、当支店
には保管庫的なものがある。）

・回収した商品は、一時当支店保管庫にて預かり、本社の消毒センターへチャーター便
で送る。
・当支店では消毒を行っていない。

E-3 65.0%
一部のみ利用

5%

50.0% ・社員の雇用にあたっては、原則契約社員を採用し、福祉サービス経験者を優先してい
る。
・住宅改修の知識・技術向上のため、福祉住環境コーディネーター２級以上取得を目指
すよう教育指導している。

一部利用 5.0% 経営改善を図るため、小額資産（１０万円以下）についてはレンタル卸を優先している。 営業所内の地域については、１つの配送センター（営業所併設）で行っている。
基本的に専門相談員（外回り担当）が配送・適合を行っているが、緊急性の高い場合、
もしくは担当者不在の場合は、配送センター（商品管理・消毒担当）が行う。

レンタル品は自社消毒（センター）で行っている。
レンタル卸品は卸元に返却している。

E-4 40.0% 利用せず

88.6% ほぼ全員中途採用
・事業拡大に応じて業歴・資格を有する人材を採用する。　住宅改修担当として建築士な
ど。
・貸与事業は、経験・経歴問わず、やる気や熱意で採用。

利用せず ・県内にある各営業所の配送については本社配送にて対応している。
・配送車両数は20台程度（ハイエース15・バン5）を保有している。
・納品（フィッティング含む）、モニタリングについて全て専門相談員の資格者が対応して
いる。

県内にある各営業所の消毒については、本社物流センターにて一括で対応している。
物流センターは本社併設施設として整備した。

F-1 57.0%
一部のみ利用

16%

66.7% ・弊社では、社員全員に福祉用具専門相談員の資格を採らせるようにしている
・福祉住環境コーディネーター２級を取得させる
・上記資格取得を推進するため、入社後の教育機会の提供を積極的に行っている。

一部利用 16.0% ・標準形以外は自社在庫としない
・貸与頻度の少ない商品は在庫としない

・利用申し込みに応じて、基本的には、配送担当者が居宅へ配送を行う。その際には、
担当営業マンも居宅で落ち合い、適合判定を行っている
・時には、即日納品を希望される方もおり、配送担当者が現地まで届ける
・引き上げ時も納品と同様に配送担当者、担当営業マンのペアで対応する。

・レンタル卸の福祉用具は、そのまま卸元に返却している
・定められた保管場所で保管する
・消毒業務は本社一括で管理している

G-1 91.0% 利用せず

95.1% 質の高いサービスを提供することを基本方針としている。そのため、質の高いスタッフを
安定的に確保するために雇用関係の制度を整備している。
例えば育児休業制度など女性の雇用継続制度を全社で制度整備している。
事業所スタッフ５８名中、女性が18名を占めている。

利用せず 自社の専用配送車両で行っている。１車両2人配送担当者体制（駐車禁止対応）で運
行。
配送担当者も利用者にフィッティング・説明等をするため専門職と位置づけており、16区
別をエリア別に分け担当としている。

全て自社設備で処理している。事業所１Fフロアーが衛生管理センターとなっており、電
解水消毒設備を有している。
シルバーサービス振振興会の消毒管理認定マークを全国で最初に取得している。
衛生管理センターは全国に９箇所あるが、東京東営業所は１事業所対応で衛生管理セ
ンターを有している。
７月には四国に進出し、10センター体制となる。

G-2 62.4% 利用せず

91.5% ・福祉用具専門相談員は正規雇用者全員が取得することになっている。
・工場の消毒担当者（専従）は専門相談員の資格を持たない。
・定着率は良好（150人中３～４人の退職に留まる）
・営業担当者は一人当たり200～300名の利用者を担当することもある。平均でも150名
を超える担当利用者を持つ。そのため、モニタリング担当は専従のチームを置き、営業
担当とは分離している。

利用せず ・自社で配送している。
・在庫は本社集中化を進めており、適宜各事業所へ配送している。

・消毒設備は各事業所に設置されているが、在庫の集中管理を進めており、消毒も本社
で集中的に行うようになっている。

G-3 62.7% 利用せず

87.5% ・福祉用具専門相談員は正規雇用者全員が取得することになっている。
・工場の消毒担当者（専従）は専門相談員の資格を持たない。
・定着率は良好（150人中３～４人の退職に留まる）
・モニタリング担当は専従のチームを置き、営業担当とは分離している。

利用せず ・コンテナにつめて鹿児島の本社とやりとりをしている。名瀬営業所から利用者宅までは
自社配送。
・小物は名瀬に在庫。大型商品は都度本社とやり取りする。（人気商品は少数在庫があ
るので即日対応可能）
・奄美大島よりさらに遠隔の離島については定期航路船舶や海上タクシー等を活用して
配送を行う。

・同左。
・消毒設備、スタッフを名瀬でも持っているので、小物については名瀬で対応可能。

H-1 33.2% 利用せず

35.7% ・正規、非正規を問わず全員が福祉用具専門相談員の資格を取得。
・営業担当には、福祉用具プランナーを取得させている。

利用せず ・東京サービスセンターで配送（納品、引上）を一括して対応。（センターの配送エリア
は、東京、山梨、埼玉の一部。）
・東京サービスセンター全体では４０人程度が配置されている。
・当事業所所管地区の要員は5～6名。

・東京サービスセンターで消毒を一括して実施。
・サービスセンターは全国に20箇所配置されている。大都市は営業所と別に拠点セン
ター、地方では営業所と併設の形。

H-2 56.9%
一部のみ利用

14%

75.0% ・当社では、営業内勤者や物流担当社員にも福祉用具専門相談員の資格を採らせるよ
うに考えている
・最近住宅改修を希望される利用者が増えており、福祉住環境コーディネーターの資格
取得をすすめている
・介護報酬の請求業務は、ある程度の経験とトータル的知識が必要

一部利用 14.0% ・電動車いすは、メンテが専門的で高い技術を要するため
・リフトには大型品があり、搬入や搬出に苦慮するため
・手すりは自社保有するより、レンタル卸の方が効率的と判断したため

・全ての店舗（５店舗）の在庫は、本社併設の中央倉庫で一括管理している
・必要に応じて各店補の支店倉庫に移送している
・各店舗では利用申し込みに応じて、支店倉庫から営業担当者が直接居宅へ搬入し、
その場で適合判定を行っている
・即日納品を希望する人もおり、専門相談員の資格をもつ商品管理の担当者が居宅へ
搬入することもある

・消毒業務はＡ店舗に併設する消毒室で一括して行っている
・但し、車いすは専門的なメンテが必要で、対応が困難なため外部委託している
・またレンタル卸の福祉用具は、そのまま卸元に返却している

事業所の事業構造と事業構成

配送 消毒等設備

事業所
記号

福祉用具貸与
サービス売上

比率

レンタル卸の
利用状況

（レンタル調達
比率）

人材構成 用具調達

レンタル比率

事業構成



 

（人材の確保） 

○ 「人材確保」については、18 事業所中 13 事業所で正規雇用者比率が 65%を超え

ており、50%未満の事業所は 1 カ所のみであった。 
○ 「レンタル卸の活用度合いと正規雇用者比率の高低との関係」については、全て

レンタル卸の事業所は、非正規雇用者の比率が高いのに対して、レンタル卸を利

用しない事業所は正規雇用者の比率が高かった。 
○ 各事業所とも専門相談員の資格取得に注力しており、さらに福祉用具プランナー、

福祉住環境コーディネーターなど、より専門性の高い資格取得を奨励している事

業所も多いことが分かった。 
（福祉用具の確保） 

○ 「福祉用具の確保」については、部分的にレンタル卸を利用する事業所が多く、

レンタルによる調達比率は、100%～5%までとバリエーションがあり、レンタル

卸利用型・非利用型と明確に分けることは難しい状況にある。またレンタル卸を

積極的に活用する事業所では、レンタル卸導入の理由として、初期投資負担の回

避だけでなく、消毒・メンテナンスの設備投資削減、商品管理ノウハウの補完、

最新モデルの調達確保などを指摘している。 
○ 一方、自社調達を主としながらもレンタル卸を併用する事業所では、管理やメン

テナンスが複雑で自社で対応しにくい用具、利用頻度が低い用具、季節変動が大

きい用具など、コストに対して稼働率が低く、自社対応では利益が確保しにくい

用具の調達手段として、レンタル卸を活用していることがわかった。 
（消毒や配送の実施） 

○ 「消毒設備・配送」については、レンタル卸を活用している事業所でも、利用者

宅までは自社のスタッフと車両で配送する事業所が多いものの、中には商品によ

ってはレンタル卸に利用者宅まで配送してもらう、あるいはレンタル卸とは異な

る配送事業者へ外注するなど、分業を進めている事業所も見られた。 
○ また、レンタル卸を活用しない事業所でも、自社内の別組織となるサービスセン

ターや物流センターなどに分業を進めている形態も見られた。 
 

サービスを提供するための経営資源確保について、全体を見渡してみると、経営資

源ごとに調達方法のバリエーションがあり、さらにそれが組み合わされて業務の遂行

体制が組み立てられていることがわかる。 
従って、サービス提供体制の組み立て方に貸与事業所としての定型のパターンがあ

るわけではなく、各事業所それぞれの考え方、あるいは経営環境に応じた資源確保の

方法が組み合わされていると考えられる。 
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３．７．２ 支出構造の傾向 

 各事業所におけるサービス提供体制の違いを支出構造面から捉えるため、事業経費

を①給与費、②減価償却費、③賃貸料、④物件費、⑤本社経費、⑥その他費用の 6 分

類で内訳構成比を把握することとした。各費目別構成比の傾向については、以下のと

おりである。（「別添２」参照） 
各事業所の詳細な結果は、「Ⅱ．資料編」を参照されたい。 

 
（給与費） 

○ 給与費比率の平均は、36.5%であるが、最大 68.0%～最小 14.9%とかなり幅があ

る。レンタル卸を積極的に活用している（レンタル調達比率 50%以上：類型 A
～D）事業所では、例外的な 1 事業所を除き、給与費比率は、概ね 30%以下に留

まる結果となった。 
○ 一方、レンタル卸をあまり使わず自社調達している事業所（レンタル調達比率

20%以下：類型 E～H）では、給与費比率が 40%を超えている事業所が多かった。 
○ レンタル卸の利用割合の低い事業所では、福祉用具の消毒やメンテナンス、在庫

管理、履歴管理などを担当する人材を抱える必要があり、その分の給与費が拡大

するためと考えられる。 
（減価償却費） 

○ 減価償却費比率の平均は、3.5%であり、支出全体に占める割合は小さい。レンタ

ル卸を積極的に活用している事業所グループでは、減価償却費はほとんど発生し

ていない。また自社調達の事業所グループでは、20%を超えている事業所は 1 事

業所のみであり、それ以外は 10%以下であった。 
（賃借料） 

○ 賃貸料比率の平均は、17.1%であり、最大 43.0%～最小 5.0%とかなり幅がある。

レンタル卸を積極的に活用する事業所グループでは、3 事業所で 30%を超えてい

るなど賃貸料比率が高くなる傾向が見られる。 
○ 一方、自社調達事業所グループでは 20%を超える事業所が 2 事業所、その他の事

業所はいずれも 16%以下となっている。 
（物件費） 

○ 物件費比率の平均は、22.7%であり、給与費に次ぐ大きさを占めている。最大

60.8%～最小 0.0%とかなり幅がある。事業所によっては販売用の福祉用具の購入

費が大きな割合を占めており、レンタル卸を積極的に活用する類型 C、D の事業

所での比率が高い。 
（本社経費） 

○ 本社経費比率の平均は 4.5%であり、支出全体に占める割合は小さい。企業規模

が大きくなく、本社機能が分離していない事業所では発生しない費用であるため、

82



別添２

A-1 50.0%
一部のみ利用

84%

68.0% 役員報酬・給与手当・雑給・賞与・法定福
利費・福利厚生費

0.0% 9.0% リース料・地代家賃 3.0% 発送運賃・事務用品費・車輌維持費（燃
料費は除く）・雑費

0.0% なし 20.0% その他内訳科目：通信費、交際費、保険料、租税公課、支
払手数料、諸会費。新聞図書費

A-2 72.0%
一部のみ利用

50%

25.0% 社会保険料事業主負担分を含む 0.0% 30.0% その他は、倉庫の借料 25.0% その他は、介護保険貸与と販売以外のも
の

0.0% 20.0% 駐車代、福利厚生費（制服、会議費等）、交際費等を含む

B-1 48.0% 全商品利用

27.0% 2.0% 0.0% 13.0% 6.0% 52.0%

B-2 41.0% 全商品利用

30.7% 事業主の負担。社会保険料や労災保険
料、退職のための引当金等もここに含め
ている。

0.0% 43.0% ほとんどはレンタル卸費用。
○福祉用具＝商材費額を記載。
○その他＝消毒費（2.59％）、配送費
（5.66％）

0.0% 9.9% 研修、カタログ・チラシ制作費、各種支
援、経理等も加味。
本社経費→FCはロイヤリティ支払いが発
生する

16.4% カタログやチラシなどの広告宣伝費。事務所の電気、ガ
ス、水道代。消耗品費。福利厚生費等。 無料サービスの
保険料も加筆健康診断は毎年夏期に実施。駐車場代、ガ
ソリン代、事務所賃借料、コピー機リース料。車いす保険
料（1.7％）等含む。

C-1 35.0%
一部のみ利用

80%

17.3% 1.3% その他は車両、建物、備品類等の減価償
却費

40.6% 30.6% 5.3% 4.9%

C-2 27.9% 全商品利用

14.9% 0.4% 以前購入した訪問入浴用機材の減価償
却費分。

16.7% 福祉用具賃借料としての卸先への支払
い分。
その他は車両やＯＡ機器のリース料。

60.8% 販売用の福祉用具等の購入費。
その他は家賃・地代等。

0.0% 7.2% 広告宣伝費にはカタログ購入費が含まれる。
その他には通信費・車両整備費・諸会費・保険料等を含
む。

D-1 65.0%
一部のみ利用

86%

25.0% 給与・賞与・法定福利費・福利厚生費の４
項目

0.0% 給与・賞与・法定福利費・福利厚生費の４
項目

14.0% レンタル商品のリース料、その他車両等
のリース料

47.0% 販売する為の仕入れ商品を計上 0.0% 14.0% 健康診断事業者負担分は１％以下。

D-2 40.0%
一部のみ利用

50%

21.0% 事業主負担の社会保険料・労働保険料
等を含めている。

3.0% 電動車いす等の減価償却費を計上。建
物・設備等の減価償却費も含めている。

10.0% 福祉用具のレンタル卸の費用を計上。ま
た、事務機器・営業車両のリース料を計
上。

51.0% 販売に伴うオムツ等衛星材料仕入れや、
住宅改修に伴う材料仕入れを計上。

10.0% 5.0% 燃料費には車両のガソリン代を含む。
消耗品にはメンテナンスに伴う工具・備品が含まれる。
その他にはカタログ作成費・カタログ購入費含む。

E-1 70.0%
一部のみ利用

10%

31.0% 事業主が負担している、社会保険料や労
災保険料、退職のための引当金等もここ
に含めている。

9.0% 特殊寝台と消毒用乾燥機、さらに購入し
た車両の減価償却費を計上している。

16.0% 福祉用具は、レンタル卸に伴う費用で、そ
の他には、事務所の賃借料、営業に使用
する車両及び、コピー、FAX機などの事
務機器に係る賃借料を計上している。

32.0% 大部分は販売するための福祉用具、住
宅改修用の部材、おむつ等の衛生材料
品である。

7.0% 5.0% 広告宣伝費…カタログ・パンフレット作成費やタウンページ
などの掲載費を含む。
燃料費…車両のガソリン、オイル代を含む。
その他…電話・ＦＡＸの使用料、展示会や説明会、勉強会
等の開催経費を含む。
光熱水費…電気、ガス、水道、暖房用灯油など。
消耗品費…福祉用具調整用の工具、営業車両の消毒器
具が含まれる。

E-2 26.0%
一部のみ利用

10%

52.0% ・社会保険料、労災保険料を加味。 0.0% ・リースを利用しているため、資産の償却
はない。

16.0% ・福祉用具調達の他は、車両のリース
料、パソコンのリース料。

12.0% ・少額の貸与用福祉用具の購入費、部品
包装消耗品等。

13.0% 7.0% ・広告宣伝費はカタログ代を含む。
・燃料費は軽油税を含む。

E-3 65.0%
一部のみ利用

5%

44.0% 給与・退職給付金・賞与・福利厚生費など
含む。

22.0% 9.0% 福祉用具はレンタル卸費用　その他は家
賃・事務機器リース料含む。

3.0% 福祉用具は販売するための貯蔵品
その他は福祉用具収納用備品（台車・テ
ナー）購入

5.0% 17.0% ・広告宣伝費（カタログ制作費及び購入費）・燃料費（ガソ
リン・車両レンタル費）・光熱費（水道・灯油費）　・研修費
（会議・諸会費等）・消耗品費（事務用具・消毒費用）・その
他（配送料・振込手数料）

E-4 40.0% 利用せず

F-1 57.0%
一部のみ利用

16%

64.0% 事業主が負担している、社会保険料や労
災保険料、退職のための引当金等もここ
に含めている。

3.0% 現在、特殊寝台（１４台）と電動車いす（５
台）について減価償却期間中であり、費
用は按分している。（富山営業所は１２．
８％）
その他には、アルミパーテーション間仕
切りの減価償却費を計上している。

10.0% 福祉用具は、レンタル卸に伴う費用で、そ
の他には、営業に使用する車両及び、電
話機などの事務機器に係る賃借料を計
上している。

7.0% 販売するための福祉用具、おむつ等の衛
生材料品がある。
その他には、台車、店舗を装飾するため
の物件購入

2.0% 14.0% 燃料費には、車両のガソリン代が含まれる。
その他には、電話やＦＡＸの使用料、展示会や説明会、勉
強会などの開催経費も含まれている。
消耗品費には、福祉用具調整用の工具、事務用品、名刺
印刷代が含まれる

G-1 91.0% 利用せず

43.0% 事業者負担分の保険料含む 6.0% 建物付属設備 27.0% 営業車両　事務機器、建物賃貸料 8.0% 販売用福祉用具
レンタル用品（福祉用具以外）

 他の費目に分散して入っている 16.0% 広告宣伝費は、全社分の分担が主。
一般管理費含む

G-2 62.4% 利用せず

32.0% 2.0% 消毒設備、配送車両等 5.0% 事務所費（親会社から借用） 40.0%  4.0% 役員報酬、営業本部費用（一般管理費を
売り上げで按分）等

17.0%

G-3 62.7% 利用せず

56.0% 3.0% 消毒設備、配送車両等 8.0% 事務所費（親会社から借用） 0.0% 7.0% 役員報酬、営業本部費用（一般管理費を
売り上げで按分）等

26.0% その他には旅費・交通費が含まれており、島嶼部を持たな
い事業所の5倍程度のコストがかかっている。

H-1 33.2% 利用せず

43.4% 法定福利費、賞与引当金、退職給付引
当金と厚生費を含んでいます。

6.8% 貸与のための福祉用具の減価償却費（こ
れが大半を占める）と店舗の内装等の減
価償却を計上。

24.0% 貸与のための福祉用具のリース取組み
分のリース料、営業車両や事務機器の
リース料のほか、店舗の家賃を計上。

0.0% 5.2% システム運用費が大きな割合を占めてい
る。

20.6% 広告宣伝費…は、カタログ費用が大半を占める。
燃料費…車両ガソリン代。熱光熱費…店舗の電気代。
その他…商品の納品・引上げ等の運賃保管料、事務用
品、通信費、店舗の修繕費、雑費を計上。
健康診断…6月または7月に実施。
福祉用具プランナー資格の取得推進など。東京サービス
センターへの支払。売上ベースで費用を配分している。

H-2 56.9%
一部のみ利用

14%

27.0% 事業主が負担している、社会保険料や労
災保険料、退職のための引当金等もここ
に含めている。

1.0% レンタル品の原価償却費 13.0% レンタル卸からの仕入、建物の賃借料、
車両、消毒用機器、事務機器等のリース
料

53.0% 10万円以下のレンタル品の仕入もここに
含めている

2.0% 役員報酬 4.0%

事業所の支出構造

給与費 構成内容

事業所
記号

福祉用具貸与
サービス売上

比率

レンタル卸の
利用状況

（レンタル調達
比率）

減価償却費 構成内容 賃貸料 構成内容 その他 構成内容物件費 構成内容 本社経費 構成内容

支出構造



 

最大 13%～最小 0%までの幅がある。本社経費の大きなケースでは、一般管理費

的な営業本部費用、役員報酬の配賦、情報システム運用費、研修・営業資料作成

費などが計上されている。 
（その他費用） 

○ その他費用の比率の平均は 15.7%であり、最大 52.0%～最小 4.0%までとかなり

幅がある。それぞれ共通して含まれているのは、広告宣伝費、水道光熱費、燃料

代などであるが、事業所によっては福利厚生費や交際費などが含まれているなど、

事業所間の経費分類に関する考え方の違いが現れた形となった。 
 

経費の構成比の傾向について、事業所全体で見ると、設備投資の大きさを反映する

減価償却費の構成比は小さく、支出項目としての構成比が大きいのは、給与費比率と

物件費比率、賃借料比率であった。レンタル卸による調達割合の大きさが給与費と賃

貸料のバランスに反映され、事業構造の違いを表す結果となった。 
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３．７．３ 事業構造とサービス提供 

 貸与サービス事業所のサービス内容の違いを、①導入時のアセスメント、②適合性判

断、③モニタリング、④利用計画書の作成状況の 4 点で比較することとした。（「別添３」

参照） 
各事業所の詳細な結果は、「Ⅱ．資料編」を参照されたい。 

 
（アセスメント） 

○ アセスメントについては、18 事業所中 10 事業所が「全てのケースで実施」と回答し

ている。レンタル卸利用状況との対比で見ると、積極的に活用している事業所グル

ープ（類型 A～類型 D）では、「全てのケースで実施」は 8 事業所中 4 事業所であり、

1 事業所は「行っていない」との回答であった。 
○ 一方、自社調達事業所グループ（類型 E～類型 H）では、10 事業所中 6 事業所が「全

てのケースで実施」であり、アセスメント実施率は自社調達グループの方が高い傾

向が見られた。 
（適合性判断） 

○ フィッティング（適合性判断）については、18 事業所中 15 事業所が「全てのケース

で実施」と回答しており、レンタル卸を積極的に活用している事業所グループ（類

型 A～類型 D）と、自社調達事業所グループ（類型 E～類型 H）との差は見られな

い。 
（モニタリング） 

○ 10 日以内のモニタリングについては、総ての事業所が高い割合で実施している。モ

ニタリングの方法としては、いずれの事業所も訪問が望ましいとしながらも、訪問

実施率 80％との回答は 5 事業所にとどまった。これに関しては事業所類型での傾向

も見られない。 
○ 6 ヶ月以内の標準モニタリングについては、訪問実施率 80％との回答は 13 事業所、

65%以上は 16 事業所となり、初期モニタリングに較べ大幅に増加している。 
○ その一方で、初期モニタリングで 100%、標準モニタリング 80%が、電話対応という

事業所もあり、訪問によるモニタリングは、順調に利用されているケースでは、利

用者側からわずらわしいと評価される場合も多い。 
○ 訪問モニタリングが必ずしもサービスの質の高さを示すものではないとの指摘もあ

り、訪問モニタリングの実施率は、モニタリングに対する事業所の考え方の違いが

現れていると考えられる。 
（利用計画書） 

○ 利用計画書の作成については、作成割合 100%の事業所が 4 事業所あったが、いずれ

もレンタル卸を積極的に活用している事業所グループ（類型 A～類型 D）であった。 
○ 自社調達事業所グループ（類型 E～類型 H）でも作成している事業所は、6 事業所ほ
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別添３

事業構成

人材構成
正規雇用率

A-1 50.0%
一部のみ利用

84%

全ての
ケースで

実施

8 5 3 ・ケアマネとの連携をはかり、本人・家族の意向を重
視して福祉用具の提案を行っている。
・本人の残存機能や住環境に見合う福祉用具を提
案し、デモ利用をしていただいた結果を家族にも説
明を行い、同意を得るようにしている

全ての
ケースで

実施

・車いすの場合、納品時に背張り調整や座幅、フットレスト
角度の調整、またクッションの適合状態など適合性の最終
確認を行う。
・ベッドの場合、配置の確認、起居動作から導線の確認、リ
モコン操作が可能か否か確認している。

訪問100％ あり 訪問100％ あり ①.・自社基準により作成した「モニタリング報告書」を用いて実施してい
る。
②.・自社基準により作成した「モニタリング報告書」を用いて実施してい
る。

　 　 85.7%

A-2 72.0%
一部のみ利用

50%

全ての
ケースで

実施

7 4 3 ・自社基準により作成し「受付（お客様情報）・適合
状況」を用いて、身体状況と使用環境に注視してい
る。
・福祉用具単体ではなく生活全般のコーディネイト
の提案に努めている。
・身障制度の活用も視野に入れ利用者からの相談
に対応している。

全ての
ケースで

実施

・福祉用具の納品時には、次のことを必ず行っている。そ
の時点で何か問題があれば別の福祉用具を再検討した
り、調整できる場合はその場で対応することにしている。
・適合性の判断事項（１設置場所　２取付場所　３操作確認
４適合状況　５説明把握　６その他留意事項）
・以上の事項については、自社基準により作成した「受付
票（お客様情報）・適合状況票」を用いて記録保管してい
る。

訪問80％
電話20％

なし 訪問100％ あり ①・安全に利用できているか確認するとともに、再度、使用方法の説明を
行うようにしている。
②・「福祉用具貸与モニタリング・報告書」（自社基準により作成）を用いて
品目毎に使用状況の確認を行っている。
　 ・特殊寝台と車いすについては、「チェックシート」（自社基準により作
成）も活用し、特に不具合がないか注視している。
 　・その他の事項についても、「介護支援経過票」（自社基準により作成）
に記録している。

作成して
いる

100％

自社基準により作成した「福祉用具導入計
画書」を用いて、基本的には全件で作成し
ている

80.0%

B-1 48.0% 全商品利用

半数以上
のケース
で実施

12 7 5 ・キーパーソンの連絡先を把握し、緊急時に備え
る。
・身体状況を把握する。

半数以上
のケース
で実施

・使用方法の説明、車いすの背張り・フットレスト調整、歩
行器の高さ調整。
・納品時・納品場所にて行う。

訪問80％
電話20％

あり 訪問80％
電話20％

あり ①・使用方法に誤りがないかどうか。
　 ・継続して安全に使用可能かどうか。
②・使用環境を確認。
   ・安全に使用できているか。現在の身体状況、生活環境に用具が適合
しているかどうか。

　 　 57.1%

B-2 41.0% 全商品利用

半数程度
は実施

15 8 7 福祉用具、住宅改修といった総合的な住環境改善
サービスの提供により、いかにQOLを高められるか
を重視。

全ての
ケースで

実施

・車いすの場合、納品時にフィッティングを行い各部位の適
合確認を行っている。
・歩行器や杖など身体状況に応じ高を調整する場合使用
状況、身体状況を確認し調整する。（納品時、デモ）
・ベットは配置場所、身体状況に適合しているか、起居動
作から動線の確認、リモコン操作の確認を行っている。(事
前訪問、納品時）

電話100% あり 訪問20%
電話80%

あり ①・長期、短期の援助目標立て何を目標に福祉用具を利用している
か？。
 　・問題なく使用されているか？・新たなニーズが（課題）ないか？
②・利用頻度の確認、身体状況に変化は無いか。使用上問題なく福祉用
具が利用できているかどうか。
 　・不具合、異音異臭は無いか。修理・メンテナンスの必要があればその
場で即時対応している。

作成して
いる

100％

・援助目標立て、何を目標に福祉用具を利
用しているか？
・問題なく使用されているか？
・新たなニーズ（課題）がないか？
生活目標をしっかり立て、福祉用具を利用
して何をしたいのか？。ご本人が福祉用具
利用の目的を描いている場合には、てぎる
だけ協力する。

57.1%

C-1 35.0%
一部のみ利用

80%

全ての
ケースで

実施

13 8 5 利用者本人の生活スタイル、利用者本人の屋内、
屋外の導線把握
介助者のキーマンの存在。またそのかかわり
本人、介護者の希望

全ての
ケースで

実施

納品後1週間とその後3カ月おきに訪問。
原則は自宅での確認を行いますが、利用状況に応じて、
ディ先やショート先などで行うこともあります。その場合、出
来る限り家族や、担当職員に立ち会っていただき、日ごろ
の様子、使い方などを聴取します。

訪問50％
電話50％

あり 訪問80％
電話20％

あり ①お客様の選定時の様子（初めての利用⇔施設で同じものを使ってい
た）などにより訪問か電話での対応かを営業ごとで判断して行っている。
先方と時間がうまく会わず、自宅ではなくてディ先などで行うことも多い。
②全てにおいて実施しており、現在の頻度平均は96日。お客様事由で訪
問させていただけない現場を除くと平均80日代です。

作成して
いる

100％

83.3%

C-2 27.9% 全商品利用

半数以上
のケース
で実施

6 5 1 アセスメントシートにある項目は全て。 全ての
ケースで

実施

納品時にフィッティング、適合性の確認をする。 実施して
いない

なし 訪問90％
電話10％

あり ②福祉用具の不具合、及び使用状況の確認。
   福祉用具の継続・変更の必要性の確認。

作成して
いる
99％

現在新規の方はすべて作成している。２年
程前から作成を開始しており、それ以前の
利用者の計画書はないので、現利用者で
の作成状況の割合は不明。

55.6%

D-1 65.0%
一部のみ利用

86%

半数以上
のケース
で実施

11 5 6 利用者本人の生活環境、身体状況を踏まえて最良
な福祉用具の提案を行なうこと。

全ての
ケースで

実施

納品時に可動部は実際に可動させ目視にて最終確認を行
なう。電動商品は必ず、通電させてから操作可能かどうか
を確認している。ケアマネと同行して実施している。

訪問30％
電話70％

あり 訪問80％
電話20％

あり ①取付け状況、操作状況、身体との適合状況の確認。
②身体状況の変化の有無。福祉用具の使用状況の本人、介護者の満足
度の確認。福祉用具の状況、点検結果を本人、家族、ケアマネ事業者へ
の報告。

作成して
いる

生活目標をしっかり立て、福祉用具を利用
して何をしたいのか？。ご本人が福祉用具
利用の目的を描いている場合には、てぎる
だけ協力する。

100.0%

D-2 40.0%
一部のみ利用

50%

行ってい
ない

0 0 0 全ての
ケースで

実施

・福祉用具の配置、動線の確認、身体に合わせた調整を
納品時に行っている。

訪問30％
電話70％

あり 訪問90％
電話10％

あり ①・用具の使用に際して機能的に適格であるかどうかの確認。
   ・身体状況の変化はないか、できるだけご家族の方に立ち会ってもらっ
ての確認を実施。
②・使用上の問題点はないかどうか、使用頻度の確認。
   ・用具の不具合・メンテナンスの必要性の確認。（必要があれば即時対
応し、その場での対応が難しい場合、代替品を用意している。）
   ・商品の取扱説明のとおり適格に使用されているかどうかの確認。

92.9%

E-1 70.0%
一部のみ利用

10%

全ての
ケースで

実施

11 7 4 ・本人の日常生活での目標を重視している。それに
基づき、福祉用具の提案を行っている。
・家族の意向も大切にしている。時には本人と家族
の意向が異なる場合がある。この場合できるだけ本
人の残存機能に見合う福祉用具を提案し、家族にも
しっかりとした説明を行い、同意を得るようにしてい
る。

全ての
ケースで

実施

車いすの場合、納品時に背張り調整や座幅、フットレスト角
度の調整、またクッションの適合状態など適合性の最終確
認を行っている。
ベッドの場合、配置の確認、起居動作から導線の確認、リ
モコン操作が可能か否か確認している。

訪問65％
電話35％

あり 訪問65％
電話35％

あり ①・機器に不安は無いか。機能はきちんと使用できているか。他のご家族
の反応等をうかがっている。
   ・利用している福祉用具が、利用者の急な状態像の変化に対応できて
いるかどうか確認するようにしている。
   ・夜間時に使用する場合、問題ないかお聞きしている
②・利用頻度の確認、当初意図していたとおりに福祉用具が利用できて
いるかどうか。身体状況に変化は無いか。使用上問題ないか。
   ・用具の不具合、異音異臭など修理・メンテナンスの必要があれば即時
対応している。

作成して
いる
10％

100.0%

E-2 26.0%
一部のみ利用

10%

半数以上
のケース
で実施

8 6 2 ・本人の日常生活での目標を重視している。それに
基づき、福祉用具の提案を行っている。
・家族の意向も大切にしている。本人と家族の意向
が異なる場合は、できるだけ本人の残存機能に見
合う福祉用具を提案し、しっかりとした説明を行い、
同意を得るようにしている。
・ベッドの利用により寝たきりになる等、福祉用具の
導入・利用によって体調が悪化しないよう意識して
いる。

半数以上
のケース
で実施

・納品時、納品場所で口頭で説明したり、利用者・介護者に
実際に体を動かしてもらいながら説明している。

訪問20％
電話80％

あり 訪問100％ あり ①・毎週月曜日は、ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾀｯﾌによる電話確認の日。 75.0%

E-3 65.0%
一部のみ利用

5%

半数以上
のケース
で実施

13 7 6 生活環境及び身体状況に合わせた福祉用具の提
案モニタリングを重視している。
介助者の身体状況及び介助力についても重視して
いる。

全ての
ケースで

実施

１ヶ月もしくは３ヶ月の定期訪問時に、機能点検及び適合
状況（身体・住環境）を判断している。

訪問60％
電話40％

あり 訪問100％ あり ①福祉用具の機能点検をし、使用状況や使用しての不安等を聞き取りし
ている。
   理解度の低い利用者には、使用方法を再度説明している。
②福祉用具を使用しての見解(本人・家族・専門相談員)の聞き取りをして
いる。
   機能点検を行い、異音等がないか、また、再度説明を行い、誤った使用
をしていないか確認している。
   床ずれ防止用具などは１ヶ月サイクルでモニタリングを実施。

作成して
いる
10％

特定疾患・進行性疾患の方の場合には作
成するようにしている。

50.0%

事業所の事業構造とサービス提供

事業所
記号 身体状況

把握項目
生活環境
把握項目

実施状況

福祉用具貸与
サービス売上

比率

利用計画書

具体的な実施方法
①10日以内

利用割合
モニタリング

シート 内容
モニタリング

シート
②標準

レンタル卸の
利用状況

（レンタル調達
比率）

把握項目
数

アセスメント フィッティング モニタリング

重要視項目
適合性
判断



別添３

事業構成

人材構成
正規雇用率

事業所
記号 身体状況

把握項目
生活環境
把握項目

実施状況

福祉用具貸与
サービス売上

比率

利用計画書

具体的な実施方法
①10日以内

利用割合
モニタリング

シート 内容
モニタリング

シート
②標準

レンタル卸の
利用状況

（レンタル調達
比率）

把握項目
数

アセスメント フィッティング モニタリング

重要視項目
適合性
判断

E-4 40.0% 利用せず

半数以上
のケース
で実施

11 7 4 基本的に項目はもれなく埋めるが、特に利用者・家
族の要望、ADLは重視している。

半数以上
のケース
で実施

ケースによるが、ショウルームに来店されたとき、納品時、
モニタリング時のいずれかで実施している。
歩行器などは納品時に複数持っていき、適合を見ながら適
切なものを選んでもらうこともある。

訪問100％ あり 訪問50％
電話50％

あり ①訪問して利用状況を確認するとともに、利用者、家族のコメントを聞く。
②3ヵ月単位で、訪問と電話を交互に行っている。

88.6%

F-1 57.0%
一部のみ利用

16%

全ての
ケースで

実施

6 4 2 ・目標に基づき、ケアマネージャー、本人及び家族と
も相談の上福祉用具の提案をしている、
・家族の意向も大切にしている。時には本人と家族
の意向が異なる場合がある。この場合できるだけ本
人の残存機能に見合う福祉用具を提案し、家族にも
しっかりとした説明を行い、同意を得るようにしてい
る。

全ての
ケースで

実施

・車椅子の場合、納品時に背張り調整や座幅、フットレスト
角度の調整、またクッションの適合状態など適合性の最終
確認を行っている。操作の状況を確認している。
・ベッドの場合、配置の確認、起立動作から動線の確認、リ
モコン操作が可能か否か確認している。
・アセスメント、納品時、モニタリング時それぞれの時点で
適合性を見極めている。
・退院に伴う在宅への移行時などの場合は病院のPT立会
いの下で適合性判断をすることもある。

訪問10％
電話90％

あり 訪問100％ あり ①・使用状況を確認し、身体に影響がないか、機能的に問題ないか確認
している。
②・利用頻度の確認、当初意図していたとおりに福祉用具が利用できて
いるかどうか。身体状況に変化は無いか。使用上問題ないか。
   ・また、用具に不具合はないか。異音異臭は無いか。修理・メンテナン
スの必要があればその場で即時対応している。

66.7%

G-1 91.0% 利用せず

半数以上
のケース
で実施

11 6 5 ・ケアプランの目標、導入理由、本人・家庭意向を重
視している。
・福祉用具導入で自立度、ＱＬＯ向上が図れること
－そのためのアフターサービスを重視している。

全ての
ケースで

実施

選定、適合判断・フィッティングに関しては、選定時約1時
間、納品時も約1時間を目安にしている。

訪問90％
電話5％

その他5％

あり 訪問90％
電話5％

その他5％

あり ①訪問してモニタリングシートにより利用状況を確認し、利用者、家族のコ
メントを聞く
②訪問してモニタリングシートにより利用状況を確認し、利用者、家族のコ
メントを聞く。
   ３カ月のモニタリングは、ケアプランの見直して合わせて訪問する。
   本年はケアプランの短期あるいは長期目標に従って状態を確認すべき
だが、現状では支援目標が回収されていないケースがある。

作成して
いる
1％

生活目標をしっかり立て、福祉用具を利用
して何をしたいのか？。ご本人が福祉用具
利用の目的を描いている場合には、てぎる
だけ協力する。ケアマネから求められる
ケースがまれにある。CMがエビデンスを
筆おうとする場合など。

95.1%

G-2 62.4% 利用せず

全ての
ケースで

実施

11 8 3 ・身体状況、介護状況等は当然ながら、用具選定の
経緯、合理性を説得的に書くことが必要と考えてい
る。
・アセスメントシートの詳細化や利用計画書の作成
については、当社としては必要と考えているが、他
事業者から「仕事を増やすな」といわれることもあ
る。

全ての
ケースで

実施

・フィッティング等利用者の上程像に対する用具の適合性
以外にも生活動線の把握とそれに対する用具の適合性を
判断し、ケアマネに情報提供している。
・ケアマネからの要求水準は高くなっており、貸与事業者側
の自己研鑽も必要となっている。
・情報提供はアセスメント時、納品時、モニタリング時など、
必要に応じて行っている。

訪問70％
電話30％

あり 訪問70％
電話30％

あり ①・利用者の状況に合わせ、用具の使用状況をモニタリングしている。
   ・モニタリング専従班を設け、効率的なモニタリングを行うよう心がけて
いる。
②・モニタリング専従スタッフを営業所ごとに置き、訪問を行っている。必
要に応じて営業担当が同行する場合もある。担当者会議への出席も可能
な限り行っている。
   ・モニタリング専従はヘルパー2級以上の資格保有を条件としているの
で、担当者会議でも充分な役割を果たすことが出来る。

作成して
いる
5%

・枚数は減らしてもサービスを提供するた
めの書式は整える必要があるとの考えの
下、現在試験的に作成を開始したところ。
ケアプラン作成の大変さを知るという意味
でも有意義と考えている。
・アセスメントシートで充分な機能を発揮で
きるという意見もある。

91.5%

G-3 62.7% 利用せず

全ての
ケースで

実施

11 8 3 ＊身体状況（リスク面は要注意）。 全ての
ケースで

実施

・納入前アセスメント（ご自宅・病院等）。
・10日以内モニタリング（ご自宅・通所先等）。
・6ヶ月毎モニタリング（ご自宅・通所先等）。
・安全性、動線等、実際の利用状況を観察し、ケアマネに
情報を上げるなど、現場レベルで積極的に対応している。
・用具と利用者のフィッティングだけではなく、利用状況（環
境等）との適合性を判断することも重要な仕事。

訪問30％
電話70％

あり 訪問100％ あり ①・利用状況の確認。
   ・取り扱い方の再確認。
   ・適合性の確認。
②・必要性の評価。
   ・新たなニーズの発生有無の確認。
   ・目標達成への意思確認。

作成して
いる
5%

・枚数は減らしてもサービスを提供するた
めの書式は整える必要があるとの考えの
下、現在試験的に作成を開始したところ。
ケアプラン作成の大変さを知るという意味
でも有意義と考えている。
・アセスメントシートで充分な機能を発揮で
きるという意見もある。

87.5%

H-1 33.2% 利用せず

全ての
ケースで

実施

7 5 2 日常生活自立度の把握、用具の必要性の確認を重
視している。
即日納品求められた場合に利用者の状況の十分な
把握ができないケースもある。
退院してすぐの用具が必要として利用者から直接依
頼を受けるケースもある。

全ての
ケースで

実施

事前の利用者宅等への訪問により適合性を確認。
選定時（納品前）に訪問するケースが90%以上。
レアケースでは、店舗に来店されて転倒で適合性判断する
ケース、納品時に複数の候補を持参し、現場で適合性判
断しながら選定するケースなどがある。

電話100％ あり 訪問100％ あり ①用具の適合状況や利用方法等の不具合の有無を主に確認。
  専用システムにて管理しているためモニタリングシートはなし。
  専用システムはH17年9月から導入している。全社で利用する大きなシ
ステムであり、初期モニタリングは納品担当が行う。
②チェック項目等は別紙モニタリング報告書を参照。
  現状では、主に納品した用具の不具合等のチェックを行っている。利用
者の状況については、必要に応じて自由記入している。

作成して
いる
10％

介護予防は全件作成。（新宿区の方針）
その他は介護支援専門員の求めに応じて
作成。

35.7%

H-2 56.9%
一部のみ利用

14%

全ての
ケースで

実施

5 4 1 ・福祉用具利用に先立ち、自社基準により作成した
様式（受付票(お客様情報）兼、面談票）を用いて日
常生活動作等を確認
・利用者の希望と家族の意向を聞き、最も適した福
祉用具の提案を行い同意を得るようにしている

全ての
ケースで

実施

・ベッドであれば、納品時に本人の導線や起居動作を確
認、マットの硬さ、リモコンが適正に機能するか等について
確認
・車いすでは寸法（座幅等）の確認、背張りやフットレスト角
度の調整、クッションの適合状況など最終の確認を行って
いる

訪問40％
電話60％

あり 訪問70％
電話30％

あり ①・自社基準で定めた様式（福祉用具点検表）を用いて、特に福祉用具の
機能面を中心に確かめている
   ・利用者に適合しているか、特に導入直後からの状態変化等について
は家族からも意見を聞いている
   ・本人の導線上に問題はないか、また危険個所は無いかなど再度確認
している
②・アフターサービスの履歴を電算化している
   ・身体状況の変化はないか、当初の使用目的に合致しているか、満足
度に使用の頻度、機器の具合、要望、点検結果について電算化している
   ・特に車いすの場合、空気圧、タイヤの磨耗、ブレーキの効き

　 75.0%



 

どあるが、作成比率となるといずれも 10%以下であった。 
○ 作成比率が 100%の事業所の中には、正規雇用率が 60%以下の事業所も 2 事業所あ

った。ただし、現時点では利用計画書作成に関する指針や、定型的な様式が定めら

れている訳ではないことから、作成している例でも、その内容は事業所によってか

なり異なっている。 
○ 基本的な利用者情報はケアマネジャーとの共有ツールにとどまるものもあり、利用

計画の作成が、必ずしもサービスの質の高さを示すものではないがサービスへの取

り組み姿勢を示すものとは考えられる。 
 
全体的なサービスの実施状況を見ると、アセスメントに関して自社調達グループの実

施率がやや高く、利用計画書の作成率については、レンタル卸活用グループが高いなど

の傾向が見られるが、事業構造の違いがサービス内容を規定するような大きな違いは見

られなかった。 
事業所ごとのサービス内容の違いは、貸与サービスに関する各事業所の考え方の違い

と見ることができる。 
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３．８ まとめ 

３．８．１ 福祉用具貸与サービス事業所の業態 

レンタル卸利用の有無によって、アセスメントやモニタリング等の実施状況に大き

な違いは見られなかったものの、一事業所あたりの契約者数となるとレンタル卸を利

用していない、自社保有の福祉用具を貸与している事業所の方が、その件数が多く、

大規模事業化が進んでいることが想定される。 
自社保有している福祉用具の保管や消毒など業務は、外部へ委託することは少なく、

特に多くの事業所をもつ法人においては、地域の拠点としてサービスセンターを設置

し、より合理的にこれらの業務を行っていることがわかった。 
また、このことは人事労務管理やカタログ・パンフレットの作成等についても同様

で、本社で一括して行っているところが殆どであった。 
このような事業形態であることから、事業所単体を抜き出して収支や事業構造を調査

することの難しさが窺われた。 
雇用形態について、レンタル卸を利用している事業所では、非正規雇用の比率が高

いことが確認できた。また、正規雇用の社員には、専門相談員の資格を取得させるよ

う働き掛けていることが確認できた。 
 

３．８．２ サービス提供の状況等 

福祉用具導入時における「利用者の心身状況等の確認（アセスメント）」や「福祉

用具適合性の判断」、「選定理由の説明」。また「導入後のモニタリング」等について

は、実施方法や実施時に使用している様式（自社基準により作成）は異なるものの、

概ね実施されていることがわかった。 
しかしながら、検討会の中で議論されている「個別サービス計画書（今回の調査で

は「福祉用具利用計画」としている。）」の設置状況や作成頻度、またその活用方法に

ついては、かなりバラツキがあり、各事業所とも必要性は感じているものの、必ずし

も積極的に行われている状況でなかった。この理由として、専門相談員の知識レベル

にかなりの差が生じていること、ケアマネジャーとの連携が図られていないこと、ま

た業務負担が増加することなどの理由が挙げられ、利用計画書を作成することの難し

さが指摘された。 
 

継続的に行われる福祉用具のモニタリングでは、「使用上、福祉用具に不具合（動

作確認、ネジの緩み等を確認）はないか」、「摩耗や部品を交換する必要はないか」な

ど、また利用者や家族については「使用頻度」・「身体状況や使用方法に変化はないか」

などの確認を行い、安全して利用できる環境の確保にも役立っていることが確認され

た。 
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４．福祉用具貸与サービスの利用期間と利用者像の把握 

４．１ 利用者像把握の目的 

昨年度に行った当協会の調査研究では、介護給付費実態調査のデータ1を基に、利用

者をベースにした平均利用期間を集計したものの、短期利用や、長期利用の具体的な理

由の把握には至らなかった。 

そこで、本調査では、介護保険福祉用具貸与サービスにおける「短期利用」と「長期

利用」の実情把握に主眼を置き、どのような状態の人が、どのような理由で短期利用と

なっているのか、或いは長期利用に至っているのかなどについて、調査することとした。

また実際の事例についても提出を求め、その内容把握を行うこととした。 

また主要な種目の平均利用期間の集計については、今年度も行っており、その結果は、

本報告書「２．利用期間と貸与価格のマクロ的把握」を参考にされたい。 

 

４．２ 利用者像把握の方法 

４．２．１ 調査方法 

前章に記述した、ヒアリング調査対象の福祉用具貸与サービス事業所に協力を要請

し、実態把握を行うこととした。 

 

４．２．２ 調査期間 

平成 20 年 1 月 28 日（月）～2 月 8 日（金） 
但し、この期間中に集計できない事業所については、この期間を超えての確認作業

を行った。 
 

４．２．３ 短期利用者及び長期利用者の定義 

調査実施あたって、短期及び長期利用者の条件設定を以下のとおり設定することと

した。 

 

【短期利用者】 

介護報酬の対象とならない、選定をする為の試用や調整に要した期間を除き、介護報

酬の請求を１ヶ月分だけした利用者とする。 

【長期利用者】 

用具の消耗・故障等による部品及び用具の交換については継続していると見なし、同

一の用具で報酬の請求が 36 ヶ月以上なされている（或いは、なされた）利用者とする。 

 

                                                  
1 厚生労働省の介護給付費実態調査の個票データより、2003 年 4 月～2006 年 3 月に貸与を受けた分が集計可能である

が、2003 年 4 月以前から貸与を受けている場合には、利用期間が過小となるため、2003 年 5 月より貸与を開始したも

のについてのみ集計を行っている 
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４．２．４ 調査内容 

短期利用の終了理由及び、長期利用の継続理由について、種目別及び状態別に集計

することとした。 

また、状態や種目を限定せず、実際の事例を提出戴くこととした。 

なお、実際の調査実施時に使用した「調査票」及び「実施要領」については、本報

告書「Ⅱ．資料編」を参考にされたい。 

 

４．２．５ 集計期間 

平成 19 年 4 月～直近までの事業所における利用者のデータを基準にして、集計す

ることとした。 
また、事例の抽出については、利用者の状態や種目を予め設定するのではなく、事

業所の任意により抽出して、短期及び長期利用それぞれ、概ね 5 事例程度を提出戴く

ことにした。 
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４．３ 短期利用者の状況 

回答のあった短期利用の主な理由は、以下のとおりであった。 

 

【種目別の集計】

15.8% 8.7% 10.4% 0.9% 3.7% 12.1% 4.8% 43.6% 100.0%

5.8% 4.7% 4.7% 0.0% 4.7% 7.0% 2.3% 70.9% 100.0%

18.0% 3.3% 1.0% 0.7% 1.4% 15.2% 5.4% 55.0% 100.0%

27.3% 2.7% 6.1% 0.6% 4.8% 27.3% 0.6% 30.5% 100.0%

29.2% 2.2% 10.6% 0.4% 2.9% 38.3% 1.8% 14.6% 100.0%

32.3% 0.0% 12.9% 0.0% 0.0% 29.0% 9.7% 16.1% 100.0%

12.0% 4.2% 6.0% 0.5% 6.5% 7.9% 12.5% 50.5% 100.0%

28.8% 8.1% 9.0% 1.8% 0.0% 8.1% 8.1% 36.0% 100.0%

9.3% 6.7% 13.9% 0.0% 9.3% 5.2% 10.8% 44.8% 100.0%

4.6% 3.1% 6.2% 0.0% 1.5% 3.1% 7.7% 73.8% 100.0%

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0%

22.4% 8.6% 5.2% 0.0% 3.4% 15.5% 24.1% 20.7% 100.0%

件 件 件 件 件 件 件 件 件

【状態別の集計】

件 件 件 件 件 件 件 件 件

福祉用具貸与サービス　短期利用（1ヶ月のみ貸与）の主な理由

18.8% 3.3% 6.9% 0.5% 1.4% 14.1% 5.8% 49.3% 100.0%
合　計

合　計

461

86

573

476

274

31

216

111

194

65

2

58

2,547

合　計

100.0%

393 100.0%

798 100.0%

805 100.0%

1,996

その他(ＡＤＬ
の向上)

6 2 61

特殊寝台 103 19 6 4 8

車いす付属品 5 4 4 0 4

把握できていな
い

車いす 73 40 48 4 17 56 22 201

入院・入所のた
め

季節や時期など
による一時利用

フィッテングの
見直し

居住地の異動
本人の好み希望

による
死亡

3 145

床ずれ防止用具 80 6 29 1 8 105 5

87 31 315

特殊寝台付属品 130 13 29 3 23 130

17 27 109

スロープ 32 9 10 2 0 9

手すり 26 9 13 1 14

40

体位変換器 10 0 4 0 0 9 3 5
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歩行補助つえ 3 2 4 0 1 2 5 48

9 40

歩行器 18 13 27 0 18 10 21

14 12

494 120 177 15 95 440 142

0 0 1

移動用リフト 13 5 3 0 2 9

徘徊感知機器 1 0 0 0 0

合　計

その他(ＡＤＬ
の向上)

把握できていな
い

軽度者
49 12.5% 25 6.4% 55 14.0% 6

1,064

入院・入所のた
め

季節や時期など
による一時利用

フィッテングの
見直し

居住地の異動
本人の好み希望

による
死亡

19.4% 4.7% 6.9% 0.6% 3.7% 17.3% 5.6% 41.8%

14.0% 30 3.8% 448 56.1%
　要介護２～３

6.9% 2 0.3% 8 1.0% 112

18.6% 150 38.2%
　要支援～要介護１

中度者
120 15.0% 23 2.9% 55

1.5% 15 3.8% 20 5.1% 73

18.5% 12 1.5% 387 48.1%
　要介護４～５

3.4% 1 0.1% 4 0.5% 149
重度者

207 25.7% 18 2.2% 27

281 115 985376 66 137 9 27

 

 

 全体的な傾向として「把握できていない」件数を除いた、終了理由の内訳では「入

院・入所」が最も多く、続いて「死亡」・「フィッテングの見直し」・「その他(ADL
の向上等)」の順となった。 

 

 また「付属品」の件数を除いた、種目別の件数では「特殊寝台」が最も多く、続い

て「車いす」、「床ずれ防止用具」、「手すり」、「歩行器」の順となった。 

 上位 3 種目の終了理由を見ると、全体的な傾向と同様、「入院・入所」、「死亡」が

終了理由の上位を占めた。しかし、3 番目に多かった理由では、「特殊寝台」が「そ

の他(ADL の向上等)」なのに対し、「車いす」「床ずれ防止用具」では、「フィッテ

ングの見直し」であった。逆に「特殊寝台」では、「フィッテングの見直し」があ

まり理由として挙げられなかった。 

 「手すり」については、全体的な件数は多くはないが、「その他(ADL の向上等)」

の件数が最も多かった。 

 「歩行器」については、「フィッテングの見直し」が最も多く、続いて「その他(ADL 
の向上等)」となった。 
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 状態別の結果、中・重度者以上では「入院・入所」「死亡」の件数が多かったもの

の、軽度者では「その他(ADL の向上等)」「フィッテングの見直し」の件数が多い

結果となった。 

 

 その他の理由として最も多く挙げられたのが、「ADL の向上した為」であったが、

それ以外の理由としては、「在宅生活への慣れ」「住宅改修にて対応」「購入した為」

「家族の希望」などの理由が挙げられた。 

 

 

事例の中から代表的なものを以下に掲載する。なお、確認できた全ての事例について

は、本報告書「Ⅱ．資料編」を参考にされたい。 

 

【重度者】 

（重度者・特殊寝台・入院入所のため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護５ 寝たきり状態。 介護者がギャッジアップ・ハイロー機能
を介護時に使用。

退院したが、すぐに再入院。

要介護４ 在宅酸素 。定期的に訪問看護が入り
「バイタルチェック」「服薬管理」が
必要であった。介護レベルの高い状態
にあった。在宅と病院のボーダーライ
ンにあった。

週 ３回 の 訪問介 護 によ る「 バイ タ ル
チェック」「服薬管理」を実施。ベッド
上での全介護状態や床ずれ予防用具や室
内移動の為の車いす等も利用していた状
態。高い使用頻度。

入院。

要介護４ 脳梗塞による片麻痺・筋力低下がある
ため、在宅での生活にはベッド・車い
すが必要な状態である。

本人の希望により在宅生活を行うが、在
宅でのリハビリ意欲も少なく、奥さんの
介護負担も大きいので続けるのは難しい
状態。

冬場入所して筋力アップとその間に引越
しをして住環境を整えるため回収。

要介護４ 寝返りは自身で出来るが起き上がり、
立ち上がりは全介助が必要 歩行は車
椅子を利用し自走がようやく出来る状
況　食事・排泄は自力で可能である。

ベッドの背上げ機能を使用することで食
事介助が楽になり、本人の負担も軽減で
きる。ベッドを利用することで立ち上が
りの離床動作がスムーズに行える。

体調を崩し医療機関へ入院。

要介護４ 起き上がりが難しく畳みの上では、ト
イレ、食堂等への移動が困難。座保持
は、何かにつかまれば可能で膝に少し
の浮腫がある。介護ベッドがあれば立
ち上がれ歩行もできると判断できる。
又就寝時膝を上げれば楽になるのでは
との状態。

居室は、日当たりの良い部屋で通気も良
く申し分のない環境。畳の上での生活か
らベッドへの生活に移行。貸与日数２７
日。

体調崩し医療機関入院。

 

 

（特殊寝台・死亡） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護５ 脳梗塞・誤嚥性肺炎・吐血・ＭＲＳＡ
発症と次々に合併症を併発。生命の危
機を脱し症状が安定したところで在宅
へ。経口摂取が出来ない全介護状態。

特殊寝台・床ずれ予防用具等使用。病院
と近い状態での全介助。床ずれ予防と介
助者の介護負担軽減を主たる目的とする
福祉用具導入。使用頻度は高レベル。

死亡。

要介護５ ターミナルケア。体調の変動が激しく
全身に痛みも有り床ずれの心配があっ
た。立位 ・歩行共に不安定な状態に
あった。

床ずれ予防用具としてエアマットも検討
したが、波動に対して皮膚が敏感すぎて
好ましくないとの判断で静止型マットレ
スを選定。立位歩行の困難によりベッド
サイドテーブルとポータブルトイレも選
定。

死亡。
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要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護５ 末期がんの方で寝たきり。ＡＤＬは全
般的に全介助である。経口摂取は出来
ず、注射の管理。

ギャッチアップは、楽な姿勢をとるため
に低角度におさえ使っていた。高さ調節
を主に使用しており、おむつ交換などの
ために介護者側が使用。

死亡。

要介護５ 外傷性硬膜下出血、出血後、能へのダ
メージもあり、ＡＤＬの低下や嚥下状
態の悪化などが見られ、ほぼ寝たきり
状態。

日常生活動作の介助者の負 担軽 減の 為
に、起き上がり・食事介助等のための背
上げ機能、立ち上がり・オムツ交換等の
ためのハイロー機能を活用。移動の為に
は車いすは必要不可欠。

死亡。

要介護４ 心疾患（心筋梗塞）による発作を繰り
返してお り、起き上がり・立ち上が
り・歩行は困難で、全介助状態。

家族の希望により、新築の家（バリアフ
リー）に少しでも長く生活させたい。日
常生活動作の介助者の負担軽減の為に、
起き上がり・食事介助等のための背上げ
機能、立ち上がり・オムツ交換等のため
のハイロー機能を活用。

死亡。

要介護４ 末期がん。 特殊寝台は中古で購入しておいたものを
利用。そこに床ずれ防止用のエアマット
を入れた。日中は以前購入した車いすに
移乗することもあるが、ほぼベッド上で
の生活。車いす移乗時にギ ャッ チア ッ
プ・ハイロー機能使用。エアマットは常
時体圧分散状態。

死亡。

 

 

（特殊寝台・状態や環境の変化から福祉用具を変更） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護５ 寝たきり状態。 機能は常時使用。 身体状況の悪化で、２Mから３Mに変
更。
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【中度者】 

（特殊寝台・入院入所のため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護３ もともと 自分でお持ちの折りたたみ
ベッドを使用されていたが、体調を崩
され介助で何とかされていた部分が、
ほぼ全介助状態となられ急遽特殊寝台
と入れ替えた。

ポータブルトイレへの移乗も難しくなら
れ、おむつ対応となった。介護負担も大
きくなった。

体調が良くならず医療機関へ入院され
た。

要介護３ 認知症・変形性脊椎症・廃用症候群・
高血圧症。動作によっては全介助・一
部介助。

起き上がりや咳き込みや痰が絡む事もあ
り、誤嚥防止の為に背上げ機能、立ち上
がりや車いすへの移乗の為にハイロー機
能を活用。

入所（在宅介護困難）。

要介護３ 認知症。 布団からの起居動作が難し
い。

特殊寝台のハイ・ロー機能で利用者が立
ち上がりしやすい高さにベッドの高さを
合わせ、起き上がり動作が難しい場合は
ギャッチアップ機能を使い、ベッドから
離床する。

認知症がひどくなり、ベッドから転落す
る危険も高まってきた。家族の判断によ
り在宅介護は難しいとグループホームへ
入所することになり回収。

 
 

（車いす・入院入所のため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護３ 杖歩行を していたが、歩行が難しく
なってきた。

介護負担軽減のため、介護者が車いす使
用を希望。

入院のため。

要介護３ 起き上がりは出来るが、歩行困難のた
め、移動は介助必要。食事は胃ろうか
らで、ベッドから離れて行っている状
態。

リクライニング式車いすを使用。ベッド
から離れて食事を摂る（胃ろう）ため、
なめらかな角度をとるためにリクライニ
ング式を使用。

一時的な退院のために使用したが、入院
のため終了。

 

 

（特殊寝台・死亡） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護３ 在宅酸素が必要な状況となり体調管理
の為にも必要な状態。

週３回の訪問介護と長男の嫁とで本人の
介護に当たっている。

死亡。

要介護３ 左肺に体液排出の為のドレーン装着。
臥床時には常に安定した姿勢の保持が
必要。ベッド上での生活を訪問看護・
在宅医療により保持している。ターミ
ナルケア。

姿勢保持に自宅のタオルや毛布を使用し
ていたが上手くゆかずナーセントパット
を使用。食事はベッド上で摂る為、ベッ
ドサードテーブルや短時間・短距離の室
内移動に立っちあっぷを使用。

死亡。

要介護２ 医学的な管理（点滴・腹腔ドレーン・
薬剤管理）が常に必要な状態。喉頭に
痛みもあ り、疼痛コントロールが必
要。

経口摂取出来ず点滴が必要。腹水も毎日
抜かなければならない状態にあり。特殊
寝台無しではどうにもならない状態。

死亡。

要介護２ 肝臓ガンで余命幾日もないと聞いてい
ました。体調思わしくなく導入時には
寝た状態。

家族と暮らしており看取りは自宅での希
望。福祉用具は、家族が操作、食事と身
体介護時に使用。

死亡。

 

 

（車いす・状態や環境の変化から福祉用具を変更） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要介護３ ほぼ全介助状態だが、座位もとれ日中
車いすで 過ごされることが多い。食
事、排泄、入浴などは全介助。

車いす利用時におしりの痛みの緩和と座
り心地の良いものをデモを し導 入し た
が、後日、姿勢が崩れやすくなられたた
め他商品を再デモをし交換した。

フィッティングの見直しによる交換。
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（歩行器・状態や環境の変化から福祉用具を変更） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要支援２ リュウマチ。 ト イレ と浴 室まで の移 動に 使用 して い
る。

4輪タ イプから6輪 タイプへの機種 変
更。

 

 

【軽度者】 

（歩行器・ＡＤＬの向上） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

要支援２ 歩行不安定に加えて、午前中の低血圧
や一 過性意 識障害 （自律 神経失 調
症）。

室内環境を整え（スロープ）、本人の体
型にあった歩行器を選定し、身体症状が
改善されるまで、居室内移動を安全に行
なう為に活用。

不要（ＡＤＬの向上）。

要介護２ 転倒し臀部打撲、歩行困難。
つかまり立ち可能なため、歩行器を選
定。

屋内での移動に終日使用。（2週間程度使
用した）

身体機能回復、本人が判断。

 

 

 

【その他の理由よる短期利用】 

種目 要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 終了理由

車いす 要支援２ 両膝・両股関節痛があり、長距離の歩
行が困難である。
買い物等での外出時は電動カーが必要
な状態である。

杖歩行にて短い 距離ならば移動で きる
が、長距離の歩行が難しく、買い物・通
院等で使用したいとのことで導入。

レンタル開始が冬場であったため、使用
頻度が少なく、暖かくなってから利用し
たいとのことで回収。

特殊寝台 要介護２ 立ち上がりや移動が困難。
一人暮らしのため少しでも楽をしたい
との希望。

ベッド導入により、起居動作、移動が楽
にできるようになった。

転居。

歩行器 要介護１ 股関節の骨折にて入院。約２ヶ月の入
院。退院時には自立歩行可。ただし、
歩行器使用で、歩幅を狭くして歩くの
がやっとの状態。

退院後、２週間ほど使用。在宅生活に慣
れるところまで使用される。

在宅生活に慣れたため。

移動用リフト 要介護５ パーキンソン病。頚椎損傷により可動
域制限がある。

自宅入浴の希望があったため、訪問入浴
スタッフ・ケアマネージャー・家族立会
いの下で動作確認を行った上で契約とな
る。

家族入浴時のスペースが狭くなる。（孫
同居）冬季はデイサービスの入浴を利用
する。

歩行補助つえ 要介護１ 多発性脳梗塞、変形性膝関節症。歩行
困難。

屋内での移動に終日使用。 購入したいとの要望あり。

手すり 要介護３ 卵巣ガン術後、ＡＤＬが低下して起居
動作等が困難。

トイレからの立ち座りに使用。 住宅改修で手すりを設置した為。

手すり 要介護２ 視力低下で見えない状況。トイレに行
く際に壁を伝って歩いている。ＡＤＬ
は自立。

こたつの手前の 座椅子に手すりを 導入
し、立ち座りの 際に使うようにし た。
あってもなくて も変わらない状況 では
あったが、しばらく様子を見ることにし
た。

導入してもあまり意味がないことから終
了。
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４．４ 長期利用者の状況 

回答のあった長期利用の主な理由は、以下のとおりであった。 

 

【種目別の集計】

52.5% 36.5% 10.9% 0.0% 0.0% 100.0%

52.5% 16.9% 30.5% 0.0% 0.0% 100.0%

44.4% 50.0% 5.6% 0.0% 0.0% 100.0%

69.0% 19.2% 11.8% 0.0% 0.0% 100.0%

60.4% 33.7% 5.9% 0.0% 0.0% 100.0%

46.7% 40.0% 13.3% 0.0% 0.0% 100.0%

61.5% 32.8% 5.7% 0.0% 0.0% 100.0%

44.3% 41.0% 14.8% 0.0% 0.0% 100.0%

56.2% 31.4% 12.4% 0.0% 0.0% 100.0%

45.3% 40.0% 14.7% 0.0% 0.0% 100.0%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

49.1% 45.5% 5.5% 0.0% 0.0% 100.0%

件 件 件 件 件 件

【状態別の集計】

件 件 件 件 件 件

福祉用具貸与サービス　長期利用（３６ヶ月以上貸与）の主な理由

合　　計

339

651

503

合　計

合　計
1,493

51.2% 40.4% 8.4% 0.0% 0.0% 100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

55

0

75

61

153

122

15

704

101

586

59

394

56.0% 34.0% 10.1% 100.0%

状態が安定しているた
め

必要な機能を満たして
いる為

慣れ親しんだ用具で
本人の希望

その他 把握できていない

特殊寝台 260 293 33 0 0

車いす付属品 31 10 18 0 0

車いす 207 144 43 0 0

0

6 0 0

体位変換器 7

0.0% 0.0%

6 2 0 0

1,301 790 234 0 0

移動用リフト 27 25 3 0 0

徘徊感知機器 0 0 0 0 0

特殊寝台付属品 486 135 83 0 0

床ずれ防止用具 61 34

歩行補助つえ 34 30 11 0 0

歩行器 86 48 19 0 0

スロープ 27 25 9 0 0

手すり 75 40 7 0

11.8% 0 0.0% 0 0.0%
　要支援～要介護１

軽度者
148 43.7% 151 44.5% 40

状態が安定しているた
め

必要な機能を満たして
いる為

慣れ親しんだ用具で
本人の希望

その他 把握できていない

7.0% 0 0.0% 0 0.0%
　要介護４～５

重度者
293 58.3% 175 34.8% 35

7.8% 0 0.0% 0 0.0%
　要介護２～３

中度者
323 49.6% 277 42.5% 51

764 603 126 0 0

合　　計

2,325

 

 

 本来、福祉用具貸与サービス事業所においては、サービス継続の理由を確実に把握

しケアマネジャーへ情報提供しているものの、今回の調査では、時間的な制約もあ

り、全ての個別のファイルを確認することのできない事業所もあった。 

 

 全体的な傾向を見ると、「状態が安定しているため」が最も多く、続いて「必要な

機能を満たしているため」・「慣れ親しんだ用具で本人が希望」の順となった。「そ

の他」は一件もなかった。 

 

 種目別に見ると「特殊寝台」のみ「必要な機能を満たしているため」が最も多い結

果となり、他の種目は「状態が安定しているため」が最も多かった。 

 状態別の結果、中・重度者については「状態が安定している為」の件数が多かった

ものの、軽度者では「必要な機能を満たしているため」の件数が多い結果となった。 
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事例の中から代表的なものを以下に掲載する。なお、確認できた全ての事例について

は、本報告書「Ⅱ．資料編」を参考にされたい。 

 

【重度者】 

（特殊寝台・必要な機能を満たしているため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

要介護５ 多発性の脳梗塞や肺炎により寝たきり
状態になる。

安楽な姿勢保持、寝返り支援等での家
族の負担軽減ができる。

介護者にかかる負担軽減の為に他の
サービスを利用しながら継続中。

要介護５ 脳梗塞後遺症により左片麻痺。全介助
状態。認知症。

食事介助、起居、おむつ交換、保清な
ど生活全般にわたり特殊寝台の活用と
ご主人やヘルパー、訪問看護などの介
護負担軽減が認められる。

介護負担軽減に必要不可欠。

要介護５ 脳出血後遺症のため意思疎通は不明確
であり、日常生活動作は 、ほぼ全介
助。

食事介助・車いす移乗・更衣・オムツ
交換等、介助者の負担軽減のために、
背上げ機能・ハイロー機能・足上げ機
能をフルに活用。

必要な機能を満たしており、介助者
の負担軽減になっている為。

要介護５ 認知症であり、重度の状態。尚、動作
レベルは自立。排泄はおむつ介助であ
る。床からの立ち上がり は困難であ
る。

機能を使用することがないが、安全確
保のために使用している。

本人の安全確保のために使用。

要介護５ 脳梗塞による麻痺により、日常は殆ん
どベッド上で寝たきり状態。この状態
から床ずれ予防対策必要 と考えられ
る。

寝返り、食事時に背上げギャッジの活
用によって、家族介護ができる状態。
又、ヘルパーにも週のうち何回か介助
を受けている。貸与月数３７ヶ月。

在宅生活維持の為、ベッド、床ずれ
予防マットは欠かせない。

要介護５ 脳出血後遺症・変形性脊椎症・左大腿
骨頚部骨折。片麻痺があり、主治医と
連携し排泄コントロール ・胃ろう管
理・体調管理に努める。

介助者の娘さんも仕事があり、介護負
担が大。注入食・起き上がり時のため
に背上げ機能、オムツ交換・清拭等の
ためにハイロー機能を活用。

必要な機能を満たしており、介助者
の負担軽減になっている為。

要介護５ 老衰による廃用症候群にて寝たきり状
態。

ご本人と娘さん（病弱）とお孫さんの
三世帯同居家族。お孫さんの介護負担
が大きく、オムツ交換・清拭等、介護
負担軽減のために活用。

必要な機能を満たしており、介助者
の負担軽減になっている為。

要介護４ 筋ジストロフィによる全身の筋肉低下
が進行している。起き上がり、立ち上
がりが不自由。座ることも同様。体も
大きく体重もある。

家族とのマンション住まいで日当たり
は悪くない。部屋の広さは少し狭い状
態。ベッドからの車いすへの移乗も自
力で確保。ただマットレスの厚めを希
望。貸与月数40ヶ月。

現状維持の日常の生活に欠かすこと
はできない。用具をはずすことは状
態の悪化につながる。
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（特殊寝台・状態が安定しているため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

要介護５ 高齢であるため、各機能の低下が見ら
れ、寝たきりの状態である。
娘さんの熱心な介護により現状の維持
が図られている。

ベッド・エアマットを使用。
本人は寝たきり状態なので、オムツ交
換・食事等の介護負担の軽減ができて
いる。

本人の体調がここ数 年安定して お
り、変化があまりたいため。

要介護５ 加齢による上肢・下肢の筋力低下によ
り、自力での立ち上がり 、起き上が
り、寝返り、移動、排泄、入浴等は全
て介助が必要。

エアーマットを導入することによって
介助者の負担を軽減する。

現在も使用中。身体的に大きな変化
が無く福祉用具を充分に利用されて
いる。

要介護５ 脳梗塞にて寝たきりの状態。動作は全
介助である。ベッドから起き上がり、
離床することはない。病状は安定して
いる。

３モーターのベッドを使用して いる
が、関節の拘縮が見られる面もあるこ
とから、介護者が時間を見てギャッチ
アップを行ったり、足元を上げたりし
て使用している。

状態が安定しており、用具を変更す
る必要性がない。

 

（車いす・必要な機能を満たしているため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

要介護４ 歩 行困難 血圧変動 体調が不 安定
パニック障害あり入浴 食事など介助
が必要。

介護者である夫も身体障害者であるの
で立ち上がりの介助がスムーズにでき
るベットレンタル継続。又通院時 車
椅子は必要であり、介助の安楽につな
がっている。

現在も使用中。モニタリングでも異
常なし判断した。
必要な機能を満たしていると考えら
れる。

要介護４ 両膝関節症、疼痛あり。 屋内外終日使用。 必要な機能であり、状態も安定。

要介護５ 最初は室内を歩けていたが、そのうち
這って歩くようになる。

特に身体機能にあわせたモジュール型
の車いすでなくても良く、移動手段の
ための車いすとして使用。

外出時は車いすがなければ移動がで
きないため。
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【中度者】 

（特殊寝台・必要な機能を満たしているため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

要介護３ 腰部骨折、狭心症など複数の疾患があ
り歩行や起居動作に介助を要する。

ベッド上でのリハビリなどにも有効活
用。起居時はご自身でリモコン操作さ
れ離床時は介護者であるご主人が一部
介助され安全が確保されている。

起居・離床動作時の自立支援と介護
負担軽減に効果が認められる為。

要介護３ 認知症。大腿骨頚部骨折などの既往歴
があり、下肢筋力低下が著しい状態。

夫と二人の高齢者世帯。起き上がり時
に背上げ機能、立ち上がりは立ちやす
い高さに調節し、固定して活用。

必要な機能を満たしており、使い慣
れた用具の為。

要介護３ 高齢による下肢の筋肉低下及び視力も
弱い。家族と同居であるが、家族介護
は見込めない。自分でトイレへの移動
はできているが、立ち上がるには何か
につかまらねば無理である。

家族の介護もえられず、食事は 給食
サービスでのまかない。二階での生活
で外出することはまずなし。終日ベッ
ドでの生活であり余り環境は良 くな
い。貸与月数３６ヶ月。

日常の生活を送る為には欠かすこと
はできない。

要介護２ 加齢による下肢の筋力低下もあり、何
かにつかまらないと立ち上がり・起き
上がり等ができない。また、起き上が
り動作などで時間がかかり排泄の失敗
も見られた。

起き上がり・立ち上がりをスムーズに
し自立した移動を安全に行う。

現在も使用中。定期モニタリング及
び担当者会議で必要 となり継続 と
なった。

要介護２ 屋内では杖歩行。外出時は車椅子を利
用。左マヒがある。入浴はデイサービ
スを利用。

毎日使用。 特殊寝台の利用がな いと起き上 が
り・離床が困難になると思われる。

要介護２ 関節リュウマチ。 痛みがあり、特に起き上がりに 難あ
り。背上げ操作、高さ調節することで
痛みの緩和。安全でスムーズな移動が
できる。

起居動作を安楽にできるため。

要介護２ 脳梗塞後遺症により左片麻痺があり、
通院や家事全般など日常生活に援助が
必要。糖尿病。

起居動作において特殊寝台を活用して
自立が図られている。出来ない部分を
援助をもらい在宅生活が維持されてい
る。

安全な起居動作の自 立に大きく 貢
献。

 

 

（車いす・状態が安定しているため） 

要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

要介護３ 脳梗塞後遺症により、左マヒが残る。 散歩や通院などで出かけられることが
多く、また家の周りに坂が多いので、
転倒の防止のためにご利用。

ご本人様も気に入られており、また
状態が安定しているため。

要介護２ 脳梗塞による片麻痺の後遺症がある。
歩行は困難であり、デイサービス・通
院・外出等には車いすの利用が必要。

本人の状態はここ数年変化なし。
外出時には車いすを必ず使用し てい
る。
車いすの利用により安全な移動ができ
ている。

状態の変化もなく、特に不都合もな
いため。
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（移動用リフト、歩行器、手すり・状態が安定しているため） 

種目 要介護度 利用者の身体状況 利用の状況（使用環境と使用頻度） 継続理由

移動用リフト（車
いす）

要介護２ 腎障害・高血圧症にて下肢筋力の低
下。

リハビリに意欲的で、モジュール車い
すを活用する事により、自力で移動。
車椅子昇降機にて安全に外出が出来、
本人の気分転換や社会との繋がりを維
持・継続する事が出来る。

状態が安定しており、必要な機能を
満たしている為。

歩行器 要支援２ 脳梗塞による片麻痺があり、歩行には
支えが必要な状態。
杖歩行は可能であるが、長い距離にな
ると不安である。

室内では杖歩行をすることが多いが、
夜間トイレ移動や食卓までの移動に使
用して安全性が保たれている。

状態に変化がなく、杖と歩行器をう
まく使い分けているので継続。

手すり 要介護１ しりもちをついてからずっと腰の痛み
があり、立ち座りに負担がある状態。
歩行は杖・押し車にて可能。

自宅の洋式トイレ へ簡易手すりを取
付。
立ち座り時の腰への負担の軽減ができ
ている。

本人の状態も変化がなく、現在も安
心して使えているため。
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４．５ まとめ 

４．５．１ 終了及び継続の理由について 

 短期利用者の主な終了理由については、その理由まで正確に「把握できていない」

と回答した件数が最も多かった。 
 また、利用終了は、ケアマネジャーから一方的に引上げの指示があることも少な

からずあり、その具体的な理由まで事業所に報告されないケースもあるとのこと

であった。 
 しかし今回調査で得られた全体の件数については、どの事業所においても商品を

的確に管理（貸出・返却・消毒・保管等）する為の電算化が進められていること

から、正確に把握できたものといえる。 
 

（短期利用の状況について） 

 短期利用の中で、回答が多かった種目は、「特殊寝台」、「車いす」、「床ずれ防止

用具」の順であった。 
 検討会において指摘される「軽度者が使用しているものは、販売種目としてもよ

いのではないか。」との問いに対して、「歩行器」と「歩行補助つえ」の終了理由

を見ると「フィッテングの見直し」や「その他（ADL の向上等）」の件数が多く、

適切な福祉用具の選定や適合の重要性が窺える結果となった。 
 また「継続してレンタルしているものは、利用者に適したものと見なし、途中で

購入できるようにしてもよいのではないか。」との問いについては、貸与サービ

スは、モニタリング等を適切に行うことにより利用期間中の安全性の確保や、メ

ンテナンスを保証するものであることから、継続していることだけをもって、利

用者に適したものと見なすことは、必ずしも適切な判断とは言えない。事業所が

果たしている現行の役割をもって、継続利用に至っていることを考え合わせた上

で議論されることが望ましい。 

 また、特殊寝台や車いすについては、「入院・入所」、「死亡」により、短期利用

となるケースが顕著であった。 

 
（長期利用の状況について） 

 長期利用の回答が多かった種目の上位 2 種目については、短期利用の種目と同様

「特殊寝台」、「車いす」の順であった。 
 継続利用している理由を事例から見ると、「重度者」については、在宅生活をお

くる上で、欠くことの出来ないものとなっていることが確認でき、また「中軽度

者」については、起居や離床のための補助、或いは身体状況の現状維持や回復を

目指して使用していることが窺えた。 
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５．貸与サービスのあり方に関する各委員からの意見等 

 

昨年度調査の結果及び本年度のヒアリング調査等の結果に基づき「福祉用具貸与サー

ビスのあり方について」以下に示す４つの視点から整理することとした。 

本年度の検討委員会では、各項目に掲げた【議論の出発点】に沿って、意見交換等を

行った。 

そこで、本項では検討委員会において、各委員から出された主な意見等を整理して記

述することとする。 

福祉用具貸与サービスの質の向上について

福祉用具給付の効率化・適正化について

福祉用具貸与サービスの構成要素と価格の考え方について

福祉用具貸与サービスと他の介護サービスとの関係について

平成18.19年度の調査結果を踏まえ、以下の4つの視点に整理

検討委員会における意見等

◎主な意見

◎問題点や課題

◎今後のあり方 等

 
 
５．１ 福祉用具貸与サービスの質の向上について 

 
ヒアリング調査の結果、福祉用具導入時における「利用者の心身状況等の確認（ア

セスメント1）」や「福祉用具の適合性判断2」、「選定理由の説明」。また「導入後のモ

ニタリング3」等については、実施方法や実施時に使用している様式（自社基準によ

                                                  
1 「アセスメント」とは、専門相談員が行うことを想定しており、利用者の状態や置かれている介護環境等を客観的に

評価することを指し、特に福祉用具の効果的な利用を検討するための基礎情報に位置づけされるもの。ケアマネジャー

が居宅介護支援計画策定のために行うアセスメントとは視点が異なるものである。 
また「アセスメントシート」とは具体的に様式化されたものを指す。 

 
2 「適合性判断」とは、福祉用具を設計意図に則して適切に利用する観点から、利用者の身体状況と利用目的に対して、

使用する用具が選定・調整されている状態の適切性を判断することを意味しており、居宅介護支援計画で設定された

ADL 目標との適合性とは視点が異なるものである。 
例えば「車いすの場合」、背張り調整や座幅・座奥行き、フットサポートやアームサポートの高さ調節、フットレスト

角度の調整、座位保持するためのクッション等の適合チェックを指す。 
 
3 「モニタリング」とは、福祉用具を設計意図に則して適切に利用する観点から、利用者の身体状況と利用目的に対し

て適切な利用状況であるか、また用具が適切な状態であるかを確認する行為を意味している。 
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り作成）は異なるものの、概ね実施されていることがわかった。 
しかしながら、国の検討会の中で議論されている「個別サービス計画4（今回の調

査では「福祉用具利用計画書5」（以下「利用計画書」）とした。）」の有無や作成頻度、

またその活用方法については、かなりバラツキがあり、各事業所とも必要性は感じて

いるものの、現行では必ずしも積極的に行われている状況でなかった。 
この理由として、福祉用具専門相談員（以下「専門相談員」）の知識レベルにかな

りの差が生じていること、ケアマネジャーとの連携が図られていないこと、また業務

負担が増加することなどの理由が挙げられ、利用計画書を作成することの難しさが指

摘された。 
以上のことから「福祉用具貸与サービスの質の向上について」、以下に掲げる【議

論の出発点】を抽出するに至った。 
 

【議論の出発点】 

① 福祉用具貸与サービスの標準的なサービス水準をどのように考えるべきか。 

② サービス提供時におけるケアマネジャーとの役割分担、具体的な業務の調整を

どのように考えるべきか。 

③ 福祉用具専門相談員の資質向上の目標をどのように考えるべきか。また、ケア

マネジャーとの連携をどう図るべきか。 

 

上記を出発点として、各委員から出された主な意見を以下に記述することとする。 

 
５．１．１ 福祉用具利用計画書の必要性と位置づけ 

（利用計画書の必要性について） 

○ そもそもなぜ福祉用具貸与サービスには、個別サービス計画が位置づけられてい

ないのか。介護保険は人的サービス優先の考え方で組み立てられているとも考え

られるが、近年の介護人材不足の現状から考えると問題がある。利用者の自主、

自立を支援するという視点に立てば、福祉用具の有効性は非常に期待されるもの

であり、それに対応したシステムを考えるべきではないか。 
○ 介護保険制度においては、必要な人に、必要な時に、必要な介護サービスを計画

するものとして既にケアプランがある。それなのに何故これとは別にこのような

利用計画書が必要なのか。 

○ ケアマネジャーと専門相談員が連携（十分話し合いを）して、計画内容を具体化

                                                  
4 ケアマネジャーが作成したケアプランを具体化するために各サービス事業所が個別に作成するサービス提供の計画書。

そのサービスを利用する目的、いつまでにどのような利用者の生活を実現するかなど、ケアマネジャーおよび他職種と

の目標共有のために必要となるが、現行制度では居宅療養管理指導、訪問入浴、福祉用具貸与については作成義務がな

い。 
5 「福祉用具利用計画書」とは、福祉用具利用の目的や留意事項、モニタリングの時期、また福祉用具を導入すること

により達成したい「短期目標」や「長期目標」を盛り込んだ、利用にあたっての計画書を指す。 
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していけば不要ではないか。 

○ また、福祉用具の導入検討の段階で、医療専門職もきちんと参加してアセスメン

トできていればそれでよいが、現実はそうでない。サービス担当者会議にきちん

とした利用の考え方を示す意味で、利用計画書は必要である。 

 
（利用計画書作成の業務負担について） 

○ 一律に利用計画書を義務づけることは、貸与サービス事業所にとって、相当の手

間を増やすことになる。 

○ サービス担当者会議で医療的な見解も踏まえた検討がきちんとできれば、利用計

画書作成の費用負担もなくケアマネジメントが進むのでそれが望ましいが、現実

はそれができていない。 

 

（ケアプランと利用計画書の相違、作業の重複） 

○ たとえばまずケアプランで移動用具が必要と判断され、次の段階として実際にど

のような機種・機能を有した福祉用具を使用することが、利用者にとって本当に

効果的か検討する。そうしたディテール（detail.：詳細，細部）が必要であり、こ

れが利用計画書にあたる。 

○ ケアプランと利用計画書に重なる部分があるものの、同じ項目に双方が異なる視

点から検討することは、ある意味必要なことで、そうすることによって、サービ

スのクォリティ（quality：質）が向上し、よい人材が育成されていく。 

○ 同じ個別計画を立てるにしても、全く視点を違えて立てる必要がある。ケアマネジ

ャーは介護支援の目標とそのために必要なプロセスを計画するが、専門相談員には

それを実現するための具体的な機種、利用方法を計画する役割がある。 

○ ケアマネジャーのスキルにはバラツキがあるし、また同様に専門相談員にもスキル

にバラツキがあると指摘されている。こうした意味からもディスカッションや連携

が保たれた、共同作業が必要ではないか。 

 

５．１．２ 利用計画書以外のサービスの質の向上の課題 

（アセスメントの質の確保について） 

○ ヒアリング結果によれば、現在貸与サービス事業所で行われているアセスメント

項目では「在宅ケアの目標」や「日常生活の目標」を確認しているケースが少な

い結果となった。一方、ケアプランでは、在宅ケアの目標や日常生活の目標があ

って始めて検討できるものであり、この結果を見ても、現状では福祉用具貸与あ

りきのアセスメントになっているのではないか。 

○ 利用計画書の議論も、ケアマネジャーによる最初のアセスメントが不十分なため

に生じているのではないか。 
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○ ケアマネジメントというのは、そこに医療系も含め専門職が参加していることを

前提に、そのコーディネートをするのが最大の役割と考えるが、現実ではそのよ

うな環境になっていない。 

○ ヒアリング結果を見ると、現実には、具体的な目標設定がないまま曖昧な福祉用

具選定がなされている状況が読みとれる。それであれば利用計画書の作成を義務

づけするなりして、目標に則した具体的な福祉用具、利用方法まで議論をしてい

くような方向に誘導したほうがよいのではないか。 

 

（利用者と事業所の相互理解） 

○ 事故を起こさないよう福祉用具を安全に使用するという観点からも、福祉用具の

利用に先立ち、最初に想定した使用目的や使い方、使用頻度等の内容をきちんと

明らかにしておくことが重要である。こうした意味からも利用計画書を作成する

ことは、事業所にとって極めて重要なことである。 

○ またケアプランに記載されない（利用目的や選定理由など）、こうした福祉用具

に関する詳細なアグリーメント（agreement: 合意。協定。契約。）を利用者と事業

所で交わしておくことは、非常に大きな意味がある。 

○ また利用計画書にきちんと記録を残すことによって、モニタリングも有効に機能

するものとなり、重要な意味をなすものとなる。 

 

（福祉用具利用に関する情報の共有化） 

○ 何故この福祉用具を選定し、利用しているのかなど、仮に営業担当者が不在であ

っても、誰でも対応できることが望まれる。こうした意味からも利用計画書を作

成することは、事業所内の情報の共有化にも役立つものである。 

○ またケアマネジャーと専門相談員は、それぞれにその役割が異なり、福祉用具は

様々な人たち（家族やヘルパー等）が使用する道具でもあることから、利用計画

書は、介護に携わるチームの全員が共通理解するためにも必要である。 

 

（選定判断の質の向上） 

○ 例えば車いすを例にとっても、ごく標準的なものから、ティルトやリクライニン

グの機能、あるいは調整機能まで有している製品があり、そうした個々の製品の

詳細情報を得ることによって、利用者に真に必要な福祉用具選びが可能となり、

ひいては QOL の向上に繋がる。 

○ ケアマネジャーには、こうした知識を有している人が少なく、専門相談員から

個々の製品の機能や性能の違いをきちんと提示することが重要である。 
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５．１．３ サービスの質向上に向けて挙げられた総括的意見 

○ アセスメント項目としては、ケアマネジャーと貸与サービス事業所で共通の項目も

出てくるが、それぞれの専門的視点で評価・提案し、その考え方をつきあわせて共

有することが重要である。 

○ こうしたことも含め、福祉用具の導入・選定のプロセスと検討レベルを明確にする

する必要があり、視点・評価・考え方をきちんと形にして、サービス担当者全員で

共有できるようにすることが重要である。 

○ ケアプランと利用計画書は、それぞれ異なる専門的視点と役割を有するものであ

り、考え方をきちんと分けた利用計画にしておくことが重要である。 

○ 利用計画書は、ケアマネジャーと専門相談員などが連携して情報を共有化するた

めにも作成すべきものであり、また利用計画書はケアプランと同様に、サービス

担当者会議において合意・共有されることが重要である。 

○ また、利用計画書が位置づけられることにより、導入後のフィッティング、モニ

タリングも明確な評価基準を得ることとなる。確実に福祉用具貸与サービスの質

を高めることに繋がるような運用ルールの明確化が重要である。 

○ また、利用計画書が求められる役割に応じたレベルで作成されるためには、専門

相談員の専門性の向上が課題となる。福祉用具プランナー研修などの既存の人材

育成プログラムを活用するなど、専門性を育成する仕組みの検討が求められる。 

○ また制度運営面では、業務負担を軽減するためにも 2 元的で重複する計画策定に

ならないような仕組みにする必要がある。様式を標準化し、利用者に対しても公

表する形が望ましい。専門相談員からケアマネジャーに対して提案するような仕

組みも検討されてよいのではないか。 
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５．２．福祉用具貸与サービスの効率化、給付の適正化について 

 
福祉用具貸与サービスの利用期間については、3 年、4 年と長期間に及ぶケースが

あるものの、1 ヶ月、2 ヶ月で終了するケースも少なくない。 
短期利用は、利用者の多様な利用形態ニーズに対応する意味から貸与サービスなら

ではのサービス価値を提供しているものの、事業所にとっては採算が合わないサービ

スとなっているとの指摘があった。 
また状態が安定していることや、必要な機能を満たしている事などの理由から、長

期利用に繋がっているケースについては、短期利用の不採算を穴埋めする形で、事業

所としてはコスト回収できるサービスとなっている。しかしその一方で、あまりにも

長期化した貸与サービスについては、総コストが購入金額を上回っているではないか

との指摘もなされているところである。 
以上のことから「福祉用具給付の効率化、給付の適正化に関する事項」として、以

議論の出発点】を抽出するに至った。 
 

【議論の出発点】 

① 福祉用具給付の効率性を検討する中で、利用者の状態変化に対応した用具の変

更、利用期間中における安全性確保の為のメンテナンスや調節、さらには衛生

面への配慮などをどのように評価すべきか。 

② 具体的には短期利用時の納品・回収、消毒等のコスト、長期利用時のモニタリ

ング、メンテナンスをどのように評価すべきか。 

 

上記を出発点として、各委員から出された主な意見を以下に記述することとする。 

 
５．２．１ 福祉用具貸与サービスの構成要素 

（貸与価格の理由付け、モノとサービスの分離） 

○ モニタリング、メンテナンスなどは、貸与サービス事業所として、当然行わなけ

ればならないサービスであり、それは明確に評価されるべきである。 
○ 利用者の選択肢を拡大する意味から云えば、サービスの中に含まれているソフトと

ハードの面を別々に買うという選択肢もあってもよい。 
○ 将来的には、貸与か購入かを利用者が選択できる仕組みの検討も必要ではないか。 
○ 既にあるベッドも活用するという観点からは、ソフトのサービスだけが欲しいと

いうこともありうる。利用者が選択できる選択肢を増やすという観点では、こう

いったサービス提供も重要である。 
 
 

下に掲げる【
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５．２．２ 介護保険制度運営の全体的視点からのコストの評価 

（全体的コストと選択肢の拡大） 

○ 現実論として、モノとサービスの分離等が給付管理等を含めて介護保険の実務と

してどう対応できるかが重要である。ソフトの価格とハードの価格を分けると、

今度は管理事務で大きなコストが発生する可能性もある。グロス（運営事務費用

も含めた全体）でどれが一番効率的なのかを検討する必要がある。 
○ ほんとうに状態が安定していて、3 年ぐらい使えるのではないかと判断できたら、

レンタルではなく購入というマネジメントもあってよいのではないか。 
○ 選択肢を増やすことは、考え方としてはよいが、現実の要介護者の趨勢を見ると、

3 年といった長期の利用者は急速に減少する方向にある。そうした状況では購入

を設定するメリットは無いのではないか。 
 
（利用者ニーズへの対応と効率性の向上） 

○ 利用者のニーズが変わってきているという点を認識する必要がある。例えば、最

後の看取りとか、緩和ケアの段階での利用となると、最初から短期を想定してい

る。通常の介護認定の場合であれば、最初から長期を考えての話なので、そこは

切り分ける必要がある。 
○ 統計資料をみると、短期利用にピークがあり、以後は漸減していくという現状を

制度としてどのように受け止めるかが課題である。 
○ また短期の理由で一番多いのが入院・入所となっているが、制度としてはもとも

と入院・入所のケースをどう想定していたのか。現状では、病院や施設へそのま

ま引き続き持っていけないのであれば、制度の見直しも検討課題となる。 
○ 最初から短期利用が相当数想定されるのであれば、レンタル期間を最初から 3 カ

月単位ぐらいで再契約を繰り返すやり方も考えられる。評価のほうも 3 カ月単位

で評価をしていくことにすれば、実態にかなり合ってくるのではないか。 
○ 入院・入所した場合には、介護保険の貸与サービスが受けられないため、施設に

依存した車いすとなってしまう。在宅で 1 カ月だけ利用して、その後入院・入所

となったとき、どう取り扱うべきかが大きな検討課題となっている。 
 
（状況変化に対する経営リスクの考慮） 

○ 貸与価格の検討に際しては、事業所の経営リスクもある程度考慮されるべきであ

る。健全なよいサービスを継続的に提供しようとすれば、それなりの健全な経営

努力と状況変化への対応力が必要である。その結果として、例えば 4 年、10 年

使ったということがあっても、結果だけで利用期間を判断されると、その後はリ

スクが取りにくくなる面もある。 
○ レンタカーの料金が、同一車種であれば新車も 1、2 年使用した車も変わらない
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のと同じ議論である。 
 
５．２．３ 効率的かつ適切な福祉用具貸与の在り方の方向性 

○ 個々のケース対応の効率性だけでなく、制度運用全体での効率性を高めることが

重要である。 
○ 利用者のニーズの多様化に対応できる、柔軟な運用を考慮する必要がある。 
○ 事業所側の経営リスクについても考慮する必要がある。 
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５．３ 福祉用具貸与サービスの構成要素と価格の考え方について 

 
福祉用具貸与サービスは、福祉用具自体を供給するとともに、安全・安心、適切な利

用を継続するために、アセスメント、モニタリング等の人的サービス、さらには消毒や

メンテナンス等の作業を行っている。 
これらのサービス・作業は、事業所ごとにその内容が異なり、その方法と費用の構成

も異なっている状況にある。 
以上のことから「福祉用具貸与サービスの構成要素と価格の考え方について」、以下

に掲げる【議論の出発点】を抽出するに至った。 
 
 【議論の出発点】 

① サービス内容の違いを利用者が容易に評価できるよう、モノの価格とサービス

の価格を明確にすべきではないか。 

 

上記を出発点として、各委員から出された主な意見を以下に記述することとする。 

 

５．３．１ サービスの構成要素と価格に関する考え方 

（モノの価格とサービスの価格に関する意見） 

○ 介護保険制度検討の初期の段階では、配送費用と消毒費用、さらにレンタル費用

を別にすべきという議論があった。 
○ しかし、制度上、衛生面で貸与品目として問題があるものを購入対象にして、給

付管理とは別枠にしているため、レンタルの方はわかりやすい価格にしないと非

常に使いにくい制度になるとの議論もあり、現在の形になった経緯がある。 

○ 現行制度では、貸与サービスに必要な「配送費」「消毒費」などを平均化して貸与価

格に含める想定となっている。 

○ 「配送費用」や「消毒費用」を平均化した現在の貸与価格を実際のコストの出方と

対比すると、例えば1カ月だけ利用のケースでは事業所は丸々赤字になっている。逆

に2年連続して利用するようなケースはかなり利益が出ている。 

○ 医療保険の世界でも、モノとサービスの分離論がずっと続いており、制度の中で

モノの価格とサービスの価格は、統合されたり分離されたりの曲折を経ている。

保険制度全体の中で一方の保険ではモノ代、サービス代分離で、他方は一緒とな

ると制度的な不整合となるので、介護保険だけで決められない側面もある。また

その中で、事務費まで含めたトータルのコストを考慮することで整理している側

面もある。 
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（福祉用具貸与におけるサービスの価格の考え方） 

○ 保険者として最大の関心事は、サービスがもたらす機能の価格である。福祉用具貸

与サービスに関して言えば、レンタルの価格の構成要素とその適切性が重要である。 
○ 価格の構成要素から見て、短期利用では価格以上のコストがかかるということで

あれば、当然それは価格に反映されるべきである。逆に、長期ではそれほどコス

トがかからないということであれば、当然、価格を低減させることも必要である。 
○ モノをレンタルしている部分と、レンタルそのものでないサービスの部分の価格

とは、別立てになったほうが利用者にとっては判りやすいのではないか。 
○ 加えて言えば、サービスの価格に保険外のサービスをオンしてもいいという考え

方もある。 
○ モノのコストとサービスのコストをきちっと明確に分けてそれぞれに対応すべ

きという考え方をつきつめると、福祉用具のレンタルも長期にわたる場合は、モ

ノのコストの部分は、ゼロにしてしまってもよいのではないか。 
○ モノについては、陳腐化を価格に反映する意味で一物二価の考え方もある。 

 
５．３．２ サービスの構成要素と価格設定に関する方向性 

○ 利用者にとって、サービス内容のわかりやすさと、利用しやすさを両立できる仕

組みであることが重要である。 
○ サービスに効率性と適切性の確保を一体的に検討することが重要である。 
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５．４ 福祉用具貸与サービスと他の介護サービスとの関係について 

 
福祉用具をより効果的に使用する為には、利用者の身体状況や使用目的、使用環境や

介護環境等を適切に把握した上で、人的サービスに偏ることなく適正な福祉用具の適

用・選定が行われることが望ましい。 
また、人的サービス分野での人材確保が問題になっている状況下では、福祉用具を活

用することにより、人的サービスの負担軽減を期待する議論も出されている。 
こうした背景も踏まえ、「福祉用具貸与サービスと他の介護サービスとの関係につい

て」以下に掲げる【議論の出発点】を抽出するに至った。 
 
 【議論の出発点】 

① 利用者の置かれている環境を総合的に判断した上で、福祉用具の有効性に留意

しつつ他のサービスとバランスの取れたサービスが提供される仕組みが必要で

はないか。 

 

上記を出発点として、各委員から出された主な意見を以下に記述することとする。 

 

５．４．１ 望ましい環境と現状のギャップ 

○ 基本的には利用者の環境整備の観点から、まず、福祉用具サービスを導入する考

え方でよいと思われるが、リハビリテーションの立場から言うと、第 1 に機能訓

練などをしてその人の機能をアップする、あるいは介護の仕方でうまく効率よく

やる。それでできないところを福祉用具や環境整備で対応する。それでできなか

ったら人的サービス導入を検討することとなる。 
○ ただし、現実には人的サービスとの同時進行はあり得るということを考慮してお

く必要がある。 
○ 医師、PT、OT などが利用者の機能・能力を適切に評価することが前提となる。

ここまでリハをやったらこうなるけれども、そのためにこの部分で福祉用具は必

要だといった判断が重要となる。その前提条件があって、このプロセスが動かな

いと現実には機能しない。また現状ではそれができていない。 
○ 医師、PT 、OT の間で、全体としてこういう支援が必要だからこの部分は福祉

用具による支援で確保する、というような情報が共有されることが前提となる。 
○ 特に後期高齢者医療制度で退院時調整に際しては、やはり医療スタッフから身体

状況の判断、ADL 目標などのデータが入ってきて、福祉用具の支援としては何

が必要かということをデータとして出す必要がある。 
○ 介護保険制度は契約が前提なので、利用者本人あるいは責任をとれる人がまず前

面に出るという仕組みで動くということに留意する必要がある。 
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５．４．２ 今後の方向性 

○ 初期段階で医療スタッフがどこまで参画・関与することを前提にするか。 
○ 利用者本人が主体となる契約を前提とした時、福祉用具利用に伴う、環境整備の重

要性をどのように本人に理解してもらうか。 
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６．今後の検討課題 

 

福祉用具貸与サービスのあり方について、昨年度および本年度の調査結果に基づき、

かなり具体的なレベルの意見が出された。 

介護保険における福祉用具貸与サービスが提供しているサービスの内容（構成要素）、

それらサービスが提供されるべき水準（ケアマネジャーとの役割分担）、またそのサー

ビスを効率的かつ適切に行うための仕組みづくりの必要性と仕組みを整えるに際して

の課題等が指摘された。 

しかし最終的に議論を集約しなくてはならないのは、福祉用具貸与サービスの実態を

踏まえた上で、サービス水準を担保できるサービスのあり方と、それを支える貸与価格

の仕組み（体系）、さらにその水準を明らかにすることにある。 

そのためには、本調査で整理した個別の課題に対応しつつ、貸与サービスのあり方と

価格の体系・水準に集約する方向で、さらに議論を進める必要があり、これらの観点に

基づき、今後の検討課題について、以下に整理することとする。 

 

６．１ ケアマネジメントサイクルにおける福祉用具貸与の位置づけと 

   専門相談員の役割 

 

福祉用具貸与サービスは、あくまで介護保険制度における居宅介護サービスの一環で

ある。またケアマネジメントの観点からも、他の介護サービスと相互連携して機能する

サービスである。 
従って、貸与サービスが提供されるべきサービスの水準と内容を確定するためには、

貸与サービス側だけでなく、介護サービス全体の中での位置づけと役割を明確にする必

要がある。特に福祉用具の導入判断と導入すべき機種選定のプロセス、それを行うため

の条件の整理に関する議論を詰める必要がある。 
具体的には、アセスメント段階において確認すべき項目、福祉用具利用の目標と具体

的実現方法に関する項目の整理が必要である。さらに、その項目をサービス提供関係者

間で確認し、共有する仕組み（例えば福祉用具利用計画作成など）を明確にする必要が

ある。 
 
サービス提供の全体的なコストを抑制する観点も重要であり、これらのプロセスを一

定の様式や計画書を作成する形で行うか、あるいは実質的な検討のレベルを確保しつつ

より簡便な方法が可能か、といった実務レベルでのアイデアも合わせて検討されること

が望まれる。 
また、継続的なケアマネジメント体制として、ケアマネジャーと専門相談員（および
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その他のサービスの担当者）との継続的な連携・バックアップ関係の構築についても、

広域支援センター等の機能をモデルにするなど具体的な方法を検討することが望まれ

る。 
 

福祉用具貸与サービスの位置づけと専門相談員の役割に関する今後の検討課題 

 

① ケアマネジメントのプロセスの中での福祉用具貸与サービスの位置づけを明確

にする。 

② その上で、福祉用具貸与サービス提供に関する以下のプロセスを明確にする。 

・ 福祉用具の導入判断に関するプロセスと求められる条件の整理 

・ 福祉用具利用計画作成の導入の是非 

・ アセスメント・利用計画作成に関するプロセスと条件の整理 

・ これらプロセスの具体的な進め方と、最小限必要なツールの整理 

・ これらのプロセスを前提として、以降のモニタリング、利用指導、利用継続

の判断など考え方の整理 

③ 介護支援専門員と福祉用具専門相談員（およびその他のサービスの担当者）との

継続的な連携とバックアップの方法を検討する。 
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６．２ 福祉用具貸与サービスの内容、水準とコストの整理 

 

福祉用具貸与サービスの位置づけと役割が整理されることを前提に、サービスの内

容・水準と対応するコストの関係を整理する必要がある。 

 

介護保険制度における福祉用具貸与に係る介護報酬は、「現に福祉用具貸与に要した

額」とされており、指定貸与事業者ごとに貸与額が設定されている。 

しかし本年度の実態調査で、提供されている貸与サービスのうち、福祉用具導入時に

おける「利用者の心身状況等の確認（アセスメント）」や「福祉用具適合性の判断」、「選

定理由の説明」、また「導入後のモニタリング」等の福祉用具以外の「サービス部分」

については、事業所間で内容、方法がかなり異なることがわかった。 

この「用具（ハード）以外」の「サービス部分」は、貸与サービスの質を左右する重

要な要素であり、福祉用具利用に際しては、利用者もこの部分の質を評価できるように

することが重要である。 

 

サービスの質を確保するための枠組み検討については、６．１で指摘したとおりであ

るが、介護保険制度が前提としている利用者による主体的な選択を実効的なものとする

ためには、貸与サービスの事業者間でのサービス内容の違いを認識し、その違いを評価

できるようにすることが重要である。そのためにはサービス内容を横並びで比較できる

ような共通の枠組み、さらにサービス内容の違いが利用者にとってどのようなメリット

の違いとなるのかを評価する枠組みを整理することが重要である。 

 

介護保険制度の枠組みで給付されるサービスとしては、単にサービス内容を把握し、

評価する枠組みを検討するだけでなく、保険給付サービスとしてのあるべき水準につい

ても整理する必要がある。保険給付としてのサービスの共通性を確保する観点からは、

サービスの標準化という方向も考えられる。 

 

福祉用具貸与サービスの内容、水準とコストの整理に関する今後の検討課題 

 

① サービスの実態に則した福祉用具貸与サービスの内容把握の枠組み検討 

② 項目ごとにサービスの水準を評価する枠組みの検討 

③ 介護保険制度におけるサービスの標準化の検討 

④ 上記枠組みに則してコストを評価する手法の検討 
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６．３ 福祉用具貸与サービスの価格のあり方 

 

サービスの質を確保するための枠組み検討については６．１で、そのサービスの内容

と水準については６．２で指摘したとおりであるが、介護保険制度が前提としている利

用者による主体的な選択を実効的なものとするためには、福祉用具貸与サービスのサー

ビス内容の違いと、それに応じた価格の違いを一体的に把握できるようにすることが重

要である。 

「用具本体」については、一部の用具で中古品販売、流通経路上での廉売など複数の

流通ルートがみられるなど福祉用具調達の選択肢が広がり、同じ機種であっても価格の

幅が広がる可能性もでてきている。また、長期間利用した場合の機能の陳腐化等による

商品価値の変動を価格に反映すべきとの意見もあり、「用具本体」の価格のあり方につ

いて整理する必要がある。 

また、単に長期利用による陳腐化だけでなく、「その製品の利用履歴情報（トレーサ

ビリティー情報）」も商品価値を評価する重要な要素であり、情報提供とともに価格に

反映させることも検討課題となる。 

こうした状況を踏まえ、利用者の主体的サービス選択を担保する観点から、福祉用具

貸与サービスの内容・水準、利用履歴情報などと、価格にそれらが適切に反映されてい

るかを把握しやすくすることが重要である。そのためのサービス・商品の情報と価格を

一体的に提供する具体的な方法などが検討課題となる。 

 

介護保険における貸与サービスの価格のあり方に関する今後の検討課題 

 

① 一物二価など福祉用具本体の価格のあり方の検討 

② サービス内容の評価と福祉用具本体に関する情報を反映した価格情報提供手法

の検討 
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６．４ 福祉用具貸与サービスの利用効果の検証 

 

６．３では、サービスの内容の違いを把握できる仕組みの整備を今後の検討課題とし

て整理したが、利用者の主体的なサービス選択を担保する観点からは、サービスの利用

効果に関する情報を提供することがより望ましい。 

しかし、現時点では福祉用具の利用効果を評価する手法は定まっていない。利用者の

より適切なサービス選択を担保するためには、貸与サービスの利用効果を検証し、その

情報を提供する手法の開発が課題となる。 

 

 

６．５ 福祉用具の安全利用の確保 

 

本調査では福祉用具貸与サービスの実態を把握するとともに、あるべきサービスの内容

と価格の関係について検討してきたが、高齢者は身体状況に変化が生じやすいこと、また

現在多様の福祉用具が開発・普及していることなどから、利用者の安全性の確保も合わせ

て検討されることが重要である。 

近年、福祉用具利用に関する事故事例情報が報道される機会も多く、安全利用に関する

関心が高まっている。福祉用具利用における安全の確保については、製品自体の安全性確

保は製造事業者が責任を負うべき領域であるが、利用者が適切な状態で利用することにつ

いては貸与サービス事業者が果たすべき役割は極めて大きい。今後の検討でもこうした点

にも充分配慮し、サービスの効率性に偏った議論とならないよう留意する必要がある。 
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２．福祉用具貸与サービスの実態に関するヒアリング調査票

　 ･･ 「○」又は「数値」、「自由記述」欄となります。
　 ･･ 他の設問と関連性があるなど、留意事項を記載しております。

欄外「その他」欄は、調査担当者がその詳細をお聞きし記述すること。
事業所様において、様式化されたものがあれば了解を得て頂いて下さい。

福祉用具貸与サービスの実態に関する調査

部外秘

住　所 電話

財団法人テクノエイド協会

調査対象事業所

調査の実施日時

　本調査の結果は、調査目的の為にのみ使用するものとし、他の目的に使用
することは致しません。
　また、記載された内容につきましても、秘密の保護に遺漏なきよう厳重に
注意致します。

メール

　平成２０年　　月　　日（　　）　　時　　分～　　時　　分

◎所要時間は、概ね９０分～１２０分とします。

ご担当者

※印

◎本調査は、実施要領に沿って行うこととします。
◎各設問の特に留意すべき事項は、調査票に※印で記載しております。
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Ａ

１．貴事業所の概要について

（１）業態

サービスの状況

％
％
％
％
％

店舗の状況

→ 店

レンタル卸の利用状況 ※ 貴店舗が取り扱っている商品アイテムの状況

→ ％

在庫の保管状況

件 ％
件 ％
件 ％

配送業務の状況 ※ 把握しやすい月を基準にして「モノ」ベースで回答下さい

件 ％
件 ％
件 ％

消毒の実施状況 ※ 把握しやすい月を基準にして「モノ」ベースで回答下さい

件 ％
件 ％
件 ％

（２）営業エリアの状況

※ ６ヶ月以内に請求実績のある市町村の数

　

※目的地までの片道の所要時間

（３）従業員の状況

従業員数

人
人
人
人

（４）福祉用具貸与の状況　「11月請求分の状況」 ※ 平成19年10月の利用実績

品目

事業所名及びご担当者名は、一切公表致しません。

※ この欄は、上記質問で「一部利用」「利用せず」と回答された方のみです
※ 把握しやすい月を基準にして「モノ」ベースで回答下さい

外部委託

複数店舗あり

全体のどのくらいを利用していますか？

その他

一部利用

外部委託

自社実施（他店舗と共同実施も含める）

自社実施（他店舗と共同実施も含める）

利用せず

その他のサービス
居宅介護支援サービス

全商品

単独店舗
貴店以外に何店舗ありますか？

住宅改修サービス
福祉用具販売サービス

氏名

※構成比率は、年間の収入額等を参考に100％になる
よう記入
※上記４サービスは介護保険に限定しますが、その他
にはそれ以外全てを含めて下さい

その他
介護支援専門員

契約者数（サービス利用者）

※ 貴店舗の状況（介護保険貸与サービスに従事していない職
員も含めて下さい）

※ 介護保険の利用状況の
み記入貸与福祉用具総数（品目数）

人

分

福祉用具専門相談員

0

※ 介護支援専門員と、福祉用具専門相談員の両方の資格を有
している場合、主たる業務の方にカウントして下さい。総数

0

自社管理（他店舗と共同管理も含める）

その他

福祉用具貸与サービスの実態に関する調査

電話番号

役職

福祉用具貸与サービス

事業所名

調査票回答者

最大移動時間 時間

有り

又は

外部委託
その他

離島の有無

営業エリア（市町村数）

無し

市町村

又は

又は
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Ａ

２．事業構造について

（１）収益構造について

件 件
件 件
件 件
件 件
件 件
件 件

（２）事業構造について ※この欄は介護保険事業に限定しないで下さい

◆雇用形態

人
人

人

人

人

人
人

人 ※ この欄は、非正規雇用者の内訳となります

人

◆雇用上の考え方について

※ この欄は、１の（１）の業態を踏まえてご回答下さい

◆全て自社保有の福祉用具 ※ 当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい

％ ％
％

　 ◆レンタル卸を利用している福祉用具の割合

件 件
件 件
件 件
件 件
件 件
件 件

↓レンタル卸を利用している主な理由

貸与用具の確保

※ この欄は、正規雇用者の内訳となります
※ また、福祉系専門職（社会福祉士や介護福祉士等）及び、
医療系専門職（看護士やＯＴ、ＰＴ等）の欄には、国家資格取
得者の人数を記入します。

従業員の構成

収入の変動要因について

非正規雇用者

認知症徘徊感知機器

車いす

体位変換器
床ずれ防止用具
特殊寝台付属品
特殊寝台
車いす付属品

歩行補助つえ

車いす付属品
車いす 手すり

※ この欄は、１の（３）欄の内訳となります
※ 当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい

手すり
スロープ
歩行器

その他

スロープ

正規雇用者

移動用リフト

買い取り
リース

派遣

特殊寝台 歩行器

床ずれ防止用具
特殊寝台付属品 歩行補助つえ

体位変換器

0

認知症徘徊感知機器

移動用リフト

※ この欄は、１
の（４）の内訳
を記入して下さ
い

福祉用具貸与サービスにおける介護報酬の内訳について

0

契約 他

パート

その他専門職

0
非専門職

福祉系専門職

医療系専門職
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配送業務について

消毒業務について

（３）支出構造について ※この欄は介護保険事業に限定しないで下さい

主要支出項目の構成

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

・ ％

・ ％

・ ％

・ ％

・ ％

・ ％

・ ％

％

貸与サービス事業として、特筆すべき事項

配送及び消毒の具体的な方法について

　福祉用具

その他

　その他

支出項目

※ 支出項目の構成比は、１の（１）「サービスの状況」に対応するものです
※ 主要な構成内容には、状況に応じて項目の解説をお願いします

※ 自由記述です。介護保険の他サービスと異なると思わ
れる事項についてご記入ください

研修会等参加費

消耗品費

広告宣伝費

燃料費

　その他

物件費

　福祉用具

光熱水料費

健康診断事業者負担分

主要な構成内容

賃借料

　福祉用具

　非正規雇用

給与費

合計

　正規雇用

0

減価償却費

　その他

本社経費

その他
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Ａ

３．貸与サービスの実施状況について

（１）福祉用具専門相談員の役割とサービス提供の状況

利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえた福祉用具の選定

◆利用者の心身状況等の確認（アセスメントの実施方法）

％
％
％

◆アセスメントの実施状況

　

 ※ 以下の設問は「有り」の場合に回答

％
％
％
％

■お願い：貴店舗において様式化したものがあれば、同調査票に添付して下さい

◆本人家族に対する選定理由の説明

※ 該当するものに○印

◆福祉用具利用計画書の有無

％
％
％

％
％
％

本人の同意

その他

　

 中でも特に重要視している項目について

その他

全てのケースで実施

半数程度は実施

半数以下の実施

有り

作成している

無し

 本人への提示

◆アセスメントシートの有無

身体の不自由な箇所

無し

訪問

その他
電話

有り

ここでいう「アセスメント」とは、利用者の状態や置かれている介護環境等を客
観的に評価することを指し、特に福祉用具の効果的な利用を検討するための基礎
情報に位置づけされるものです。また「シート」とは様式化されたもの。

介護支援専門員へ提供

病歴

 中でも特に重要視している項目について

動作の不自由な場面

在宅サービス利用状況

その他

 アセスメントシートの活用状況（利用者へ提示する以外の活用）

全てのケースで実施

要介護度

主病名

日常生活自立度 入院・入所歴

半数以下の実施

 （利用者の身体状況）把握・記録している項目

0

日常生活行動の留意事項介護者

生活目標をしっかり立て、福祉用具を利用して何をしたいの
か？。ご本人が福祉用具利用の目的を描いている場合には、て
ぎるだけ協力する。

どういう場合に作成しますか？

半数以上のケースで実施

福祉用具利用のねらい

その他

 記載している項目

選定理由の説明はしない

外出の頻度・要望

その他

内部資料として活用

上記＋サービス担当者会議で活用

日常生活の目標

 （利用者の生活環境）把握・記録している項目

在宅ケアの目標

家族構成

　

居宅及び居室の留意事項

 利用計画書の利用割合 ここでいう「福祉用具利用計画書」とは、福祉用具の利用目
的、留意事項、短期目標や長期目標を盛り込んだ利用にあたっ
ての計画書を指します。
※ 以下の設問は「有り」の場合に回答

していない

その他

作成していない

している

達成目標 モニタリングの実施時期

福祉用具の利用方法 他用具との関連性

半数以上のケースで実施 行っていない

半数程度は実施

利用上の注意事項
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％
％
％
％

■お願い：貴店舗において様式化したものがあれば、同調査票に添付して下さい

◆福祉用具の適合性判断

　

具体的な実施方法（時期、場所、具体的な方法）

◆福祉用具の機能や使用方法の説明について（時期、場所、具体的な方法）

◆試用期間の有無

利用期間中のモニタリング

◆納品してから１０日以内のモニタリングについて

％
％
％

■お願い：貴店舗において様式化したものがあれば、同調査票に添付して下さい

◆標準的なモニタリングの実施状況

％
％
％

■お願い：貴店舗において様式化したものがあれば、同調査票に添付して下さい

（２）その他貸与事業者として、特筆すべきサービスの事項

モニタリングシートの有無

半数程度は実施
半数以上のケースで実施 行っていない

具体的な内容（利用者の状態や用具の安全性等に着目した具体的な事項）

その他 ６ヶ月以内

その他

電話 ３ヶ月以内 なし

訪問 １ヶ月以内 あり

モニタリングシートの有無

全て実施

半数以下の実施

半数程度は実施 モニタリングシートの中には、福
祉用具の動作状況を確認するマ
ニュアル又はチェックシート等も
含めます実施していない

半数以上で実施 なし

実施方法 実施頻度

訪問

上記＋サービス担当者会議で活用

内部資料として活用

全てのケースで実施 半数以下の実施

日間
報酬に算定しない試用期間 有り

あり

　電話

 利用計画書の活用状況について

実施方法 実施頻度

無し

介護支援専門員へ提供

その他

利用可能な日数

具体的な内容（利用者の状態や用具の安全性等に着目した具体的な事項）

その他
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Ａ

４．短期利用と長期利用の事例について

短期利用（１ヶ月以内）の状況

◎短期利用者の終了理由（平成１９年４月から現在）

【種目別の集計】

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件 件 件 件 件 件 件 件

件

【状態別の集計】

件 件 件 件 件 件 件 件

件

◎事例抽出

事例１：（ ）

　

0

介護報酬の対象とならない選定をする為の試用や調整に要した期間
は、除きます
介護報酬の請求を１ヶ月分だけなされた利用者とします

利用者の身体状態

ＴＡＩＳコード

抽出事例 利用状況報告

本人の好み
希望による

死亡 その他

← 貸与している種目

合　計 0

居住地の異
動

把握できて
いない

軽度者

　要介護４～５

重度者

入院・入所
のため

季節や時期
などによる
一時利用

フィッテン
グの見直し

合　計
合計 0

00000 0

本人の好み
希望による

死亡 その他
把握できて

いない
居住地の異

動

歩行器

フィッテン
グの見直し

入院・入所
のため

季節や時期
などによる
一時利用

特殊寝台付属品

特殊寝台

車いす付属品

車いす

移動用リフト

歩行補助つえ

徘徊感知機器

0 0

0

　要支援～要介護１

　要介護２～３

件

中度者

要介護度

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

終了理由

スロープ

手すり

体位変換器

床ずれ防止用具

0 0 0 0 0 0 0

合計

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件
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事例２：（ ）

　

事例３：（ ）

　

事例４：（ ）

　

事例５：（ ）

　

利用者の身体状態

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

終了理由

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

要介護度 ＴＡＩＳコード

要介護度 ＴＡＩＳコード

終了理由

← 貸与している種目

利用者の身体状態

利用者の身体状態

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

終了理由

要介護度 ＴＡＩＳコード

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

終了理由

要介護度

利用者の身体状態

ＴＡＩＳコード
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長期利用（３年以上）の状況

◎長期利用者の継続理由（平成１９年４月から現在）

【種目別の集計】

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件 件 件 件 件

件

【状態別の集計】

件 件 件 件 件

件

◎事例抽出

事例６：（ ）

　

要介護度

継続理由

利用者の身体状態

機器の消耗・故障等による部品及び用具の交換については、継続し
ていると見なします
同一の用具で報酬の請求を36ヶ月以上なされている（或いは、なさ
れた）利用者とします

抽出事例 利用状況報告

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

状態が安定
しているた

め

ＴＡＩＳコード

← 貸与している種目

必要な機能
を満たして

いる為

慣れ親しん
だ用具で本
人の希望

その他
把握できて

いない

車いす付属品

車いす

特殊寝台

特殊寝台付属品

床ずれ防止用具

体位変換器

手すり

スロープ

歩行器

歩行補助つえ

徘徊感知機器

移動用リフト

0 0

合計 0

合　計 0 0 0

その他

軽度者

把握できて
いない

状態が安定
しているた

め

必要な機能
を満たして

いる為

慣れ親しん
だ用具で本
人の希望

件件 件

件 件件 件 件

中度者
件 件

　要支援～要介護１

件 件

　要介護２～３

重度者
件 件

0 0

件
　要介護４～５

合　計 0 0

合計 0

0
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事例７：（ ）

　

事例８：（ ）

　

事例９：（ ）

　

事例10：（ ）

　

継続理由

要介護度

利用者の身体状態

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

利用者の身体状態

継続理由

ＴＡＩＳコード

利用者の身体状態

← 貸与している種目

要介護度 ＴＡＩＳコード

要介護度 ＴＡＩＳコード

利用者の身体状態

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

継続理由

要介護度 ＴＡＩＳコード

利用の状況（使用環
境と使用頻度）

継続理由
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Ａ

５．福祉用具貸与のあり方について（自由回答）

（１）介護保険貸与サービス事業者に求められるサービスのあり方について

（２）介護保険貸与サービス事業者における現状の課題について

（３）その他

ご協力いただき、誠にありがとうございました。

0

財団法人テクノエイド協会　企画部
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３．福祉用具貸与サービスの実態に関するヒアリング調査票（実施要領） 

 

別添 

 
 

福祉用具貸与サービスに関するヒアリング調査 

実施要領について＊＊＊＊＊********＊＊＊＊ 
 

１．調査の目的 

本『福祉用具貸与サービスに関するヒアリング調査（以下「本調査」）』は、厚生労働

省から研究費の補助を受けて、財団法人テクノエイド協会が実施するものです。 

介護保険における福祉用具貸与の価格及び報酬の在り方につきましては、社会保障審

議会・介護給付費分科会による答申書の中で、価格差などの実態について調査や研究を

行い、これを踏まえた報酬の在り方の検討が求められているところであります。 

また昨年 9 月には、厚生労働省内に「福祉用具における保険給付の在り方に関する検

討会」が設置され、介護給付費分科会において審議を行うための論点の整理及び、技術

的な事項についての検討がなされているところであります。 

本調査は、昨年協会で実施した調査研究を踏まえて実施するものであり、検討会等に

おいて現在までに掲げられている課題等を整理する上で必要な基礎的で実態的な状況

把握を主な目的としております。 

本調査で得られる基礎的なデータは、今後、介護保険における福祉用具のあり方が検

討されていく中で、大変重要なものに位置づけられます。本調査の趣旨をご理解戴き、

正確な回答がなされますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、本調査にお答え頂いた事業所名やご担当者名は、一切公表致しませんので申し

添えます。 

 

２．調査内容 

 貴事業所の概要について   ４項目 

 事業構造について   ３項目 

 貸与サービスの実施状況   ２項目 

 短期利用と長期利用の事例について 

 福祉用具貸与のあり方について 

 

３．調査対象貸与サービス事業所の選定 

調査対象事業者の選定につきましては、昨年度に実施した「介護保険福祉用具貸与サ

ービス事業所調査（アンケート調査）」による結果を基に、各事業所における事業形態

を幾つかのパターンに整理し、各パターンのうち毎月の貸出件数が高い事業所を調査対

象として選定致しました。 
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４．調査の実施方法 

本調査は、財団法人テクノエイド協会の担当者或いは、委託先である三菱総合研究所

の担当者が貴社へお伺いし、本調査の趣旨、各設問の詳細等についてご説明の上、聴き

取り調査をさせて戴きます。 
本調査への参加は複数人でも構いませんが、できれば当該店舗の責任者の方にはお入

り戴きますようお願いします。 
 

【調査にあたっての基本的事項】 

 所要時間は、概ね９０分から１２０分を予定しております。 

 他の場所で行われる調査との整合性を図るため、各設問の意図する事項が正確に反

映されるよう調査担当者が聴き取りながら進行させて戴きます。 

 事前に埋められる事項がありましたら、ご用意戴けると大変助かります。この場合

調査票は電子メールでお送りさせて戴きますので下記担当までご用命下さい。 

 また、調査当日にお答えできない事項は、大変恐縮ですが、調査票の電子ファイル

を当日最後にお渡し致しますので、後日電子メールにて担当までご送信下さい。 

 調査の結果は、調査目的の為にのみ使用するものであり、他の目的に使用すること

は一切致しません。 

 また、記載された内容につきましても、秘密の保護に遺漏なきよう厳重に注意致し

ます。 

 

 

【本調査の担当者】 

財団法人テクノエイド協会 企画部 五島
ご し ま

清国
きよくに

・古谷
ふ る や

邦晃
くにあき

・吉岡
よしおか

聡一郎
そういちろう

 

〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ４階 

電話 03(3266)6883 ＦＡＸ03(3266)6885 

電子メールアドレス：goshima@techno-aids.or.jp 

三菱総合研究所 社会システム研究本部 橋本政彦
はしもとまさひこ

・宮下
みやした

友海
と も み

 

〒100-8141 東京都千代田区大手町２－３－６ 

電話 03(3277)0569 ＦＡＸ03(3277)3460 

電子メールアドレス：hasimoto@mri.co.jp 
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５．各設問の留意点について 

１．貴事業所の概要について 

（１）業態 

 ・サービスの状況 

「福祉用具貸与サービス」から「居宅介護支援サービス」までは、介護保険事業に限定

しています。 
貴店舗において、その他の介護保険サービスや、それ以外の事業を展開している場合、「そ

の他のサービス」欄にも○印を付けます。 
「構成比率（％）」欄には、年間の収入額等を参考に全体が 100％になるよう記入します。 
なお、この設問は「２．事業構造について（３）支出構造について」の設問に対応する

ものです。 
 ・店舗の状況 

法人下における貴店舗の設置状況をお伺いします。 
1 店舗のみの場合、「単独店舗」を選択し、他にも店舗がある場合「複数店舗あり」を選

択の上、貴店以外に何店舗あるかその数を記入します。（県外の数も含めます。） 
なお、店舗の数には、貸与サービス業務の一部を行わせるような、代理店や取次店等は

含めないことにします。 
 ・レンタル卸の利用状況 

この設問はレンタル卸の利用状況をお伺いします。 
貴店舗がレンタル卸を他事業所へ行っている状況ではありませんので、注意してくださ

い。 
「一部利用」を選択した場合、貴店舗が取り扱う福祉用具アイテム数のうちレンタル卸

の占める割合％を記入します。 
なお、この設問は「２．事業構造について（２）事業構造について 貸与用具の確保」

の設問に関連します。 
 ・在庫の保管状況 

在庫の保管方法をお伺いします。 
把握しやすい月を基準にして「モノ」をベースした「件数」又は、「比率（％）」で記入

します。年間の費用を基準に比率で記入しても構いません。 
「自社管理」とは自社保有の倉庫で管理しているものであり、「外部委託」とは貸倉庫等

を借用している場合です。 
 ・配送業務の状況 

配送業務の実施形態をお伺いします。 
把握しやすい月を基準にして「モノ」をベースした「件数」又は、「比率（％）」で記入

します。年間の費用を基準に比率で記入しても構いません。 
「自社実施」とは自社で配送を行う場合であり、「外部委託」とは委託する場合です。 
なお、この設問は「２．事業構造について（２）事業構造について 配送及び消毒の具

体的な方法について」の設問に関連します。 
 ・消毒の実施状況 
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消毒業務の実施形態をお伺いします。 
把握しやすい月を基準にして「モノ」をベースした「件数」又は、「比率％」で記入しま

す。年間の費用を基準に比率で記入しても構いません。 
「自社実施」とは自社で消毒を行う場合であり、「外部委託」とは委託する場合です。 
なお、この設問は「２．事業構造について（２）事業構造について 配送及び消毒の具

体的な方法について」の設問に関連します。 
（２）営業エリアの状況 

 ・営業エリア（市町村数） 

貴店舗の営業エリアをお伺いします。 
6 ヶ月以内に介護報酬請求の実績がある「市町村数」を記入します。 

 ・離島の有無 

営業エリア内の「離島の有無」をお伺いします。 
 ・最大移動時間 

営業エリア内における最大の移動時間をお伺いします。 
貴店舗又は倉庫から通常自動車（フェリーも含める）を利用して、片道に要する概ねの

時間を記入します。 
（３）従業員の状況 

 ・従業員数 

この設問では介護保険事業に従事している人に限定していません。 
算出の根拠は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にしていただいても構い

ません。 
介護支援専門員と福祉用具専門相談員の両方の資格を有している場合、主たる業務の方

でカウントして下さい。 
なお、この設問は「２．事業構造について（２）事業構造について 従業員の構成」の

設問に関連します。 
（４）福祉用具貸与の状況 

 ・契約者数（サービス利用者） 

この設問では、平成 19 年 11 月請求分（10 月分利用実績）における、介護保険福祉用具

貸与サービスの「実契約者数」を記入します。 
なお、11 月請求月分ではなく、既に集計できている別の月のデータがあればその月の人

数を記入しても構いません。 
 ・貸与福祉用具総数（品目数） 

この設問は、上記実利用契約者のうち、利用者へ実際に貸し出している福祉用具の「品

目数」を記入します。 
なお、この設問は「２．事業構造について（１）収益構造について 福祉用具貸与サー

ビスにおける介護報酬の内訳について」の設問に関連します。 
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２．事業構造について 

（１）収益構造について 

 ・福祉用具貸与サービスにおける介護報酬の内訳について 

この設問では、「１．貴事業所の概要（４）福祉用具貸与の状況」でカウントした品目を

介護保険の貸与種目に置き換えた件数で記入します。 
 ・収入の変動要因について 

記載例を参考に、介護保険貸与サービス事業の特徴を現すような、収入の変動要因を列

挙して下さい。 
（２）事業構造について 

 ・従業員の構成 

◆雇用形態 

この設問は介護保険事業に従事している人に限定していません。 
また、この設問は「１．貴事業所の概要（３）従業員の状況」を関連させたものです。「正

規雇用」及び「非正規雇用」の状況を記入します。 
◆雇用上の考え方について 

貴店舗又は本社における雇用上の考え方、方針についてお伺いします。 
介護保険貸与サービス事業者の実態や状況が把握できるよう、記載例を参考に記入しま

す。 
 ・貸与用具の確保について 

◆全て自社保有の福祉用具 

この設問は「１．貴事業所の概要（１）業態 レンタル卸の利用状況」において、「利用

せず」と回答された方のみ、記入します。 
調査の基準は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい。 

◆レンタル卸を利用している福祉用具の割合 

この設問は「１．貴事業所の概要（１）業態、レンタル卸の利用状況」において、「全商

品」「一部利用」と回答された方のみ、記入します。 
調査の基準は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい。 

↓レンタル卸を利用している主な理由 

この設問は「１．貴事業所の概要（１）業態、レンタル卸の利用状況」において、「全商

品」「一部利用」と回答された方のみ、記入します。 
 ・配送及び消毒の具体的な方法について 

介護保険貸与サービス事業者の実態や状況が把握できるよう、記載例等を参考にできる

だけ具体的に記入します。 
（３）支出構造について 

 ・支出構造について 

主要支出項目の構成 

この設問は介護保険事業に限定していません。 
またこの設問は「１．貴事業所の概要（１）サービスの状況」に対応した「比率（％）」

を記入します。 
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「主要な構成内容」欄には、主要な支出の内容が把握できるよう、記載例を参考に記入

します。 
この設問は介護保険事業に従事している人に限定していません。 
貴店舗において、介護保険貸与サービス事業が特に他の保険サービスと異なると思われ

る事項を記入します。 
 

３．貸与サービスの実施状況について 

（１）福祉用具専門相談員の役割とサービス提供の状況 

・利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえた福祉用具の選定 

◆利用者の心身状況等の確認 

「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（第 199 条）」に規定さ

れる、利用者の心身状況等の確認方法についてお伺いします。 
調査の基準は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい。 

◆アセスメントシートの有無 他 

ここでいう「アセスメント」とは、利用者の状態や置かれている介護環境等を客観的に

評価することを指し、特に福祉用具の効果的な利用を検討するための基礎情報に位置づけ

されるものとします。 

また「アセスメントシート」とは、様式化されたもののことを指します。 

この設問では、そのアセスメントシートの設置状況を確認するとともに、把握・記録し

ている項目、特に重要視している事項、さらには活用状況について、お伺いします。 

また、この設問では貴店舗におけるシートの有無をお聞きしていますが、介護支援専門

員等から同等の情報提供を受けている場合には、それに基づいて記入します。 

なお、貴店舗において、様式化されたものがあれば、ご提供をお願いします。 

◆本人家族に対する選定理由の説明 

この質問では説明の頻度をお聞きします。 

本人からの同意書があれば、それらを参考に該当するものを選んで下さい。 

◆福祉用具利用計画書の有無 他 

ここでいう「福祉用具利用計画書」とは、福祉用具の利用目的、留意事項、短期目標や

長期目標を盛り込んだ利用にあたっての計画書を指します。 

この設問では、その福祉用具利用計画書（或いはそれに類するもの）の整備状況を確認

するとともに、記載している項目、特に重要視している事項、さらには活用状況等につい

て、お伺いします。 

なお、貴店舗において、様式化されたものがあれば、ご提供をお願いします。 

◆福祉用具の適合性判断 

この設問では福祉用具の適合性判断の実施頻度をお聞きします。 

本人からの同意書があれば、それらを参考に該当するものを選んで下さい。 

また「具体的な実施方法」欄には、時期や方法について、貸与サービス事業者の実態や

状況、さらには福祉用具専門相談員の専門性が具体的に把握できるよう記入します。 

・利用期間中のモニタリング 

◆納品してから１０日以内のモニタリングについて 
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「実施方法」及び「実施頻度」、「モニタリングシートの有無」等について、お伺いしま

す。 
調査の基準は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい。 
モニタリングシートの中には、福祉用具の動作状況を確認するマニュアルやチェックシ

ートなども含めて下さい。 
なお、貴店舗において、様式化されたものがあれば、ご提供をお願いします。 

また「具体的な実施方法」欄には、利用者の状態と機器の適合状況や、機器の安全性確

認などに着目して、貸与サービス事業者の実態や状況、さらには福祉用具専門相談員の専

門性が具体的に把握できるよう記入します。 

◆標準的なモニタリングの実施状況 

上記同様「実施方法」及び「実施頻度」、「モニタリングシートの有無」等について、お

伺いします。 
調査の基準は、当月の状況又は、把握しやすい時点の月を基準にして下さい。 
モニタリングシートの中には、福祉用具の動作状況を確認するマニュアルやチェックシ

ートなども含めて下さい。 
なお、貴店舗において、様式化されたものがあれば、ご提供をお願いします。 

また「具体的な実施方法」欄には、上記と同様とします。 

（２）その他貸与事業者として、特筆すべきサービスの事項 

いままでの設問以外のサービスの実施状況について、何か特筆する事項があれば記入し

ます。 
 

４．短期利用と長期利用の事例について 

◆短期利用（１ヶ月以内）の状況 

本調査では、短期利用者の定義を 

介護報酬の対象とならない、選定をする為の試用や調整に要した期間を除き、 

介護報酬の請求を１ヶ月分だけなされた利用者とします。 

と設定致しました。 

 

◎短期利用者の終了理由について 

平成 19 年 4 月から現在までの貴店舗における福祉用具利用者を基準にして、短期利用者の

終了理由を把握可能な範囲で、「種目別」と「状態別」に分けて記入します。 
◎事例抽出 

上記のうち特に多く見られるケースを抜き取り、その事例を記入します。 
 

◆長期利用（36 ヶ月以上）の状況 

本調査では、長期利用者の定義を 

用具の消耗・故障等による部品及び用具の交換については、継続していると 

見なし、 

同一の用具で報酬の請求が 36 ヶ月以上なされている（或いは、なされた） 

利用者とします。 
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と設定致しました。 

 

◎長期利用者の継続理由について 

平成 19 年 4 月から現在までの貴店舗における福祉用具利用者を基準にして、長期利用者の

継続理由を把握可能な範囲で、「種目別」と「状態別」に分けて記入します。 
◎事例抽出 

上記のうち特に多く見られるケースを抜き取り、その事例を記入します。 
 

５．福祉用具貸与のあり方について（自由記述） 

この設問は、自由記述欄です。 

貴店舗や運営法人が考える「介護保険貸与サービス事業に求められるサービスのあり

方」や「現状の課題」等について、自由に記述して下さい。 

 

６．調査協力のお礼 

本調査にご協力戴きました貸与サービス事業所の皆様には、本研究の成果を取り纏め

た調査研究報告書ができ次第ご送付させて戴きます。 
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0
%

－

1
0
0
.
0
%

－

4
か

所
あ

り

○

Ｅ
－

４

関
東

5
5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ ○

－

1
0
0
.
0
%

－ ○
1
1
か

所
あ

り

○ －

1
0
0
.
0
%

Ｇ
－

２

九
州

－

1
0
0
.
0
%

－

7
2
.
2
%

1
0
0
.
0
%

－

1
,
8
9
4
人

4
,
2
8
5
件

3
時

間
半

○

2
.
3
件

4
0
.
3
人

5
7
.
4
人

－

1
0
0
.
0
%

－

○ －

1
0
0
.
0
%

－ －○
1
1
か

所
－

Ｇ
－

３

離
島

7
0
.
5
%

1
0
0
.
0
%

－

3
3
6
人

7
4
2
件

－ －

7
か

所
○－

1
0
0
.
0
%

１
時

間
4
0
分

9
2
.
0
%

－

8
か

所

2
.
2
件

4
2
.
0
人

4
8
.
0
人

－－ ○
2
か

所
あ

り

Ｅ
－

３

北
海

道

9
5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
,
1
5
7
件

2
.
1
件

6
8
.
3
人

－ －
2
時

間
半

1
0
0
.
0
%

－ －

1
2
か

所

－

1
0
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

－ －
－ －

6
8
.
3
人

5
4
6
人

－ －

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

○
3
か

所
－

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－

Ｅ
－

１

北
陸

3
.
6
件

4
6
.
0
人

4
6
.
0
人

1
8
4
人

6
5
5
件

－

8
.
0
%

－

4
か

所
－

1
時

間

－ －

1
0
0
.
0
%

○
6
か

所
－

4
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－

Ｅ
－

２

東
北

9
8
0
件

1
時

間
半

2
6
3
人

－

1
0
か

所
－－

1
0
0
.
0
%

－－

1
0
0
.
0
%

－

3
.
7
件

3
2
.
9
人

6
5
.
8
人

－－

1
0
0
.
0
%

－－

1
0
0
.
0
%

－－

1
0
0
.
0
%

－

2
か

所
－ －

Ｆ
－

１

北
陸

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ ○

4
3
.
0
人

4
か

所
○

1
時

間

1
2
9
人

5
0
6
件

3
.
9
件

4
3
.
0
人
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

１
．

事
業

所
の

概
要

Ａ
．

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
状

況

福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

福
祉

用
具

販
売

サ
ー

ビ
ス

住
宅

改
修

サ
ー

ビ
ス

居
宅

介
護

支
援

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

計

Ｂ
．

店
舗

の
状

況

単
独

複
数

店
舗

同
一

法
人

下
の

店
舗

本
社

と
し

て
の

機
能

Ｃ
．

レ
ン

タ
ル

卸
の

利
用

状
況

利
用

せ
ず

全
商

品
利

用
一

部
の

み
利

用
（

％
）

Ｄ
．

在
庫

の
保

管
状

況

自
社

管
理

外
部

委
託

そ
の

他

Ｅ
．

配
送

業
務

の
状

況

自
社

実
施

外
部

委
託

そ
の

他

Ｆ
．

消
毒

業
務

の
状

況

自
社

実
施

外
部

委
託

そ
の

他

Ｇ
．

営
業

エ
リ

ア

市
町

村
数

離
島

の
有

無
最

大
移

動
時

間

Ｅ
．

従
業

員
の

状
況

専
門

相
談

員
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
計

Ｆ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
状

況

契
約

者
数

貸
与

件
数

一
人

あ
た

り
貸

与
件

数
契

約
者

／
従

業
員

契
約

者
／

相
談

員

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

橋
本

吉
岡

ﾌ
ﾗ
ﾍ
ﾞ
新

宿
五

島
た

ん
ぽ

ぽ

3
3
.
2
%

5
6
.
9
%

1
.
9
%

3
.
6
%

3
.
0
%

4
.
5
%

1
.
5
%

0
.
0
%

6
0
.
5
%

6
0
.
5
%

3
5
.
0
%

3
5
.
0
%

－
(
0
%
)

○
(
1
4
%
)

1
1
人

7
8
.
6
%

1
9
人

5
2
.
8
%

3
人

2
1
.
4
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

1
7
人

4
7
.
2
%

1
4
人

1
0
0
.
0
%

3
6
人

1
0
0
.
0
%

2
,
3
8
4
件

3
.
4
件

5
0
.
8
人

6
4
.
6
人

4
0
分

7
1
1
人

－

1
か

所
－－

1
0
0
.
0
%

－－

1
0
0
.
0
%

－－

1
0
0
.
0
%

－

5
5
か

所
－ ○

Ｈ
－

１

関
東

3
9
.
5
%

1
0
0
.
0
%

－ ○

8
5
.
7
%

1
,
0
0
7
人

3
,
4
0
1
件

3
.
4
件

1
0
0
.
0
%

－ －

5
.
9
%

2
8
.
0
人

5
3
.
0
人

－

3
6
か

所
○

2
時

間

4
か

所
あ

り

－

Ｈ
－

２
*

関
西

6
5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ ○ －

1
4
.
3
%

－

9
4
.
1
%
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福
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用
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貸
与

サ
ー
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ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
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調
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【
事

業
所
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概
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及

び
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業
構

造
 編

】

２
．

事
業
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造

Ａ
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貸
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サ
ー

ビ
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の
内

訳

車
い

す
9
9
件

9
.
1
%

1
0
3
件

1
2
.
8
%

1
2
3
件

1
0
.
9
%

2
1
5
件

1
4
.
5
%

4
2
8
件

1
5
.
5
%

8
1
件

1
3
.
8
%

6
6
4
件

1
1
.
0
%

4
3
7
件

1
6
.
8
%

車
い

す
付

属
品

1
2
件

1
.
1
%

2
2
件

2
.
7
%

2
1
件

1
.
9
%

5
4
件

3
.
6
%

1
0
3
件

3
.
7
%

1
9
件

3
.
2
%

1
0
1
件

1
.
7
%

8
9
件

3
.
4
%

特
殊

寝
台

1
4
6
件

1
3
.
5
%

1
1
2
件

1
3
.
9
%

1
0
9
件

9
.
7
%

2
3
2
件

1
5
.
6
%

4
0
4
件

1
4
.
7
%

9
4
件

1
6
.
1
%

1
,
1
1
3
件

1
8
.
4
%

3
5
9
件

1
3
.
8
%

特
殊

寝
台

付
属

品
5
4
5
件

5
0
.
4
%

3
2
5
件

4
0
.
3
%

2
7
6
件

2
4
.
5
%

6
7
1
件

4
5
.
2
%

1
,
0
8
6
件

3
9
.
4
%

2
9
4
件

5
0
.
3
%

2
,
9
6
1
件

4
9
.
0
%

1
,
0
0
6
件

3
8
.
6
%

床
ず

れ
防

止
用

具
4
1
件

3
.
8
%

2
1
件

2
.
6
%

3
7
件

3
.
3
%

2
8
件

1
.
9
%

1
2
5
件

4
.
5
%

2
0
件

3
.
4
%

2
5
8
件

4
.
3
%

1
6
6
件

6
.
4
%

体
位

変
換

器
5
件

0
.
5
%

2
件

0
.
2
%

1
件

0
.
1
%

2
件

0
.
1
%

1
1
件

0
.
4
%

3
件

0
.
5
%

3
0
件

0
.
5
%

2
7
件

1
.
0
%

手
す

り
4
1
件

3
.
8
%

7
6
件

9
.
4
%

3
2
件

2
.
8
%

1
4
6
件

9
.
8
%

2
4
4
件

8
.
9
%

1
4
件

2
.
4
%

2
7
1
件

4
.
5
%

1
9
5
件

7
.
5
%

ス
ロ

ー
プ

2
5
件

2
.
3
%

2
7
件

3
.
3
%

1
8
件

1
.
6
%

1
4
件

0
.
9
%

8
8
件

3
.
2
%

1
6
件

2
.
7
%

1
3
6
件

2
.
3
%

7
2
件

2
.
8
%

歩
行

器
1
1
7
件

1
0
.
8
%

9
1
件

1
1
.
3
%

3
3
4
件

2
9
.
7
%

7
5
件

5
.
1
%

1
5
8
件

5
.
7
%

2
8
件

4
.
8
%

3
1
6
件

5
.
2
%

1
8
1
件

6
.
9
%

歩
行

補
助

つ
え

2
0
件

1
.
8
%

1
6
件

2
.
0
%

1
1
7
件

1
0
.
4
%

2
3
件

1
.
5
%

5
8
件

2
.
1
%

7
件

1
.
2
%

1
0
1
件

1
.
7
%

4
0
件

1
.
5
%

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
1
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

2
件

0
.
1
%

8
件

0
.
3
%

件
0
.
0
%

5
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

移
動

用
リ

フ
ト

3
0
件

2
.
8
%

1
1
件

1
.
4
%

5
8
件

5
.
2
%

2
3
件

1
.
5
%

4
1
件

1
.
5
%

9
件

1
.
5
%

8
4
件

1
.
4
%

3
6
件

1
.
4
%

計
1
,
0
8
2
件

1
0
0
.
0
%

8
0
6
件

1
0
0
.
0
%

1
,
1
2
6
件

1
0
0
.
0
%

1
,
4
8
5
件

1
0
0
.
0
%

2
,
7
5
4
件

1
0
0
.
0
%

5
8
5
件

10
0
.
0
%

6
,
0
4
0
件

1
0
0
.
0
%

2
,
6
0
8
件

1
0
0
.
0
%

Ｂ
．

雇
用

形
態

正
規

雇
用

者
6
人

5
人

4
人

4
人

1
0
人

5
人

1
9
人

1
3
人

　
 
非

専
門

職
6
人

 
4
人

 
4
人

 
4
人

 
0
人

 
5
人

 
1
9
人

 
1
3
人

 

　
 
福

祉
系

専
門

職
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
1
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

　
 
医

療
系

専
門

職
0
人

 
1
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

　
 
そ

の
他

の
専

門
職

0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

非
正

規
雇

用
者

1
人

1
人

3
人

3
人

2
人

4
人

0
人

0
人

　
 
派

遣
0
人

 
0
人

 
1
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

　
 
パ

ー
ト

1
人

 
1
人

 
2
人

 
3
人

 
2
人

 
4
人

 
0
人

 
0
人

 

　
 
契

約
等

0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

計
7
人

1
0
0
.
0
%

6
人

1
0
0
.
0
%

7
人

1
0
0
.
0
%

7
人

1
0
0
.
0
%

1
2
人

1
0
0
.
0
%

9
人

1
0
0
.
0
%

1
9
人

1
0
0
.
0
%

1
3
人

1
0
0
.
0
%

Ｃ
．

貸
与

用
具

の
確

保

買
い

取
り

リ
ー

ス
そ

の
他

計

Ｄ
．

レ
ン

タ
ル

卸
利

用
の

内
訳

車
い

す
9
7
件

9
.
0
%

5
1
件

6
.
3
%

1
2
3
件

1
0
.
9
%

2
1
5
件

1
4
.
5
%

3
1
3
件

1
1
.
4
%

8
1
件

1
3
.
8
%

6
1
2
件

1
0
.
1
%

件
0
.
0
%

車
い

す
付

属
品

1
2
件

1
.
1
%

1
0
件

1
.
2
%

2
1
件

1
.
9
%

5
4
件

3
.
6
%

9
1
件

3
.
3
%

1
9
件

3
.
2
%

1
3
0
件

2
.
2
%

件
0
.
0
%

特
殊

寝
台

1
4
6
件

1
3
.
5
%

6
0
件

7
.
4
%

1
0
9
件

9
.
7
%

2
3
2
件

1
5
.
6
%

3
3
6
件

1
2
.
2
%

9
4
件

1
6
.
1
%

3
9
3
件

6
.
5
%

3
5
9
件

1
3
.
8
%

特
殊

寝
台

付
属

品
5
4
1
件

5
0
.
0
%

1
6
2
件

2
0
.
1
%

2
7
6
件

2
4
.
5
%

6
7
1
件

4
5
.
2
%

9
3
6
件

3
4
.
0
%

2
9
4
件

5
0
.
3
%

2
,
7
3
8
件

4
5
.
3
%

9
5
0
件

3
6
.
4
%

床
ず

れ
防

止
用

具
4
1
件

3
.
8
%

1
0
件

1
.
2
%

3
7
件

3
.
3
%

2
8
件

1
.
9
%

1
2
5
件

4
.
5
%

2
0
件

3
.
4
%

3
0
5
件

5
.
0
%

件
0
.
0
%

体
位

変
換

器
5
件

0
.
5
%

1
件

0
.
1
%

1
件

0
.
1
%

2
件

0
.
1
%

1
1
件

0
.
4
%

3
件

0
.
5
%

6
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

手
す

り
3
6
件

3
.
3
%

3
8
件

4
.
7
%

3
2
件

2
.
8
%

1
4
6
件

9
.
8
%

1
9
8
件

7
.
2
%

1
4
件

2
.
4
%

3
1
9
件

5
.
3
%

件
0
.
0
%

ス
ロ

ー
プ

2
5
件

2
.
3
%

1
3
件

1
.
6
%

1
8
件

1
.
6
%

1
4
件

0
.
9
%

3
1
件

1
.
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%

1
6
件

2
.
7
%

1
8
2
件

3
.
0
%

件
0
.
0
%

歩
行

器
3
6
件
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%

4
5
件

5
.
6
%

3
3
4
件

2
9
.
7
%

7
5
件

5
.
1
%

1
1
4
件

4
.
1
%

2
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4
.
8
%

3
9
0
件

6
.
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%

件
0
.
0
%
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行

補
助

つ
え

件
0
.
0
%

8
件

1
.
0
%

1
1
7
件

1
0
.
4
%

2
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件

1
.
5
%

1
0
件

0
.
4
%

7
件

1
.
2
%

3
1
件

0
.
5
%

件
0
.
0
%

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
1
件

0
.
1
%

件
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.
0
%

件
0
.
0
%

2
件

0
.
1
%

8
件

0
.
3
%

件
0
.
0
%

6
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

移
動

用
リ
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ト

3
0
件

2
.
8
%

5
件

0
.
6
%

5
8
件

5
.
2
%

2
3
件

1
.
5
%

4
1
件

1
.
5
%

9
件

1
.
5
%

1
1
2
件

1
.
9
%

件
0
.
0
%

計
9
7
0
件

8
9
.
6
%

4
0
3
件

5
0
.
0
%

1
,
1
2
6
件

1
0
0
.
0
%

1
,
4
8
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件

1
0
0
.
0
%

2
,
2
1
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件

8
0
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4
%

5
8
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1
0
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%
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8
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5
%

1
,
3
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件

5
0
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2
%

5
7
.
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%

4
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.
9
%

－ － －

0
.
0
%

Ｂ
－

２

関
西

－ － －

0
.
0
%

5
7
.
1
%

4
2
.
9
%

Ｂ
－

１

関
西

Ｄ
－

２

四
国

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

Ｃ
－

２

九
州

0
.
0
%

5
5
.
6
%

4
4
.
4
%

－ － －

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

8
3
.
3
%

1
6
.
7
%

Ｃ
－

１

東
海

5
.
0
%

9
5
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

Ｄ
－

１

中
国

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

－

1
0
0
.
0
%

1
6
.
7
%

1
0
0
.
0
%

Ａ
－

２

四
国

8
3
.
3
%

－

Ａ
－

１

中
国

0
.
0
%

8
5
.
7
%

1
4
.
3
%

－ － －

9

資－37



福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

２
．

事
業

構
造

Ａ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
内

訳

車
い

す
車

い
す

付
属

品
特

殊
寝

台
特

殊
寝

台
付

属
品

床
ず

れ
防

止
用

具
体

位
変

換
器

手
す

り
ス

ロ
ー

プ
歩

行
器

歩
行

補
助

つ
え

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
移

動
用

リ
フ

ト 計

Ｂ
．

雇
用

形
態

正
規

雇
用

者

　
 
非

専
門

職

　
 
福

祉
系

専
門

職

　
 
医

療
系

専
門

職

　
 
そ

の
他

の
専

門
職

非
正

規
雇

用
者

　
 
派

遣

　
 
パ

ー
ト

　
 
契

約
等

計

Ｃ
．

貸
与

用
具

の
確

保

買
い

取
り

リ
ー

ス
そ

の
他

計

Ｄ
．

レ
ン

タ
ル

卸
利

用
の

内
訳

車
い

す
車

い
す

付
属

品
特

殊
寝

台
特

殊
寝

台
付

属
品

床
ず

れ
防

止
用

具
体

位
変

換
器

手
す

り
ス

ロ
ー

プ
歩

行
器

歩
行

補
助

つ
え

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
移

動
用

リ
フ

ト 計

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

3
0
件

4
.
6
%

9
0
件

9
.
2
%

1
8
9
件

1
6
.
3
%

1
8
8
件

1
0
.
8
%

4
8
件

9
.
5
%

1
,
7
3
0
件

1
8
.
3
%

7
7
9
件

1
8
.
2
%

1
2
9
件

1
7
.
4
%

4
件

0
.
6
%

5
2
件

5
.
3
%

2
0
件

1
.
7
%

5
6
件

3
.
2
%

2
2
件

4
.
3
%

4
4
6
件

4
.
7
%

2
1
5
件

5
.
0
%

9
件

1
.
2
%

1
2
5
件

1
9
.
1
%

1
8
1
件

1
8
.
5
%

2
3
8
件

2
0
.
6
%

2
7
9
件

1
6
.
1
%

8
8
件

1
7
.
4
%

1
,
5
3
0
件

1
6
.
2
%

9
7
3
件

2
2
.
7
%

2
0
0
件

2
7
.
0
%

3
4
4
件

5
2
.
5
%

4
8
5
件

4
9
.
5
%

4
7
6
件

4
1
.
1
%

8
6
6
件

4
9
.
9
%

2
4
8
件

4
9
.
0
%

4
,
2
7
0
件

4
5
.
2
%

1
,
0
6
8
件

2
4
.
9
%

2
1
4
件

2
8
.
8
%

2
9
件

4
.
4
%

6
7
件

6
.
8
%

3
5
件

3
.
0
%

1
0
9
件

6
.
3
%

3
4
件

6
.
7
%

4
9
1
件

5
.
2
%

2
7
4
件

6
.
4
%

4
9
件

6
.
6
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
1
%

1
1
件

1
.
0
%

3
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

2
9
件

0
.
3
%

1
9
件

0
.
4
%

1
件

0
.
1
%

3
2
件

4
.
9
%

1
8
件

1
.
8
%

4
3
件

3
.
7
%

5
3
件

3
.
1
%

9
件

1
.
8
%

2
5
0
件

2
.
6
%

3
2
9
件

7
.
7
%

3
4
件

4
.
6
%

8
件

1
.
2
%

1
8
件

1
.
8
%

1
8
件

1
.
6
%

3
8
件

2
.
2
%

1
9
件

3
.
8
%

1
3
3
件

1
.
4
%

1
0
8
件

2
.
5
%

2
6
件

3
.
5
%

5
9
件

9
.
0
%

4
3
件

4
.
4
%

6
0
件

5
.
2
%

6
1
件

3
.
5
%

2
2
件

4
.
3
%

2
5
7
件

2
.
7
%

2
7
2
件

6
.
3
%

5
2
件

7
.
0
%

5
件

0
.
8
%

2
1
件

2
.
1
%

2
5
件

2
.
2
%

5
8
件

3
.
3
%

5
件

1
.
0
%

1
7
4
件

1
.
8
%

9
1
件

2
.
1
%

1
6
件

2
.
2
%

1
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

3
0
件

2
.
6
%

1
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

1
4
件

0
.
1
%

4
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

1
8
件

2
.
7
%

4
件

0
.
4
%

1
2
件

1
.
0
%

2
5
件

1
.
4
%

1
1
件

2
.
2
%

1
3
1
件

1
.
4
%

1
5
3
件

3
.
6
%

1
2
件

1
.
6
%

6
5
5
件

1
0
0
.
0
%

9
8
0
件

1
0
0
.
0
%

1
,
1
5
7
件

1
0
0
.
0
%

1
,
7
3
7
件

1
0
0
.
0
%

5
0
6
件

1
0
0
.
0
%

9
,
4
5
5
件

1
0
0
.
0
%

4
,
2
8
5
件

1
0
0
.
0
%

7
4
2
件

1
0
0
.
0
%

4
人

6
人

4
人

3
1
人

2
人

5
8
人

4
3
人

7
人

4
人

 
6
人

 
4
人

 
2
9
人

 
2
人

 
4
5
人

 
4
3
人

 
7
人

 

0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
1
3
人

 
0
人

 
0
人

 

0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

0
人

 
0
人

 
0
人

 
2
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

0
人

2
人

4
人

4
人

1
人

3
人

4
人

1
人

0
人

 
1
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
3
人

 
2
人

 
0
人

 

0
人

 
1
人

 
0
人

 
4
人

 
1
人

 
0
人

 
2
人

 
1
人

 

0
人

 
0
人

 
4
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 
0
人

 

4
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

3
5
人

1
0
0
.
0
%

3
人

1
0
0
.
0
%

6
1
人

1
0
0
.
0
%

4
7
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

1
件

0
.
2
%

5
件

0
.
5
%

9
件

0
.
8
%

件
0
.
0
%

8
件

1
.
6
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

2
件

0
.
4
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

3
件

0
.
5
%

2
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

5
件

1
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

2
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

6
件

0
.
9
%

件
0
.
0
%

2
7
件

2
.
3
%

件
0
.
0
%

1
1
件

2
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

5
件

0
.
8
%

3
件

0
.
3
%

1
2
件

1
.
0
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
0
件

0
.
9
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

3
件

0
.
5
%

1
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
件

0
.
2
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
8
件

2
.
7
%

1
4
件

1
.
4
%

5
8
件

5
.
0
%

件
0
.
0
%

3
0
件

5
.
9
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ －

9
5
.
1
%

4
.
9
%

Ｇ
－

１

関
東

Ｅ
－

４

関
東

8
8
.
6
%

1
1
.
4
%

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

8
.
5
%

1
0
0
.
0
%

－ －

九
州

1
0
0
.
0
%

9
1
.
5
%

Ｇ
－

２

1
2
.
5
%

Ｇ
－

３

離
島

8
7
.
5
%

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

5
0
.
0
%

北
海

道

－

5
0
.
0
%

－ －

Ｅ
－

３

北
陸

0
.
0
%

Ｅ
－

１

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

－

0
.
0
%

Ｅ
－

２

東
北

7
5
.
0
%

2
5
.
0
%

－ －

6
6
.
7
%

3
3
.
3
%

Ｆ
－

１

北
陸

1
0
0
.
0
%

8
5
.
0
%

1
5
.
0
%

－

1
0
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

２
．

事
業

構
造

Ａ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
内

訳

車
い

す
車

い
す

付
属

品
特

殊
寝

台
特

殊
寝

台
付

属
品

床
ず

れ
防

止
用

具
体

位
変

換
器

手
す

り
ス

ロ
ー

プ
歩

行
器

歩
行

補
助

つ
え

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
移

動
用

リ
フ

ト 計

Ｂ
．

雇
用

形
態

正
規

雇
用

者

　
 
非

専
門

職

　
 
福

祉
系

専
門

職

　
 
医

療
系

専
門

職

　
 
そ

の
他

の
専

門
職

非
正

規
雇

用
者

　
 
派

遣

　
 
パ

ー
ト

　
 
契

約
等

計

Ｃ
．

貸
与

用
具

の
確

保

買
い

取
り

リ
ー

ス
そ

の
他

計

Ｄ
．

レ
ン

タ
ル

卸
利

用
の

内
訳

車
い

す
車

い
す

付
属

品
特

殊
寝

台
特

殊
寝

台
付

属
品

床
ず

れ
防

止
用

具
体

位
変

換
器

手
す

り
ス

ロ
ー

プ
歩

行
器

歩
行

補
助

つ
え

認
知

症
徘

徊
感

知
機

器
移

動
用

リ
フ

ト 計

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

3
3
5
件

1
4
.
1
%

4
5
8
件

1
3
.
5
%

5
8
件

2
.
4
%

8
9
件

2
.
6
%

4
1
6
件

1
7
.
4
%

5
3
3
件

1
5
.
7
%

1
,
1
6
3
件

4
8
.
8
%

1
,
6
3
2
件

4
8
.
0
%

1
2
8
件

5
.
4
%

1
9
7
件

5
.
8
%

2
件

0
.
1
%

1
7
件

0
.
5
%

1
0
6
件

4
.
4
%

1
1
8
件

3
.
5
%

1
1
件

0
.
5
%

8
3
件

2
.
4
%

8
7
件

3
.
6
%

1
6
4
件

4
.
8
%

5
0
件

2
.
1
%

7
4
件

2
.
2
%

4
件

0
.
2
%

2
件

0
.
1
%

2
4
件

1
.
0
%

3
4
件

1
.
0
%

2
,
3
8
4
件

1
0
0
.
0
%

3
,
4
0
1
件

1
0
0
.
0
%

5
人

2
7
人

4
人

 
2
7
人

 

1
人

 
0
人

 

0
人

 
0
人

 

0
人

 
0
人

 

9
人

9
人

1
人

 
0
人

 

6
人

 
9
人

 

2
人

 
0
人

 

1
4
人

1
0
0
.
0
%

3
6
人

1
0
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
1
6
件

3
.
4
%

件
0
.
0
%

8
2
件

2
.
4
%

件
0
.
0
%

1
0
件

0
.
3
%

件
0
.
0
%

4
0
件

1
.
2
%

件
0
.
0
%

3
1
件

0
.
9
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

1
0
6
件

3
.
1
%

件
0
.
0
%

3
件

0
.
1
%

件
0
.
0
%

2
3
件

0
.
7
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

件
0
.
0
%

5
7
件

1
.
7
%

件
0
.
0
%

4
6
8
件

1
3
.
8
%

5
5
.
7
%

4
4
.
3
%

－

1
0
0
.
0
%

3
5
.
7
%

6
4
.
3
%

Ｈ
－

１

関
東

－

0
.
0
%

7
5
.
0
%

2
5
.
0
%

関
西

Ｈ
－

２
*

－ －

1
1

資－39



福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

Ｅ
．

支
出

構
造

給
与

費
　

 
正

規
雇

用
9
3
%
 

6
3
%
 

9
5
%
 

2
4
%
 

8
7
%
 

2
3
%
 

1
0
0
%
 

3
1
%
 

8
5
%
 

1
5
%
 

7
2
%
 

1
1
%
 

1
0
0
%
 

2
5
%
 

1
0
0
%
 

2
1
%
 

　
 
非

正
規

雇
用

7
%
 

5
%
 

5
%
 

1
%
 

1
3
%
 

4
%
 

0
%
 

0
%
 

1
5
%
 

3
%
 

2
8
%
 

4
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

減
価

償
却

費
　

 
福

祉
用

具
0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

5
0
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

7
9
%
 

2
%
 

　
 
そ

の
他

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

5
0
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

1
0
0
%
 

1
%
 

1
0
0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

2
1
%
 

1
%
 

賃
借

料
　

 
福

祉
用

具
0
%
 

0
%
 

8
0
%
 

2
4
%
 

0
%
 

0
%
 

8
1
%
 

3
5
%
 

9
9
.
6
%
 

4
0
%
 

0
%
 

1
0
0
%
 

1
4
%
 

8
5
%
 

9
%
 

　
 
そ

の
他

1
0
0
%
 

9
%
 

2
0
%
 

6
%
 

0
%
 

0
%
 

1
9
%
 

8
%
 

0
.
4
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

1
5
%
 

2
%
 

物
件

費
　

 
福

祉
用

具
8
0
%
 

2
0
%
 

1
0
0
%
 

1
3
%
 

0
%
 

0
%
 

1
0
0
%
 

3
1
%
 

0
%
 

1
0
0
%
 

4
7
%
 

1
7
%
 

9
%
 

　
 
そ

の
他

2
0
%
 

5
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

8
3
%
 

4
2
%
 

本
社

経
費

そ
の

他
　

 
広

告
宣

伝
費

3
%
 

1
%
 

3
%
 

1
%
 

1
%
 

1
%
 

1
1
%
 

2
%
 

6
%
 

0
%
 

4
%
 

1
%
 

8
%
 

0
%
 

　
 
燃

料
費

1
8
%
 

4
%
 

2
0
%
 

4
%
 

1
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

1
1
%
 

1
%
 

1
3
%
 

2
%
 

2
0
%
 

1
%
 

　
 
光

熱
水

料
費

6
%
 

1
%
 

1
3
%
 

3
%
 

1
%
 

1
%
 

2
%
 

0
%
 

4
%
 

0
%
 

3
%
 

0
%
 

1
7
%
 

1
%
 

　
 
研

修
会

参
加

費
5
%
 

1
%
 

1
%
 

0
%
 

1
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

1
%
 

0
%
 

8
%
 

1
%
 

8
%
 

0
%
 

　
 
健

康
診

断
費

1
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

2
%
 

0
%
 

　
 
消

耗
品

費
8
%
 

2
%
 

3
0
%
 

6
%
 

3
%
 

2
%
 

7
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

7
%
 

1
%
 

5
%
 

0
%
 

　
 
そ

の
他

5
9
%
 

1
2
%
 

3
3
%
 

7
%
 

9
3
%
 

4
8
%
 

8
0
%
 

1
3
%
 

7
8
%
 

6
%
 

6
5
%
 

9
%
 

4
0
%
 

2
%
 

計
1
0
0
.
0
%

・
給

与
（

事
業

主
の

負
担

。
社

会
保

険
料

や
労

災
保

険
料

、
退

職
の

た
め

の
引

当
金

等
）

・
賃

借
料

（
弊

社
で

は
全

件
レ

ン
タ

ル
卸

会
社

を
利

用
し

て
い

る
。

※
便

宜
上

、
事

務
所

賃
借

料
等

の
賃

借
料

は
、

そ
の

他
に

記
載

す
る

。
）

、
賃

借
料

の
そ

の
他

は
、

消
毒

費
（

2
.
5
9
％

）
、

配
送

費
（

5
.
6
6
％

）
・

本
社

経
費

（
研

修
、

カ
タ

ロ
グ

・
チ

ラ
シ

制
作

費
、

各
種

支
援

、
経

理
等

も
加

味
。

本
社

経
費

→
F
C
は

ロ
イ

ヤ
リ

テ
ィ

支
払

い
が

発
生

す
る

）
・

そ
の

他
（

駐
車

場
代

、
ガ

ソ
リ

ン
代

、
事

務
所

賃
借

料
、

コ
ピ

ー
機

リ
ー

ス
料

、
車

い
す

保
険

料
（

1
.
7
％

）
等

含
む

。
）1
6
.
4
%

Ｂ
－

２

関
西

3
0
.
7
%

0
.
0
%

4
3
.
0
%

0
.
0
%

9
.
9
%

2
7
.
0
%

Ｂ
－

１

関
西

2
.
0
%

0
.
0
%

1
3
.
0
%

6
.
0
%

5
2
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
社

会
保

険
、

労
災

保
険

、
役

員
報

酬
を

含
む

。
）

・
減

価
償

却
費

（
車

両
、

器
具

、
備

品
、

F
C
加

盟
金

。
）

・
物

件
費

（
販

売
仕

入
れ

。
）

・
本

社
経

費
（

F
C
ロ

イ
ヤ

リ
テ

ィ
、

事
務

費
。

）
・

そ
の

他
（

接
待

交
際

費
、

旅
費

交
通

費
、

租
税

公
課

、
賃

借
料

、
修

繕
費

、
保

険
料

、
支

払
手

数
料

、
リ

ー
ス

料
、

図
書

費
、

会
費

等
）

Ｄ
－

２

四
国

2
1
.
0
%

3
.
0
%

1
0
.
0
%

5
1
.
0
%

1
0
.
0
%

5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
事

業
主

負
担

の
社

会
保

険
料

・
労

働
保

険
料

等
を

含
め

て
い

る
。

）
・

減
価

償
却

費
（

電
動

車
い

す
等

の
減

価
償

却
費

を
計

上
。

建
物

・
設

備
等

の
減

価
償

却
費

も
含

め
て

い
る

。
）

・
賃

借
料

（
福

祉
用

具
の

レ
ン

タ
ル

卸
の

費
用

を
計

上
。

ま
た

、
事

務
機

器
・

営
業

車
両

の
リ

ー
ス

料
を

計
上

。
）

・
物

件
費

（
販

売
に

伴
う

オ
ム

ツ
等

衛
星

材
料

仕
入

れ
や

、
住

宅
改

修
に

伴
う

材
料

仕
入

れ
を

計
上

。
）

・
そ

の
他

○
燃

料
費

は
車

両
の

ガ
ソ

リ
ン

代
が

含
ま

れ
て

い
る

。
○

消
耗

品
は

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
伴

う
工

具
・

備
品

が
含

ま
れ

る
。

○
そ

の
他

に
は

カ
タ

ロ
グ

作
成

費
・

カ
タ

ロ
グ

購
入

費
含

む
。

6
0
.
8
%

0
.
0
%

7
.
2
%

1
0
0
.
0
%

・
減

価
償

却
費

（
以

前
購

入
し

た
訪

問
入

浴
用

機
材

の
減

価
償

却
費

分
。

）
・

賃
借

料
（

福
祉

用
具

賃
借

料
と

し
て

の
卸

先
へ

の
支

払
い

分
。

そ
の

他
車

両
や

Ｏ
Ａ

機
器

の
リ

ー
ス

料
。

）
・

物
件

費
（

販
売

用
の

福
祉

用
具

等
の

購
入

費
。

そ
の

他
家

賃
・

地
代

等
。

）
・

そ
の

他
（

広
告

宣
伝

費
に

は
カ

タ
ロ

グ
購

入
費

が
含

ま
れ

る
。

そ
の

他
は

通
信

費
・

車
両

整
備

費
・

諸
会

費
・

保
険

料
等

を
含

む
。

）

Ｃ
－

２

九
州

1
4
.
9
%

0
.
4
%

1
6
.
7
%

1
7
.
3
%

Ｃ
－

１

東
海

1
.
3
%

4
0
.
6
%

3
0
.
6
%

5
.
3
%

4
.
9
%

1
0
0
.
0
%

・
減

価
償

却
費

の
そ

の
他

（
車

両
、

建
物

、
備

品
類

等
）

1
4
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
給

与
・

賞
与

・
法

定
福

利
費

・
福

利
厚

生
費

の
４

項
目

）
・

賃
借

料
（

レ
ン

タ
ル

商
品

の
リ

ー
ス

料
、

そ
の

他
車

両
等

の
リ

ー
ス

料
）

・
物

件
費

（
販

売
す

る
為

の
仕

入
れ

商
品

を
計

上
）

＊
減

価
償

却
費

（
レ

ン
タ

ル
商

品
は

リ
ー

ス
の

た
め

減
価

償
却

費
は

１
％

以
下

）
＊

そ
の

他
（

健
康

診
断

事
業

者
負

担
分

は
１

％
以

下
。

）

0
.
0
%

1
4
.
0
%

4
7
.
0
%

0
.
0
%

2
5
.
0
%

Ｄ
－

１

中
国

Ｆ
．

主
要

な
構

成
内

容
等

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

2
5
.
0
%

0
.
0
%

3
0
.
0
%

2
5
.
0
%

Ａ
－

２

0
.
0
%

2
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
社

会
保

険
料

事
業

主
負

担
分

を
含

む
）

・
賃

借
料

の
そ

の
他

（
倉

庫
の

借
料

）
・

そ
の

他
（

駐
車

代
、

福
祉

厚
生

費
（

制
服

、
会

議
費

）
、

交
際

費
）

四
国

3
.
0
%

6
8
.
0
%

0
.
0
%

9
.
0
%

Ａ
－

１

中
国

0
.
0
%

2
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
役

員
報

酬
・

給
与

手
当

・
雑

給
・

賞
与

・
法

定
福

利
費

・
福

利
厚

生
費

）
・

賃
借

料
（

リ
ー

ス
料

・
地

代
家

賃
）

・
物

件
費

（
発

送
運

賃
・

事
務

用
品

費
・

車
輌

維
持

費
（

燃
料

費
は

除
く

）
・

雑
費

）
・

そ
の

他
（

通
信

費
、

交
際

費
、

保
険

料
、

租
税

公
課

、
支

払
手

数
料

、
諸

会
費

、
新

聞
図

書
費

）

1
2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

Ｅ
．

支
出

構
造

給
与

費
　

 
正

規
雇

用
　

 
非

正
規

雇
用

減
価

償
却

費
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

賃
借

料
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

物
件

費
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

本
社

経
費

そ
の

他
　

 
広

告
宣

伝
費

　
 
燃

料
費

　
 
光

熱
水

料
費

　
 
研

修
会

参
加

費
　

 
健

康
診

断
費

　
 
消

耗
品

費
　

 
そ

の
他

計
Ｆ

．
主

要
な

構
成

内
容

等

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

1
0
0
%
 

3
1
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9
2
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4
8
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0
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2
2
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8
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5
7
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9
7
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4
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9
9
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3
2
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9
9
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5
5
%
 

0
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4
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5
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2
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1
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7
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1
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0
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1
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9
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7
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0
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6
8
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1
5
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8
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3
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6
3
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6
2
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2
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1
0
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1
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2
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3
2
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7
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1
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3
7
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1
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2
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3
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6
3
%
 

1
0
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7
2
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1
2
%
 

1
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1
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0
%
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%
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3
7
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2
8
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%
 

8
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8
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1
0
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1
0
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1
0
0
%
 

2
7
%
 

1
0
0
%
 

5
%
 

1
0
0
%
 

8
%
 

7
5
%
 

2
4
%
 

8
5
%
 

1
0
%
 

4
0
%
 

1
%
 

8
0
%
 

6
%
 

6
7
%
 

5
%
 

1
0
0
%
 

4
0
%
 

0
%
 

0
%
 

2
5
%
 

8
%
 

1
5
%
 

2
%
 

6
0
%
 

2
%
 

2
0
%
 

1
%
 

3
3
%
 

3
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

1
0
%
 

1
%
 

1
5
%
 

1
%
 

1
5
%
 

3
%
 

3
0
%
 

4
%
 

1
3
%
 

2
%
 

2
4
%
 

4
%
 

6
%
 

2
%
 

3
0
%
 

2
%
 

4
5
%
 

3
%
 

4
5
%
 

8
%
 

2
1
%
 

3
%
 

6
%
 

1
%
 

1
2
%
 

2
%
 

1
7
%
 

4
%
 

2
5
%
 

1
%
 

1
0
%
 

1
%
 

1
5
%
 

3
%
 

7
%
 

1
%
 

2
%
 

0
%
 

2
%
 

0
%
 

3
%
 

1
%
 

1
0
%
 

1
%
 

4
%
 

0
%
 

5
%
 

1
%
 

1
2
%
 

2
%
 

1
%
 

0
%
 

4
%
 

1
%
 

1
%
 

0
%
 

0
%
 

0
%
 

4
%
 

0
%
 

2
%
 

0
%
 

5
%
 

1
%
 

2
%
 

0
%
 

2
%
 

0
%
 

2
%
 

1
%
 

1
5
%
 

1
%
 

7
%
 

0
%
 

8
%
 

1
%
 

1
5
%
 

2
%
 

7
%
 

1
%
 

1
9
%
 

3
%
 

8
%
 

2
%
 

1
0
%
 

1
%
 

1
5
%
 

1
%
 

1
0
%
 

2
%
 

1
0
%
 

1
%
 

6
9
%
 

1
1
%
 

3
7
%
 

6
%
 

6
3
%
 

1
6
%
 

・
給

与
（

事
業

者
負

担
分

の
保

険
料

含
む

）
・

減
価

償
却

費
の

そ
の

他
（

建
物

付
属

設
備

）
・

賃
借

料
の

そ
の

他
（

営
業

車
両

事
務

機
器

、
建

物
賃

貸
料

）
・

物
件

費
（

福
祉

用
具

は
販

売
用

福
祉

用
具

、
そ

の
他

は
福

祉
用

具
以

外
）

・
本

社
経

費
（

他
の

科
目

に
分

散
し

て
計

上
し

て
い

る
）

・
そ

の
他

（
広

告
宣

伝
費

は
、

全
社

分
の

分
担

が
主

。
そ

の
他

に
は

一
般

管
理

費
含

む
）

8
.
0
%

0
.
0
%

1
6
.
0
%

1
0
0
.
0
%

4
3
.
0
%

6
.
0
%

2
7
.
0
%

Ｇ
－

１

関
東

0
.
0
%

Ｅ
－

４

関
東

Ｇ
－

２

九
州

・
減

価
償

却
費

（
消

毒
設

備
、

配
送

車
両

等
）

・
賃

借
料

（
親

会
社

か
ら

事
務

所
借

用
）

・
本

社
経

費
（

役
員

報
酬

、
営

業
本

部
費

用
（

一
般

管
理

費
を

売
り

上
げ

で
按

分
）

等
）

3
2
.
0
%

2
.
0
%

5
.
0
%

4
0
.
0
%

4
.
0
%

1
7
.
0
%

1
0
0
.
0
%

Ｇ
－

３

離
島

5
6
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
減

価
償

却
費

（
消

毒
設

備
、

配
送

車
両

等
）

・
賃

借
料

（
親

会
社

か
ら

事
務

所
借

用
）

・
本

社
経

費
（

役
員

報
酬

、
営

業
本

部
費

用
（

一
般

管
理

費
を

売
り

上
げ

で
按

分
）

等
）

・
そ

の
他

（
旅

費
・

交
通

費
が

含
ま

れ
て

お
り

、
島

嶼
（

と
う

し
ょ

）
部

を
持

た
な

い
事

業
所

の
5
倍

程
度

の
コ

ス
ト

が
か

か
っ

て
い

る
。

）

3
.
0
%

8
.
0
%

0
.
0
%

7
.
0
%

2
6
.
0
%

4
4
.
0
%

2
2
.
0
%

9
.
0
%

3
.
0
%

5
.
0
%

1
7
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
給

与
・

退
職

給
付

金
・

賞
与

・
福

利
厚

生
費

な
ど

含
む

。
）

・
賃

借
料

（
福

祉
用

具
は

レ
ン

タ
ル

卸
費

用
。

そ
の

他
は

家
賃

・
事

務
機

器
リ

ー
ス

料
含

む
。

）
・

物
件

費
（

福
祉

用
具

は
販

売
す

る
た

め
の

貯
蔵

品
。

そ
の

他
は

収
納

用
備

品
（

台
車

等
）

購
入

）
・

そ
の

他
○

広
告

宣
伝

費
（

カ
タ

ロ
グ

制
作

費
及

び
購

入
費

）
○

燃
料

費
（

ガ
ソ

リ
ン

・
車

両
レ

ン
タ

ル
費

）
○

光
熱

費
（

水
道

・
灯

油
費

）
○

研
修

費
（

会
議

・
諸

会
費

等
）

○
消

耗
品

費
（

事
務

用
具

・
消

毒
費

用
）

○
そ

の
他

（
配

送
料

・
振

込
手

数
料

）

Ｅ
－

３

北
海

道

9
.
0
%

1
6
.
0
%

3
2
.
0
%

7
.
0
%

Ｅ
－

１

北
陸

3
1
.
0
%

5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
減

価
償

却
費

（
特

殊
寝

台
と

消
毒

用
乾

燥
機

。
そ

の
他

は
車

両
の

減
価

償
却

費
）

・
賃

借
料

（
福

祉
用

具
は

レ
ン

タ
ル

卸
に

伴
う

費
用

で
、

そ
の

他
は

事
務

所
借

料
、

営
業

に
使

用
す

る
車

両
や

コ
ピ

ー
機

な
ど

）
・

物
件

費
（

販
売

す
る

た
め

の
用

具
、

住
宅

改
修

用
の

部
材

、
衛

生
材

料
品

。
そ

の
他

は
事

務
用

品
、

店
舗

装
飾

に
使

用
す

る
も

の
）

・
そ

の
他

○
広

告
費

に
は

カ
タ

ロ
グ

等
の

作
成

費
。

○
燃

料
費

に
は

車
両

の
ガ

ソ
リ

ン
、

オ
イ

ル
代

。
○

光
熱

費
に

は
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
、

暖
房

用
灯

油
な

ど
。

○
消

耗
品

費
に

は
福

祉
用

具
調

整
用

の
工

具
、

営
業

車
両

を
消

毒
す

る
た

め
の

器
具

。
○

そ
の

他
に

は
電

話
料

、
展

示
会

等
の

開
催

経
費

。

Ｅ
－

２

1
3
.
0
%

7
.
0
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
費

（
社

会
保

険
料

、
労

災
保

険
料

を
加

味
。

）
・

減
価

償
却

費
（

リ
ー

ス
を

利
用

し
て

い
る

た
め

、
資

産
の

償
却

は
な

い
。

）
・

賃
借

料
（

福
祉

用
具

調
達

の
他

は
、

車
両

の
リ

ー
ス

料
、

パ
ソ

コ
ン

の
リ

ー
ス

料
。

）
・

物
件

費
（

少
額

の
貸

与
用

福
祉

用
具

の
購

入
費

、
部

品
包

装
消

耗
品

等
。

）
・

そ
の

他
（

広
告

宣
伝

費
は

カ
タ

ロ
グ

代
を

含
む

。
燃

料
費

は
軽

油
税

を
含

む
。

）

5
2
.
0
%

0
.
0
%

1
6
.
0
%

1
2
.
0
%

東
北

・
減

価
償

却
費

（
現

在
、

特
殊

寝
台

（
１

４
台

）
と

電
動

車
い

す
（

５
台

）
に

つ
い

て
減

価
償

却
期

間
中

で
あ

り
、

費
用

は
按

分
し

て
い

る
。

（
富

山
営

業
所

は
１

２
．

８
％

）
そ

の
他

に
は

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
間

仕
切

り
の

償
却

費
。

）
・

賃
借

料
（

福
祉

用
具

は
レ

ン
タ

ル
卸

に
伴

う
費

用
で

、
そ

の
他

は
営

業
に

使
用

す
る

車
両

及
び

、
電

話
機

な
ど

の
事

務
機

器
に

係
る

費
用

）
・

物
件

費
（

販
売

す
る

た
め

の
福

祉
用

具
、

お
む

つ
等

の
衛

生
材

料
品

。
そ

の
他

に
は

台
車

、
店

舗
を

装
飾

す
る

た
め

の
物

件
購

入
）

・
そ

の
他

（
燃

料
費

に
は

車
両

の
ガ

ソ
リ

ン
代

。
そ

の
他

に
は

電
話

等
の

使
用

料
、

展
示

会
や

説
明

会
な

ど
の

経
費

。
消

耗
品

費
に

は
福

祉
用

具
調

整
用

の
工

具
、

事
務

用
品

、
名

刺
印

刷
代

）

7
.
0
%

2
.
0
%

1
4
.
0
%

1
0
0
.
0
%

6
4
.
0
%

3
.
0
%

1
0
.
0
%

Ｆ
－

１

北
陸

1
3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

Ｅ
．

支
出

構
造

給
与

費
　

 
正

規
雇

用
　

 
非

正
規

雇
用

減
価

償
却

費
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

賃
借

料
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

物
件

費
　

 
福

祉
用

具
　

 
そ

の
他

本
社

経
費

そ
の

他
　

 
広

告
宣

伝
費

　
 
燃

料
費

　
 
光

熱
水

料
費

　
 
研

修
会

参
加

費
　

 
健

康
診

断
費

　
 
消

耗
品

費
　

 
そ

の
他

計
Ｆ

．
主

要
な

構
成

内
容

等

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

6
5
.
2
%
 

2
8
%
 

9
6
%
 

2
6
%
 

3
4
.
8
%
 

1
5
%
 

4
%
 

1
%
 

9
3
.
9
%
 

6
%
 

9
5
%
 

1
%
 

6
.
1
%
 

0
%
 

5
%
 

0
%
 

2
1
.
1
%
 

5
%
 

6
1
%
 

8
%
 

7
8
.
9
%
 

1
9
%
 

3
9
%
 

5
%
 

0
.
0
%
 

0
%
 

8
0
%
 

4
2
%
 

0
.
0
%
 

0
%
 

2
0
%
 

1
1
%
 

3
.
0
%
 

1
%
 

4
6
%
 

2
%
 

1
.
2
%
 

0
%
 

1
9
%
 

1
%
 

4
.
1
%
 

1
%
 

1
5
%
 

1
%
 

0
.
2
%
 

0
%
 

8
%
 

0
%
 

0
.
0
%
 

0
%
 

7
%
 

0
%
 

5
.
5
%
 

1
%
 

5
%
 

0
%
 

8
6
.
0
%
 

1
8
%
 

0
%
 

0
%
 

5
.
2
%

2
0
.
6
%

1
0
0
.
0
%

・
給

与
（

法
定

福
利

費
、

賞
与

引
当

金
、

退
職

給
付

引
当

金
と

厚
生

費
等

）
・

減
価

償
却

費
（

貸
与

の
た

め
の

福
祉

用
具

の
減

価
償

却
費

、
店

舗
の

内
装

等
の

減
価

償
却

）
・

賃
借

料
（

貸
与

の
た

め
の

福
祉

用
具

の
リ

ー
ス

取
組

み
分

の
リ

ー
ス

料
、

営
業

車
両

や
事

務
機

器
の

リ
ー

ス
料

の
ほ

か
店

舗
の

家
賃

）
・

本
社

経
費

（
シ

ス
テ

ム
運

用
費

が
大

き
な

割
合

）
・

そ
の

他
○

広
告

宣
伝

費
は

、
カ

タ
ロ

グ
費

用
が

大
半

○
燃

料
費

は
、

車
両

ガ
ソ

リ
ン

代
○

そ
の

他
は

、
商

品
の

納
品

・
引

上
げ

等
の

運
賃

保
管

料
の

他
、

事
務

用
品

、
通

信
費

、
店

舗
の

修
繕

費
、

雑
費

を
計

上
。

そ
の

他
に

は
東

京
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
へ

の
支

払
。

売
上

ベ
ー

ス
で

費
用

を
配

分
し

て
い

る
。

Ｈ
－

１

関
東

4
3
.
4
%

6
.
8
%

2
4
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

Ｈ
－

２
*

関
西

2
7
.
0
%

1
.
0
%

1
3
.
0
%

5
3
.
0
%

2
.
0
%

4
.
0
%

・
給

与
費

（
事

業
主

が
負

担
し

て
い

る
、

社
会

保
険

料
や

労
災

保
険

料
、

退
職

の
た

め
の

引
当

金
等

も
こ

こ
に

含
め

て
い

る
。

）
・

減
価

償
却

費
（

レ
ン

タ
ル

品
の

原
価

償
却

費
）

・
賃

借
料

（
レ

ン
タ

ル
卸

か
ら

の
仕

入
、

建
物

の
賃

借
料

、
車

両
、

消
毒

用
機

器
、

事
務

機
器

等
の

リ
ー

ス
料

）
・

物
件

費
（

1
0
万

円
以

下
の

レ
ン

タ
ル

品
の

仕
入

も
こ

こ
に

含
め

て
い

る
）

・
本

社
経

費
（

役
員

報
酬

）

1
4
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

３
．

自
由

意
見

Ｂ
－

２

関
西

・
入

院
・

入
所

、
ま

た
タ

ー
ミ

ナ
ル

に
よ

る
早

期
引

上
げ

等
に

よ
る

影
響

を
受

け
る

。
・

お
盆

や
年

末
年

始
は

在
宅

で
過

ご
す

機
会

が
増

え
る

為
利

用
件

数
が

多
く

な
る

。
・

夏
か

ら
秋

に
か

け
て

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
等

の
入

浴
用

品
を

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

多
く

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
は

病
院

か
ら

在
宅

に
戻

れ
る

時
に

利
用

さ
れ

る
事

が
多

い
。

・
営

業
は

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

資
格

を
取

ら
せ

、
ま

た
個

人
の

ス
キ

ル
Ｕ

Ｐ
と

し
て

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
格

を
取

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

会
社

で
は

新
人

研
修

を
は

じ
め

人
材

育
成

の
研

修
や

、
ま

た
福

祉
用

具
、

住
宅

改
修

事
例

の
研

修
会

等
も

行
っ

て
い

る
。

※
独

自
の

シ
ス

テ
ム

と
し

て
は

、
本

部
か

ら
住

環
境

プ
ラ

ン
ナ

ー
（

建
築

士
）

を
派

遣
し

、
住

宅
改

修
の

プ
ラ

ニ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
。

・
事

務
担

当
を

時
間

性
で

2
人

体
制

を
と

っ
て

い
る

が
、

理
想

は
専

属
の

事
務

を
フ

ル
タ

イ
ム

で
1
名

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
担

当
（

現
状

は
営

業
が

行
っ

て
い

る
）

を
1
名

の
体

制
で

雇
い

た
い

。

・
冬

季
の

車
い

す
利

用
件

数
が

若
干

減
少

す
る

傾
向

に
あ

る
。

Ｂ
－

１

関
西

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
資

格
は

、
基

本
的

に
営

業
担

当
は

全
員

取
ら

せ
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
季

節
に

よ
り

、
入

退
院

・
入

所
等

に
よ

り
影

響
を

受
け

る
。

（
夏

・
冬

・
季

節
の

変
わ

り
目

が
多

い
）

・
例

年
１

、
２

月
は

入
院

・
入

所
・

死
亡

等
で

減
少

傾
向

に
あ

る
。

Ｄ
－

２

四
国

・
正

規
雇

用
者

に
は

専
門

相
談

員
の

資
格

を
取

ら
せ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

Ｃ
－

２

九
州

－

・
社

員
全

員
は

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
は

も
ち

ろ
ん

、
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

ほ
か

の
資

格
は

必
須

で
と

り
ま

す
。

・
ほ

か
に

ど
ん

ど
ん

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
新

し
い

資
格

を
と

る
こ

と
を

応
援

し
て

い
ま

す
。

・
資

格
取

得
に

つ
い

て
は

給
与

体
系

で
支

援
可

能
な

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
多

分
野

の
資

格
取

得
を

通
じ

て
社

員
の

人
間

性
に

幅
を

持
た

せ
る

こ
と

も
目

的
と

し
て

い
る

。

・
入

退
院

に
対

す
る

変
動

を
受

け
る

・
中

断
対

応
と

言
う

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
た

め
、

コ
ス

ト
が

掛
か

る
（

病
院

、
老

健
に

あ
わ

せ
３

ヶ
月

ま
で

）
・

末
期

ガ
ン

な
ど

の
利

用
者

が
制

度
の

変
更

後
増

え
た

が
、

２
週

間
お

き
の

抗
が

ん
剤

治
療

。
中

断
を

複
数

回
行

う
。

そ
の

事
務

作
業

も
大

き
い ・

お
盆

や
年

末
は

一
時

帰
宅

な
ど

の
利

用
希

望
が

あ
る

が
、

す
ぐ

に
引

き
上

げ
に

な
り

、
人

は
動

く
が

収
入

は
大

き
く

上
が

ら
な

い
・

年
間

通
し

て
季

節
に

よ
っ

て
利

用
さ

れ
る

も
の

に
大

き
な

違
い

は
感

じ
な

い
。

・
近

く
に

大
き

な
入

所
施

設
が

出
来

る
と

利
用

者
さ

ん
が

大
幅

に
減

る
こ

と
に

な
り

、
実

際
に

1
2
0
床

の
老

健
、

病
床

が
で

き
た

と
き

に
は

、
大

量
返

却
あ

り
。

Ｃ
－

１

東
海

中
国

Ｄ
－

１

・
入

退
院

・
死

亡
に

よ
っ

て
変

動
す

る
・

介
護

保
険

制
度

の
見

直
し

に
よ

り
変

動
（

１
０

月
分

の
請

求
額

前
年

同
月

比
８

３
％

）

・
レ

ン
タ

ル
営

業
部

門
・

住
宅

改
修

部
門

・
商

品
管

理
部

門
等

の
外

勤
者

（
１

５
名

）
は

全
員

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

資
格

を
所

有
。

・
福

祉
用

具
選

定
技

能
士

（
８

名
）

、
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

（
２

名
）

、
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

２
級

（
２

名
）

３
級

（
１

名
）

、
建

築
士

２
級

（
２

名
）

、
増

改
築

相
談

員
（

２
名

）
・

住
宅

改
修

は
建

築
の

専
門

家
が

設
計

監
理

・
施

工
を

実
施

対
象

地
域

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
．

収
入

の
変

動
要

因
に

つ
い

て

Ｂ
．

雇
用

上
の

考
え

方
に

つ
い

て

Ａ
－

２

・
年

間
通

じ
て

そ
れ

ほ
ど

変
動

す
る

こ
と

は
な

い
・

法
改

正
に

伴
い

利
用

期
間

が
短

期
化

す
る

傾
向

に
あ

る
・

保
険

給
付

の
対

象
外

と
な

っ
た

軽
度

者
の

一
部

は
一

般
レ

ン
タ

ル
で

継
続

し
て

い
る

が
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
行

え
て

い
な

い
・

ま
た

改
正

直
後

に
は

中
古

品
の

販
売

も
行

っ
た

。
現

在
も

希
望

者
に

は
安

価
で

販
売

し
て

い
る

。

・
全

て
の

者
に

専
門

相
談

員
の

資
格

は
も

た
せ

る
よ

う
に

し
て

い
る

・
義

肢
装

具
士

１
名

、
介

護
支

援
専

門
員

２
名

を
配

置
し

て
い

る

四
国

Ａ
－

１

中
国

・
介

護
保

険
制

度
の

改
正

に
よ

る
影

響
・

歪
み

が
あ

る
。

・
冬

場
は

雪
が

降
る

こ
と

も
あ

り
、

屋
外

利
用

タ
イ

プ
の

電
動

車
い

す
が

返
却

さ
れ

る
。

・
お

盆
や

年
末

の
一

時
帰

宅
の

方
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

は
ご

く
わ

ず
か

で
、

あ
っ

て
も

介
護

保
険

で
は

な
く

自
費

レ
ン

タ
ル

で
あ

る
。

・
正

社
員

に
は

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
を

取
得

さ
せ

て
い

る
。

・
ま

た
、

社
員

の
資

質
向

上
の

た
め

に
、

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
・

福
祉

用
具

選
定

技
能

士
等

を
含

め
研

修
を

受
け

さ
せ

て
い

る

1
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

３
．

自
由

意
見

対
象

地
域

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
．

収
入

の
変

動
要

因
に

つ
い

て

Ｂ
．

雇
用

上
の

考
え

方
に

つ
い

て
・

質
の

高
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
を

基
本

方
針

と
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
質

の
高

い
ス

タ
ッ

フ
を

安
定

的
に

確
保

す
る

た
め

に
雇

用
関

係
の

制
度

を
整

備
し

て
い

る
。

・
例

え
ば

育
児

休
業

制
度

な
ど

女
性

の
雇

用
継

続
制

度
を

全
社

で
制

度
整

備
し

て
い

る
。

・
事

業
所

ス
タ

ッ
フ

5
8
名

中
、

女
性

が
1
8
名

を
占

め
て

い
る

。

Ｇ
－

１

関
東

・
冬

場
は

、
死

亡
，

入
院

，
入

所
が

増
え

る
。

1
2
月

、
1

月
、

2
月

は
実

績
（

収
入

）
が

下
が

る
。

訪
問

、
回

収
、

消
毒

な
ど

は
発

生
し

て
い

る
の

で
、

仕
事

の
ト

ー
タ

ル
量

は
変

わ
ら

な
い

。
・

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

方
な

ど
レ

ン
タ

ル
期

間
が

短
い

利
用

者
が

増
え

る
。

・
用

具
の

ア
イ

テ
ム

増
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
水

準
向

上
な

ど
を

背
景

と
し

て
、

レ
ン

タ
ル

期
間

短
期

化
の

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

Ｅ
－

４

関
東

・
入

退
院

に
よ

る
影

響
を

受
け

る
。

・
冬

場
は

入
院

・
死

亡
・

引
上

げ
が

多
く

な
る

。
・

冬
場

は
引

き
上

げ
が

多
い

。

・
ほ

ぼ
全

員
中

途
採

用
・

事
業

拡
大

に
応

じ
て

業
歴

・
資

格
を

有
す

る
人

材
を

採
用

す
る

。
住

宅
改

修
担

当
と

し
て

建
築

士
な

ど
。

・
貸

与
事

業
は

、
経

験
・

経
歴

問
わ

ず
、

や
る

気
や

熱
意

で
採

用
。

・
冬

季
は

死
亡

者
が

多
く

、
短

期
で

の
返

却
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

る
。

・
冬

季
の

電
動

車
い

す
の

返
却

は
、

南
国

の
た

め
多

く
は

無
い

が
確

実
に

存
在

す
る

。
・

南
国

の
た

め
高

齢
者

に
過

酷
な

季
節

は
冬

で
は

な
く

夏
で

あ
り

、
夏

入
所

に
よ

る
返

却
と

い
う

ケ
ー

ス
が

見
ら

れ
る

。

Ｇ
－

２

九
州

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

は
正

規
雇

用
者

全
員

が
取

得
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

・
工

場
の

消
毒

担
当

者
（

専
従

）
は

専
門

相
談

員
の

資
格

を
持

た
な

い
。

・
定

着
率

は
良

好
（

1
5
0
人

中
３

～
４

人
の

退
職

に
留

ま
る

）
・

営
業

担
当

者
は

一
人

当
た

り
2
0
0
～

3
0
0
名

の
利

用
者

を
担

当
す

る
こ

と
も

あ
る

。
平

均
で

も
1
5
0
名

を
超

え
る

担
当

利
用

者
を

持
つ

。
そ

の
た

め
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

担
当

は
専

従
の

チ
ー

ム
を

置
き

、
営

業
担

当
と

は
分

離
し

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

は
正

規
雇

用
者

全
員

が
取

得
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

・
工

場
の

消
毒

担
当

者
（

専
従

）
は

専
門

相
談

員
の

資
格

を
持

た
な

い
。

・
定

着
率

は
良

好
（

1
5
0
人

中
３

～
４

人
の

退
職

に
留

ま
る

）
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

担
当

は
専

従
の

チ
ー

ム
を

置
き

、
営

業
担

当
と

は
分

離
し

て
い

る
。

Ｇ
－

３

離
島

・
夏

季
利

用
が

減
る

。
暑

い
の

で
入

院
・

入
所

が
増

え
る

（
6
月

～
9
月

）
。

・
台

風
を

避
け

て
い

る
印

象
も

あ
る

。

Ｅ
－

３

北
海

道

・
冬

季
期

間
に

お
け

る
屋

外
用

車
い

す
、

歩
行

器
の

返
却

が
多

い
。

（
１

０
月

末
か

ら
１

２
月

中
旬

に
か

け
て

、
１

ヶ
月

８
０

件
程

）
・

特
定

施
設

（
ケ

ア
ハ

ウ
ス

等
）

の
開

設
が

目
立

ち
、

在
宅

生
活

者
が

減
少

傾
向

に
あ

る
。

・
社

員
の

雇
用

に
あ

た
っ

て
は

、
原

則
契

約
社

員
を

採
用

し
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

経
験

者
を

優
先

し
て

い
る

。
・

住
宅

改
修

の
知

識
・

技
術

向
上

の
た

め
、

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
２

級
以

上
取

得
を

目
指

す
よ

う
教

育
指

導
し

て
い

る
。

Ｅ
－

１

北
陸

・
入

退
院

の
よ

る
影

響
を

受
け

る
。

・
冬

場
は

施
設

に
入

所
す

る
の

か
、

病
院

に
入

院
す

る
た

め
、

利
用

件
数

が
減

少
傾

向
に

あ
る

。
・

冬
場

の
降

雪
に

よ
り

電
動

カ
ー

ト
、

電
動

車
い

す
、

車
い

す
、

ス
ロ

ー
プ

が
使

用
で

き
な

い
た

め
、

屋
外

使
用

の
利

用
者

か
ら

大
半

が
返

却
さ

れ
る

。
・

お
盆

や
年

末
な

ど
は

、
在

宅
で

過
ご

す
機

会
が

増
え

る
た

め
、

利
用

件
数

が
一

時
的

に
増

加
す

る
傾

向
に

あ
る

。

・
当

店
舗

で
は

、
社

員
全

員
に

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

資
格

を
採

ら
せ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

最
近

住
宅

改
修

を
希

望
さ

れ
る

利
用

者
が

増
え

て
お

り
、

建
築

に
つ

い
て

知
識

を
も

っ
て

い
る

者
を

採
用

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
の

強
化

を
要

求
さ

れ
て

お
り

、
増

員
を

検
討

し
て

い
る

。
（

現
在

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
１

人
）

Ｅ
－

２

東
北

・
入

退
院

に
よ

る
影

響
。

・
冬

季
期

間
（

1
1
～

4
月

）
は

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

利
用

す
る

た
め

、
車

い
す

・
歩

行
関

連
商

品
の

利
用

が
減

る
。

・
冬

季
は

外
で

車
い

す
が

利
用

で
き

な
い

の
で

、
貸

出
が

減
る

。
・

お
盆

・
年

末
は

在
宅

で
過

ご
さ

れ
る

方
が

増
え

、
商

品
の

利
用

が
増

え
る

。

・
資

格
取

得
を

目
指

す
。

（
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

、
福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

（
全

社
員

の
目

標
）

、
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
ヘ

ル
パ

ー
等

）
・

入
社

後
3
ヶ

月
ほ

ど
の

研
修

を
経

て
、

社
会

人
と

し
て

の
必

要
最

低
限

の
学

習
を

し
、

各
部

門
へ

配
属

と
な

る
。

（
車

い
す

部
門

は
採

寸
等

の
技

術
の

取
得

が
必

要
で

あ
る

た
め

3
ヶ

月
以

上
の

研
修

期
間

に
な

る
。

）

Ｆ
－

１

北
陸

・
入

退
院

に
よ

る
影

響
を

受
け

る
・

冬
場

は
施

設
に

入
所

す
る

の
か

、
利

用
件

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
・

お
盆

や
年

末
な

ど
は

、
在

宅
で

過
ご

す
機

会
が

増
え

る
た

め
、

利
用

件
数

が
増

加
す

め
傾

向
に

あ
る

・
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

は
夏

場
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

は
冬

場
と

い
う

よ
う

に
、

季
節

に
よ

っ
て

利
用

さ
れ

る
用

具
に

傾
向

が
あ

る
・

介
護

保
険

制
度

の
改

訂
に

よ
り

ベ
ッ

ド
、

車
椅

子
が

要
支

援
・

介
護

度
Ⅰ

の
対

象
か

ら
除

か
れ

た
為

台
数

が
減

少
、

貸
与

月
数

が
減

り
搬

出
の

頻
度

が
大

き
く

あ
が

っ
た

・
弊

社
で

は
、

社
員

全
員

に
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
資

格
を

採
ら

せ
る

よ
う

に
し

て
い

る
・

福
祉

住
環

境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
２

級
を

取
得

さ
せ

る ・
上

記
資

格
取

得
を

推
進

す
る

た
め

、
入

社
後

の
教

育
機

会
の

提
供

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
る

。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

３
．

自
由

意
見

対
象

地
域

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
．

収
入

の
変

動
要

因
に

つ
い

て

Ｂ
．

雇
用

上
の

考
え

方
に

つ
い

て

関
東

・
冬

場
は

、
死

亡
や

入
院

等
に

よ
り

収
入

が
減

少
の

傾
向

に
あ

る
。

冬
場

の
減

少
程

度
は

年
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

１
，

２
月

は
前

月
実

績
を

下
回

る
こ

と
も

あ
る

。
・

夏
場

も
あ

る
程

度
の

減
少

傾
向

は
あ

る
。

・
こ

れ
ら

は
全

店
同

様
の

傾
向

で
あ

る
。

・
正

規
、

非
正

規
を

問
わ

ず
全

員
が

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

資
格

を
取

得
。

・
営

業
担

当
に

は
、

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
を

取
得

さ
せ

て
い

る
。

Ｈ
－

１
Ｈ

－
２

*

関
西

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

に
伴

う
利

用
が

増
え

つ
つ

あ
る

・
営

業
エ

リ
ア

に
寒

冷
地

が
あ

り
季

節
に

よ
っ

て
施

設
入

所
が

増
加

す
る

。
ま

た
寒

冷
地

で
は

外
出

を
控

え
る

利
用

者
が

増
え
る

・
当

社
で

は
、

営
業

内
勤

者
や

物
流

担
当

社
員

に
も

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の

資
格

を
採

ら
せ

る
よ

う
に

考
え

て
い

る ・
最

近
住

宅
改

修
を

希
望

さ
れ

る
利

用
者

が
増

え
て

お
り

、
福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
資

格
取

得
を

す
す

め
て

い
る

・
介

護
報

酬
の

請
求

業
務

は
、

あ
る

程
度

の
経

験
と

ト
ー

タ
ル

的
知

識
が

必
要

1
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

地
域

Ｂ
－

２

関
西

・
東

大
阪

市
（

レ
ン

タ
ル

配
達

が
多

い
）

と
奈

良
市

内
（

別
レ

ン
タ

ル
配

送
が

多
い

）
に

配
送

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
、

近
畿

圏
内

に
あ

る
店

舗
（

F
C
店

を
含

む
）

を
ま

か
な

っ
て

い
る

。
・

組
み

立
て

が
必

要
な

主
に

ベ
ッ

ド
等

は
配

送
担

当
者

が
利

用
者

宅
へ

配
送

を
行

う
。

・
そ

の
際

に
は

営
業

マ
ン

も
伺

い
、

商
品

の
取

扱
い

説
明

や
適

合
判

断
を

行
い

ま
す

が
、

時
間

が
合

わ
な

い
と

き
に

は
配

送
担

当
者

が
商

品
説

明
を

行
い

、
後

に
営

業
マ

ン
が

適
合

判
断

を
行

う
。

・
東

大
阪

市
と

奈
良

市
内

に
消

毒
セ

ン
タ

ー
が

あ
り

近
畿

県
内

に
あ

る
店

舗
（

Ｆ
Ｃ

店
含

む
）

を
ま

か
な

っ
て

い
る

。

・
商

品
管

理
や

メ
ン

テ
ナ

ス
の

面
で

対
応

で
き

な
い

と
判

断
し

た
為

。
・

在
庫

を
お

く
ス

ペ
ー

ス
が

無
い

為
。

・
本

社
配

送
セ

ン
タ

ー
に

依
頼

し
て

い
る

。
（

車
い

す
・

歩
行

器
は

営
業

が
行

く
こ

と
が

多
い

。
セ

ン
タ

ー
納

品
時

も
契

約
を

結
ぶ

必
要

が
あ

り
、

営
業

は
立

ち
会

う
。

）
（

引
上

げ
は

、
配

送
セ

ン
タ

ー
が

直
接

利
用

者
宅

へ
引

上
げ

る
こ

と
も

あ
る

が
、

営
業

が
引

き
上

げ
て

店
舗

で
一

時
商

品
を

預
か

り
、

後
日

配
送

セ
ン

タ
ー

で
店

舗
に

回
収

し
て

も
ら

う
こ

と
も

あ
る
。
）

・
本

社
配

送
セ

ン
タ

ー
に

依
頼

し
て

い
る

。

Ｂ
－

１

関
西

・
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

店
で

あ
る

た
め

。
・

特
殊

寝
台

と
付

属
品

に
つ

い
て

は
、

消
毒

設
備

や
管

理
面

・
資

金
面

等
を

考
慮

し
て

グ
ル

ー
プ

企
業

よ
り

賃
借

し
て

い
る

。

・
営

業
担

当
者

が
兼

務
し

て
い

る
。

・
卸

商
品

は
、

納
品

・
回

収
時

と
も

に
卸

元
ま

で
取

り
に

行
っ

て
い

る
。

・
特

殊
寝

台
以

外
に

つ
い

て
は

、
自

社
で

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

担
当

者
が

消
毒

・
管

理
し

て
い

る
。

エ
ア

マ
ッ

ト
等

、
よ

り
細

や
か

な
洗

浄
が

必
要

な
商

品
は

グ
ル

ー
プ

企
業

に
委

託
し

て
い

る
。

・
レ

ン
タ

ル
卸

の
福

祉
用

具
は

そ
の

ま
ま

卸
元

に
返

却
し

て
い

る
。

Ｄ
－

２

四
国

・
卸

先
に

返
却

。

・
基

本
は

卸
先

に
自

社
ま

で
商

品
を

持
っ

て
き

て
も

ら
い

、
そ

こ
か

ら
は

自
社

配
送

し
、

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
す

る
。

・
特

殊
寝

台
は

利
用

者
宅

ま
で

卸
先

が
配

送
し

、
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

、
説

明
、

契
約

は
自

社
で

行
う

。

Ｃ
－

２

九
州

消
毒

設
備

を
整

え
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

。

・
配

送
は

原
則

、
営

業
担

当
者

が
自

宅
な

ど
に

配
送

を
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

配
送

時
に

利
用

者
へ

の
契

約
行

為
や

家
族

、
本

人
へ

の
説

明
、

注
意

事
項

を
説

明
し

て
案

内
し

ま
す

。
当

然
資

格
を

持
っ

た
人

間
で

対
応

し
ま

す
。

・
事

業
所

か
ら

1
時

間
以

上
離

れ
た

顧
客

は
居

な
い

た
め

、
即

日
配

送
も

出
来

る
限

り
応

え
ら

れ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

・
自

社
物

件
の

一
部

は
、

自
社

の
消

毒
セ

ン
タ

ー
で

対
応

し
ま

す
。

・
車

い
す

の
大

半
は

メ
ー

カ
ー

の
消

毒
施

設
へ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

も
含

め
て

委
託

を
し

て
い

ま
す

。
・

レ
ン

タ
ル

卸
の

商
品

は
、

一
次

保
管

場
所

に
保

管
の

後
、

そ
の

ま
ま

卸
元

に
返

却
し

ま
す

。

Ｃ
－

１

東
海

・
商

品
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

増
や

し
、

利
用

者
さ

ん
の

選
択

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
。

・
消

毒
に

お
け

る
初

期
投

資
を

減
ら

す
た

め
（

マ
ッ

ト
レ

ス
洗

浄
器

は
高

額
）

・
即

日
の

納
品

対
応

の
必

要
の

無
い

も
の

を
レ

ン
タ

ル
卸

と
し

、
そ

の
場

で
納

品
希

望
は

、
在

庫
で

持
つ

よ
う

に
し

て
い

る

Ｄ
－

１

中
国

・
特

殊
寝

台
・

車
い

す
の

主
力

商
品

は
リ

ー
ス

（
自

社
商

品
）

、
そ

の
他

は
レ

ン
タ

ル
卸

を
利

用
・

介
護

制
度

改
定

の
１

年
半

前
に

新
規

投
資

（
リ

ー
ス

で
の

特
殊

寝
台

の
仕

入
れ

）
を

中
止

し
、

レ
ン

タ
ル

の
増

加
分

は
１

０
０

％
レ

ン
タ

ル
卸

の
利

用
に

切
り

替
え

た
。

・
１

０
０

％
自

社
配

送
・

自
社

納
品

で
品

質
を

確
保

・
自

社
商

品
は

自
社

で
、

レ
ン

タ
ル

卸
は

卸
元

で
消

毒
す

る
。

Ｅ
．

消
毒

業
務

の
実

施
方

法

Ｄ
．

配
送

業
務

の
実

施
方

法
に

つ
い

て

Ｃ
．

レ
ン

タ
ル

卸
を

利
用

し
て

い
る

理
由

Ａ
－

２

四
国

・
資

金
力

が
な

く
て

も
新

商
品

へ
の

対
応

が
迅

速
に

で
き

る ・
長

い
目

で
見

た
場

合
に

は
、

購
入

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
。

・
最

近
で

は
保

管
庫

を
設

け
て

、
で

き
る

だ
け

自
己

保
有

に
切

り
替

え
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

・
保

管
庫

は
隣

接
す

る
借

地
に

あ
る

。
レ

ン
タ

ル
卸

分
も

そ
こ

へ
納

品
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

・
居

宅
へ

は
必

ず
当

社
の

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
が

配
送

し
て

い
る

。

・
す

べ
て

外
部

に
委

託
し

て
い

る
。

・
最

低
で

も
年

に
１

度
は

現
場

を
視

察
に

行
っ

て
い

る
。

Ａ
－

１

中
国

・
金

銭
面

が
筆

頭
に

挙
げ

ら
れ

る
。

・
本

来
は

自
社

レ
ン

タ
ル

で
貸

与
事

業
が

で
き

る
の

が
い

い
と

は
思

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
商

品
を

仕
様

変
更

の
た

び
毎

な
ど

、
新

規
に

頻
繁

に
導

入
す

る
の

は
経

営
上

極
め

て
苦

し
い

。
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

必
要

な
こ

と
（

帳
票

の
用

意
等

）
を

総
合

的
に

判
断

し
て

、
レ

ン
タ

ル
卸

を
採

用
す

る
に

至
っ

た
。

・
全

て
社

員
に

て
配

送
を

行
っ

て
い

る
。

（
レ

ン
タ

ル
卸

と
は

、
店

先
納

品
の

契
約

。
）

・
道

が
細

く
道

路
の

整
備

状
況

も
悪

く
、

利
用

者
宅

ま
で

近
づ

け
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

・
雪

が
降

る
と

予
定

が
狂

っ
て

し
ま

う
。

・
レ

ン
タ

ル
卸

の
も

の
は

レ
ン

タ
ル

卸
先

に
依

頼
し

て
い

る
。

・
自

社
所

有
の

商
品

は
自

社
に

て
消

毒
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

っ
て

い
る

。
（

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

要
員

は
い

な
い

。
)
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

地
域

Ｅ
．

消
毒

業
務

の
実

施
方

法

Ｄ
．

配
送

業
務

の
実

施
方

法
に

つ
い

て

Ｃ
．

レ
ン

タ
ル

卸
を

利
用

し
て

い
る

理
由

・
自

社
の

専
用

配
送

車
両

で
行

っ
て

い
る

。
１

車
両

2
人

配
送

担
当

者
体

制
（

駐
車

禁
止

対
応

）
で

運
行

。
・

配
送

担
当

者
も

利
用

者
に

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
・

説
明

等
を

す
る

た
め

専
門

職
と

位
置

づ
け

て
お

り
、

1
6
区

別
を

エ
リ

ア
別

に
分

け
担

当
と

し
て

い
る

。

・
全

て
自

社
設

備
で

処
理

し
て

い
る

。
事

業
所

１
F
フ

ロ
ア

ー
が

衛
生

管
理

セ
ン

タ
ー

と
な

っ
て

お
り

、
電

解
水

消
毒

設
備

を
有

し
て

い
る

。
・

シ
ル

バ
ー

サ
ー

ビ
ス

振
振

興
会

の
消

毒
管

理
認

定
マ

ー
ク

を
全

国
で

最
初

に
取

得
し

て
い

る
。

・
衛

生
管

理
セ

ン
タ

ー
は

全
国

に
９

箇
所

あ
る

が
、

東
京

東
営

業
所

は
１

事
業

所
対

応
で

衛
生

管
理

セ
ン

タ
ー

を
有

し
て

い
る

。Ｇ
－

１

関
東

－

・
県

内
に

あ
る

各
営

業
所

の
配

送
に

つ
い

て
は

本
社

配
送

に
て

対
応

し
て

い
る

。
・

配
送

車
両

数
は

2
0
台

程
度

（
ハ

イ
エ

ー
ス

1
5
・

バ
ン

5
）

を
保

有
し

て
い

る
。

・
納

品
（

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
含

む
）

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
全

て
専

門
相

談
員

の
資

格
者

が
対

応
し

て
い

る
。

・
県

内
に

あ
る

各
営

業
所

の
消

毒
に

つ
い

て
は

、
本

社
物

流
セ

ン
タ

ー
に

て
一

括
で

対
応

し
て

い
る

。
・

物
流

セ
ン

タ
ー

は
本

社
併

設
施

設
と

し
て

整
備

し
た

。

Ｅ
－

４

関
東

－

Ｇ
－

２

九
州

・
消

毒
設

備
は

各
事

業
所

に
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

在
庫

の
集

中
管

理
を

進
め

て
お

り
、

消
毒

も
本

社
で

集
中

的
に

行
う

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

・
自

社
で

配
送

し
て

い
る

。
・

在
庫

は
本

社
集

中
化

を
進

め
て

お
り

、
適

宜
各

事
業

所
へ

配
送

し
て

い
る

。

－

Ｇ
－

３

離
島

－ ・
コ

ン
テ

ナ
に

つ
め

て
鹿

児
島

の
本

社
と

や
り

と
り

を
し

て
い

る
。

名
瀬

営
業

所
か

ら
利

用
者

宅
ま

で
は

自
社

配
送

。
・

小
物

は
名

瀬
に

在
庫

。
大

型
商

品
は

都
度

本
社

と
や

り
取

り
す

る
。

（
人

気
商

品
は

少
数

在
庫

が
あ

る
の

で
即

日
対

応
可

能
）

・
奄

美
大

島
よ

り
さ

ら
に

遠
隔

の
離

島
に

つ
い

て
は

定
期

航
路

船
舶

や
海

上
タ

ク
シ

ー
等

を
活

用
し

て
配

送
を

行
う

。

・
同

上
。

・
消

毒
設

備
、

ス
タ

ッ
フ

を
名

瀬
で

も
持

っ
て

い
る

の
で

、
小

物
に

つ
い

て
は

名
瀬

で
対

応
可

能
。

・
レ

ン
タ

ル
品

は
自

社
消

毒
（

セ
ン

タ
ー

）
で

行
っ

て
い

る
。

・
レ

ン
タ

ル
卸

品
は

卸
元

に
返

却
し

て
い

る
。

・
営

業
所

内
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

１
つ

の
配

送
セ

ン
タ

ー
（

営
業

所
併

設
）

で
行

っ
て

い
る

。
・

基
本

的
に

専
門

相
談

員
（

外
回

り
担

当
）

が
配

送
・

適
合

を
行

っ
て

い
る

が
、

緊
急

性
の

高
い

場
合

、
も

し
く

は
担

当
者

不
在

の
場

合
は

、
配

送
セ

ン
タ

ー
（

商
品

管
理

・
消

毒
担

当
）

が
行

う
。

Ｅ
－

３

北
海

道

経
営

改
善

を
図

る
た

め
、

小
額

資
産

（
１

０
万

円
以

下
）

に
つ

い
て

は
レ

ン
タ

ル
卸

を
優

先
し

て
い

る
。

・
県

内
に

あ
る

同
一

店
舗

を
一

つ
の

消
毒

セ
ン

タ
ー

で
ま

か
な

っ
て

い
る

。
・

レ
ン

タ
ル

卸
の

福
祉

用
具

は
、

そ
の

ま
ま

卸
元

に
返

却
し

て
い

る

Ｅ
－

１

北
陸

・
季

節
要

因
や

利
用

頻
度

が
少

な
い

為
、

在
庫

を
持

ち
た

く
な

い
。

・
管

理
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
複

雑
で

、
自

己
保

有
す

べ
き

で
な

い
と

判
断

し
た

も
の

。

・
洗

浄
・

消
毒

セ
ン

タ
ー

、
倉

庫
の

あ
る

事
業

所
よ

り
県

内
の

店
舗

に
配

送
し

て
い

る
。

・
即

日
、

休
日

納
品

、
引

上
げ

を
希

望
さ

れ
る

方
も

お
り

、
各

店
舗

に
は

小
規

模
な

倉
庫

を
併

設
し

て
い

る
。

・
利

用
申

し
込

み
に

応
じ

て
、

基
本

的
に

は
担

当
営

業
が

配
達

・
設

置
・

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
等

を
行

い
、

適
合

判
定

を
行

っ
て

い
る

。

Ｅ
－

２

東
北

・
商

品
ラ

イ
ン

ア
ッ

プ
の

充
実

化
を

図
る

。

・
利

用
申

し
込

み
に

応
じ

て
担

当
営

業
が

配
送

・
回

収
す

る
。

（
本

社
に

中
央

倉
庫

が
あ

り
、

当
支

店
に

は
保

管
庫

的
な

も
の

が
あ

る
。

）

・
回

収
し

た
商

品
は

、
一

時
当

支
店

保
管

庫
に

て
預

か
り

、
本

社
の

消
毒

セ
ン

タ
ー

へ
チ

ャ
ー

タ
ー

便
で

送
る

。
・

当
支

店
で

は
消

毒
を

行
っ

て
い

な
い

。

・
レ

ン
タ

ル
卸

の
福

祉
用

具
は

、
そ

の
ま

ま
卸

元
に

返
却

し
て

い
る

・
定

め
ら

れ
た

保
管

場
所

で
保

管
す

る
・

消
毒

業
務

は
本

社
一

括
で

管
理

し
て

い
る

Ｆ
－

１

北
陸

・
標

準
形

以
外

は
自

社
在

庫
と

し
な

い
・

貸
与

頻
度

の
少

な
い

商
品

は
在

庫
と

し
な

い

・
利

用
申

し
込

み
に

応
じ

て
、

基
本

的
に

は
、

配
送

担
当

者
が

居
宅

へ
配

送
を

行
う

。
そ

の
際

に
は

、
担

当
営

業
マ

ン
も

居
宅

で
落

ち
合

い
、

適
合

判
定

を
行

っ
て

い
る ・

時
に

は
、

即
日

納
品

を
希

望
さ

れ
る

方
も

お
り

、
配

送
担

当
者

が
現

地
ま

で
届

け
る

・
引

き
上

げ
時

も
納

品
と

同
様

に
配

送
担

当
者

、
担

当
営

業
マ

ン
の

ペ
ア

で
対

応
す

る
。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

地
域

Ｅ
．

消
毒

業
務

の
実

施
方

法

Ｄ
．

配
送

業
務

の
実

施
方

法
に

つ
い

て

Ｃ
．

レ
ン

タ
ル

卸
を

利
用

し
て

い
る

理
由

関
東

－ ・
東

京
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
で

配
送

（
納

品
、

引
上

）
を

一
括

し
て

対
応

。
（

セ
ン

タ
ー

の
配

送
エ

リ
ア

は
、

東
京

、
山

梨
、

埼
玉

の
一

部
。

）
・

東
京

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

全
体

で
は

４
０

人
程

度
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

・
当

事
業

所
所

管
地

区
の

要
員

は
5
～

6
名

。

・
東

京
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
で

消
毒

を
一

括
し

て
実

施
。

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
は

全
国

に
2
0
箇

所
配

置
さ

れ
て

い
る

。
大

都
市

は
営

業
所

と
別

に
拠

点
セ

ン
タ

ー
、

地
方

で
は

営
業

所
と

併
設

の
形

。

Ｈ
－

１
Ｈ

－
２

*

関
西

・
消

毒
業

務
は

Ａ
店

舗
に

併
設

す
る

消
毒

室
で

一
括

し
て

行
っ

て
い

る
・

但
し

、
車

い
す

は
専

門
的

な
メ

ン
テ

が
必

要
で

、
対

応
が

困
難

な
た

め
外

部
委

託
し

て
い

る
・

ま
た

レ
ン

タ
ル

卸
の

福
祉

用
具

は
、

そ
の

ま
ま

卸
元

に
返

却
し

て
い

る

・
電

動
車

い
す

は
、

メ
ン

テ
が

専
門

的
で

高
い

技
術

を
要

す
る

た
め

・
リ

フ
ト

に
は

大
型

品
が

あ
り

、
搬

入
や

搬
出

に
苦

慮
す

る
た

め
・

手
す

り
は

自
社

保
有

す
る

よ
り

、
レ

ン
タ

ル
卸

の
方

が
効

率
的

と
判

断
し

た
た

め

・
全

て
の

店
舗

（
５

店
舗

）
の

在
庫

は
、

本
社

併
設

の
中

央
倉

庫
で

一
括

管
理

し
て

い
る ・

必
要

に
応

じ
て

各
店

補
の

支
店

倉
庫

に
移

送
し

て
い

る
・

各
店

舗
で

は
利

用
申

し
込

み
に

応
じ

て
、

支
店

倉
庫

か
ら

営
業

担
当

者
が

直
接

居
宅

へ
搬

入
し

、
そ

の
場

で
適

合
判

定
を

行
っ

て
い

る
・

即
日

納
品

を
希

望
す

る
人

も
お

り
、

専
門

相
談

員
の

資
格

を
も

つ
商

品
管

理
の

担
当

者
が

居
宅

へ
搬

入
す

る
こ

と
も

あ
る

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

・
退

院
に

よ
り

介
護

環
境

を
整

え
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

即
日

納
品

等
を

求
め

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

。
・

車
イ

ス
は

無
償

で
保

険
を

つ
け

て
い

る
。

電
動

だ
け

で
な

く
手

動
車

イ
ス

に
も

対
応

。
レ

ン
タ

ル
前

の
お

試
し

期
間

に
も

適
用

。
・

マ
ッ

ト
レ

ス
は

、
水

洗
い

を
推

進
。

（
こ

ち
ら

の
基

準
を

卸
会

社
に

準
拠

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。
）

・
シ

ル
バ

ー
マ

ー
ク

取
得

。

Ｂ
－

２

関
西

Ｂ
－

１

・
貸

与
事

業
は

レ
ン

タ
ル

料
金

が
自

由
価

格
で

あ
り

、
当

社
の

値
段

設
定

は
標

準
的

価
格

。
（

地
域

最
安

値
で

は
な

い
。

）
・

標
準

的
価

格
の

理
由

は
、

P
T
を

雇
い

（
近

畿
の

貸
与

事
業

所
で

2
件

く
ら

い
し

か
P
T

を
雇

用
し

て
い

な
い

）
、

消
毒

設
備

を
充

実
さ

せ
て

い
る

等
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
重

視
し

て
い

る
。

・
高

齢
者

の
詐

欺
が

世
間

的
に

も
多

く
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
訪

問
を

拒
否

・
嫌

う
方

も
い

る
。

関
西

四
国

Ｄ
－

２

・
即

日
納

品
の

依
頼

が
多

く
、

最
優

先
で

対
応

し
て

い
る

状
況

。

Ｃ
－

２

九
州

・
公

定
価

格
で

は
な

く
、

自
由

価
格

で
あ

る
点

。
他

サ
ー

ビ
ス

は
価

格
が

決
ま

っ
て

い
る

の
で

、
他

事
業

者
と

の
差

別
化

は
サ

ー
ビ

ス
の

質
に

な
る

が
、

福
祉

用
具

貸
与

は
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

か
ら

価
格

の
こ

と
し

か
求

め
ら

れ
な

い
。

Ｃ
－

１

・
即

日
の

納
品

や
、

翌
日

の
納

品
は

当
り

ま
え

の
た

め
在

庫
で

持
つ

商
品

郡
は

一
通

り
置

い
て

い
る

。
・

お
客

様
の

、
紹

介
先

ケ
ア

マ
ネ

か
ら

の
お

試
し

依
頼

を
受

け
る

こ
と

も
多

く
、

そ
の

た
め

の
在

庫
も

多
数

要
し

て
い

る
。

そ
の

辺
り

で
コ

ス
ト

が
掛

か
る

。
・

レ
ン

タ
ル

中
の

入
院

の
場

合
は

中
断

対
応

（
3
ヶ

月
ま

で
）

が
あ

り
結

構
な

件
数

が
中

断
し

て
い

ま
す

。
・

商
品

の
故

障
や

破
損

、
磨

耗
は

日
常

茶
飯

事
で

、
そ

れ
に

よ
る

交
換

の
コ

ス
ト

は
年

々
増

大
し

て
い

ま
す

。
レ

ン
タ

ル
で

商
品

を
案

内
し

ま
す

が
、

か
え

っ
て

来
た

商
品

は
再

度
レ

ン
タ

ル
差

し
上

げ
る

に
耐

え
な

い
形

で
帰

っ
て

く
る

こ
と

が
多

く
お

客
様

に
費

用
負

担
を

求
め

る
に

も
、

求
め

に
く

く
（

ケ
ア

マ
ネ

の
存

在
な

ど
）

結
果

的
に

泣
く

こ
と

が
多

い
で

す
。

東
海

－

Ｄ
－

１

中
国

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｆ
．

支
出

面
に

お
け

る
事

項

Ａ
－

２

四
国

－

Ａ
－

１

中
国

・
何

か
問

題
が

発
生

す
る

た
び

に
、

利
用

者
の

た
め

の
改

正
で

は
な

く
、

管
理

の
た

め
の

仕
事

と
思

わ
れ

る
重

複
作

業
が

増
え

、
如

何
に

福
祉

の
ビ

ジ
ネ

ス
と

は
言

う
も

の
の

他
の

事
業

で
は

あ
り

え
な

い
仕

事
の

た
め

の
仕

事
で

と
て

も
採

算
云

々
の

事
業

で
は

な
い

の
が

現
状

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
介

護
保

険
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

と
比

較
し

て
も

一
人

当
た

り
の

利
用

料
は

低
く

、
料

金
に

対
す

る
管

理
費

用
は

大
き

い
。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｆ
．

支
出

面
に

お
け

る
事

項
・

人
に

も
環

境
に

も
や

さ
し

い
洗

浄
・

消
毒

シ
ス

テ
ム

を
採

用
し

て
い

ま
す

。
・

3
6
5
日

無
休

で
約

６
０

名
の

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
を

配
置

し
、

ご
利

用
者

中
心

の
万

全
の

体
制

を
整

え
て

い
ま

す
。

・
3
ケ

月
毎

の
訪

問
点

検
、

1
年

毎
の

マ
ッ

ト
レ

ス
無

償
交

換
等

の
徹

底
し

た
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
体

制
を

確
立

し
て

い
ま

す
。

・
サ

イ
ズ

、
機

能
、

身
体

状
況

、
日

常
生

活
動

作
に

あ
わ

せ
て

自
由

に
お

選
び

い
た

だ
け

る
よ

う
、

3
6
0
点

と
い

う
業

界
随

一
の

品
揃

え
を

実
現

し
て

い
ま

す
。

＊
事

業
所

の
特

色
と

し
て

は
、

1
拠

点
で

対
応

で
き

る
地

域
が

広
い

。
一

方
で

設
備

コ
ス

ト
が

か
か

る
た

め
、

一
定

規
模

以
上

の
顧

客
確

保
が

必
要

。

Ｇ
－

１

関
東

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

高
め

る
意

味
で

以
下

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
こ

ま
で

や
っ

て
い

る
同

業
者

は
県

内
に

は
な

い
。

○
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
マ

ー
ク

取
得 ○

Ｉ
S
O
9
0
0
1
取

得
（

サ
ー

ビ
ス

品
質

管
理

）
○

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

整
備

Ｅ
－

４

関
東

九
州

・
研

修
費

用
に

投
資

し
て

い
る

意
識

は
あ

る
。

（
専

門
相

談
員

以
外

に
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
、

選
定

技
能

士
、

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
、

シ
ル

バ
ー

サ
ー

ビ
ス

振
興

会
等

の
研

修
へ

の
参

加
費

等
）

・
Ｈ

Ｃ
Ｒ

は
4
人

に
一

人
は

参
加

。
全

員
が

４
～

５
年

に
一

回
は

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

教
養

講
座

も
設

け
て

お
り

、
福

祉
用

具
貸

与
業

界
を

は
じ

め
と

し
て

当
社

の
置

か
れ

て
い

る
市

場
環

境
や

社
員

そ
れ

ぞ
れ

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
・

営
業

所
ご

と
の

展
示

会
、

研
修

会
も

行
っ

て
お

り
、

メ
ー

カ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
等

と
の

相
互

理
解

を
深

め
る

努
力

を
行

っ
て

い
る

。

Ｇ
－

２
Ｇ

－
３

離
島

・
研

修
費

用
に

投
資

し
て

い
る

意
識

は
あ

る
。

（
専

門
相

談
員

以
外

に
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
、

選
定

技
能

士
、

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
、

シ
ル

バ
ー

サ
ー

ビ
ス

振
興

会
等

の
研

修
へ

の
参

加
費

等
）

・
Ｈ

Ｃ
Ｒ

は
4
人

に
一

人
は

参
加

。
全

員
が

４
～

５
年

に
一

回
は

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

教
養

講
座

も
設

け
て

お
り

、
福

祉
用

具
貸

与
業

界
を

は
じ

め
と

し
て

当
社

の
置

か
れ

て
い

る
市

場
環

境
や

社
員

そ
れ

ぞ
れ

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
・

営
業

所
ご

と
の

展
示

会
、

研
修

会
も

行
っ

て
お

り
、

メ
ー

カ
ー

、
ケ

ア
マ

ネ
等

と
の

相
互

理
解

を
深

め
る

努
力

を
行

っ
て

い
る

。
・

離
島

に
訪

問
す

る
際

は
ケ

ア
マ

ネ
同

行
と

し
て

い
る

。
（

効
率

的
な

た
め

）
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
納

品
に

つ
い

て
も

同
行

を
行

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

あ
る

。
ケ

ア
マ

ネ
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
良

好
。

）

Ｅ
－

３

北
海

道

－

Ｅ
－

１

北
陸

・
退

院
等

に
伴

い
在

宅
で

の
介

護
環

境
を

整
え

る
ま

た
は

、
ご

永
眠

・
ご

入
院

の
た

め
、

緊
急

対
応

が
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
即

日
納

品
等

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

が
多

い
。

・
上

記
理

由
よ

り
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
を

実
施

。

－

Ｅ
－

２

東
北

Ｆ
－

１

北
陸

・
地

域
密

着
型

の
高

品
質

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
標

に
、

S
マ

ー
ク

認
定

、
P
マ

ー
ク

認
定

等
を

取
得

し
て

い
る

。
・

研
修

会
等

、
サ

ー
ビ

ス
の

高
品

質
化

に
寄

与
す

る
と

考
え

ら
れ

る
事

柄
に

は
積

極
的

に
参

加
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

役
員

は
中

央
の

制
度

動
向

に
も

ア
ン

テ
ナ

を
張

り
、

情
報

収
集

を
行

っ
て

い
る

。

2
2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
事

業
所

の
概

要
及

び
事

業
構

造
 編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｆ
．

支
出

面
に

お
け

る
事

項

Ｈ
－

１

関
東

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

間
で

の
福

祉
用

具
貸

与
の

役
割

認
知

を
高

め
る

た
め

、
シ

ョ
ー

ル
ー

ム
を

使
っ

て
介

護
支

援
専

門
員

、
訪

問
介

護
員

な
ど

を
集

め
た

勉
強

会
を

開
催

し
て

い
る

。
（

開
催

場
所

の
確

保
が

、
都

内
で

は
会

場
使

用
料

が
高

く
て

困
難

で
あ

る
。

）
・

貸
与

費
の

回
収

に
関

し
て

、
死

亡
等

に
よ

り
納

品
か

ら
短

期
間

で
、

場
合

に
よ

っ
て

は
当

日
引

上
げ

の
ケ

ー
ス

も
あ

る
が

、
件

数
割

合
は

多
く

は
な

い
。

ま
た

、
利

用
者

の
状

況
は

ケ
ア

マ
ネ

を
介

し
た

情
報

伝
達

と
な

る
場

合
が

多
く

、
入

院
時

の
連

絡
遅

れ
に

よ
る

用
具

の
引

き
上

げ
遅

れ
で

請
求

で
き

な
い

貸
与

費
が

発
生

す
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
こ

う
し

た
ケ

ー
ス

は
3

～
5
%
程

度
は

あ
る

。

Ｈ
－

２
*

関
西

・
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
た

「
受

付
票

（
お

客
様

情
報

）
兼

、
面

談
票

」
を

用
い

て
、

日
常

生
活

動
作

等
の

確
認

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

デ
モ

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

面
談

票
に

は
福

祉
用

具
の

選
定

理
由

を
記

入
し

て
い

る ・
利

用
者

側
の

都
合

で
発

生
す

る
瑕

疵
、

故
障

に
対

し
て

保
障

を
求

め
る

こ
と

が
難

し
い ・

用
具

の
交

換
等

、
利

用
者

の
要

望
を

満
た

す
た

め
訪

問
が

増
え

て
い

る

2
3
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財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド
協

会

福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

 編
】

資－52



福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

吉
岡

ふ
じ

五
島

彩
ケ
ア

吉
岡

ひ
ま
わ

橋
本

松
下

宮
下

五
月

古
谷

西
日
本
医
療

局
長

ラ
イ
フ

古
谷

西
日
本
商
事

１
．

相
談

員
の

役
割

と
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ａ
．

心
身

状
況

等
の

確
認

訪
問

電
話

そ
の

他

計

Ｂ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

Ｃ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
の

有
無

あ
り

な
し

（
把

握
・

記
録

し
て

い
る

項
目

）

　
■

利
用

者
の

身
体

状
況

要
介

護
度

日
常

生
活

自
立

度

主
病

名

病
歴

入
院

・
入

所
歴

身
体

の
不

自
由

な
箇

所

動
作

の
不

自
由

な
場

面

在
宅

ケ
ア

の
目

標

そ
の

他

　
■

利
用

者
の

生
活

環
境

家
族

構
成

介
護

者

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況

居
宅

及
び

居
室

の
留

意
事

項

日
常

生
活

行
動

の
留

意
事

項

外
出

の
頻

度
・

要
望

日
常

生
活

の
目

標

そ
の

他

△ △ △ ○○ ○ － ○－ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○○ ○○ － －

1
0
0
.
0
%

－ －

Ｂ
－
２

関
西

4
0
.
0
%

5
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－ －○ ○ ○ －－ ○ ○○ ○ ○ －○ ○ ○ ○

－
○－ － －

1
0
0
.
0
%

○ －

Ｂ
－
１

関
西

7
0
.
0
%

2
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－－ － － －－ － －－ － － －－ － － －○ －－ ○ －－ － －

Ｄ
－
２

四
国

－ － －

0
.
0
%

－ －－ － － －－ － ○－ ○ ○ －○ － ○ ○○ －－ － －

1
0
0
.
0
%

－ ○

Ｃ
－
２

九
州

8
0
.
0
%

2
0
.
0
%

－

○ ○ － －○ ○ ○ －○ ○ ○○ ○ － ○○ ○－ ○ －○ － － －

Ｃ
－
１

東
海

8
0
.
0
%

2
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

－ －

Ａ
－
２

四
国

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

○ － －－ － ○ － ○ ○ － － －○ ○ － － － ○ － ○ ○ －

－ ○ －－ ○ － －

Ｄ
－
１

中
国

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

－○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ － ○ ○○ ○ ○

－－ － ○○ － －

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

Ａ
－
１

中
国

○ ○ ○ －－ － －○ ○ ○ － － ○ ○ － － －

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

１
．

相
談

員
の

役
割

と
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ａ
．

心
身

状
況

等
の

確
認

訪
問

電
話

そ
の

他

計

Ｂ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

Ｃ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
の

有
無

あ
り

な
し

（
把

握
・

記
録

し
て

い
る

項
目

）

　
■

利
用

者
の

身
体

状
況

要
介

護
度

日
常

生
活

自
立

度

主
病

名

病
歴

入
院

・
入

所
歴

身
体

の
不

自
由

な
箇

所

動
作

の
不

自
由

な
場

面

在
宅

ケ
ア

の
目

標

そ
の

他

　
■

利
用

者
の

生
活

環
境

家
族

構
成

介
護

者

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況

居
宅

及
び

居
室

の
留

意
事

項

日
常

生
活

行
動

の
留

意
事

項

外
出

の
頻

度
・

要
望

日
常

生
活

の
目

標

そ
の

他

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

局
長

あ
る
ぷ
す

吉
岡

Ｊ
Ｃ
Ｉ
秋
田

古
谷

ｴ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｲ
ｱ

橋
本

ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾌ

宮
下

ト
ミ
キ
富
山

橋
本
古
谷

ﾔ
ﾏ
ｼ
ﾀ
東
京
東

五
島
宮
下

カ
ク
イ
本

五
島
宮
下

カ
ク
イ
離

－ ○○ ○ － －○ － ○○ ○ ○ －－ － ○ ○○ －－ － －

1
0
0
.
0
%

△ ○

Ｇ
－
１

関
東

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－

－ － －○ ○ ○ ○－ － －○ ○ ○ ○○ ○ ○○ －○ － － －

3
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－

3
0
.
0
%

4
0
.
0
%

－－ －

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

－

7
4
.
0
%

2
3
.
0
%

3
.
0
%

1
0
0
.
0
%

○ － ○ ○ － － － ○○ －○ ○ －○ ○ ○ ○ ○○ －

○ －○ ○ ○○ － ○ －－ －

Ｇ
－
３

離
島

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

○ ○ ○ ○ ○－ － ○ ○ － － － －

Ｅ
－
３

北
海
道

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

－ ○ －－ ○ － － ○○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － ○ ○－ ○ ○ －

－ ○－ － ○○ － －

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

Ｅ
－
１

北
陸

○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ ○ －－ ○ － －

○ ○○ －－ － －

1
0
0
.
0
%

－ ○

Ｅ
－
２

東
北

1
0
.
0
%

9
0
.
0
%

－ ○ ○ － ○ ○ － － ○ － － －－ － ○ －

○ －－ ○－ － ○○ － －

Ｆ
－
１

北
陸

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

－ － ○ ○ － － ○ － ○ －－ － － －

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

１
．

相
談

員
の

役
割

と
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ａ
．

心
身

状
況

等
の

確
認

訪
問

電
話

そ
の

他

計

Ｂ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
実

施

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

Ｃ
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
の

有
無

あ
り

な
し

（
把

握
・

記
録

し
て

い
る

項
目

）

　
■

利
用

者
の

身
体

状
況

要
介

護
度

日
常

生
活

自
立

度

主
病

名

病
歴

入
院

・
入

所
歴

身
体

の
不

自
由

な
箇

所

動
作

の
不

自
由

な
場

面

在
宅

ケ
ア

の
目

標

そ
の

他

　
■

利
用

者
の

生
活

環
境

家
族

構
成

介
護

者

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
状

況

居
宅

及
び

居
室

の
留

意
事

項

日
常

生
活

行
動

の
留

意
事

項

外
出

の
頻

度
・

要
望

日
常

生
活

の
目

標

そ
の

他

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

橋
本
吉
岡

ﾌ
ﾗ
ﾍ
ﾞ
新
宿

五
島

た
ん
ぽ
ぽ

－－ － － －○ ○ －－ ○ － －○ ○ ○ －－ ○－ － ○○ － －

Ｈ
－
１

関
東

1
0
0
.
0
%

－ －

1
0
0
.
0
%

Ｈ
－
２
*

関
西

6
0
.
0
%

○ －

3
0
.
0
%

1
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

○ － － － － －○ ○ ○ ○ － － － － ○ － － － － － － －
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

Ｂ
－
２

関
西

Ｂ
－
１

関
西

Ｄ
－
２

四
国

Ｃ
－
２

九
州

Ｃ
－
１

東
海

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ａ
－
２

四
国

Ｄ
－
１

中
国

Ａ
－
１

中
国

　
■

シ
ー

ト
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･

Ｄ
．

選
定

理
由

の
説

明

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

説
明

し
て

い
な

い

Ｅ
．

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
の

有
無

有
り

無
し

　
■

利
用

計
画

書
の

作
成

割
合

作
成

し
て

い
る

作
成

し
て

い
な

い

そ
の

他

－ －○ －

1
0
0
.
0
%

－ － －－ ○ －

・
福

祉
用

具
、

住
宅

改
修

と
い

っ
た

総
合

的
な

住
環

境
改

善
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
よ

り
、

い
か

に
Q
O
L
を

高
め

ら
れ

る
か

を
重

視
。

1
0
0
.
0
%

－

－ － －－ － ○－ ○ － －

1
0
0
.
0
%

－ －

・
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

連
絡

先
を

把
握

し
、

緊
急

時
に

備
え

る
。

・
身

体
状

況
を

把
握

す
る

。

－ － －－ ○－ ○ － －－ － －

－

－

1
0
0
.
0
%

－ －－ ○ －○ － － －

1
0
0
.
0
%

－ －

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

に
あ

る
項

目
は

全
て

。

－ －○ －

1
0
0
.
0
%

－ － －

3
0
.
0
%

○ －

・
利

用
者

本
人

の
生

活
ス

タ
イ

ル
、

利
用

者
本

人
の

屋
内

、
屋

外
の

導
線

把
握

・
介

助
者

の
キ

ー
マ

ン
の

存
在

。
ま

た
そ

の
か

か
わ

り ・
本

人
、

介
護

者
の

希
望

6
0
.
0
%

1
0
.
0
%

　
■

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
重

要
視

　
　

し
て

い
る

事
項

－ －

・
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
て

「
受

付
（

お
客

様
情

報
）

・
適

合
状

況
」

を
用

い
て

、
身

体
状

況
と

使
用

環
境

に
注

視
し

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
単

体
で

は
な

く
生

活
全

般
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
が

提
案

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

。
・

身
障

制
度

の
活

用
も

視
野

に
入

れ
利

用
者

か
ら

の
相

談
に

対
応

し
て

い
る

。

1
0
0
.
0
%

－ － － ○ － ○ －

1
0
0
.
0
%

－ －
－

・
利

用
者

本
人

の
生

活
環

境
、

身
体

状
況

を
踏

ま
え

て
最

良
な

福
祉

用
具

の
提

案
を

行
な

う
こ

と
。

6
0
.
0
%

2
0
.
0
%

2
0
.
0
%

○ － － ○ － －－ － －

○－ － －○ － －

3
0
.
0
%

3
0
.
0
%

4
0
.
0
%

・
ケ

ア
マ

ネ
と

の
連

携
を

は
か

り
、

本
人

・
家

族
の

意
向

を
重

視
し

て
福

祉
用

具
の

提
案

を
行

っ
て

い
る

。
・

本
人

の
残

存
機

能
や

住
環

境
に

見
合

う
福

祉
用

具
を

提
案

し
、

デ
モ

利
用

を
し

て
い

た
だ

い
た

結
果

を
家

族
に

も
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
る

よ
う

に
し

て
い

る

－ － －

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

シ
ー

ト
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･

Ｄ
．

選
定

理
由

の
説

明

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

説
明

し
て

い
な

い

Ｅ
．

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
の

有
無

有
り

無
し

　
■

利
用

計
画

書
の

作
成

割
合

作
成

し
て

い
る

作
成

し
て

い
な

い

そ
の

他

　
■

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
重

要
視

　
　

し
て

い
る

事
項

Ｇ
－
１

関
東

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

Ｇ
－
３

離
島

Ｅ
－
３

北
海
道

Ｅ
－
１

北
陸

Ｅ
－
２

東
北

Ｆ
－
１

北
陸

1
.
0
%

9
9
.
0
%

－－ ○ －○ － － －

1
0
0
.
0
%

－ －

・
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
目

標
、

導
入

理
由

、
本

人
・

家
庭

意
向

を
重

視
し

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
導

入
で

自
立

度
、

Ｑ
Ｌ

Ｏ
向

上
が

図
れ

る
こ

と
－

そ
の

た
め

の
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

重
視

し
て

い
る

。

－○ － －－ － －－ ○ －

1
0
0
.
0
%

－ △

・
基

本
的

に
項

目
は

も
れ

な
く

埋
め

る
が

、
特

に
利

用
者

・
家

族
の

要
望

、
A
D
L
は

重
視

し
て

い
る

。

・
身

体
状

況
、

介
護

状
況

等
は

当
然

な
が

ら
、

用
具

選
定

の
経

緯
、

合
理

性
を

説
得

的
に

書
く

こ
と

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

の
詳

細
化

や
利

用
計

画
書

の
作

成
に

つ
い

て
は

、
当

社
と

し
て

は
必

要
と

考
え

て
い

る
が

、
他

事
業

者
か

ら
「

仕
事

を
増

や
す

な
」

と
い

わ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

1
5
.
0
%

－ － －

7
0
.
0
%

1
5
.
0
%

○○ － － － 5
.
0
%

－

1
0
0
.
0
%

・
身

体
状

況
（

リ
ス

ク
面

は
要

注
意

）
。 － －

5
.
0
%

－○ － － － － ○ － －

9
0
.
0
%

・
生

活
環

境
及

び
身

体
状

況
に

合
わ

せ
た

福
祉

用
具

の
提

案
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

重
視

し
て

い
る

。
・

介
助

者
の

身
体

状
況

及
び

介
助

力
に

つ
い

て
も

重
視

し
て

い
る

。

2
0
.
0
%

4
0
.
0
%

4
0
.
0
%

○ － ○ －

1
0
.
0
%

－ － － －

・
本

人
の

日
常

生
活

で
の

目
標

を
重

視
し

て
い

る
。

そ
れ

に
基

づ
き

、
福

祉
用

具
の

提
案

を
行

っ
て

い
る

。
・

家
族

の
意

向
も

大
切

に
し

て
い

る
。

時
に

は
本

人
と

家
族

の
意

向
が

異
な

る
場

合
が

あ
る

。
こ

の
場

合
で

き
る

だ
け

本
人

の
残

存
機

能
に

見
合

う
福

祉
用

具
を

提
案

し
、

家
族

に
も

し
っ

か
り

と
し

た
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

1
0
0
.
0
%

－ － ○ － － －

1
0
.
0
%

－ －－ ○ －

・
本

人
の

日
常

生
活

で
の

目
標

を
重

視
し

て
い

る
。

そ
れ

に
基

づ
き

、
福

祉
用

具
の

提
案

を
行

っ
て

い
る

。
・

家
族

の
意

向
も

大
切

に
し

て
い

る
。

時
に

は
本

人
と

家
族

の
意

向
が

異
な

る
場

合
が

あ
る

。
こ

の
場

合
で

き
る

だ
け

本
人

の
残

存
機

能
に

見
合

う
福

祉
用

具
を

提
案

し
、

家
族

に
も

し
っ

か
り

と
し

た
説

明
を

行
い

、
同

意
を

得
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
ベ

ッ
ド

の
利

用
に

よ
っ

て
寝

た
き

り
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
等

、
福

祉
用

具
の

導
入

・
利

用
に

よ
っ

て
体

調
が

悪
化

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

は
意

識
し

て
い

る
。

7
0
.
0
%

－

3
0
.
0
%

－ ○ － － － － － －－ ○

4
5
.
0
%

・
目

標
に

基
づ

き
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

、
本

人
及

び
家

族
と

も
相

談
の

上
福

祉
用

具
の

提
案

を
し

て
い

る
、

・
家

族
の

意
向

も
大

切
に

し
て

い
る

。
時

に
は

本
人

と
家

族
の

意
向

が
異

な
る

場
合

が
あ

る
。

こ
の

場
合

で
き

る
だ

け
本

人
の

残
存

機
能

に
見

合
う

福
祉

用
具

を
提

案
し

、
家

族
に

も
し

っ
か

り
と

し
た

説
明

を
行

い
、

同
意

を
得

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

1
0
.
0
%

4
5
.
0
%

○ － － － － － －－ ○ －

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

シ
ー

ト
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･

Ｄ
．

選
定

理
由

の
説

明

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

説
明

し
て

い
な

い

Ｅ
．

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
の

有
無

有
り

無
し

　
■

利
用

計
画

書
の

作
成

割
合

作
成

し
て

い
る

作
成

し
て

い
な

い

そ
の

他

　
■

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
重

要
視

　
　

し
て

い
る

事
項

Ｈ
－
１

関
東

Ｈ
－
２
*

関
西

1
0
.
0
%

9
0
.
0
%

－○ －－ － － －－ － ○

・
日

常
生

活
自

立
度

の
把

握
、

用
具

の
必

要
性

の
確

認
を

重
視

し
て

い
る

。
・

即
日

納
品

求
め

ら
れ

た
場

合
に

利
用

者
の

状
況

の
十

分
な

把
握

が
で

き
な

い
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

1
0
0
.
0
%

1
0
.
0
%

4
0
.
0
%

・
福

祉
用

具
利

用
に

先
立

ち
、

自
社

基
準

に
よ

り
作

成
し

た
様

式
（

受
付

票
(
お

客
様

情
報

）
兼

、
面

談
票

）
を

用
い

て
日

常
生

活
動

作
等

を
確

認
・

利
用

者
の

希
望

と
家

族
の

意
向

を
聞

き
、

最
も

適
し

た
福

祉
用

具
の

提
案

を
行

い
同

意
を

得
る

よ
う

に
し

て
い

る

－

5
0
.
0
%

○ － － － － － ○ － －

2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

Ｂ
－
２

関
西

Ｂ
－
１

関
西

Ｄ
－
２

四
国

Ｃ
－
２

九
州

Ｃ
－
１

東
海

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ａ
－
２

四
国

Ｄ
－
１

中
国

Ａ
－
１

中
国

　
■

利
用

者
へ

の
提

示

行
っ

て
い

る

行
っ

て
い

な
い

そ
の

他

　
■

記
載

し
て

い
る

項
目

福
祉

用
具

利
用

の
ね

ら
い

達
成

目
標

福
祉

用
具

の
利

用
方

法

利
用

上
の

注
意

事
項

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
時

期

他
用

具
と

の
関

連
性

本
人

の
同

意

そ
の

他

・
福

祉
用

具
導

入
の

目
的

と
ご

利
用

状
況

。
・

適
合

し
て

い
る

か
の

判
断

。
・

Q
O
L
の

向
上

。

○ － － ○○ ○ ○ －－

1
0
0
.
0
%

－

・
援

助
目

標
立

て
、

何
を

目
標

に
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

い
る

か
？

・
問

題
な

く
使

用
さ

れ
て

い
る

か
？

・
新

た
な

ニ
ー

ズ
（

課
題

）
が

な
い

か
？

生
活

目
標

を
し

っ
か

り
立

て
、

福
祉

用
具

を
利

用
し

て
何

を
し

た
い

の
か

？
。

ご
本

人
が

福
祉

用
具

利
用

の
目

的
を

描
い

て
い

る
場

合
に

は
、

て
ぎ

る
だ

け
協

力
す

る
。

－

－

－ － － －－ － －

－

－ － －

－

－

－ － － －－ － －－ － －

－

○ －
・

計
画

書
に

あ
る

項
目

は
全

て
。

○ ○ － －－ ○ ○

・
現

在
新

規
の

方
は

す
べ

て
作

成
し

て
い

る
。

２
年

程
前

か
ら

作
成

を
開

始
し

て
お

り
、

そ
れ

以
前

の
利

用
者

の
計

画
書

は
な

い
の

で
、

現
利

用
者

で
の

作
成

状
況

の
割

合
は

不
明

。

1
0
0
.
0
%

－

・
選

定
の

過
程

を
明

確
に

し
、

ど
ん

な
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
商

品
を

選
ん

だ
の

か
を

明
確

に
し

ま
す

。
・

ま
た

、
事

業
内

で
の

申
し

送
り

内
容

と
し

て
も

機
能

す
る

た
め

、
他

の
担

当
者

が
関

わ
る

と
き

に
も

そ
の

書
類

を
み

て
選

定
時

の
様

子
を

確
認

し
て

い
き

ま
す

。

－ － － －○ ○ ○ －

2
0
.
0
%

8
0
.
0
%

－

－
　

■
福

祉
用

具
利

用
計

画
書

は
、

ど
の

　
　

よ
う

な
時

に
作

成
す

る
か

　
■

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
で

重
要

視
　

　
し

て
い

る
事

項

1
0
0
.
0
%

－

・
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
た

「
福

祉
用

具
導

入
計

画
書

」
を

用
い

て
、

基
本

的
に

は
全

件
で

作
成

し
て

い
る

－ ○ － － ○ ○ － － －
・

介
護

保
険

で
使

用
す

る
品

目
ご

と
に

導
入

目
標

と
指

導
内

容
を

記
録

し
て

い
る ・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
日

も
記

録
し

て
い

る

－

－ － － － － － －
－

－ － － －

－ － － －－ － －

－

－ － － －
－

3
0
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

利
用

者
へ

の
提

示

行
っ

て
い

る

行
っ

て
い

な
い

そ
の

他

　
■

記
載

し
て

い
る

項
目

福
祉

用
具

利
用

の
ね

ら
い

達
成

目
標

福
祉

用
具

の
利

用
方

法

利
用

上
の

注
意

事
項

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
時

期

他
用

具
と

の
関

連
性

本
人

の
同

意

そ
の

他

　
■

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
は

、
ど

の
　

　
よ

う
な

時
に

作
成

す
る

か

　
■

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
で

重
要

視
　

　
し

て
い

る
事

項

Ｇ
－
１

関
東

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

Ｇ
－
３

離
島

Ｅ
－
３

北
海
道

Ｅ
－
１

北
陸

Ｅ
－
２

東
北

Ｆ
－
１

北
陸

－ －

・
貸

与
サ

ー
ビ

ス
だ

け
が

個
別

支
援

計
画

が
無

か
っ

た
が

、
必

要
と

な
れ

ば
積

極
的

に
対

応
し

て
い

き
た

い
。

・
専

門
性

あ
る

サ
ー

ビ
ス

と
な

る
か

否
か

の
境

界
線

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

積
極

的
に

対
応

す
べ

き
も

の
と

考
え

る
。○ － － －－ ○ ○

・
生

活
目

標
を

し
っ

か
り

立
て

、
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

何
を

し
た

い
の

か
？

。
・

ご
本

人
が

福
祉

用
具

利
用

の
目

的
を

描
い

て
い

る
場

合
に

は
、

て
ぎ

る
だ

け
協

力
す

る
。

・
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
求

め
ら

れ
る

ケ
ー

ス
が

ま
れ

に
あ

る
。

ケ
ア

マ
ネ

が
エ

ビ
デ

ン
ス

を
必

要
と

す
る

場
合

な
ど

。

－

1
0
0
.
0
%

－ － －

－

－ － － －－ － －

－

－

○ － － －
－・

枚
数

は
減

ら
し

て
も

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

書
式

は
整

え
る

必
要

が
あ

る
と

の
考

え
の

下
、

現
在

試
験

的
に

作
成

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

。
ケ

ア
プ

ラ
ン

作
成

の
大

変
さ

を
知

る
と

い
う

意
味

で
も

有
意

義
と

考
え

て
い

る
。

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

で
充

分
な

機
能

を
発

揮
で

き
る

と
い

う
意

見
も

あ
る

。

1
0
0
.
0
%

－ － ○ ○ ○ ○
○ ○

・
枚

数
は

減
ら

し
て

も
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

の
書

式
は

整
え

る
必

要
が

あ
る

と
の

考
え

の
下

、
現

在
試

験
的

に
作

成
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
の

大
変

さ
を

知
る

と
い

う
意

味
で

も
有

意
義

と
考

え
て

い
る

。
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
で

充
分

な
機

能
を

発
揮

で
き

る
と

い
う

意
見

も
あ

る
。

1
0
0
.
0
%

－ － ○ ○ ○ －
・

福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
求

め
ら

れ
る

個
別

目
標

。

－ －

・
特

定
疾

患
・

進
行

性
疾

患
の

方
の

場
合

に
は

作
成

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

1
0
0
.
0
%

－ － ○ － － －
・

導
入

の
目

的
・

評
価

を
通

し
て

、
適

正
な

福
祉

用
具

の
利

用
を

重
視

し
て

い
る

。

○ ○ － －

－

－

1
0
0
.
0
%

－ ○ ○ － ○

－

－ － － －

－

－ － － － － － － － － － －
－

－

－

－ － － － － － － － － －
－
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

利
用

者
へ

の
提

示

行
っ

て
い

る

行
っ

て
い

な
い

そ
の

他

　
■

記
載

し
て

い
る

項
目

福
祉

用
具

利
用

の
ね

ら
い

達
成

目
標

福
祉

用
具

の
利

用
方

法

利
用

上
の

注
意

事
項

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
時

期

他
用

具
と

の
関

連
性

本
人

の
同

意

そ
の

他

　
■

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
は

、
ど

の
　

　
よ

う
な

時
に

作
成

す
る

か

　
■

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
で

重
要

視
　

　
し

て
い

る
事

項

Ｈ
－
１

関
東

Ｈ
－
２
*

関
西

－

・
福

祉
用

具
利

用
の

ね
ら

い
、

達
成

目
標

な
ど

を
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
で

共
有

す
る

こ
と

が
重

要
と

考
え

て
い

る
。

・
現

時
点

で
は

サ
ー

ビ
ス

提
供

担
当

者
会

議
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

時
に

情
報

共
有

は
で

き
て

お
り

、
連

携
は

取
れ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

○ － － －○ ○ －

・
介

護
予

防
は

全
件

作
成

。
（

新
宿

区
の

方
針

）
・

そ
の

他
は

介
護

支
援

専
門

員
の

求
め

に
応

じ
て

作
成

。

－ －

－

－ － － － － － － － －
－

3
2
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

Ｂ
－
２

関
西

Ｂ
－
１

関
西

Ｄ
－
２

四
国

Ｃ
－
２

九
州

Ｃ
－
１

東
海

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ａ
－
２

四
国

Ｄ
－
１

中
国

Ａ
－
１

中
国

　
■

利
用

計
画

書
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･
･

Ｆ
．

福
祉

用
具

の
適

合
性

判
断

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

　
■

具
体

的
な

実
施

方
法

等

Ｇ
．

機
能

や
使

用
方

法
の

説
明

・
取

扱
説

明
書

を
用

い
て

、
機

能
や

取
り

扱
い

、
使

用
上

の
注

意
を

入
念

に
説

明
し

、
実

際
に

利
用

者
や

家
族

が
使

用
で

き
て

い
る

か
確

認
し

て
い

る
。

－ － －
・

車
い

す
の

場
合

、
納

品
時

に
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
各

部
位

の
適

合
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

・
歩

行
器

や
杖

な
ど

身
体

状
況

に
応

じ
高

を
調

整
す

る
場

合
使

用
状

況
、

身
体

状
況

を
確

認
し

調
整

す
る

。
（

納
品

時
、

デ
モ

）
・

ベ
ッ

ト
は

配
置

場
所

、
身

体
状

況
に

適
合

し
て

い
る

か
、

起
居

動
作

か
ら

動
線

の
確

認
、

リ
モ

コ
ン

操
作

の
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

(
事

前
訪

問
、

納
品

時
）

－ ○ －－

1
0
0
.
0
%

・
使

用
方

法
の

説
明

、
車

い
す

の
背

張
り

・
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
調

整
、

歩
行

器
の

高
さ

調
整

。
・

納
品

時
・

納
品

場
所

に
て

行
う

。

・
使

用
上

の
留

意
点

を
説

明
し

、
安

全
に

使
用

で
き

る
か

ど
う

か
の

確
認

を
す

る
。

・
納

品
時

・
納

品
場

所
に

て
行

う
。

○ － － －－ － －－

・
福

祉
用

具
の

配
置

、
動

線
の

確
認

、
身

体
に

合
わ

せ
た

調
整

を
納

品
時

に
行

っ
て

い
る

。

・
本

人
ま

た
は

家
族

に
機

能
や

使
用

方
法

を
説

明
し

て
い

る
。

特
に

危
険

の
伴

う
電

動
車

い
す

は
入

念
な

確
認

を
し

て
い

る
。

－ － － －－ － ○－

－
・

納
品

時
に

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
、

適
合

性
の

確
認

を
す

る
。

・
納

品
時

に
取

扱
説

明
書

を
用

い
て

説
明

し
て

い
る

。
・

本
当

に
使

用
で

き
る

か
実

際
に

試
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

○ － － －

9
9
.
0
%

1
.
0
%

－

・
商

品
選

定
時

に
デ

モ
品

を
納

品
し

な
が

ら
商

品
を

説
明

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

・
原

則
は

、
納

品
契

約
時

に
商

品
の

使
い

方
、

利
用

者
様

に
と

っ
て

の
想

定
さ

れ
る

利
用

方
法

、
利

用
環

境
、

利
用

導
線

を
確

認
し

な
が

ら
想

定
さ

れ
る

危
険

性
、

事
故

に
つ

い
て

、
一

つ
一

つ
具

体
例

を
持

っ
て

説
明

し
ま

す
。

納
品

時
な

の
で

自
宅

で
行

う
こ

と
が

殆
ど

で
す

。
・

本
人

だ
け

で
な

く
主

介
護

者
や

、
状

況
に

よ
っ

て
は

デ
ィ

の
送

迎
時

間
に

あ
わ

せ
て

説
明

す
る

時
間

を
設

け
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

－ － －
・

納
品

後
1
週

間
と

そ
の

後
、

3
カ

月
お

き
に

訪
問

し
ま

す
。

・
原

則
は

自
宅

で
の

確
認

を
行

い
ま

す
が

、
歩

行
器

の
み

の
活

用
や

歩
行

器
を

デ
ィ

先
で

の
利

用
が

主
の

場
合

、
デ

ィ
先

や
シ

ョ
ー

ト
先

な
ど

で
行

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
、

出
来

る
限

り
家

族
や

、
担

当
職

員
さ

ん
に

立
ち

会
っ

て
い

た
だ

き
、

日
ご

ろ
の

様
子

、
使

い
方

な
ど

を
聴

取
し

ま
す

。4
0
.
0
%

○ －－

6
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ － ○ － － － －
・

福
祉

用
具

の
納

品
時

に
は

、
次

の
こ

と
を

必
ず

行
っ

て
い

る
。

そ
の

時
点

で
何

か
問

題
が

あ
れ

ば
別

の
福

祉
用

具
を

再
検

討
し

た
り

、
調

整
で

き
る

場
合

は
そ

の
場

で
対

応
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
・

適
合

性
の

判
断

事
項

（
１

設
置

場
所

２
取

付
場

所
３

操
作

確
認

４
適

合
状

況
５

説
明

把
握

６
そ

の
他

留
意

事
項

）
・

自
社

基
準

に
よ

り
作

成
し

た
「

受
付

票
（

お
客

様
情

報
）

・
適

合
状

況
票

」
を

用
い

て
記

録
保

管
し

て
い

る
。

・
上

記
「

適
合

性
判

断
」

と
同

様
、

納
品

時
に

必
ず

行
っ

て
い

る
。

－－ － ○ － － － －
・

納
品

時
に

可
動

部
は

実
際

に
可

動
さ

せ
目

視
に

て
最

終
確

認
を

行
な

う
。

・
電

動
商

品
は

必
ず

、
通

電
さ

せ
て

か
ら

操
作

可
能

か
ど

う
か

を
確

認
し

て
い

る
。

・
ケ

ア
マ

ネ
と

同
行

し
て

実
施

し
て

い
る

。

・
納

品
時

、
取

扱
説

明
書

の
交

付
及

び
実

使
用

で
の

確
認

を
行

な
い

、
確

認
書

に
も

記
名

を
し

て
頂

い
て

い
る

。

・
た

と
え

ば
車

い
す

の
場

合
、

納
品

時
に

背
張

り
調

整
や

座
幅

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
角

度
の

調
整

、
ま

た
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
適

合
状

態
な

ど
適

合
性

の
最

終
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

・
ベ

ッ
ド

の
場

合
、

配
置

の
確

認
、

起
居

動
作

か
ら

導
線

の
確

認
、

リ
モ

コ
ン

操
作

が
可

能
か

否
か

確
認

し
て

い
る

。

・
納

品
時

に
本

人
・

家
族

に
実

際
に

商
品

を
触

っ
て

使
用

し
て

も
ら

い
な

が
ら

説
明

を
行

っ
て

い
る

。
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

用
い

て
、

機
能

や
使

用
方

法
、

使
用

上
の

注
意

点
を

入
念

に
説

明
し

て
い

る
。

ま
た

、
実

際
に

利
用

者
や

家
族

が
使

用
で

き
る

か
ど

う
か

の
確

認
も

行
っ

て
い

る
。

－ － － －－ － － ○

3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

利
用

計
画

書
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･
･

Ｆ
．

福
祉

用
具

の
適

合
性

判
断

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

　
■

具
体

的
な

実
施

方
法

等

Ｇ
．

機
能

や
使

用
方

法
の

説
明

Ｇ
－
１

関
東

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

Ｇ
－
３

離
島

Ｅ
－
３

北
海
道

Ｅ
－
１

北
陸

Ｅ
－
２

東
北

Ｆ
－
１

北
陸

－
・

選
定

、
適

合
判

断
・

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
に

関
し

て
は

、
選

定
時

約
1
時

間
、

納
品

時
も

約
1
時

間
を

目
安

に
し

て
い

る
。

・
主

に
選

定
時

、
納

品
時

に
、

利
用

方
法

を
試

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
同

時
に

、
利

用
条

件
の

確
認

も
行

う
。

○ － － －－

1
0
0
.
0
%

－

－ －
・

ケ
ー

ス
に

よ
る

が
、

シ
ョ

ー
ル

ー
ム

に
来

店
さ

れ
た

と
き

、
納

品
時

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

の
い

ず
れ

か
で

実
施

し
て

い
る

。
・

歩
行

器
な

ど
は

納
品

時
に

複
数

持
っ

て
い

き
、

適
合

を
見

な
が

ら
適

切
な

も
の

を
選

ん
で

も
ら

う
こ

と
も

あ
る

。

・
主

に
納

品
時

に
取

扱
説

明
書

を
交

付
し

、
使

用
方

法
、

仕
様

上
の

注
意

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
（

情
報

の
公

表
で

定
め

ら
れ

た
事

項
）

－ ○ －－ － －

・
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

等
利

用
者

の
状

態
像

に
対

す
る

用
具

の
適

合
性

以
外

に
も

生
活

動
線

の
把

握
と

そ
れ

に
対

す
る

用
具

の
適

合
性

を
判

断
し

、
ケ

ア
マ

ネ
に

情
報

提
供

し
て

い
る

。
・

ケ
ア

マ
ネ

か
ら

の
要

求
水

準
は

高
く

な
っ

て
お

り
、

貸
与

事
業

者
側

の
自

己
研

鑽
も

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
・

情
報

提
供

は
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

、
納

品
時

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

な
ど

、
必

要
に

応
じ

て
行

っ
て

い
る

。

○ － － － －

1
0
0
.
0
%

－－

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

に
訪

問
、

状
況

の
聞

き
取

り
、

納
品

時
に

取
り

扱
い

説
明

。
実

地
で

時
間

を
か

け
て

説
明

（
電

動
車

い
す

で
あ

れ
ば

1
時

間
程

度
か

け
て

い
る

）
・

5
割

程
度

は
訪

問
実

施
。

訪
問

で
き

な
い

利
用

者
は

電
話

。
対

応
の

必
要

性
が

あ
れ

ば
再

訪
問

す
る

。
ケ

ア
マ

ネ
、

ヘ
ル

パ
ー

同
席

で
な

い
と

難
し

い
と

い
う

利
用

者
さ

ん
も

居
る

。
・

利
用

者
宅

へ
の

訪
問

が
出

来
な

い
理

由
と

し
て

は
、

利
用

者
側

の
訪

問
拒

否
や

離
島

の
た

め
頻

回
の

訪
問

が
困

難
な

場
合

な
ど

に
限

ら
れ

、
基

本
的

に
は

訪
問

を
行

っ
て

い
る

。

－ － －－

1
0
0
.
0
%

○ － －
・

納
入

前
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（

ご
自

宅
・

病
院

等
）

。
・

安
全

性
、

動
線

等
、

実
際

の
利

用
状

況
を

観
察

し
、

ケ
ア

マ
ネ

に
情

報
提

供
す

る
な

ど
、

現
場

レ
ベ

ル
で

積
極

的
に

対
応

し
て

い
る

。
・

用
具

と
利

用
者

の
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

だ
け

で
は

な
く

、
利

用
状

況
（

環
境

等
）

と
の

適
合

性
を

判
断

す
る

こ
と

も
重

要
な

仕
事

。

・
納

入
前

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
ご

自
宅

・
病

院
等

）
。

・
1
0
日

以
内

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
ご

自
宅

・
通

所
先

等
）

。
・

6
ヶ

月
毎

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
ご

自
宅

・
通

所
先

等
）

。

－

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

○ － － － －
・

１
ヶ

月
も

し
く

は
３

ヶ
月

の
定

期
訪

問
時

に
、

機
能

点
検

及
び

適
合

状
況

（
身

体
・

住
環

境
）

を
判

断
し

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
の

導
入

時
に

、
取

扱
説

明
書

を
用

い
て

使
用

方
法

の
確

認
（

本
人

・
家

族
）

を
し

て
い

る
。

－

1
0
0
.
0
%

－ ○ － － － －
・

た
と

え
ば

車
い

す
の

場
合

、
納

品
時

に
背

張
り

調
整

や
座

幅
、

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

角
度

の
調

整
、

ま
た

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

適
合

状
態

な
ど

適
合

性
の

最
終

確
認

を
行

っ
て

い
る

。
・

ベ
ッ

ド
の

場
合

、
配

置
の

確
認

、
起

居
動

作
か

ら
導

線
の

確
認

、
リ

モ
コ

ン
操

作
が

可
能

か
否

か
確

認
し

て
い

る
。

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
用

い
て

、
機

能
や

使
用

方
法

、
使

用
上

の
注

意
点

を
入

念
に

説
明

し
て

い
る

。
・

ま
た

、
実

際
に

利
用

者
や

家
族

が
使

用
で

き
る

か
ど

う
か

の
確

認
も

行
っ

て
い

る
。

－ － － － ○ － － －
・

納
品

時
、

納
品

場
所

で
口

頭
で

説
明

し
た

り
、

利
用

者
・

介
護

者
に

実
際

に
体

を
動

か
し

て
も

ら
い

な
が

ら
説

明
し

て
い

る
。

・
納

品
時

、
納

品
場

所
で

口
頭

で
説

明
し

た
り

、
利

用
者

・
介

護
者

に
実

際
に

体
を

動
か

し
て

も
ら

い
な

が
ら

説
明

し
て

い
る

。

○－ － － － － － －
・

車
椅

子
で

は
、

背
張

り
調

整
や

座
幅

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
角

度
の

調
整

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
適

合
状

態
な

ど
確

認
。

操
作

方
法

も
確

認
。

・
ベ

ッ
ド

で
は

、
配

置
の

確
認

、
起

立
動

作
か

ら
動

線
の

確
認

、
ま

た
リ

モ
コ

ン
操

作
が

可
能

か
確

認
。

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

納
品

時
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

時
そ

れ
ぞ

れ
の

時
点

で
適

合
性

を
見

極
め

て
い

る
。

・
退

院
に

伴
う

在
宅

へ
の

移
行

時
な

ど
の

場
合

は
病

院
の

P
T
立

会
い

の
下

で
適

合
性

判
断

を
す

る
こ

と
も

あ
る

。

・
取

扱
説

明
書

を
は

じ
め

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
用

い
て

、
機

能
や

使
用

方
法

、
使

用
上

の
注

意
点

を
入

念
に

説
明

し
て

い
る

。
ま

た
、

実
際

に
利

用
者

や
家

族
が

使
用

で
き

る
か

ど
う

か
の

確
認

も
行

っ
て

い
る

。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

利
用

計
画

書
の

活
用

状
況

内
部

資
料

と
し

て
活

用

介
護

支
援

専
門

員
へ

提
供

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

で
･
･
･

Ｆ
．

福
祉

用
具

の
適

合
性

判
断

全
て

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

以
上

の
ケ

ー
ス

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施

半
数

以
下

の
実

施

行
っ

て
い

な
い

　
■

具
体

的
な

実
施

方
法

等

Ｇ
．

機
能

や
使

用
方

法
の

説
明

Ｈ
－
１

関
東

Ｈ
－
２
*

関
西

・
事

前
の

利
用

者
宅

等
へ

の
訪

問
に

よ
り

適
合

性
を

確
認

。
・

選
定

時
（

納
品

前
）

に
訪

問
す

る
ケ

ー
ス

が
9
0
%

以
上

。
・

レ
ア

ケ
ー

ス
で

は
、

店
舗

に
来

店
さ

れ
て

店
頭

で
適

合
性

判
断

す
る

ケ
ー

ス
、

納
品

時
に

複
数

の
候

補
を

持
参

し
、

現
場

で
適

合
性

判
断

し
な

が
ら

選
定

す
る

ケ
ー

ス
な

ど
が

あ
る

。

・
事

前
訪

問
な

い
し

は
納

品
時

に
利

用
者

宅
で

現
物

に
よ

り
説

明
。－ － － －

1
0
0
.
0
%

－ ○－

○ －－ － － － － －
・

ベ
ッ

ド
で

あ
れ

ば
、

納
品

時
に

本
人

の
導

線
や

起
居

動
作

を
確

認
、

マ
ッ

ト
の

硬
さ

、
リ

モ
コ

ン
が

適
正

に
機

能
す

る
か

等
に

つ
い

て
確

認
・

車
い

す
で

は
寸

法
（

座
幅

等
）

の
確

認
、

背
張

り
や

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

角
度

の
調

整
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

適
合

状
況

な
ど

最
終

の
確

認
を

行
っ

て
い

る

・
納

品
時

、
自

社
基

準
で

定
め

た
様

式
（

取
扱

説
明

書
の

交
付

及
び

実
使

用
で

の
取

扱
説

明
確

認
書

）
を

用
い

て
、

品
目

こ
ど

に
用

具
の

機
能

や
利

用
方

法
等

の
説

明
を

行
っ

て
い

る
・

特
に

使
用

上
の

注
意

点
に

つ
い

て
は

、
入

念
に

説
明

す
よ

う
に

し
て

い
る

・
ま

た
、

車
椅

子
(
電

動
含

む
）

等
は

実
際

に
空

き
地

を
利

用
し

利
用

者
自

ら
乗

っ
て

も
ら

い
慣

れ
て

も
ら

っ
て

い
る

。
で

き
る

限
り

家
族

の
立

会
い

も
お

願
い

し
て

い
る

3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

Ｂ
－
２

関
西

Ｂ
－
１

関
西

Ｄ
－
２

四
国

Ｃ
－
２

九
州

Ｃ
－
１

東
海

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ａ
－
２

四
国

Ｄ
－
１

中
国

Ａ
－
１

中
国

Ｈ
．

試
用

期
間

の
有

無

あ
り

　
利

用
可

能
日

数
7
日

5
日

5
日

7
日

7
日

7
日

7
日

7
日

な
し

Ｉ
．

1
0
日

以
内

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

全
て

実
施

半
数

以
上

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施
実

施

半
数

以
下

の
実

施

実
施

し
て

い
な

い

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

　
■

具
体

的
な

内
容

等

Ｊ
．

標
準

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

１
ヶ

月
以

内

３
ヶ

月
以

内

６
ヶ

月
以

内

そ
の

他

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

○ －－ ○ －

2
0
.
0
%

8
0
.
0
%

－－
・

長
期

、
短

期
の

援
助

目
標

立
て

何
を

目
標

に
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

い
る

か
？

。
・

問
題

な
く

使
用

さ
れ

て
い

る
か

？
・

新
た

な
ニ

ー
ズ

が
（

課
題

）
な

い
か

？○ － ○－ － －－

1
0
0
.
0
%

○ －

－○ － ○

2
0
.
0
%

－ －○

・
使

用
方

法
に

誤
り

が
な

い
か

ど
う

か
。

・
継

続
し

て
安

全
に

使
用

可
能

か
ど

う
か

。

8
0
.
0
%

－ ○ －－ － － ○

8
0
.
0
%

2
0
.
0
%

－

－ ○－ － ○

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－ －－ － ○ －
・

用
具

の
使

用
に

際
し

て
機

能
的

に
適

格
で

あ
る

か
ど

う
か

の
確

認
。

・
身

体
状

況
の

変
化

は
な

い
か

、
で

き
る

だ
け

ご
家

族
の

方
に

立
ち

会
っ

て
も

ら
っ

て
の

確
認

を
実

施
。

3
0
.
0
%

－ ○－

7
0
.
0
%

○

－ ○ －－ － ○

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

－ ○
－

－ － － ○－ － －○ －

－－ － ○

2
0
.
0
%

－ ○－ － ○○ － －

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

○ － －
・

お
客

様
の

選
定

時
の

様
子

（
初

め
て

の
利

用
⇔

施
設

で
同

じ
も

の
を

使
っ

て
い

た
）

な
ど

に
よ

り
訪

問
か

電
話

で
の

対
応

か
を

営
業

ご
と

で
判

断
し

て
行

っ
て

い
る

。
先

方
と

時
間

が
う

ま
く

会
わ

ず
、

自
宅

で
は

な
く

て
デ

ィ
先

な
ど

で
行

う
こ

と
も

多
い

。

8
0
.
0
%

○ －－

8
0
.
0
%

2
0
.
0
%

○ － － － ○ －○ －
・

安
全

に
利

用
で

き
て

い
る

か
確

認
す

る
と

と
も

に
、

再
度

、
使

用
方

法
の

説
明

を
行

う
よ

う
に

し
て

い
る

。

1
0
0
.
0
%

－ － － ○ －

－

3
0
.
0
%

7
0
.
0
%

○ － ○ － － － ○ －
・

取
付

け
状

況
、

操
作

状
況

、
身

体
と

の
適

合
状

況
の

確
認

。

－ － ○ －

8
0
.
0
%

2
0
.
0
%

○ －

－○

1
0
0
.
0
%

○ －
・

自
社

基
準

に
よ

り
作

成
し

た
「

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
」

を
用

い
て

実
施

し
て

い
る

。

－ － － －

1
0
0
.
0
%

－ ○ － ○ － ○－ － －

3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｈ
．

試
用

期
間

の
有

無

あ
り

　
利

用
可

能
日

数

な
し

Ｉ
．

1
0
日

以
内

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

全
て

実
施

半
数

以
上

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施
実

施

半
数

以
下

の
実

施

実
施

し
て

い
な

い

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

　
■

具
体

的
な

内
容

等

Ｊ
．

標
準

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

１
ヶ

月
以

内

３
ヶ

月
以

内

６
ヶ

月
以

内

そ
の

他

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

Ｇ
－
１

関
東

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

Ｇ
－
３

離
島

Ｅ
－
３

北
海
道

Ｅ
－
１

北
陸

Ｅ
－
２

東
北

Ｆ
－
１

北
陸

7
日

3
日

1
0
日

7
日

7
～

1
0
日

日
3
～

5
日

7
日

－ ○ －－ ○ －

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

○ －
・

訪
問

し
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
に

よ
り

利
用

状
況

を
確

認
し

、
利

用
者

、
家

族
の

コ
メ

ン
ト

を
聞

く
。

・
間

違
っ

た
使

い
方

を
し

て
い

る
場

合
に

は
、

再
度

説
明

・
指

導
を

行
う

。

－ － － －

9
0
.
0
%

1
0
.
0
%

○－ ○

－ ○○ － ○ －
・

訪
問

し
て

利
用

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
、

家
族

の
コ

メ
ン

ト
を

聞
く

。

－ － － －

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

－ △ ○

1
0
0
.
0
%

－○ －

○ －
・

利
用

者
の

状
況

に
合

わ
せ

、
用

具
の

使
用

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

る
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
専

従
班

を
設

け
、

効
率

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
よ

う
心

が
け

て
い

る
。

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－－ － －○ －

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－ －○ － ○○ －

○ － － ○ － －

3
0
.
0
%

7
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ ○ － ○ －－ －－ ○ －
・

利
用

状
況

の
確

認
。

・
取

り
扱

い
方

の
再

確
認

。
・

適
合

性
の

確
認

。

6
0
.
0
%

4
0
.
0
%

○ － －－ ○ － － － ○

1
0
0
.
0
%

－ －－
・

福
祉

用
具

の
機

能
点

検
を

し
、

使
用

状
況

や
使

用
し

て
の

不
安

等
を

聞
き

取
り

し
て

い
る

。
・

理
解

度
の

低
い

利
用

者
に

は
、

使
用

方
法

を
再

度
説

明
し

て
い

る
。

○ － ○ －

－

6
5
.
0
%

3
5
.
0
%

○ － ○－ － － ○ －
・

機
器

に
不

安
は

無
い

か
。

機
能

は
き

ち
ん

と
使

用
で

き
て

い
る

か
。

・
ま

た
利

用
し

て
い

る
福

祉
用

具
が

、
利

用
者

の
急

な
状

態
像

の
変

化
に

対
応

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
確

認
。

・
夜

間
時

に
使

用
す

る
場

合
、

問
題

な
い

か
お

聞
き

し
て

い
る

○ － －

6
5
.
0
%

3
5
.
0
%

○ － －

－○

8
0
.
0
%

－ － ○ －○ － ○ －
・

毎
週

月
曜

日
は

、
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ

ﾃ
ｨ
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
に

よ
る

電
話

確
認

の
日

。

－ ○ － －－

1
0
0
.
0
%

－

2
0
.
0
%

－○ － － ○ －

1
0
.
0
%

9
0
.
0
%

－ ○ －
・

使
用

状
況

を
確

認
し

、
身

体
に

影
響

が
な

い
か

、
機

能
的

に
問

題
な

い
か

確
認

し
て

い
る

。

1
0
0
.
0
%

－ － － ○ － ○ －

3
7
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｈ
．

試
用

期
間

の
有

無

あ
り

　
利

用
可

能
日

数

な
し

Ｉ
．

1
0
日

以
内

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

全
て

実
施

半
数

以
上

で
実

施

半
数

程
度

は
実

施
実

施

半
数

以
下

の
実

施

実
施

し
て

い
な

い

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

　
■

具
体

的
な

内
容

等

Ｊ
．

標
準

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
■

実
施

方
法

訪
問

電
話

等

　
■

実
施

頻
度

１
ヶ

月
以

内

３
ヶ

月
以

内

６
ヶ

月
以

内

そ
の

他

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
の

有
無

あ
る

な
い

Ｈ
－
１

関
東

Ｈ
－
２
*

関
西

日
7
日

－ －

1
0
0
.
0
%

－－ ○
・

用
具

の
適

合
状

況
や

利
用

方
法

等
の

不
具

合
の

有
無

。
・

専
用

シ
ス

テ
ム

に
て

管
理

し
て

い
る

た
め

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
は

な
い

。
・

シ
ス

テ
ム

は
H
1
7
年

9
月

か
ら

導
入

。
全

社
で

利
用

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、

初
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
納

品
担

当
が

行
っ

て
い

る
。

○ －

1
0
0
.
0
%

○ －○ －－

4
0
.
0
%

6
0
.
0
%

○ － ○ － － － － ○ －
・

特
に

福
祉

用
具

の
機

能
面

を
中

心
に

確
か

め
て

い
る ・

利
用

者
に

適
合

し
て

い
る

か
、

特
に

導
入

直
後

か
ら

の
状

態
変

化
等

に
つ

い
て

は
家

族
か

ら
も

意
見

を
聞

い
て

い
る

・
本

人
の

導
線

上
に

問
題

は
な

い
か

、
ま

た
危

険
個

所
は

無
い

か
な

ど
再

度
確

認
し

て
い

る

7
0
.
0
%

3
0
.
0
%

－ － ○ － ○ －

3
8
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

Ｂ
－
２

関
西

Ｂ
－
１

関
西

Ｄ
－
２

四
国

Ｃ
－
２

九
州

Ｃ
－
１

東
海

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ａ
－
２

四
国

Ｄ
－
１

中
国

Ａ
－
１

中
国

・
利

用
頻

度
の

確
認

、
身

体
状

況
に

変
化

は
無

い
か

。
使

用
上

問
題

な
く

福
祉

用
具

が
利

用
で

き
て

い
る

か
ど

う
か

。
・

ま
た

、
用

具
に

不
具

合
は

な
い

か
。

異
音

異
臭

は
無

い
か

。
修

理
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
必

要
が

あ
れ

ば
そ

の
場

で
即

時
対

応
し

て
い

る
。

・
商

品
説

明
の

理
解

が
低

い
よ

う
で

あ
れ

ば
再

度
商

品
の

説
明

を
行

い
、

ま
た

、
体

調
の

面
で

う
ま

く
使

い
こ

な
せ

て
い

な
い

よ
う

で
あ

れ
ば

商
品

の
変

更
を

含
め

総
合

的
に

判
断

す
る

。
・

初
回

納
品

時
か

ら
時

間
が

経
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

商
品

自
体

の
取

付
・

動
作

確
認

を
行

い
調

整
・

修
理

を
行

う
。

同
居

人
が

い
れ

ば
、

本
人

の
利

用
状

況
等

を
確

認
し

そ
れ

ら
も

判
断

の
材

料
と

す
る

。

・
よ

り
安

心
し

て
お

使
い

い
た

だ
け

る
よ

う
に

、
エ

イ
ジ

フ
リ

ー
車

い
す

安
心

保
険

の
自

動
加

入
（

無
償

）
。

（
更

に
、

有
償

の
「

ハ
ー

ト
フ

ル
安

心
保

険
」

も
準

備
。

）
・

車
い

す
、

歩
行

器
、

手
す

り
等

（
ベ

ッ
ド

、
リ

フ
ト

以
外

全
部

）
の

ご
利

用
前

の
お

試
し

サ
ー

ビ
ス

。
・

入
院

に
よ

る
一

時
休

止
処

置
。

・
マ

ッ
ト

レ
ス

は
水

洗
い

を
推

進
。

（
フ

ァ
イ

バ
ー

タ
イ

プ
は

1
0
0
％

、
ウ

レ
タ

ン
は

今
後

推
進

の
た

め
に

調
整

中
）

・
使

用
環

境
を

確
認

。
・

安
全

に
使

用
で

き
て

い
る

か
。

・
現

在
の

身
体

状
況

、
生

活
環

境
に

用
具

が
適

合
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

・
特

殊
寝

台
の

導
入

に
よ

っ
て

離
床

が
進

ん
で

い
る

か
、

車
い

す
・

リ
フ

ト
の

導
入

に
よ

っ
て

外
出

の
機

会
が

増
え

て
い

る
か

等
、

利
用

者
の

身
体

状
況

の
向

上
と

と
も

に
生

活
の

質
も

向
上

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
確

認
し

て
い

る
。

・
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

を
一

ヶ
所

に
ま

と
め

て
設

け
て

い
る

。
利

用
者

か
ら

の
連

絡
先

を
一

本
化

で
き

る
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。
・

上
記

の
こ

と
も

あ
り

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
シ

ス
テ

ム
に

繋
が

っ
て

い
る

各
端

末
か

ら
一

利
用

者
の

サ
ー

ビ
ス

の
履

歴
が

検
索

で
き

る
。

・
使

用
上

の
問

題
点

は
な

い
か

ど
う

か
、

使
用

頻
度

の
確

認
。

・
用

具
の

不
具

合
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
必

要
性

の
確

認
。

（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

必
要

が
あ

れ
ば

即
時

対
応

し
て

い
る

。
そ

の
場

で
の

対
応

が
難

し
い

場
合

、
代

替
品

を
ご

用
意

し
て

い
る

。
）

・
商

品
の

取
扱

説
明

の
と

お
り

適
格

に
使

用
さ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

の
確

認
。

－

・
福

祉
用

具
の

不
具

合
、

及
び

使
用

状
況

の
確

認
。

・
福

祉
用

具
の

継
続

・
変

更
の

必
要

性
の

確
認

。

－

・
全

て
に

お
い

て
実

施
し

て
お

り
、

現
在

の
頻

度
平

均
は

9
6
日

。
お

客
様

事
由

で
訪

問
さ

せ
て

い
た

だ
け

な
い

現
場

を
除

く
と

平
均

8
0
日

代
で

す
・

3
カ

月
お

き
の

訪
問

で
も

、
説

明
し

た
内

容
と

は
違

う
使

い
方

を
し

て
い

た
り

、
危

険
な

利
用

を
し

て
い

る
方

が
少

な
か

ら
ず

い
ら

っ
し

ゃ
る

た
め

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

時
に

指
導

し
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
報

告
し

ま
す

。
・

お
客

様
事

由
に

お
け

る
訪

問
で

き
な

い
ケ

ー
ス

に
お

い
て

事
故

が
あ

っ
た

場
合

の
、

責
任

の
所

在
に

つ
い

て
は

い
つ

も
頭

を
悩

ま
せ

る
と

こ
ろ

で
す

。

・
商

品
の

故
障

が
あ

ま
り

に
も

多
い

で
す

。
歩

行
器

は
特

に
車

輪
の

磨
耗

、
脚

部
の

破
損

、
四

点
杖

の
足

ゴ
ム

交
換

な
ど

。
車

椅
子

は
パ

ン
ク

は
も

ち
ろ

ん
チ

ュ
ー

ブ
の

交
換

、
タ

イ
ヤ

そ
の

も
の

の
磨

耗
、

ブ
レ

ー
キ

の
破

損
。

電
動

カ
ー

ト
に

お
け

る
カ

オ
ル

、
ボ

デ
ィ

ー
の

傷
な

ど
。

・
ベ

ッ
ド

は
タ

バ
コ

ヤ
ニ

、
日

焼
け

な
ど

、
再

利
用

で
き

な
い

商
品

と
し

て
ﾚ
ﾝ
ﾀ
ﾙ
が

返
却

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
殆

ど
。

・
そ

の
場

合
で

費
用

清
算

を
い

た
だ

け
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

は
、

殆
ど

が
頂

く
こ

と
が

で
き

ず
廃

棄
処

分
に

し
て

い
る

現
状

が
あ

り
ま

す
。

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
具

体
的

な
　

　
内

容
等

２
．

そ
の

他
特

筆
す

べ
き

事
項

・
当

社
で

は
介

護
保

険
に

限
ら

ず
、

身
体

障
害

者
の

補
装

具
や

日
常

生
活

用
具

も
取

り
扱

っ
て

い
る

。
た

だ
し

補
聴

器
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
は

、
専

門
店

を
紹

介
し

て
い

る
。

・
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
た

「
福

祉
用

具
貸

与
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

報
告

書
」

を
用

い
て

品
目

毎
に

使
用

状
況

の
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

・
ま

た
特

殊
寝

台
と

車
い

す
に

つ
い

て
は

、
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
た

「
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
も

活
用

し
、

特
に

不
具

合
が

な
い

か
注

視
し

て
い

る
。

・
自

社
基

準
で

作
成

し
た

「
介

護
支

援
経

過
票

」
に

も
記

録
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

・
身

体
状

況
の

変
化

の
有

無
。

福
祉

用
具

の
使

用
状

況
の

本
人

、
介

護
者

の
満

足
度

の
確

認
。

福
祉

用
具

の
状

況
、

点
検

結
果

を
本

人
、

家
族

、
ケ

ア
マ

ネ
事

業
者

へ
の

報
告

。

－

・
自

社
基

準
に

よ
り

作
成

し
た

「
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

」
を

用
い

て
実

施
し

て
い

る
。

・
対

応
の

ス
ピ

ー
ド

が
命

。
（

即
日

納
品

も
当

然
あ

る
。

）
（

朝
の

4
時

・
営

業
日

外
・

死
亡

時
（

田
舎

の
た

め
自

宅
で

葬
儀

を
行

う
）

等
の

引
上

も
行

っ
て

い
る

。
）

・
生

活
ト

ー
タ

ル
で

貢
献

で
き

る
よ

う
に

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
よ

う
心

が
け

て
い

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
は

、
会

社
と

し
て

必
ず

誰
か

が
出

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

利
用

者
宅

へ
の

訪
問

は
、

基
本

的
に

家
族

関
係

者
や

ケ
ア

マ
ネ

が
い

る
と

き
し

か
行

っ
て

い
な

い
。

3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
実

態
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

　
【
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
役

割
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

　
■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
具

体
的

な
　

　
内

容
等

２
．

そ
の

他
特

筆
す

べ
き

事
項

Ｇ
－
１

関
東

Ｇ
－
２

九
州

Ｅ
－
４

関
東

Ｇ
－
３

離
島

Ｅ
－
３

北
海
道

Ｅ
－
１

北
陸

Ｅ
－
２

東
北

Ｆ
－
１

北
陸

・
訪

問
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

に
よ

り
利

用
状

況
を

確
認

し
、

利
用

者
、

家
族

の
コ

メ
ン

ト
を

聞
く

。
・

３
カ

月
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

見
直

し
に

合
わ

せ
て

訪
問

す
る

。
・

本
年

は
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
短

期
あ

る
い

は
長

期
目

標
に

従
っ

て
状

態
を

確
認

す
べ

き
だ

が
、

現
状

で
は

支
援

目
標

が
回

収
さ

れ
て

い
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

・
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

、
3
6
5
日

年
中

無
休

の
体

制
で

対
応

し
て

い
る

。
い

つ
も

変
わ

ら
な

い
標

準
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

。
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

を
徹

底
し

て
い

る
。

通
常

、
納

品
後

1
0
日

以
内

、
3
ヶ

月
後

、
マ

ッ
ト

交
換

時
（

1
年

後
無

料
交

換
）

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

行
う

。
・

人
材

養
成

の
た

め
内

部
検

定
試

験
（

全
従

業
員

対
象

）
を

実
施

し
て

い
る

。
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
（

用
具

知
識

、
介

護
知

識
、

医
学

一
般

、
福

祉
制

度
、

マ
ナ

ー
、

心
理

な
ど

に
つ

い
て

年
に

2
回

程
度

実
施

し
て

い
る

。
）

・
3
ヵ

月
単

位
で

、
訪

問
と

電
話

を
交

互
に

行
っ

て
い

る
。

・
他

社
に

較
べ

用
意

で
き

る
商

材
が

多
い

。
カ

タ
ロ

グ
に

記
載

の
な

い
用

具
に

も
対

応
す

る
こ

と
多

い
。

・
給

付
限

度
を

超
え

る
場

合
、

要
介

護
度

が
低

い
場

合
な

ど
、

介
護

保
険

給
付

対
象

外
と

な
る

場
合

も
、

自
費

と
な

る
が

レ
ン

タ
ル

対
応

す
る

。

－・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
専

従
ス

タ
ッ

フ
を

営
業

所
ご

と
に

置
き

、
訪

問
を

行
っ

て
い

る
。

必
要

に
応

じ
て

営
業

担
当

が
同

行
す

る
場

合
も

あ
る

。
担

当
者

会
議

へ
の

出
席

も
可

能
な

限
り

行
っ

て
い

る
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
専

従
は

ヘ
ル

パ
ー

2
級

以
上

の
資

格
保

有
を

条
件

と
し

て
い

る
の

で
、

担
当

者
会

議
で

も
充

分
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
出

来
る

。

・
必

要
性

の
評

価
。

・
新

た
な

ニ
ー

ズ
の

発
生

有
無

の
確

認
。

・
目

標
達

成
へ

の
意

思
確

認
。

・
研

修
会

等
の

充
実

。
離

島
に

つ
い

て
は

出
張

研
修

を
行

う
。

（
参

加
率

向
上

の
た

め
）

－・
福

祉
用

具
を

使
用

し
て

の
見

解
(
本

人
・

家
族

・
専

門
相

談
員

)
の

聞
き

取
り

を
し

て
い

る
。

・
機

能
点

検
を

行
い

、
異

音
等

が
な

い
か

、
ま

た
、

再
度

私
用

説
明

を
行

い
、

誤
っ

た
使

用
を

し
て

い
な

い
か

確
認

し
て

い
る

。
・

床
ず

れ
防

止
用

具
な

ど
は

１
ヶ

月
サ

イ
ク

ル
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

・
利

用
頻

度
の

確
認

、
当

初
意

図
し

て
い

た
と

お
り

に
福

祉
用

具
が

利
用

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
。

身
体

状
況

に
変

化
は

無
い

か
。

使
用

上
問

題
な

い
か

。
・

ま
た

、
用

具
に

不
具

合
は

な
い

か
。

異
音

異
臭

は
無

い
か

。
修

理
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
必

要
が

あ
れ

ば
そ

の
場

で
即

時
対

応
し

て
い

る
。

・
商

品
説

明
の

理
解

が
低

い
よ

う
で

あ
れ

ば
再

度
商

品
の

説
明

を
行

い
、

ま
た

、
体

調
の

面
で

う
ま

く
使

い
こ

な
せ

て
い

な
い

よ
う

で
あ

れ
ば

商
品

の
変

更
を

含
め

総
合

的
に

判
断

す
る

。
・

初
回

納
品

時
か

ら
時

間
が

経
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

商
品

自
体

の
取

付
・

動
作

確
認

を
行

い
調

整
・

修
理

を
行

う
。

同
居

人
が

い
れ

ば
、

本
人

の
利

用
状

況
等

を
確

認
し

そ
れ

ら
も

判
断

の
材

料
と

す
る

。

・
品

目
が

多
い

。
他

社
に

は
な

い
高

機
能

マ
ッ

ト
レ

ス
レ

ン
タ

ル
実

施
。

・
休

日
、

深
夜

に
お

け
る

お
客

様
の

要
求

に
迅

速
・

的
確

に
応

え
る

。

－ ・
住

宅
改

修
に

よ
る

住
環

境
整

備
を

含
め

、
在

宅
で

の
生

活
を

ハ
ー

ド
面

か
ら

ト
ー

タ
ル

に
提

案
・

提
供

で
き

る
。

・
即

時
納

品
（

当
日

納
品

）
が

で
き

る
。

・
車

い
す

の
こ

と
な

ら
、

ど
こ

の
事

業
者

に
も

負
け

な
い

自
負

が
あ

る
。

・
利

用
頻

度
の

確
認

、
当

初
意

図
し

て
い

た
と

お
り

に
福

祉
用

具
が

利
用

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
。

身
体

状
況

に
変

化
は

無
い

か
。

使
用

上
問

題
な

い
か

。
・

ま
た

、
用

具
に

不
具

合
は

な
い

か
。

異
音

異
臭

は
無

い
か

。
修

理
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
必

要
が

あ
れ

ば
そ

の
場

で
即

時
対

応
し

て
い

る
。

・
商

品
説

明
の

理
解

が
低

い
よ

う
で

あ
れ

ば
再

度
商

品
の

説
明

を
行

い
、

ま
た

、
体

調
の

面
で

う
ま

く
使

い
こ

な
せ

て
い

な
い

よ
う

で
あ

れ
ば

商
品

の
変

更
を

含
め

総
合

的
に

判
断

す
る

。
・

初
回

納
品

時
か

ら
時

間
が

経
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

商
品

自
体

の
取

付
・

動
作

確
認

を
行

い
調

整
・

修
理

を
行

う
。

同
居

人
が

い
れ

ば
、

本
人

の
利

用
状

況
等

を
確

認
し

そ
れ

ら
も

判
断

の
材

料
と

す
る

。

・
シ

ル
バ

ー
サ

ー
ビ

ス
振

興
会

推
奨

福
祉

用
具

消
毒

工
程

管
理

認
定

を
取

得
・

個
人

情
報

保
護

法
に

係
る

P
マ

ー
ク

を
取

得

4
0

資－69



福
祉

用
具

貸
与
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門
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談
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割
及

び
サ

ー
ビ
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提

供
の

状
況

編
】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
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地
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■

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
具

体
的

な
　

　
内

容
等

２
．

そ
の

他
特

筆
す

べ
き

事
項

Ｈ
－
１

関
東

Ｈ
－
２
*

関
西

・
チ

ェ
ッ

ク
項

目
等

は
別

紙
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

を
参

照
。

・
現

状
で

は
、

主
に

納
品

し
た

用
具

の
不

具
合

等
の

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
る

。
利

用
者

の
状

況
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
自

由
記

入
し

て
い

る
。

・
退

院
し

て
す

ぐ
の

用
具

が
必

要
と

し
て

利
用
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か

ら
直
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依

頼
を

受
け

る
ケ

ー
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も
あ
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・
福

祉
用

具
の

適
合

性
判

断
に

加
え

て
、

住
宅

改
修

の
導

入
も

合
わ

せ
て

日
常

生
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全
般

を
総

合
的

に
提

案
・

検
討

し
て

い
る

。

・
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
の

履
歴

を
電

算
化

し
て

い
る

・
身

体
状

況
の

変
化

は
な

い
か

、
当

初
の

使
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

、
満

足
度

に
使

用
の

頻
度
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機

器
の

具
合

、
要

望
、

点
検

結
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つ

い
て

電
算

化
し

て
い

る
・

特
に

車
い

す
の

場
合
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気
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タ

イ
ヤ

の
磨

耗
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ブ
レ

ー
キ
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効

き
具
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ン
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さ
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さ
、
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ス
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置
、
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か
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る
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フ
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て
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で
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4
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談

員
6
人

8
5
.
7
%

4
人

6
6
.
7
%

4
人

5
7
.
1
%

5
人

7
1
.
4
%

1
0
人

8
3
.
3
%

5
人

5
5
.
6
%

1
2
人

6
3
.
2
%

8
人

6
1
.
5
%

介
護

支
援

専
門

員
0
人

0
.
0
%

2
人

3
3
.
3
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

1
人

8
.
3
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

そ
の

他
1
人

1
4
.
3
%

0
人

0
.
0
%

3
人

4
2
.
9
%

2
人

2
8
.
6
%

1
人

8
.
3
%

4
人

4
4
.
4
%

7
人

3
6
.
8
%

5
人

3
8
.
5
%

計
7
人

1
0
0
.
0
%

6
人

1
0
0
.
0
%

7
人

1
0
0
.
0
%

7
人

1
0
0
.
0
%

1
2
人

1
0
0
.
0
%

9
人

1
0
0
.
0
%

1
9
人

1
0
0
.
0
%

1
3
人

1
0
0
.
0
%

Ｅ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
状

況

契
約

者
数

貸
与

件
数

4
9
5
人

1
,
4
8
5
件

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

7
9
4
人

2
,
6
0
8
件

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－

1
8
1
人

7
1
.
0
%

2
9
.
0
%

1
0
0
.
0
%

○

Ａ
－

１

中
国

Ｄ
－

２

中
国

Ｂ
－

２

関
西

四
国

Ｃ
－

１

東
海

Ｃ
－

２

九
州

Ｂ
－

１

関
西

Ｄ
－

１

中
国

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
－

２

対
象

地
域

8
9
.
0
%

1
1
.
0
%

7
1
.
0
%

2
9
.
0
%

3
5
.
3
%

6
4
.
7
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ －
－ ○

－
－

○

・
製

品
の

安
全

性
の

確
保

が
重

要
。

十
分

な
設

備
も

な
く

自
社

消
毒

、
自

社
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
う

の
は

好
ま

し
い

こ
と

で
は

な
い

。
基

準
を

も
っ

と
厳

格
に

す
べ

き
で

あ
る

。

・
制

度
改

正
が

あ
る

の
は

わ
か

っ
て

い
て

事
業

は
行

っ
て

お
り

、
３

年
・

５
年

で
の

制
度

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
も

理
解

し
て

い
る

が
、

今
年

度
の

よ
う

に
そ

う
で

な
い

時
期

に
制

度
改

正
を

行
お

う
と

す
る

こ
と

は
困

る
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

帳
票

の
整

理
を

含
め

介
護

保
険

業
務

の
質

を
高

め
効

率
化

す
る

た
め

も
あ

り
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

が
、

そ
の

コ
ス

ト
も

非
常

に
か

か
っ

て
い

る
。

・
制

度
改

正
に

伴
う

コ
ス

ト
も

事
業

所
負

担
に

な
っ

て
い

る
。

・
常

に
一

定
の

在
庫

を
持

ち
、

故
障

時
の

商
品

の
即

日
交

換
や

、
手

危
機

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
出

来
る

体
制

作
り

を
し

て
い

る
会

社
で

な
け

れ
ば

実
際

の
と

こ
ろ

事
業

を
十

分
に

や
れ

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

ま
す

。
・

た
だ

、
そ

の
場

合
、

組
織

が
大

き
く

な
り

た
く

さ
ん

に
人

件
費

、
在

庫
に

掛
か

る
費

用
な

ど
が

あ
る

た
め

、
そ

の
体

制
で

な
い

と
こ

ろ
の

事
業

所
は

値
段

を
下

げ
ら

れ
る

と
い

う
２

極
化

が
進

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
。

・
介

護
保

険
に

限
ら

ず
身

障
の

制
度

な
ど

、
福

祉
用

具
全

般
、

生
活

支
援

全
般

の
相

談
援

助
業

務
が

で
き

れ
ば

良
い

と
考

え
て

い
る

。

・
福

祉
用

具
の

た
め

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
は

、
用

具
の

検
討

よ
り

も
そ

の
他

の
サ

ー
ビ

ス
が

中
心

に
な

る
た

め
、

役
割

を
果

た
せ

る
の

は
一

部
で

あ
る

。
・

O
T
・

P
T
と

の
連

携
が

も
っ

と
充

実
す

れ
ば

、
効

果
的

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

で
き

る
。

・
福

祉
用

具
を

貸
与

す
る

に
あ

た
り

ご
本

人
様

の
身

体
状

況
、

使
用

目
的

、
家

屋
状

況
、

介
護

状
況

な
ど

を
把

握
し

適
正

な
福

祉
用

具
の

選
定

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
す

。
・

ご
本

人
様

を
は

じ
め

と
し

、
ご

家
族

様
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
様

、
他

の
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

と
の

連
携

を
図

り
、

よ
り

良
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

心
が

け
る

べ
き

と
思

い
ま

す
。

・
よ

り
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
く

た
め

に
、

品
質

向
上

や
専

門
相

談
員

の
ス

キ
ル

向
上

に
も

努
め

る
べ

き
と

考
え

ま
す

。
例

）
電

動
カ

ー
ト

な
ど

事
故

の
多

い
も

の
は

訪
問

回
数

を
増

や
す

。
品

質
確

保
の

観
点

か
ら

、
水

洗
い

の
割

合
を

高
め

る
べ

き
。

Ｆ
．

自
由

意
見

7
8
5
人

2
,
9
7
0
件

8
0
6
件

5
8
5
件

－

2
4
1
人

1
,
1
2
6
件

3
8
6
人

－

1
0
0
.
0
%

－ －

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
,
7
8
2
人

6
,
0
4
0
件

・
制

度
ビ

ジ
ネ

ス
と

い
う

認
識

に
た

ち
、

法
令

を
遵

守
し

て
、

あ
く

ま
で

も
、

要
介

護
者

等
の

心
身

の
特

性
を

踏
ま

え
て

、
そ

の
有

す
る

能
力

に
対

し
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
適

正
で

、
信

頼
の

お
け

る
プ

ロ
の

事
業

者
と

し
て

、
能

力
に

見
合

っ
た

規
模

の
地

域
密

着
事

業
者

で
あ

り
た

い
と

考
え

て
い

る
。

－ －

3
4
5
人

1
,
0
8
2
件

6
1
.
0
%

3
9
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1

資－75



福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

（
１

）
介

護
保

険
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ａ
．

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
状

況

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

計

Ｂ
．

レ
ン

タ
ル

卸
の

利
用

状
況

利
用

せ
ず

全
商

品
利

用
一

部
の

み
利

用
（

％
）

Ｄ
．

従
業

員
の

状
況

専
門

相
談

員
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
計

Ｅ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
状

況

契
約

者
数

貸
与

件
数

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｆ
．

自
由

意
見

局
長

あ
る

ぷ
す

吉
岡

Ｊ
Ｃ

Ｉ
秋

田
古

谷
ｴ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｲ
ｱ

橋
本

ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾌ

宮
下

ト
ミ

キ
富

山
橋

本
古

谷
ﾔ
ﾏ
ｼ
ﾀ
東

京
東

五
島

宮
下

カ
ク

イ
本

五
島

宮
下

カ
ク

イ
離

○
(
1
0
%
)

○
(
1
0
%
)

○
(
5
%
)

－
(
0
%
)

○
(
1
6
%
)

－
(
0
%
)

－
(
0
%
)

－
(
0
%
)

4
人

1
0
0
.
0
%

4
人

5
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

1
7
人

4
8
.
6
%

3
人

1
0
0
.
0
%

5
8
人

9
5
.
1
%

3
3
人

7
0
.
2
%

7
人

8
7
.
5
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

4
人

5
0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

1
8
人

5
1
.
4
%

0
人

0
.
0
%

3
人

4
.
9
%

1
4
人

2
9
.
8
%

1
人

1
2
.
5
%

4
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

3
5
人

1
0
0
.
0
%

3
人

1
0
0
.
0
%

6
1
人

1
0
0
.
0
%

4
7
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

5
4
6
人

5
1
7
人

1
,
1
5
7
件

1
,
7
3
8
件

・
評

価
を

軸
と

し
た

個
別

支
援

計
画

の
作

成
を

行
い

、
専

門
性

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

。
・

価
格

主
義

か
ら

評
価

主
義

へ →
低

価
格

も
魅

力
の

一
つ

だ
が

、
価

格
と

は
別

な
部

分
を

評
価

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
適

正
な

サ
ー

ビ
ス

を
評

価
す

る
体

制
が

望
ま

れ
る

。

・
理

想
は

レ
ン

タ
ル

開
始

の
段

階
で

き
ち

ん
と

事
前

訪
問

し
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
自

社
で

対
応

す
る

よ
う

に
し

た
い

。
・

現
状

は
ケ

ア
マ

ネ
主

導
と

な
る

ケ
ー

ス
も

多
い

。
・

以
前

に
比

べ
る

と
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
相

談
さ

れ
る

ケ
ー

ス
が

増
え

た
が

、
一

方
で

、
ケ

ア
マ

ネ
側

も
ケ

ー
ス

慣
れ

し
て

貸
与

事
業

者
へ

の
相

談
を

省
く

ケ
ー

ス
も

出
て

き
て

お
り

、
動

き
の

方
向

性
は

一
定

で
な

い
。

－
－

9
5
.
0
%

5
5
.
0
%

5
.
0
%

4
5
.
0
%

Ｅ
－

３
Ｅ

－
４

北
海

道
関

東

2
,
9
3
6
人

9
,
4
5
5
件

Ｇ
－

１

関
東

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

○ －

Ｅ
－

１

北
陸

Ｇ
－

２
Ｇ

－
３

九
州

離
島

7
2
.
2
%

2
7
.
8
%

7
0
.
5
%

2
9
.
5
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－
－

－
○

・
左

記
同

様
・

離
島

で
は

利
用

者
が

亡
く

な
っ

た
場

合
な

ど
に

は
自

室
で

の
葬

儀
を

行
う

こ
と

が
多

く
、

夜
間

の
用

具
引

取
り

等
が

発
生

す
る

こ
と

も
あ

る
。

そ
の

た
め

3
6
5
日

2
4
時

間
体

制
で

の
対

応
が

出
来

る
こ

と
が

利
用

者
の

た
め

を
考

え
る

と
理

想
的

。

・
公

的
制

度
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
利

用
者

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

資
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

モ
ッ

ト
ー

と
し

て
い

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

高
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
顧

客
満

足
調

査
を

し
て

い
る

。
ケ

ー
ス

ご
と

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配

り
、

本
部

で
回

収
す

る
。

ケ
ア

マ
ネ

事
務

所
に

対
し

て
も

調
査

す
る

。
回

収
率

は
約

5
0
％

。
・

貸
与

サ
ー

ビ
ス

は
在

宅
サ

ー
ビ

ス
で

あ
り

、
独

居
老

人
、

高
齢

者
夫

婦
に

対
し

て
も

不
安

を
与

え
な

い
よ

う
留

意
。

・
電

動
車

い
す

な
ど

用
具

の
電

子
化

が
進

ん
で

予
測

で
き

な
い

ア
ク

シ
デ

ン
ト

の
起

こ
る

可
能

性
が

高
ま

っ
て

い
る

な
ど

、
商

材
に

関
す

る
知

識
を

常
に

更
新

す
る

必
要

が
あ

る
。

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
維

持
す

る
た

め
に

は
、

こ
う

し
た

情
報

の
更

新
も

継
続

的
に

行
う

仕
組

み
を

持
つ

必
要

が
あ

る
。

・
離

島
部

は
人

口
が

少
な

く
、

訪
問

系
サ

ー
ビ

ス
の

供
給

も
少

な
い

た
め

家
族

介
護

が
中

心
と

な
る

。
そ

の
た

め
福

祉
用

具
の

果
た

す
役

割
は

都
市

部
と

比
較

し
て

大
き

い
。

・
マ

ン
パ

ワ
ー

の
投

入
を

中
心

と
す

る
訪

問
形

サ
ー

ビ
ス

よ
り

も
、

ま
ず

は
福

祉
用

具
の

導
入

に
よ

る
Q
O
L
向

上
を

図
る

べ
き

で
あ

り
、

そ
の

た
め

の
福

祉
用

具
貸

与
を

目
指

す
べ

き
。

・
ケ

ア
マ

ネ
と

連
携

し
、

利
用

者
に

適
合

的
な

福
祉

用
具

を
選

定
、

提
案

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

4
,
2
8
5
件

7
4
2
件

○
○

1
,
8
9
4
人

3
3
6
人

・
介

護
保

険
制

度
上

で
事

業
を

行
っ

て
い

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
○

お
客

様
の

身
体

の
具

合
や

生
活

に
合

わ
せ

た
福

祉
用

具
を

客
観

的
に

判
断

し
ご

提
案

す
る

。
○

お
客

様
に

安
心

・
安

全
・

や
す

ら
ぎ

を
お

届
け

で
き

る
よ

う
、

日
々

研
鑽

を
行

い
ご

期
待

に
応

え
る

。
○

介
護

支
援

専
門

員
様

を
中

心
に

そ
れ

ぞ
れ

の
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

が
連

携
を

と
り

役
割

を
全

う
す

る
。

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

1
8
4
人

－ －

2
6
3
人

9
8
0
件

6
5
5
件

－ －

Ｅ
－

２

東
北

4
0
.
0
%

6
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

Ｆ
－

１

北
陸

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－ －

1
2
9
人

5
0
6
件

・
福

祉
用

具
貸

与
に

は
、

用
具

を
安

全
に

最
適

な
状

態
で

使
用

し
て

い
た

だ
く

よ
う

努
力

す
る

義
務

が
あ

る
。

・
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
よ

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
可

能
な

と
こ

ろ
に

販
売

で
は

な
く

貸
与

の
優

位
性

が
あ

る
。

・
帳

票
整

備
に

伴
い

、
1
職

員
の

事
務

量
が

膨
大

で
あ

る
。

そ
の

中
で

分
業

し
て

、
納

品
・

回
収

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

し
て

い
る

事
業

所
も

あ
る

が
、

適
切

な
商

品
選

定
・

良
質

な
サ

ー
ビ

ス
を

す
る

に
は

、
1
人

が
納

品
（

選
定

理
由

、
使

用
法

の
説

明
）

～
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

利
用

し
評

価
、

再
選

定
）

に
至

る
ま

で
を

担
当

す
べ

き
と

考
え

、
ケ

ア
マ

ネ
同

様
１

職
員

あ
た

り
の

担
当

件
数

に
制

限
を

設
け

る
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
と

思
う

。
・

民
間

企
業

と
い

う
経

営
の

体
系

と
公

的
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

、
利

益
追

求
と

公
平

な
サ

ー
ビ

ス
の

ギ
ャ

ッ
プ

を
感

じ
る

。
・

帳
票

の
整

備
に

つ
い

て
、

情
報

が
共

有
さ

れ
会

社
の

誰
も

が
一

利
用

者
へ

の
対

応
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

等
理

解
は

で
き

る
が

、
事

務
量

が
膨

大
で

あ
る

。

2

資－76



福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

（
１

）
介

護
保

険
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ａ
．

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
状

況

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

サ
ー

ビ
ス

計

Ｂ
．

レ
ン

タ
ル

卸
の

利
用

状
況

利
用

せ
ず

全
商

品
利

用
一

部
の

み
利

用
（

％
）

Ｄ
．

従
業

員
の

状
況

専
門

相
談

員
介

護
支

援
専

門
員

そ
の

他
計

Ｅ
．

貸
与

サ
ー

ビ
ス

の
状

況

契
約

者
数

貸
与

件
数

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

Ｆ
．

自
由

意
見

橋
本

吉
岡

ﾌ
ﾗ
ﾍ
ﾞ
新

宿
五

島
た

ん
ぽ

ぽ
古

谷
ｴ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｲ
ｱ

橋
本

ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾌ

－
(
0
%
)

○
(
1
4
%
)

○
(
5
%
)

－
(
0
%
)

1
1
人

7
8
.
6
%

1
9
人

5
2
.
8
%

8
人

1
0
0
.
0
%

1
7
人

4
8
.
6
%

3
人

2
1
.
4
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

0
人

0
.
0
%

1
7
人

4
7
.
2
%

0
人

0
.
0
%

1
8
人

5
1
.
4
%

1
4
人

1
0
0
.
0
%

3
6
人

1
0
0
.
0
%

8
人

1
0
0
.
0
%

3
5
人

1
0
0
.
0
%

・
利

用
者

の
自

立
支

援
、

身
体

状
況

へ
の

適
合

の
観

点
か

ら
の

福
祉

用
具

の
選

定
、

提
供

、
ア

ド
バ

イ
ス

や
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

福
祉

用
具

の
専

門
家

と
し

て
、

福
祉

用
具

利
用

に
よ

る
介

護
者

の
介

護
負

担
の

軽
減

の
観

点
も

踏
ま

え
、

介
護

支
援

専
門

員
を

は
じ

め
と

し
た

関
係

者
と

連
携

し
実

施
。

・
利

用
者

の
安

全
・

安
心

、
か

つ
快

適
な

利
用

の
た

め
の

福
祉

用
具

の
点

検
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
継

続
的

な
実

施
と

体
制

の
整

備
。

・
利

用
者

の
個

別
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
の

機
能

の
異

な
る

多
く

の
機

種
の

品
揃

え
。

・
利

用
者

の
希

望
に

応
じ

た
タ

イ
ム

リ
ー

な
福

祉
用

具
の

納
品

、
引

上
げ

の
実

施
と

体
制

の
整

備
。7
1
1
人

2
,
3
8
4
件

6
0
.
5
%

1
0
0
.
0
%

○

Ｈ
－

１

関
東

3
9
.
5
%

・
理

想
は

レ
ン

タ
ル

開
始

の
段

階
で

き
ち

ん
と

事
前

訪
問

し
て

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
自

社
で

対
応

す
る

よ
う

に
し

た
い

。
・

現
状

は
ケ

ア
マ

ネ
主

導
と

な
る

ケ
ー

ス
も

多
い

。
・

以
前

に
比

べ
る

と
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
相

談
さ

れ
る

ケ
ー

ス
が

増
え

た
が

、
一

方
で

、
ケ

ア
マ

ネ
側

も
ケ

ー
ス

慣
れ

し
て

貸
与

事
業

者
へ

の
相

談
を

省
く

ケ
ー

ス
も

出
て

き
て

お
り

、
動

き
の

方
向

性
は

一
定

で
な

い
。1
,
7
3
8
件

－

5
1
7
人

4
5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

○

Ｗ
－

２

関
東

5
5
.
0
%

関
西

北
海

道

Ｈ
－

２
*

Ｗ
－

１

6
5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

9
5
.
0
%

5
.
0
%

1
0
0
.
0
%

－
－

－
－

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
全

般
を

通
し

て
利

用
者

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

関
係

先
と

の
連

携
が

重
要

に
な

っ
て

く
る

。
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

、
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
知

識
、

技
能

の
向

上
が

求
め

ら
れ

そ
の

結
果

が
利

用
者

側
か

ら
求

め
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

る
。

又
、

利
用

者
の

立
場

に
目

線
を

お
き

安
心

し
て

幅
広

く
相

談
頂

け
る

事
業

者
で

あ
り

た
い

。

・
評

価
を

軸
と

し
た

個
別

支
援

計
画

の
作

成
を

行
い

、
専

門
性

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

。
・

価
格

主
義

か
ら

評
価

主
義

へ →
低

価
格

も
魅

力
の

一
つ

だ
が

、
価

格
と

は
別

な
部

分
を

評
価

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
適

正
な

サ
ー

ビ
ス

を
評

価
す

る
体

制
が

望
ま

れ
る

。

3
,
4
0
1
件

1
,
1
5
7
件

5
4
6
人

－

3
5
.
0
%

1
,
0
0
7
人

3
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

Ａ
－

１

中
国

Ｄ
－

２

中
国

Ｂ
－

２

関
西

四
国

Ｃ
－

１

東
海

Ｃ
－

２

九
州

Ｂ
－

１

関
西

Ｄ
－

１

中
国

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
－

２

対
象

地
域

（
２

）
介

護
保

険
貸

与
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

に
お

け
る

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
・

福
祉

用
具

を
貸

与
す

る
に

当
た

り
、

ご
本

人
様

の
身

体
状

況
、

使
用

目
的

、
家

屋
状

況
、

介
護

状
況

な
ど

を
把

握
し

、
適

正
な

福
祉

用
具

の
選

定
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

い
ま

す
。

・
ご

本
人

様
を

は
じ

め
と

し
、

ご
家

族
様

、
ケ

ア
マ

ネ
様

、
ほ

か
の

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

の
連

携
を

図
り

、
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
心

が
け

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。
・

よ
り

安
心

し
て

ご
利

用
い

た
だ

く
た

め
に

、
品

質
向

上
や

専
門

相
談

員
の

ス
キ

ル
向

上
に

も
努

め
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

例
）

電
動

カ
ー

ト
な

ど
事

故
の

多
い

も
の

は
訪

問
回

数
を

増
や

す
。

品
質

確
保

の
観

点
か

ら
、

水
洗

い
の

割
合

を
高

め
る

べ
き

。

・
価

格
が

サ
ー

ビ
ス

の
質

よ
り

も
優

先
さ

れ
て

い
る

。
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

評
価

し
て

も
ら

う
環

境
を

作
る

に
は

、
福

祉
用

具
貸

与
に

も
公

定
価

格
を

導
入

す
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。

・
ケ

ア
マ

ネ
は

所
属

先
傘

下
の

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

（
ヘ

ル
パ

ー
等

）
を

指
名

・
利

用
す

る
傾

向
。

・
ケ

ア
マ

ネ
と

の
力

関
係

（
利

用
者

か
ら

の
サ

ー
ビ

ス
の

依
頼

が
ケ

ア
マ

ネ
に

ま
ず

あ
り

、
プ

ラ
ン

作
成

時
ケ

ア
マ

ネ
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
案

分
に

よ
る

と
こ

ろ
が

あ
る

）
が

あ
る

た
め

強
く

出
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

・
一

本
杖

が
レ

ン
タ

ル
し

た
い

と
い

う
利

用
者

の
声

が
あ

る
。

・
レ

ン
タ

ル
事

業
者

も
改

正
の

た
び

に
レ

ン
タ

ル
事

業
者

の
淘

汰
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
そ

の
一

方
で

新
規

参
入

に
お

い
て

、
驚

く
べ

き
単

位
数

設
定

で
開

業
さ

れ
る

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
厚

生
労

働
省

側
で

レ
ン

タ
ル

は
自

由
競

争
の

中
高

止
ま

り
し

て
い

る
と

い
う

指
摘

が
あ

り
ま

し
た

が
、

お
そ

ら
く

現
場

と
し

て
は

価
格

が
２

層
に

分
か

れ
て

い
る

。
事

業
を

古
く

か
ら

継
続

で
き

て
い

る
事

業
所

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

も
き

ち
ん

と
行

う
商

品
の

交
換

も
き

ち
ん

と
行

う
代

わ
り

に
価

格
を

そ
れ

な
り

の
価

格
設

定
に

し
て

あ
る

。
新

規
参

入
事

業
者

は
、

後
が

無
い

と
こ

ろ
も

あ
り

事
業

継
続

が
困

難
な

費
用

で
、

実
際

に
商

品
交

換
や

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

十
分

行
わ

な
い

と
い

う
安

か
ろ

う
悪

か
ろ

う
の

事
業

形
態

も
あ

る
。

結
果

的
に

後
者

は
、

在
庫

限
り

の
廉

売
を

行
い

、
最

後
に

は
会

社
が

無
く

な
る

。
世

の
中

を
乱

す
行

為
と

し
て

も
う

少
し

事
業

所
の

サ
ー

ビ
ス

の
一

定
水

準
を

、
具

体
的

に
明

確
に

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

（
省

略
）

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
資

質
の

向
上

が
求

め
ら

れ
る

。
・

現
状

は
研

修
さ

え
受

講
す

れ
ば

誰
で

も
採

れ
る

為
、

知
識

経
験

の
レ

ベ
ル

に
相

当
ひ

ら
き

が
あ

る
。

そ
う

し
た

事
実

に
介

護
支

援
専

門
員

は
気

づ
い

て
い

な
い

。
・

福
祉

用
具

の
利

用
は

他
の

サ
ー

ビ
ス

費
用

を
節

約
す

る
上

か
ら

も
大

変
重

要
な

の
だ

か
ら

、
ヘ

ル
パ

ー
に

介
護

福
祉

士
が

あ
る

よ
う

に
、

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
に

も
そ

の
上

の
国

家
資

格
み

た
い

な
も

の
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
は

な
い

か
。

・
軽

度
者

の
特

殊
寝

台
・

車
い

す
の

貸
与

の
必

要
性

。
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

、
厳

格
に

や
っ

て
い

く
に

は
現

在
の

人
員

で
は

不
可

能
。

人
員

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
が

、
そ

れ
に

収
支

が
伴

う
か

は
疑

問
で

あ
る

。
・

サ
ー

ビ
ス

の
質

を
高

め
る

に
は

人
員

の
補

充
が

必
要

で
あ

る
が

、
そ

の
分

利
用

者
も

増
や

し
て

収
益

を
あ

げ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

Ｇ
．

自
由

意
見

・
納

品
後

、
１

０
日

以
内

の
適

合
状

況
の

確
認

は
特

に
必

要
は

な
い

か
と

思
わ

れ
ま

す
。

試
用

期
間

７
日

を
へ

て
福

祉
用

具
を

選
定

し
た

場
合

は
特

に
感

じ
ら

れ
ま

す
。

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

追
加

に
な

っ
た

場
合

の
全

事
業

者
参

加
の

担
当

者
会

議
は

ど
う

か
と

思
い

ま
す

。
・

訪
問

介
護

や
通

所
介

護
の

日
程

変
更

で
の

召
集

は
業

務
に

支
障

を
来

た
し

ま
す

。

・
私

共
、

地
域

密
着

型
の

零
細

事
業

者
は

、
同

業
大

規
模

事
業

者
の

力
を

か
り

な
が

ら
、

頑
張

っ
て

い
る

が
、

余
り

に
も

、
急

激
な

制
度

改
革

を
実

施
さ

れ
る

と
、

健
全

な
事

業
経

営
は

、
困

難
と

な
る

。
わ

が
国

の
現

状
に

お
け

る
介

護
の

大
前

提
が

『
在

宅
で

残
存

能
力

を
活

用
し

て
、

自
立

し
た

日
常

生
活

』
で

あ
る

な
ら

、
ま

ず
、

他
の

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

に
先

駆
け

て
、

福
祉

用
具

の
活

用
に

よ
る

『
自

立
』

が
第

一
と

考
え

ら
れ

る
し

、
ま

し
て

や
、

福
祉

用
具

関
連

サ
ー

ビ
ス

の
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
全

体
に

占
め

る
割

合
か

ら
云

っ
て

も
、

取
り

立
て

て
制

限
を

絞
り

込
む

方
向

は
、

現
状

現
場

を
判

断
し

て
も

問
題

あ
り

と
考

え
る

。
適

正
で

健
全

な
経

営
形

態
の

事
業

者
が

地
域

に
存

在
し

な
く

な
る

方
が

、
問

題
あ

り
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
、

そ
れ

と
も

、
一

部
の

全
国

ネ
ッ

ト
の

事
業

者
だ

け
残

れ
ば

い
い

の
だ

ろ
う

か
？
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

（
２

）
介

護
保

険
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ｇ
．

自
由

意
見

Ｅ
－

３
Ｅ

－
４

北
海

道
関

東

Ｇ
－

１

関
東

Ｅ
－

１

北
陸

Ｇ
－

２
Ｇ

－
３

九
州

離
島

Ｅ
－

２

東
北

Ｆ
－

１

北
陸

・
法

改
正

に
よ

る
貸

与
事

業
の

経
営

状
態

の
悪

化
に

よ
り

、
経

営
環

境
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
（

コ
ス

ト
削

減
、

人
員

抑
制

、
設

備
投

資
凍

結
、

不
採

算
地

域
か

ら
の

撤
退

等
）

し
か

し
な

が
ら

、
上

記
の

よ
う

な
こ

と
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

に
つ

な
が

り
か

ね
な

い
。

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
力

量
の

差
が

顕
著

で
あ

る
。

単
な

る
配

送
業

者
と

し
て

で
は

な
く

、
専

門
性

を
発

揮
し

、
福

祉
用

具
の

提
案

が
で

き
る

よ
う

レ
ベ

ル
の

底
上

げ
が

課
題

で
あ

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
は

ほ
ぼ

全
て

参
加

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
知

識
が

少
な

く
て

も
そ

れ
な

り
の

専
門

性
を

問
わ

れ
る

場
合

も
増

え
て

お
り

、
対

応
で

き
る

知
識

、
専

門
性

を
高

め
る

こ
と

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

対
応

策
と

し
て

、
職

員
の

研
修

機
会

を
多

く
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

以
下

の
よ

う
な

方
策

を
講

じ
て

い
る

。
○

メ
ー

カ
ー

を
呼

ん
で

の
研

修
週

1
回

（
毎

週
）

○
利

用
者

（
介

護
ヘ

ル
パ

ー
）

向
け

の
勉

強
会

開
催

（
3
･
4
ヶ

月
に

1
回

）
（

公
的

施
設

利
用

、
社

協
の

協
力

を
得

て
開

催
　

な
ど

）
○

供
給

協
会

等
の

加
入

団
体

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
。

○
費

用
は

、
メ

ー
カ

ー
の

営
業

費
用

で
処

理
さ

れ
る

。

・
制

度
運

用
ル

ー
ル

の
解

釈
が

保
険

者
ご

と
に

異
な

る
部

分
が

あ
り

、
統

一
を

図
っ

て
も

ら
い

た
い

。
例

え
ば

対
象

用
具

と
し

て
認

め
ら

れ
て

い
る

も
の

が
異

な
る

。
具

体
的

に
は

歩
行

器
（

シ
ル

バ
ー

カ
ー

に
近

い
も

の
）

の
扱

い
な

ど
。

・
軽

度
者

に
対

す
る

ベ
ッ

ド
の

例
外

給
付

に
つ

い
て

も
柔

軟
な

自
治

体
、

厳
し

い
自

治
体

の
幅

が
大

き
い

。
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
更

新
時

、
判

定
結

果
が

非
常

に
遅

れ
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
・

制
度

が
複

雑
化

し
て

お
り

、
書

類
作

成
、

連
携

コ
ス

ト
が

増
大

し
て

お
り

、
採

算
が

厳
し

く
な

っ
て

い
る

。
・

悪
い

サ
ー

ビ
ス

は
排

除
す

べ
き

だ
が

、
や

る
気

が
あ

っ
て

様
々

な
試

み
を

し
て

い
る

事
業

者
の

気
を

そ
ぐ

よ
う

な
施

策
は

避
け

て
ほ

し
い

。
必

要
な

人
に

、
必

要
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

必
要

な
用

具
を

出
せ

る
よ

う
な

制
度

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
介

護
保

険
（

の
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

水
準

な
ど

）
に

対
す

る
国

民
全

体
の

コ
ン

セ
ン

サ
ス

の
確

認
が

必
要

。

・
左

記
同

様
。

・
営

業
・

搬
入

・
搬

出
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
同

一
社

員
で

行
っ

た
方

が
利

用
者

の
信

頼
感

は
増

す
と

思
わ

れ
る

が
、

一
方

で
営

業
担

当
者

は
多

数
の

利
用

者
を

抱
え

て
お

り
全

て
を

フ
ォ

ロ
ー

す
る

こ
と

は
不

可
能

で
あ

り
、

当
社

で
は

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

専
従

班
を

設
け

て
い

る
。

・
離

島
で

は
訪

問
や

納
品

に
も

本
土

以
上

の
時

間
や

コ
ス

ト
が

か
か

る
こ

と
が

理
解

さ
れ

る
べ

き
。

・
福

祉
用

具
の

利
用

が
廃

用
症

候
群

を
誘

発
す

る
と

い
う

よ
う

な
意

見
も

あ
る

が
実

態
と

は
異

な
る

と
考

え
る

。
利

用
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
あ

り
方

と
し

て
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

に
先

立
っ

て
福

祉
用

具
を

有
効

活
用

す
る

こ
と

で
利

用
者

に
自

立
性

を
付

与
す

る
よ

う
な

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

在
り

方
が

模
索

さ
れ

る
べ

き
。

・
福

祉
用

具
を

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
に

お
け

る
重

要
フ

ァ
ク

タ
ー

の
一

つ
と

し
て

ケ
ア

マ
ネ

や
利

用
者

に
認

識
し

て
も

ら
う

た
め

に
も

ア
セ

ス
メ

ン
ト

や
個

別
援

助
計

画
の

作
成

は
必

要
と

考
え

て
い

る
が

、
同

業
他

社
の

反
応

が
鈍

い
こ

と
が

課
題

だ
と

考
え

て
い

る
。

・
法

改
正

に
よ

り
、

今
ま

で
自

立
の

補
助

と
し

て
使

っ
て

頂
い

て
い

た
特

殊
寝

台
・

車
い

す
等

の
返

却
に

よ
り

売
上

が
減

少
し

た
。

予
防

に
注

力
し

て
い

る
が

、
カ

バ
ー

す
る

ま
で

至
ら

な
い

。
・

市
町

村
に

よ
り

介
護

度
に

ば
ら

つ
き

が
あ

る
、

ま
た

、
現

在
の

介
護

度
と

利
用

で
き

る
福

祉
用

具
が

一
致

し
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。

・
医

師
の

診
断

に
て

レ
ン

タ
ル

し
て

頂
い

て
い

る
お

客
様

も
お

り
ま

す
が

、
診

断
を

も
ら

え
ず

に
日

常
生

活
困

難
に

な
っ

て
い

る
方

も
多

く
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
取

り
組

み
に

つ
い

て
も

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
に

よ
り

差
も

あ
る

。
・

原
材

料
費

の
高

騰
に

よ
り

仕
入

れ
価

格
が

上
昇

し
て

い
る

が
、

貸
与

・
販

売
価

格
に

反
映

さ
せ

る
こ

と
が

出
来

な
い

。
・

一
部

の
貸

与
事

業
者

で
同

一
機

能
の

種
目

を
介

護
保

険
貸

与
と

保
険

外
（

自
費

）
貸

与
を

行
っ

て
お

り
、

対
応

に
苦

慮
し

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
貸

与
事

業
所

の
技

術
・

知
識

の
向

上
も

課
題

。

・
ケ

ア
マ

ネ
の

福
祉

用
具

へ
の

理
解

の
程

度
に

よ
っ

て
貸

与
事

業
者

が
提

供
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

の
質

が
左

右
さ

れ
て

し
ま

う
。

・
福

祉
用

具
貸

与
サ

ー
ビ

ス
の

重
要

性
に

鑑
み

て
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
に

積
極

的
に

関
与

す
べ

き
。

商
品

知
識

の
提

供
の

み
に

留
ま

る
こ

と
が

多
く

、
利

用
者

が
実

際
の

生
活

の
中

で
用

具
を

役
立

て
る

と
い

う
視

点
が

生
き

て
い

な
い

。
・

価
格

競
争

が
厳

し
く

、
良

質
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
と

い
う

発
想

が
経

営
を

悪
化

さ
せ

る
よ

う
な

部
分

あ
る

。
利

用
者

は
多

く
の

福
祉

用
具

貸
与

事
業

者
を

比
較

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

事
業

者
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
違

い
を

な
か

な
か

理
解

し
て

も
ら

え
な

い
。

・
商

品
の

貸
与

に
は

配
送

・
消

毒
、

そ
の

他
選

定
に

相
談

員
が

動
い

て
い

る
等

費
用

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
を

忘
れ

な
い

で
ほ

し
い

。
・

求
め

ら
れ

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
が

上
が

っ
て

き
て

い
る

。
・

退
院

前
の

一
時

帰
宅

に
お

い
て

、
在

宅
復

帰
が

見
込

ま
れ

る
利

用
者

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
介

護
保

険
貸

与
は

現
在

適
用

さ
れ

な
い

が
、

改
善

す
べ

き
だ

と
考

え
る

。
・

一
時

帰
宅

時
の

福
祉

用
具

の
レ

ン
タ

ル
を

試
用

で
対

応
し

て
い

る
事

業
所

も
多

い
の

で
は

な
い

か
。

（
退

院
で

き
な

け
れ

ば
全

額
自

己
負

担
。

）
・

介
護

保
険

が
施

行
さ

れ
あ

る
程

度
時

間
も

経
過

し
、

上
記

を
含

め
、

介
護

保
険

を
利

用
す

る
人

の
流

れ
が

わ
か

っ
て

き
て

い
る

の
だ

か
ら

、
そ

れ
に

合
わ

せ
て

制
度

を
変

更
し

て
ほ

し
い

。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

（
２

）
介

護
保

険
貸

与
サ

ー
ビ

ス

Ｇ
．

自
由

意
見

Ｈ
－

１

関
東

Ｗ
－

２

関
東

関
西

北
海

道

Ｈ
－

２
*

Ｗ
－

１

・
1
8
年

4
月

か
ら

の
制

度
改

正
に

伴
い

、
特

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
の

事
前

準
備

や
事

後
処

理
等

の
事

務
量

が
急

激
に

拡
大

。
他

方
で

、
特

殊
寝

台
の

利
用

対
象

者
の

大
幅

減
少

に
伴

い
管

理
コ

ス
ト

の
負

担
が

増
加

。
事

務
量

の
削

減
、

管
理

コ
ス

ト
の

削
減

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
介

護
支

援
専

門
員

の
毎

月
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
加

え
て

、
貸

与
事

業
者

の
6
ヶ

月
に

1
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

負
担

に
感

じ
る

利
用

者
も

多
く

、
訪

問
を

断
ら

れ
る

ケ
ー

ス
も

散
見

さ
れ

る
。

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
の

あ
り

方
と

合
わ

せ
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
見

直
し

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
・

異
な

る
機

能
の

機
種

の
品

揃
え

の
た

め
の

投
資

が
拡

大
し

て
お

り
、

在
庫

負
担

の
軽

減
も

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
・

福
祉

用
具

利
用

計
画

書
は

必
要

と
考

え
る

ケ
ア

マ
ネ

に
対

応
し

て
作

成
し

て
い

る
。

理
想

的
に

は
全

て
の

ケ
ー

ス
で

作
成

す
べ

き
で

あ
る

が
、

業
務

負
担

は
小

さ
く

な
い

の
で

、
効

率
的

な
方

法
の

検
討

が
課

題
。

・
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
は

ほ
ぼ

全
て

参
加

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
知

識
が

少
な

く
て

も
そ

れ
な

り
の

専
門

性
を

問
わ

れ
る

場
合

も
増

え
て

お
り

、
対

応
で

き
る

知
識

、
専

門
性

を
高

め
る

こ
と

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

対
応

策
と

し
て

、
職

員
の

研
修

機
会

を
多

く
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

以
下

の
よ

う
な

方
策

を
講

じ
て

い
る

。
○

メ
ー

カ
ー

を
呼

ん
で

の
研

修
週

1
回

（
毎

週
）

○
利

用
者

（
介

護
ヘ

ル
パ

ー
）

向
け

の
勉

強
会

開
催

（
3
･
4
ヶ

月
に

1
回

）
（

公
的

施
設

利
用

、
社

協
の

協
力

を
得

て
開

催
　

な
ど

）
○

供
給

協
会

等
の

加
入

団
体

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
。

○
費

用
は

、
メ

ー
カ

ー
の

営
業

費
用

で
処

理
さ

れ
る

。

・
法

改
正

に
よ

る
貸

与
事

業
の

経
営

状
態

の
悪

化
に

よ
り

、
経

営
環

境
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
（

コ
ス

ト
削

減
、

人
員

抑
制

、
設

備
投

資
凍

結
、

不
採

算
地

域
か

ら
の

撤
退

等
）

し
か

し
な

が
ら

、
上

記
の

よ
う

な
こ

と
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

に
つ

な
が

り
か

ね
な

い
。

・
福

祉
用

具
専

門
相

談
員

の
力

量
の

差
が

顕
著

で
あ

る
。

単
な

る
配

送
業

者
と

し
て

で
は

な
く

、
専

門
性

を
発

揮
し

、
福

祉
用

具
の

提
案

が
で

き
る

よ
う

レ
ベ

ル
の

底
上

げ
が

課
題

で
あ

る
。

・
１

８
年

４
月

の
介

護
保

険
法

改
正

に
よ

り
、

事
業

運
営

が
大

変
厳

し
い

状
況

に
あ

る
こ

と
に

加
え

、
福

祉
用

具
貸

し
出

し
期

間
の

短
縮

で
搬

入
出

費
の

増
加

、
消

毒
費

用
が

増
加

し
て

い
る

。
・

一
方

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
サ

ー
ビ

ス
の

記
録

等
、

管
理

事
務

の
増

大
化

に
伴

う
物

的
・

時
間

的
費

用
が

増
加

し
て

い
る

。
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

Ａ
－

１

中
国

Ｄ
－

２

中
国

Ｂ
－

２

関
西

四
国

Ｃ
－

１

東
海

Ｃ
－

２

九
州

Ｂ
－

１

関
西

Ｄ
－

１

中
国

業
態

パ
タ

ー
ン

Ａ
－

２

対
象

地
域

（
３

）
そ

の
他

・
来

年
の

制
度

改
正

の
内

容
が

ど
う

な
る

か
に

よ
っ

て
、

再
度

介
護

費
が

２
０

％
も

カ
ッ

ト
さ

れ
る

と
経

営
破

た
ん

す
る

企
業

が
続

発
す

る
。

・
貸

与
サ

ー
ビ

ス
の

介
護

費
に

占
め

る
割

合
は

た
っ

た
の

２
．

４
％

で
あ

り
い

く
ら

予
算

を
カ

ッ
ト

し
て

も
効

果
は

な
い

。
・

今
回

新
設

さ
れ

た
、

担
当

者
会

議
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
ど

ち
ら

も
年

２
回

）
は

営
業

活
動

の
阻

害
要

因
で

し
か

な
い

の
で

効
率

化
で

き
な

い
か

？
・

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
の

受
験

の
出

来
な

い
県

が
あ

る
の

で
各

県
で

受
講

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

・
居

宅
介

護
事

業
者

か
ら

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
に

毎
月

送
ら

れ
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

票
は

、
事

業
者

毎
に

様
式

が
区

々
で

あ
る

た
め

、
紙

ベ
ー

ス
で

毎
月

チ
ェ

ツ
ク

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

事
務

的
に

煩
瑣

で
あ

る
。

・
国

で
様

式
を

統
一

す
れ

ば
電

子
情

報
と

し
て

管
理

で
き

る
た

め
紙

が
い

ら
な

く
な

り
チ

ェ
ク

な
く

て
す

む
。

・
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
中

に
お

け
る

3
年

以
上

利
用

の
お

客
様

の
統

計
に

つ
い

て
。

ど
の

よ
う

な
目

的
で

、
同

じ
品

目
と

し
て

の
レ

ン
タ

ル
継

続
を

同
じ

1
台

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
す

る
と

言
う

意
味

が
わ

か
り

ま
せ

ん
。

国
保

連
合

会
に

お
け

る
Ｔ

Ａ
Ｉ

Ｓ
コ

ー
ド

の
報

告
に

つ
い

て
も

利
用

者
さ

ん
に

は
同

一
商

品
を

継
続

利
用

し
て

い
る

と
い

う
実

績
が

上
が

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
が

、
我

々
貸

与
時

業
者

側
の

立
場

に
立

っ
て

い
た

だ
け

れ
ば

、
同

一
商

品
を

継
続

利
用

で
も

、
お

客
様

事
由

や
経

年
劣

化
、

磨
耗

な
ど

に
よ

り
同

一
商

品
に

交
換

し
た

場
合

、
商

品
の

コ
ス

ト
、

配
送

コ
ス

ト
、

場
合

に
よ

っ
て

は
消

毒
コ

ス
ト

ま
た

は
廃

棄
の

コ
ス

ト
が

事
業

者
側

に
余

計
に

負
担

に
な

っ
て

い
ま

す
。

売
り

上
げ

（
保

険
給

付
）

に
対

し
て

費
用

を
明

確
に

求
め

る
な

ら
ば

、
同

一
商

品
か

ら
商

品
を

交
換

し
た

場
合

で
別

商
品

の
レ

ン
タ

ル
が

発
生

し
た

と
言

う
調

査
項

目
に

す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

（
一

部
省

略
）

－
・

情
報

開
示

に
よ

る
情

報
の

伝
達

が
ま

だ
ま

だ
不

十
分

で
あ

る
。

・
福

祉
用

具
貸

与
事

業
の

み
で

収
支

バ
ラ

ン
ス

を
適

正
に

維
持

す
る

こ
と

は
、

レ
ン

タ
ル

卸
先

の
ウ

ェ
イ

ト
が

多
け

れ
ば

多
い

ほ
ど

収
益

性
も

低
く

な
る

た
め

、
先

行
投

資
に

は
な

る
が

自
社

管
理

に
切

り
替

え
る

必
要

性
は

で
て

き
て

い
る

。

・
精

神
的

疾
患

に
よ

り
、

そ
の

方
に

電
話

す
る

と
錯

乱
状

態
に

な
っ

て
し

ま
う

方
が

い
る

。
そ

の
方

に
連

絡
を

取
る

際
は

、
必

ず
ケ

ア
マ

ネ
を

通
し

て
連

絡
し

て
い

る
。

・
都

道
府

県
、

市
町

村
に

よ
っ

て
対

応
に

ば
ら

つ
き

が
あ

る
。

・
都

道
府

県
～

→
住

改
の

助
成

金
、

軽
度

者
向

け
の

例
外

急
な

ど
、

担
当

者
レ

ベ
ル

で
、

解
釈

が
異

な
る

こ
と

が
多

い
。

・
各

種
書

類
（

申
請

書
等

）
を

国
で

統
一

し
て

欲
し

い
。

・
必

要
書

類
が

多
い

が
、

実
態

は
「

書
類

集
め

」
に

な
っ

て
お

り
、

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
な

い
。

→
複

数
の

書
類

を
一

元
化

す
る

な
ど

、
本

当
に

必
要

で
有

効
活

用
さ

れ
る

書
類

の
見

直
し

を
し

て
欲

し
い

。

－
Ｈ

．
自

由
意

見
・

利
用

者
の

目
が

肥
え

て
き

た
。

・
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

に
は

、
会

社
と

し
て

必
ず

誰
か

が
出

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
（

営
業

は
担

当
地

区
制

で
行

っ
て

い
る

が
、

会
議

の
日

程
が

重
な

っ
て

し
ま

う
と

予
定

が
あ

い
て

い
る

別
の

社
員

が
出

席
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
）

・
利

用
者

宅
へ

の
訪

問
は

、
基

本
的

に
家

族
関

係
者

や
ケ

ア
マ

ネ
が

い
る

と
き

し
か

行
っ

て
い

な
い

。
（

利
用

者
本

人
の

警
戒

心
が

あ
り

、
そ

れ
を

考
慮

し
て

い
る

意
味

合
い

も
あ

る
が

、
「

福
祉

用
具

貸
与

事
業

者
だ

け
が

先
走

り
過

ぎ
な

い
。

」
こ

と
や

、
「

同
行

す
る

こ
と

で
事

象
の

共
有

が
で

き
る

。
（

言
葉

の
や

り
取

り
だ

け
だ

と
、

言
葉

の
意

味
の

取
り

違
い

や
意

図
し

て
い

な
い

ニ
ュ

ア
ン

ス
が

伝
わ

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

。
）

」
こ

と
等

が
あ

る
た

め
。

）
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

（
３

）
そ

の
他

Ｈ
．

自
由

意
見

Ｅ
－

３
Ｅ

－
４

北
海

道
関

東

Ｇ
－

１

関
東

Ｅ
－

１

北
陸

Ｇ
－

２
Ｇ

－
３

九
州

離
島

Ｅ
－

２

東
北

Ｆ
－

１

北
陸

・
軽

度
者

に
対

す
る

貸
与

規
制

は
単

に
報

酬
の

抑
制

に
過

ぎ
ず

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

し
な

が
ら

も
軽

度
者

と
い

う
こ

と
で

貸
与

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
。

国
（

厚
労

省
）

が
い

う
適

正
な

観
点

と
い

う
意

味
合

い
が

現
状

で
は

薄
れ

て
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

・
軽

度
者

に
限

ら
ず

、
適

正
な

判
断

を
行

っ
て

い
く

う
え

で
、

必
要

で
あ

れ
ば

貸
与

を
認

め
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

物
的

支
援

の
重

要
性

を
考

え
て

ほ
し

い
。

・
軽

度
者

へ
の

特
例

を
出

し
て

も
現

場
の

ケ
ア

マ
ネ

が
理

解
し

て
い

な
い

、
あ

る
い

は
利

用
に

消
極

的
で

あ
る

な
ど

の
問

題
も

あ
る

。

・
貸

与
開

始
予

定
だ

っ
た

利
用

者
が

検
査

入
院

等
で

「
貸

与
保

留
」

と
な

る
ケ

ー
ス

が
か

な
り

あ
る

。
利

用
料

を
取

れ
な

い
ロ

ス
と

な
る

。
・

居
宅

内
で

の
設

置
移

動
は

別
料

金
の

設
定

と
な

っ
て

い
る

が
、

実
際

に
は

、
無

料
で

や
ら

ざ
る

を
得

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
・

レ
ン

タ
ル

契
約

の
開

始
時

期
に

つ
い

て
ケ

ア
マ

ネ
が

仕
切

っ
て

し
ま

い
、

ほ
か

の
紹

介
事

例
も

考
慮

し
、

請
求

し
な

い
例

も
あ

る
。

2
5
日

納
品

で
も

当
月

料
金

を
発

生
さ

せ
な

い
な

ど
。

・
日

割
り

料
金

の
是

非
も

検
討

課
題

。
（

極
短

期
利

用
の

場
合

、
拠

入
、

設
置

、
回

収
、

消
毒

な
ど

の
コ

ス
ト

が
回

収
で

き
な

い
。

）
・

燃
料

費
上

昇
、

商
品

仕
入

れ
点

数
の

拡
大

、
い

ず
れ

も
コ

ス
ト

ア
ッ

プ
の

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

－
・

他
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

と
異

な
り

サ
ー

ビ
ス

終
了

後
の

引
き

上
げ

コ
ス

ト
が

発
生

す
る

こ
と

も
特

徴
。

人
的

サ
ー

ビ
ス

は
、

サ
ー

ビ
ス

を
「

止
め

る
」

だ
け

だ
が

、
物

的
サ

ー
ビ

ス
は

、
引

き
上

げ
、

管
理

コ
ス

ト
が

か
か

る
。

・
駐

車
禁

止
対

策
の

２
人

乗
車

な
ど

、
都

市
設

備
コ

ス
ト

も
発

生
す

る
。

・
こ

の
8
年

間
で

も
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
変

化
し

て
い

る
。

対
応

し
て

サ
ー

ビ
ス

内
容

も
常

に
見

直
し

を
続

け
て

い
る

。

－
・

作
成

す
べ

き
書

類
は

、
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

の
は

良
く

わ
か

っ
て

い
る

が
、

作
成

に
あ

た
り

多
大

な
労

力
を

要
す

る
、

保
管

場
所

が
必

要
で

あ
る

等
問

題
も

あ
る

。

・
今

回
調

査
を

う
け

ま
し

て
再

度
確

認
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
勉

強
さ

せ
ら

れ
る

事
も

あ
り

ま
し

た
。

又
期

間
が

な
か

っ
た

せ
い

も
あ

り
、

調
査

事
項

の
確

認
が

お
そ

く
な

り
ま

し
た

が
、

今
後

の
福

祉
用

具
サ

ー
ビ

ス
繁

栄
に

お
役

に
立

て
れ

ば
幸

い
で

す
。

・
販

売
後

も
可

能
な

限
り

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

て
い

る
が

、
利

用
者

に
な

か
な

か
受

け
入

れ
て

も
ら

え
な

い
場

面
も

あ
る

。
・

例
え

ば
当

社
で

は
中

古
品

販
売

し
た

特
殊

寝
台

の
６

～
９

月
後

の
無

料
点

検
を

実
施

し
た

際
に

一
年

後
の

有
料

点
検

の
（

５
千

円
で

、
交

換
部

品
あ

り
た

場
合

は
別

途
実

費
）

可
否

の
旨

の
お

尋
ね

を
し

た
処

全
員

断
ら

れ
た

と
い

う
経

験
が

あ
る

。
・

販
売

件
数

１
２

４
件

・
点

検
件

数
１

０
４

件
・

点
検

拒
否

　
２

０
件
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福
祉

用
具

貸
与

サ
ー
ビ
ス
の

実
態

に
関

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
　
【
貸

与
サ

ー
ビ
ス
の

あ
り
方

、
現

状
と
課

題
編

】

業
態

パ
タ

ー
ン

対
象

地
域

（
３

）
そ

の
他

Ｈ
．

自
由

意
見

Ｈ
－

１

関
東

Ｗ
－

２

関
東

関
西

北
海

道

Ｈ
－

２
*

Ｗ
－

１

・
貸

与
種

目
の

見
直

し
現

在
の

種
目

は
、

施
設

で
介

護
す

る
時

代
の

も
の

で
あ

り
、

在
宅

介
護

を
推

進
す

る
た

め
に

は
種

目
の

見
直

し
（

追
加

）
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

、
利

用
計

画
書

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

等
の

標
準

化
が

必
要

と
思

い
ま

す
。

・
貸

与
開

始
予

定
だ

っ
た

利
用

者
が

検
査

入
院

等
で

「
貸

与
保

留
」

と
な

る
ケ

ー
ス

が
か

な
り

あ
る

。
利

用
料

を
取

れ
な

い
ロ

ス
と

な
る

。
・

居
宅

内
で

の
設

置
移

動
は

別
料

金
の

設
定

と
な

っ
て

い
る

が
、

実
際

に
は

、
無

料
で

や
ら

ざ
る

を
得

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
・

レ
ン

タ
ル

契
約

の
開

始
時

期
に

つ
い

て
ケ

ア
マ

ネ
が

仕
切

っ
て

し
ま

い
、

ほ
か

の
紹

介
事

例
も

考
慮

し
、

請
求

し
な

い
例

も
あ

る
。

2
5
日

納
品

で
も

当
月

料
金

を
発

生
さ

せ
な

い
な

ど
。

・
日

割
り

料
金

の
是

非
も

検
討

課
題

。
（

極
短

期
利

用
の

場
合

、
拠

入
、

設
置

、
回

収
、

消
毒

な
ど

の
コ

ス
ト

が
回

収
で

き
な

い
。

）
・

燃
料

費
上

昇
、

商
品

仕
入

れ
点

数
の

拡
大

、
い

ず
れ

も
コ

ス
ト

ア
ッ

プ
の

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

・
生

活
支

援
及

び
介

護
負

担
の

軽
減

、
老

々
介

護
の

現
状

か
ら

福
祉

用
具

が
必

要
な

利
用

者
に

は
今

す
こ

し
緩

和
を

望
み

た
い

。
・

本
人

の
身

体
状

況
だ

け
で

は
な

く
老

々
介

護
の

家
庭

に
と

っ
て

は
福

祉
用

具
は

大
変

大
き

な
助

け
と

な
っ

て
い

る
。

・
福

祉
用

具
の

長
期

間
使

用
の

も
の

に
つ

い
て

は
、

販
売

に
と

の
議

論
が

あ
り

ま
す

が
、

継
続

し
た

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
本

人
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

変
化

に
対

応
で

き
る

こ
と

等
を

考
え

る
と

如
何

な
も

の
で

し
ょ

う
か

。
貸

与
事

業
者

と
し

て
は

、
あ

る
程

度
長

期
に

利
用

い
た

だ
い

た
方

々
の

お
蔭

で
何

と
か

事
業

運
営

が
可

能
な

状
況

に
あ

り
ま

す
。

・
軽

度
者

に
対

す
る

貸
与

規
制

は
単

に
報

酬
の

抑
制

に
過

ぎ
ず

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

し
な

が
ら

も
軽

度
者

と
い

う
こ

と
で

貸
与

で
き

な
い

こ
と

が
多

い
。

国
（

厚
労

省
）

が
い

う
適

正
な

観
点

と
い

う
意

味
合

い
が

現
状

で
は

薄
れ

て
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

・
軽

度
者

に
限

ら
ず

、
適

正
な

判
断

を
行

っ
て

い
く

う
え

で
、

必
要

で
あ

れ
ば

貸
与

を
認

め
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

物
的

支
援

の
重

要
性

を
考

え
て

ほ
し

い
。

・
軽

度
者

へ
の

特
例

を
出

し
て

も
現

場
の

ケ
ア

マ
ネ

が
理

解
し

て
い

な
い

、
あ

る
い

は
利

用
に

消
極

的
で

あ
る

な
ど

の
問

題
も

あ
る

。
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